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　東とう和わ七なな姫ひめ




　一いち宮みやシンセン黒こく曜よう姫ひ殿でん下か

　黒こく衣いと異国の黒帽子を好む黒くろ姫。端正な立ち姿から星ほし姫とも称される孤高の人。




　二にの宮みやスズマ翡ひ翠すい姫殿下

　深く澄すんだ眼まな差ざしを持つ法ほう衣いの姫。民衆から真しん姫とも時とき姫とも呼ばれる高こう潔けつの人。




　三さん宮みやナツメ常磐ときわ姫殿下

　武門の血を引いた勇ましき姫。永なが姫と人々に慕したわれる実直な人。




　四しの宮みやツヅミ琥こ珀はく姫殿下

　流れに翻ほん弄ろうされながらも立ち戻った美び姫き。華はな姫の名前で語られる純潔な人。




　五いつ宮みやクラセ浅あさ黄ぎ姫殿下

　妹姫と声を揃そろえる巫女みこ姫。湖こ国こくの姫として水みな姫の祭さい祀し名をそのまま背負う清せい楚そな人。




　六むつ宮みやマキセ萌もえ葱ぎ姫

　姉姫と微笑ほほえむ巫女姫。水辺に萌もえ立つ草木の香りから香こう姫と謳うたわれる穏おん和わな人。







　ここに最後に一人ひとり、七姫でもっとも幼く、もっとも素す性じようの怪あやしい小さな姫。




　七なな宮みやカセン空から澄すみ姫。

　ただ、そこに立っていることだけを求められた、ある意味で誰だれよりも宮姫として相応ふさわしく、ある意味で誰よりも相応しくない宮姫。

　新しん興こう都市の象徴として、何も知らないままで時代のど真ん中に出てきた彼女を、彼女を支えた人々が空そら姫と名付けた。

　流れの中で、そのままで見つめた世界に、問い問われる好奇な人。




　東和七姫の物語。

　その中で空澄の名を持つ少女が、出会い知りゆく物語。

　知りたがりのための物語。




　七人の姫ひめ達が祭り上げられた一いつ時とき。

　宮姫と呼ばれる巫女みこ姫達を掲かかげた東とう和わの各都市は、それぞれの立場を主張し、正当性を訴え、そして、争っていた。

　本来は巫女姫として祭さい祀しを司つかさどるのみの姫達を、人々は各自の理由で象徴的君主であるかのように擁よう立りつし、政まつりごとの一部へと組み込んでいた。

　生まれたのは、俗に東和七姫と呼ばれる姫達。

　まずは旧王都である一いち宮みやシンセン都市に東和一宮黒こく曜よう姫が擁立される。

　ほぼ時を同じくして二にの宮みやスズマ都市には東和二宮翡ひ翠すい姫が擁立される。

　続いて、一人ひとり二人ふたりと増えた姫は、ついに七人となり、それぞれの都市の顔となった。

　中央政権を任じていた旧王都一宮シンセンの破は綻たんが生んだ東和の混乱。

　長期に亘わたる安あん泰たいが生んだ内政腐敗のためとも、老ろう朽きゆう化かした国家構造の生んだ歪ひずみのためとも語られる財政破綻。おそらくは、どちらもが真実な負ふ債さいの連れん鎖さ。

　いずれにしろ、百年単位の長い平和の中で、膨ぼう大だいな負債を抱え込んだ中央都市シンセンは往年の支配力を失った。東和領域の中でも有力な六つの都市を抑おさえきれなくなり、いつしか宮姫達を介した曖あい昧まいな地方自治を黙もく認にんし始める。

　大規模な国内紛争を避けた柔にゆう和わな行為も、やがて、目に見える綻ほころびを始めた。

　誰だれの目にも見えた最初の動乱は、三さん宮みやナツメ都市と四しの宮みやツヅミ都市による、東和七都市で七番目に数えられる新しん興こう都市吸収を目的とした謀ぼう略りやくと軍事行動。

　これを迎むかえ撃うち、一気に時代の流れを変えたのが、東和七宮空から澄すみ姫を擁立する七なな宮みやカセン都市だった。

　七つの都市でどこよりも格下と見られていた七宮カセンの躍やく進しんは、東和の情勢を揺るがし、衆目を集めた。

　大敗した四宮ツヅミの解体。それを良しとせず威い嚇かくする三宮ナツメ。

　幾つかの鞘さや当あての末、七宮カセンと不本意ながら和解した三宮ナツメ。

　それは、弱体化した旧四宮ツヅミを挟んだ歪いびつな協力関係となった。

　二人の姫達、七宮空澄姫と三宮常磐ときわ姫の顔合わせから始められた新たな構図。

　こうした地方の新たな力に中央都市達も動く。

　一宮シンセンと二宮スズマは、不安定な情勢の中で確かく執しつを深め新たな紛争を引き起こす。

　これに対して、大都市の動きを危き惧ぐした双ふた子ご都市五いつ宮みやクラセと六むつ宮みやマキセは三宮ナツメに働きかけ、七宮カセンを引き込む四都同どう盟めいを目指す。

　四つの宮都市による互助関係が、新たな地方都市連合による秩序と安定を決定づけると、五宮浅あさ黄ぎ姫と六宮萌もえ葱ぎ姫は語る

　同どう調ちようしながらも、その裏で互いの利益を望む四都の同盟。

　この大国を無視して進もうとする諸しよ国こくの流れを断ち切らんと、さらなる動きが生まれる。

　泥沼の領土争いの中にあった中央都市一いち宮みやシンセンが、その重い腰を上げた。

　中央による集中政権再さい構こう築ちくこそ東とう和わの混乱を抑おさえる唯一の道として、副都を自認する隣りん接せつ都市二にの宮みやスズマと長き戦いの矛ほこを収め、手を取り合う道を選せん択たくしたのだ。

　大国同士による連立政権、大連合による東和再さい編へんを画策し始めた一宮シンセン。

　これが、東和に衝しよう撃げきを与える一方、四しの宮みやツヅミ都市は七なな宮みやカセンの独断により再さい興こうを許され、暫ざん定てい的てきに四都同どう盟めいに加えられる。

　ここに生まれたのは事実上の五都同盟。

　琥こ珀はくの姫ひめを呼び戻した時から始まった大きな模も様よう。

　中央では一宮の姫と二宮の姫が並び、地方では五人の姫が身を寄せ合う。

　二つの大都市と、五つの地方都市が対立する世界。

　これより先の東和のかたちを求めて、世界の模様が常に動いていた。

　これが、人々と姫達が彩いろどる模様が、かたちを求めて、日々を過ごした一いつ時ときの季節。
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「はむっ」

　はぐはぐと嚙かみしめると、お口の中には幸せが広がる。

　ああ、この表面に軽く掛けられたお塩の味と、中から広がる甘みが嬉うれしい。お鍋なべのお湯で茹ゆでただけの単純なお料理が何だかやたら嬉しい。

　きっと、最近はお姫様仕事で品のいいお食事ばかりしていたから、こんな一口が堪たまらなくなっているのだと思う。

　なので、これでもかと私は幸せを嚙みしめる。

「どうだ？　夏はやっぱり、トウキビだよな」

　そうです、そうです。たまにはテン様の言うことにも、そのまま同意したくなったりする。

「結構ね、ここへ来るまでに良好な農地を見つけたんだ。帰りに味見しながら品種の目利きもしておきたいね」

　また商売のことを考えているトエ様は、掛けすぎなくらいお塩を掛けている。この方は味があまり判別できないのか、普ふ段だんは濃こい味付けを好まれることが多い。

　きっと、お身体からだに悪いと思う。後でさりげなく何か言ってみようと思う。

「ヒカ、おめえ、塩掛けろ。そのまま食うな。塩掛けた方が甘く感じるぞ」

「いい、このまま」

　ヒカゲさんはヒカゲさんで、テン様に何を言われても黙もく々もくとトウキビを囓かじり続ける。

　カセンで食べたのより甘い品種みたいだから、ここは純粋な甘さを楽しみたいらしい。流石さすがに、今度はお砂さ糖とうを用意していない。用意していないと思いたいけど、もしかして、どこかに隠しているような気がするのは私だけだろうか。

「てめえっ、何だ、懐ふところから見え隠れする小こ瓶びんは？　甘いのばっか食ってるんじゃねえ」

　いきなり、テン様に捕まったヒカゲさん。気の毒に、いいように振り回されている。

　テン様の長い手脚はこんな時、御本人には非常に便利で、お相手には限りなく迷めい惑わくだと思う。

　でも、今のうちに、とにかく食べられるだけ食べておこうと思う。

　これを逃のがすと、今度、いつ食べられるか分からないから、ヒカゲさんと一いつ緒しよに食べる約束はあるけれど、ここは私だけでも食べ続ける。

　テン様とトエ様、ヒカゲさんと私の四人で並んで座った縁えん側がわ。

　双ふた子ご都市六むつ宮みやマキセの中心街にある古風な社しや殿でんの中庭。人払いされた緑の庭園を前にして、四人だけでひたすら食べていた。

　蟬せみの声が遠くの木立から響ひびく。

　兵ひよう糧ろうがどうのこうのと語るトエ様は、クラセとマキセ、そして、四しの宮みやツヅミなどの都市との農作物の流通を随ずい分ぶんと調しらべていた。

　そんな中で、普通より大きくて甘いトウキビを見つけたテン様が、まあ、こうして自らお湯を沸かして、いいお塩を用意して、お茶なんかも厳げん選せんして、こうなった次第で。

「今が旬しゆんだ。朝採れたてこそ一番だ」

「輸ゆ送そうすると味が落ちる。何か保存方法を考えないと」

「乾かん燥そうさせてみたが、まあ、軽くていいぞ。兵糧としてはな」

「乾かん物ぶつは種類も増えたね。でも青物の不足が不満にならないように手を打たないと」

　今、クラセとマキセには多くの兵が集められている。

　八割が農兵と呼ばれる一般市民から募ぼ兵へいされた方々だそうな。

　二つの都市で二万ずつ兵隊さんを集めても、その中で本業現役軍人さんの割合は少ないらしい。寄せ集めの軍隊だから、ちょっとした不平不満が統率の乱れになる。

　そこで、商しよう魂こんを出すのがトエ様だった。

　クラセとマキセ、双ふた子ご都市が求める食料を、四宮ツヅミ方面から搔かき集めている。

　元々が豊かだった双子都市だから、それほど多くの用意は求められていないようだけれど、ここで実じつ績せきを作ることが今後のためになるそうな。

「利益出るのか？」

　テン様が問えば、

「取り引きを重ね続けることが結びになっていく。信頼関係が大切なんだよ」

　今は種まきだとトエ様が肩を竦すくめる。

　当分、利益は見込めないってことだと思う。

　もう、お金尽きているのに。

　私がトウキビを囓かじりながら視し線せんで訴えると、トエ様が右手で前髪を搔かき上げて、軽くおでこを見せるようにして笑った。

　多た分ぶん、本当のことと噓うその間を行き交う時のこの人の癖くせ。噓をつかないで本当のことを二重、三重に積つみ重ねる時の癖。積み重ねた言葉は、一つの本当とは違う顔を見せる気がする。

「僕らのお金はもう無いよ。でもね、僕らにお金を都つ合ごうしてくれる人達はいる。僕らが潰つぶれると困る人達が大勢いるからね」

　七なな宮みやカセンが財政破は綻たんしたら、隣りん国ごくが、五都同どう盟めいが崩れる。だから、七宮カセンにお金を回してくれる勢力があるらしい。

「初めからそのつもりだったんですか？」

　トウキビから口を離はなして私が問えば、テン様とトエ様は揃そろって笑え顔がお。

　死ぬほど仲のいい光景で、

「金は使わないと意味無いぞ」

「使わせないと意味が無いんだよ」

　お金を出させることが大切だと。この人達は気楽に語る。

「自分で作った米は旨うまいだろう。自分で作った仕組みだって、どいつもこいつも可愛かわいいんだ」

「四都同盟だろうと五都同盟だろうとね、人は関係ない物には大して関心を持たないんだ。関係することだけで手一杯だからね」

　この同盟にお金や人を動かした人や団体は、それだけ関係を結び、ここから先に繫つながってい行く。直接的にしろ間接的にしろ、関係や関心を繫げていくことが大きいらしい。

「お金を貰もらっちゃうと逆さからえないことも多くありませんか？」

　このお二方は、人様の顔は立てるけれど、人様の言うことは聞かない。多た分ぶん、好き勝ってやるために手て間ま暇ひま掛けてここまで来た人達だ。逆らえない他人を作らないような人達。

　だから、私みたいなお飾りの主君を掲かかげているんじゃないかと思うお二人ふたりは、自由気ままに食べかけのトウキビを振り回す。

「商売の相手に損はさせんよ」

「僕もね、これでも不当な取り引きは一度もしたこと無いんだ。筋の通らない仕事をすれば、その後の五年も十年も大人おとなとしての信用を得られないからね」

　自信満々で胸を張るお二人が、不意に私の背後に目をやって、何か苦にが々にがしく笑い始める。

「まあ、何だ。結果的には、やむを得ない関係もあったかな、トエちゃん？」

「そ、そうだね。うん、そんなこともあった。至らない若き日の自分が時たま憎いよね。ねえ、テンちゃん？」

　視し線せんをあっちこっちに散らしながら、何やら、唐とう突とつに肩を抱き合って、うんうんと頷うなずき合ったり、笑い合ったり。

　何だろうか、ヒカゲさんに訊きこうとすれば、この方はこの方で黙もく々もくと音も立てずに食べ続けて、私にもお二人ふたりにも見向きもしない、

　これはこれで、一本筋の通った生き方のような。ヒカゲさんは訊けば答えてくれる人だけど、お楽しみのところを邪じや魔ましちゃ悪いような気もする。

　そこまで考えてから、ふと、テン様やトエ様がこんな風になる理由を一つ思い出した。

　見つかるとまずいと、とある方が、外へのお仕事に出かけている時間を選んだこのお食事会。

　早く、もし早く用事が済んだなら、私の背後に、どなたかがいらっしゃるのかも知れない。

　ちょっと遠くで、私の背後から履はき物ものの音がした。

　楚そ々そとしていて、でも確たしかな足取り。それは、聞きき慣なれた足音だったりする。

　もしかしたら、私が一番聞き慣れている足音の気がしたりする。

　まずい気がした。

　テン様とトエ様が私に向かって、困った顔で、背後の異変を教えてくれる。

　この人達は、どうして大人なのに子供みたいな表情を簡かん単たんにするのだろう。

　足音が近づいてくる。人様が立ち止まる気け配はいを、すぐそこに感じれば、やがて、こほんと咳せき払ばらい一つ。

　よく知る声。

　私が知っている女性で一番背の高い方だから、高い位置からの声は馴な染じみの距きよ離り。

「ただいま六むつ宮みや様方より、明日あしたの式典の委い細さいについての打ち合わせを終えて参りました」

　うわっ、声がいつもより冷たい気がした。

　テン様とトエ様は他所よそを向いて、戦力がどうとか、兵隊さんの里心がどうとか急に話を始めている。変わらないのはヒカゲさんだけ、四本目。

「六宮様からもくれぐれも七なな宮みやの姫ひめ君ぎみによろしくと託ことづかって参りました。それこそ、宮姫と呼ばれるに相応ふさわしい彼かの姫のお心づかいは多た岐きに及び、慣なれぬ土地で七宮の姫様が困っていないかと、私にそのお暮らしぶりをこと細かにお訊たずねなさりました」

　冷たいと言うより、感情を見せないお声が、背後の頭上からまだ続く。

「これほど、お返事に困こん窮きゆうしたことはありませんでした。空から澄すみ姫がマキセ逗とう留りゆうの日々をどのように過ごされているか、何をどこまで包み隠さずにいられるか、色々と胸に来るご質問が幾度もありました」

　ごめんなさい、ごめんなさい。淡たん々たんと語られるのがとても恐こわいです。

「この件は無かったこととして、明日あしたの式典に臨のぞみたいと願ねがいます。よろしいですか？」

　はい、見なかったことにしてくださいと、振り返ること無く頷うなずいてみれば、背後でため息一つ。それは、すごく馴な染じんだ気け配はい。

　それから、向けられた視し線せんが私からテン様達に変わる。お二人ふたりの表情と視線で知れた動き。

「姫様と楽しく遊んで過ごし、何が将軍ですか、何が軍師ですか？」

　はははと乾いた笑え顔がおのテン様に、こそこそするトエ様。とても、一軍を指揮する方や国政を背負う方とは思えない様よう子すに、背後で冷たい沈ちん黙もく。

　そっと、首だけで振り返ってみれば、冷たくも無く厳きびしくも無い、何だか呆あきれた表情で佇たたずむ衣い装しよう役やくさんのお姿があった。

　背せい高たかな瘦そう身しんは、いつも、私達の誰だれよりもきちんとした立ち姿。

「あの、そのう、どうでしたか？　六むつ宮みや様のお加減や街の様子は？」

　この流れを何とかしようと話しかけてみれば、衣装役さんは少し硬い印象がある御自身の右みぎ頰ほおを指さされた。

「あっ」

　私の頰ほおのことだと気がついて、慌あわてて手をやれば頰に食べかすが張り付いていた。

　危なかった。

　このまま人前に出てしまったら、きっと、空から澄すみ姫ひめの少ししか無い宮姫の格がずり落ちてたと思う。この人がいないと、私はすぐにお姫様役からずり落ちてしまう。

　いや、いっそのこと、この方に宮姫をやって貰もらえばいい気がしてきた。私はお側そば付き見習いのカラカラさんでもいい気がする。時たま、そんなことを考えたりする。

　それはそれで面おも白しろそうなんだけど、そんなわけにもいかない。ここまで来たから、このままの、ここから先が気になるから。

「六宮様は姫様との明日の顔合わせを楽しみにしておられました。微び熱ねつも収まりお加減は大変よろしいと侍じ医いの方から太たい鼓こ判ばんを頂いたとのことです」

　双ふた子ご姫のお一人ひとりである六宮の姫は、それほど丈夫な方ではないようで、体たい調ちようを崩されることが稀まれにあるそうだ。

　昨日きのうから微熱があると大事を取っておられた六宮様こと萌もえ葱ぎ姫は、私より二つほど年上なのだけれど、大変に穏おだやかで柔らかな方だ。

　だから、このご報告は嬉うれしい。

「それと、街の様子ですか、駕籠かごから覗のぞいた限りは日ひ頃ごろと変わらない様子で落ち着いた感触を得られました。こちらについては、そこの高位な役やく職しよくにあられる方々の御見解を拝はい聴ちようしたいと存じます」

　衣装役さんに話を振られて、お怒りから解放されると大人おとな二人がすぐに笑顔になる。

　何だかなあ。いや、そこが楽しい方々なんですけど。

「そりゃあ、誰だれも事態が見えてないんだよ」

「どちらかと言えば、誰も事態に付き合いたくないんだね」

　テン様、トエ様の順。

「厳きびしい流れなんか見たくない。関かかわりたくない」

「でも、遊んでいたら周りが見えなくなる」

「普通の暮らしをきちんと続けて流れの行方ゆくえを待つ」

「庶しよ民みんの真まっ当とうな生き方だよ」

　双ふた子ご姫ひめの真似まねなのか、手を取り合わんばかりに肩を寄せ合い、トウキビ振り回し、いつものように言いたい放題好き勝手言い出す。

　それから、テン様は、この人らしい楽しそうで、きっと、世の中では不敵と呼ばれるだろう表情で私を見た。

「だから、道を見せてやるために俺おれ達はここまで出てきた。田舎いなかから、豊かな大国のお膝ひざ元もとまでな。そうだろう、カラ？」

　七なな宮みやカセン。東とう和わで西外れにあって宮都市の中で一番小さな私達の基き盤ばん都市から、四しの宮みやツヅミ没落後、東和で三位に当たる地位を得た双子都市まで。それがここまでの道だった。

　その領土の外がい縁えんに、一いち宮みやシンセン都市と二にの宮みやスズマ都市の勢力圏に面するクラセとマキセに私達はやってきていた。

「誰が望んだ道ですか？」

　テン様からトエ様に、衣い装しよう役やくさんの目め線せんが移動する。

　トエ様はトエ様で、この人らしい顔で肩を竦すくめる。

「望んだのは誰でもないよ。誰も何も変化を望まなかった。それがクラセとマキセだ。勿もち論ろん、僕達が望んだ道でもないよ。僕達はね、一宮と二宮が潰し合って、ついでに巻き込まれた双子都市が僕らに救援を求めてくる道が一番楽だったんだ。東和中央の不毛な戦いを止めるため、七宮カセンと三さん宮みやナツメ、四宮ツヅミの連合軍が大だい活かつ躍やくする道」

「贅ぜい沢たくな」

　衣装役さんに一いつ蹴しゆうされて、トエ様は苦笑する。

「まあ、そのために根回しは色々したけれど、現実的には今ぐらいの台本が順当だったね」

　困った顔で告げるトエ様の肩を、ぽんぽんとテン様が叩たたく。

「いるんじゃないの？　今の状況を望んだ奴やつ」

　それで、二人ふたりして、変に納得しているから、私は首を傾かしげる。

「私にも姫様にも理解できる会話をお願ねがいします」

　親切な衣装役さんが、私のために少し声こわ音ねを高くする。

　それで、トエ様がいつものように説明役に回る。

「双子姫とその取り巻きは大国に吞のまれぬために僕らを必要としていた。少し、今の状況は彼らが望んだ道だ。そして、もしかしたら、一いち宮みやと二にの宮みやの一部もこの流れを期待していたね」

「どうしてですか？」

　思わず問う私に、私の左さ大だい臣じんでもあるトエ様は目を細めて優やさしい顔をする。

「だってね、東とう和わ各地に敵対勢力が散らばるより、ここに主だった勢力が集まってくれた方が戦いやすいんだよ。上手うまくやれば、一度の攻勢で大局を決められるからね」

　その言葉で、もしも、今、大国が押し寄せてきたならと思うと、改めて恐こわくなる。

　私達の地元ではない不ふ慣なれな土地で大きな流れに巻き込まれたらと思うと、手の中にあるトウキビさえも何だか重く感じる気持ちが出てしまう。

「そこまで考えている奴やつは目め利ききだよ。多た分ぶん、東和七なな姫ひめでそこまで読んでるのは、あいつとあいつだけだ」

　茶ちや化かしたテン様の言葉が示すのは、大国に君くん臨りんする二人ふたりの宮姫が立つ姿。

「一宮の黒こく曜よう姫ひ殿でん下か」

　私がすぐに思い浮かべたのは黒こく衣いと、その横顔。それから、思い直す。

　気になる一人ひとりの姫に気を取られ過ぎる自分の癖くせを止やめなきゃいけない。

　もう一人の、絵姿ぐらいしか知らぬ姫の姿を思い浮かべる。

「そして、東和二宮翡ひ翠すい姫殿下ですね」

　翡翠色の法ほう衣いに身を包み、真しん姫ひめとも呼ばれる方のことを思おうとする。ちょっと、実像が見えない不安な感じ。

「そうだ」

　トエ様はどうしてか、ひどく真ま面じ目めで優やさしい表情を作って続ける。

「いずれね、君は会わなければいけなくなるよ。君が一宮の黒曜と対等になろうとすれば、必ず向き合わなければならなくなる相手だ」

　重く感じ過ぎる前に、私は先に進もうと口を開く。

「どのような方なのでしょうか？　改めてお教えください」

　お姫様らしい顔で居住まいを正そうとして、手にしていたトウキビをどうしようか悩む。

　あっ、また笑われた。どこへ行っても、結局、私は笑われるらしい。

　もう食べちゃおう。その方が早いとかぶりつけば、背後でため息一つ。

　どうしたら良かったんだろう？

「真まっ直すぐな子だよ」

　トエ様は少し俯うつむいた。

「あの子は自分が選んだ道を真っ直ぐ進んでいる。真っ直ぐに迷わずに」

「三さん宮みや様のように真っ直ぐですか？」

　常磐ときわ姫のことを思い出す。竹のように真っ直ぐな三宮ナツメの姫。

「違うよ」

　トエ様は困ったように笑う。

「どちらかと言えばね、黒い姫ひめのように、そして」

「お前みたいにな」

　テン様が横からそう告げた。
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　　　一節　手元の未来







　背中を向けたのは、少し苦痛だった。

　隙すきを見せたら何があるか知れない。

　それでも、ここは彼女の居場所ではなかった。

　踵きびすを返した先には。物言わぬ黒くろ騎き士しが左右に控える冷たい回廊。

　背後に感じるのは黒い姫の眼まな差ざし。

「お待ちなさい」

　玉ぎよく座ざからの声が、深い谷底を思わせる回廊の底に響ひびく。

　澄すんだ色の法ほう衣いが、その広い裾すそに隠された足を止めた。

　法衣の色は翡ひ翠すい。その色の呼び名を姫名とした少女は振り返る。

　朱しゆ色いろの玉座を背にした声の主は、黒くろ綾あやと呼ばれる漆しつ黒こくの姫装しよう束ぞくに身を包んでいた。

　東とう和わ一いち宮みや黒こく曜よう姫ひ殿でん下か。そう呼ばれる姫。

　見上げたのは東和二にの宮みや翡翠姫殿下。

「お見送りしましょう。ここまでご足そく労ろう頂いたのです。この一いち宮みやにも礼を尽くさせてください」

　端正な白はく面めんが紡つむいだ言葉に、やはり端たん正せいな顔立ちの姫ひめが笑う。

「では、そこまでお願ねがいできますか」

　受けて立つと笑う翡ひ翠すいの姫に、黒こく衣いの姫が罪の無い表情で笑った。

　長大な黒衣を優ゆう雅がに翻ひるがえす黒姫が玉座段上から降り、立ち止まって待っていた法衣の姫と並び歩く。

　居住まいを正した黒い騎士達の囲む道を、艶あでやかな姫達が進む。

　荘そう厳ごんさを出すために敷しかれた異国の絨じゆう毯たんは、その足音を消す。

　並んでみれば、翡翠の姫の方が少し背が高く、黒衣の姫の方が細く見える。

　だが、黒衣の方が壮そう麗れいな装飾が激はげしいため、存在感は黒姫の方が強い。何よりも、室内でありながら外さない黒帽子が、その存在を濃こくさせていた。

「その衣装は華か美びに過ぎます」

　翡翠の姫が素直な感想を口にする。

「東とう和わの華はなであるのが私の務めです」

　黒衣の姫が小さく口元を綻ほころばせる。

「帽子を外さないのは何なに故ゆえですか？」

　王城、その真しん奥おうの室内で、陽ひ射ざしを遮さえぎる帽子に何の価値があるかとの問い。

「これがありませんと、本物でないと疑われるのです」

　飾りだと、他意は無いと声に軽い響ひびき。

　並んで歩いても、互いに相手を見ないで正面を見み据すえた二人ふたりの姫。

　あり得ない光景だった。

　一宮シンセン城の奥。黒くろ騎き士しに左右を固められた玉ぎよく座ざの間から控えの間への長い回廊。そこには、今まで一人ひとりの姫しかいなかった。

　主たる黒くろ姫と、その仇きゆう敵てきと呼ばれた翡翠の姫が肩を並べて歩く。そんな光景はあるはずが無かった光景だ。

「滑こつ稽けいですね」

　翡翠姫が薄うすく微笑ほほえむ。

「私がですか？」

　こちらも薄く笑う姫の胸元で、その名と同じ黒こく曜よう石せきの胸飾りが灯あかりの反射に鈍にぶく輝かがやく。

　黒騎士達にその言葉は聞こえていないのか、周囲からはしわぶき一つしない。

「この世のこと、大方のことです。思わぬことも気がつけば当たり前になる」

「私は二にの宮みやを従えようとして、貴女あなた方は一宮を打破しようとした」

「それが、このような同どう盟めいとなるとは、世の中は分かりません」

　そこで、黒の姫ひめが目を細める。

「同どう盟めいという言葉は避けたいと我わが議ぎ会かいから提案が出ています」

　黒くろ姫の言葉に、深緑の姫も頷うなずく。

「なるほど、紛らわしいですね。向こうも四都同盟、五都同盟と名乗っています。私共、真しん都と同盟の真似まね事ごとでしょうか」

「中央連合。そう呼ぶ流れが強いそうです」

　真都同盟に一いち宮みやが組み込まれたと誤解されては困るから、シンセン議会は安易に同盟と呼ぶ関係を避けたがった。

　名前一つで、呼び名一つで国民に対する影えい響きよう力りよくが大きく変わることがある。世の中に何かを発信した経けい験けんがある人間だけが実感する感覚。

「貴女はどう思われますか？　お考えがあるのならお聞かせください」

　翡翠姫が振り、

「単に連合と人々は呼ぶでしょう。人は分かりやすい呼び方を選びます」

　黒こく曜よう姫が単純な予想を返す。

「大連合と呼ばれるよう、互いに尽力しましょう」

　圧倒する勢力であると東和全土に示す。それが東和の安定に繫つながる。そのために連立するのだと、二にの宮みやスズマの姫が語った。

　長い道行きが終わる頃ころ、二人ふたりの姫は足を止めた。

「新世界は私達で作りましょう」

「私達の中に私はいますか？」

　お互いに顔を合わせた姫達。

「世界が貴女あなたを必要としているならば、その望みは叶かないましょう」

「それもお互いにですか？」

「無む論ろんです。その道は見えていると信じます。それでは、本日はお時間を頂き、ありがとうございました」

　翡翠の姫が、見送りはここまでで充分だと、静かに視し線せんを外した。

　その言葉に、黒曜石の姫が黒帽子へ手をやる。

「此こ度たびのこと有意義な対話であったことを願ねがいます」

　細い両手で、頭から胸元へ黒帽子の豊かな線が流れた。

　その象徴とも言える黒帽子を外して、黒い姫が礼を尽くして頭を下げた。黒くろ騎き士し達もその場に片かた膝ひざを突き、頭こうべを垂れて主に倣ならう。

　賓ひん客きやくへの礼だった。一宮の姫がここまで頭を下げるのは、長老格の為い政せい者しやか、王室からの高位な使者、そして異国からの来賓だけであった。

「後日には、もっと踏み込んだ話をしましょう」

　再会まで互いの健勝を願う言葉と礼を最後に交わして、姫ひめ達は別れた。

　遠い廊下の向こうに法ほう衣いの背が消えるまで黒こく衣いの姫は頭を下げ続け、それに従う黒くろ騎き士し達も微動だにしなかった。

　やがて、黒髪の姫が頭を上げて、黒帽子を静かに被かぶり直す。

　二呼吸の間をとって、黒騎士達も礼の姿勢を解き、警けい護ごの姿勢へと戻る。

「皆様方、この黒曜のわがままを聞き入れて頂き感かん謝しやします。そして、我わが妹姫いもうとの帰路が安全であるよう、この後もお頼みいたします」

　見渡すこともなく、瞳ひとみを閉ざして黒くろ姫が告げた。

　黒騎士達の背後から、姫付きの侍じ従じゆう達が音も立てずに現れ、姫の前後を護まもる。

　控えの間までお伴しますとの声にも、主たる姫は身動き一つしない。

「互いに尽じん力りよくしましょうですか、どこまでも対等であろうと語りましたね。あの姫」

　呟つぶやきと呼ぶには明めい瞭りよう過ぎる声で、一人ひとり残った姫が言葉を発する。

　尽力するのは片方だけではないと、翡ひ翠すい姫の言葉が語られた。

　正統政府、最大勢力である一宮シンセン都市と対等である。対等の協力関係であると、同どう盟めい者しやとして連立政権を構こう築ちくする。それが、真しん都と同盟、二にの宮みやスズマ都市の方針だった。

「おかしな話ですね」

　側そばに控える者達に語ったのではなく、自身への言葉に形の良い唇が動く。

「真都同盟。同盟の名を冠しながら、今こん日にちこの日まで、彼らはどことも同盟など結んだことがありません。常に勝者として他者を吸収合併して強大となったのが彼かの団体」

　静かに、黒い瞳ひとみが世を映す。

「この一いち宮みやシンセンは滅びません。同盟を語りながら他者を吸収し続けた彼、彼女達と言えど、この一宮シンセンを飲み干すことは出来ないと教えて差し上げましょう」







「大国と言えど、その権けん勢せいは永遠ではあり得ない。真都の精神に、彼、彼女達も飲み干される時が来たことを知って貰もらいましょう」

　王城から離はなれる馬車の中で、二宮翡翠姫は語る。

　宮姫だけが使う朱馬車の中、向き合う護ご衛えい武官がその言葉に頷うなずく。

「よくぞ信念を貫つらぬかれました。このシンセンの姫さえ退しりぞけるご活かつ躍やくは、真都で待つ民衆に勇気を与えるでしょう」

　熱あつい言葉に、その横に並ぶ外交補佐役も同意する。

「我わが真都の悲ひ願がんである統とうたる和の世界に、大きく前進しました。大師もお喜びでしょう」

　東の和の地である東とう和わは、曖あい昧まいに付けられた呼び名であると真都同盟は断じていた。

　統たる和こそ貴とうとき国のあり方と、統とう和わという呼称を真都スズマではよく使う。

　その世界の設計において、何よりも大事なのが中央集権の体制だった。それは、いつまでも東とう和わ中央政権であると思い上がる旧王都一いち宮みやシンセン主しゆ導どうであってはならなかった。

　そんなことに改革の様よう子すは見えない。

　腐敗した中央を立て直す顔役として、真しん都と同どう盟めい二にの宮みやスズマ都市が光ひかり輝かがやかなければ、時代の変容は生まれない。シンセンに任せておけば、仮に再さい興こうを果たそうと同じような世の中にしかならない。

「一宮は我われらと東和再さい編へんのため行動を共にします」

　翡翠姫は自身の胸元に組んだ指先を眺めながら、静かに続ける。

「双ふた子ご都市と、それに与くみする有う象ぞう無む象ぞうの輩やからを解散に追い込む事業こそ、その最初の行動となります。諸勢力のわがままな行為を抑おさえ、中央の確たしかなあり方を世界に示す。それこそが、私達の未来を世界に広めることとなります」

　一宮シンセンに従って地方都市を抑えるのではない。衰すい退たいした一宮シンセンを、健全なる隣りん人じんとして支え未来へと誘ゆう導どうしてあげる。それが真都同盟の行動指針だ。

　その未来の貢こう献けん者しやとして、次代はシンセンではなくスズマが、一宮ではなく真都が、この東和の主軸、顔役となる。

　目指すのは新世界の主導権。

「それこそが、お祖じ父い様さまが思い描いた百年の大計です」

　遠大な計画だった。

　真都同盟の創業より三代の夢とも、真都の前身たる組そ織しきの数百年にわたる信念の具現とも言われる。あるいは、現代の大師が、ただ一人ひとり、孤こ軍ぐん奮ふん闘とうで実現した成果とも。

「足並みを揃そろえて、まずは五いつ宮みやと六むつ宮みやに時代の変化を伝えましょう。双子都市さえ現状を理解すれば、遊ゆう覧らんにやってきたナツメもカセンも引き上げるでしょう」

　大国同士が和解した協力体制に、双子都市がどのような抵抗をしようと大局は変わらない。

　東和全体の未来のために、一宮と二宮の中央体制を隣りん国ごくの双子都市が認めれば世界の再さい編へんはほとんど終わる。

　東和西部地帯の三さん宮みやナツメ、七なな宮みやカセン、それに、懲こりずに宮都市を名乗り始めた四しの宮みやツヅミが地元に引き上げて抵抗しようと、単なる地方都市の造反だった。

　力を合わせた大国、それを支える友好都市としての五宮と六宮。これだけの力があれば、地方都市の一つや二つ、十日もあれば武力制圧も可能かも知れなかった。

「姫ひ殿でん下か、しかしながら、双子都市にあまり簡かん単たんに折れて貰もらっては困ります」

　武官の言葉に、翡翠姫は複雑な笑えみを浮かべた。

「でしょうね、すぐに恭きよう順じゆんの姿勢を取られては、一宮は我われらを顧かえりみなくなります。要いらなくなった厄やつ介かい者ものとして、おざなりに他者を扱うでしょう」

　双子都市を苦も無く抑おさえれば、一宮シンセンは二宮スズマの協力に一度は感かん謝しやしても、すぐにその恩を忘れる。大国の精神とはそのようなものだった。

　双ふた子ご都市とそれに与くみする勢力には、それなりの意地を見せて貰わなければ、東とう和わ中央を支える連立政権は長続きしない可能性が高い。

　喉のどもと過ぎれば熱あつさを忘れ、また単独政権に返り咲こうとする一いち宮みやシンセンの姿は、少し世を知る者ならば誰だれにでも想像できる。

　単独政権こそ、一宮シンセンが長く馴な染じみ愛した政治体制なのだ。

「こちらからは手を打ちません。一宮にやらせましょう。五いつ宮みやと六むつ宮みやには、少し迷いを与えます」

　迷い、些さ細さいな抵抗を繰くり返してくれれば、次の時代が作りやすかった。

　出来れば一宮の手に余る双子都市を、華か麗れいな援えん護ごで二にの宮みやスズマが取り押さえる。

　これが理想的な展開でもあった。これでこそ、二宮スズマ、いや真都同盟の存在価値を高く示せる。

「早々に多くの者が動いております」

　補佐役の言葉に翡ひ翠すい姫ひめは車外へ視し線せんを向けた。

　朱馬車の窓には異国流れの製法で作られた硝子ガラスが用いられていた。

　東和では硝子の工房はまだ小規模だった。移動に耐えるしっかりとした硝子窓が備えられた馬車など、大国である一宮と、第二位の権勢を誇る二宮だけであった。

　強度を重視したためにやや分厚く、精密さに欠ける硝子の向こうには緑の庭園があった。

　シンセン城の誇る広こう大だいな庭園だ。

　城一つのために、それなりの市街の二つや三つ分の土地が使われていた。

　緩ゆるやかな曲きよく線せんを用いて優ゆう美びに彩いろどられた庭園には、四季を代表する木々がどこまでも続くように立ち並ぶ。

　そして、木々の間には直立不動の黒くろい騎き士し達。

　東和一宮姫の親しん衛えい隊たいである黒こつ騎き団だん。その総力は五千と公称されている。

「見せつけてくれます。膨大な敷しき地ちと兵力。ただ一人ひとりの姫が独占すべき対象ですか」

　シンセン城は、ただ一人の姫が住む場だった。本来の王族は、ほぼ全すべてが、この庭園の片かた隅すみに追いやられ、別べつ館かん住ずまいを余よ儀ぎなくされている。

「あの姫は異国流れの母を持ち、王室の傍ぼう系けいとして消えゆく立場から、ただ一人の象徴にまで這はい上がりました。父母だけではなく、血けつ縁えんの全てを失った彼女こそ、余計な後うしろ盾だてを持たぬお飾りの姫としてシンセン議ぎ会かいに愛されました」

　翡翠の袖そで飾かざりを無む意い識しきに指先で弄もてあそび、緑の大たい樹じゆ、その向こうに見える空の青を眺めながら、真都の姫として育った者が、大国の姫として生きた者を語る。

「しかし、聡さと過ぎる彼女は力を持ち過ぎました。この親衛隊の数は異常です。シンセン議会は彼女を疎うとみ、近い未来に退位を迫る心づもりでしょう」

　近年、王室には先王直系ではないが、それなりの血統から男子が生まれている。

　強過ぎる宮みや姫ひめである黒こく曜ようを退位させ、より扱いやすい幼子を王位に置く。誰だれもが遠くない先にその光景を予測していた。

「彼女の花道を用意してあげましょう。東とう和わ再さい編へんのために働きたいなら協力しましょう。シンセンは私達の助けを求めてきたのですから」

　停戦と同どう盟めいを求めたのは一いち宮みやシンセンである。真しん都と側ではそうなっている。

「この庭を艶あでやかに保つには膨大な労力を必要とするでしょう。シンセンとは、大国ぶった無む駄だの多い大所帯。無駄な権力争いを続ける破は綻たん者しやの集まりです。恐れることはありません。私達が東和の主軸に成り代わるまで、多くの時間は必要としないでしょう」

　そう告げる指し導どう者しやの言葉に、武官と補佐役は満足そうに見つめ合う。

　彼らが望む言葉を、彼らの指導者はいつも与えてくれるのだった。







「何を与えて欲しいのです？　女王の言葉ですか、それとも、貴とうとき願ねがいですか」

　王城にそびえる塔の屋上は、黒い姫に庭園の一望を約束していた。

　遠く小さな点になりつつある朱馬車と、それを警けい護ごする騎士達の道を見下ろし、夏にしては柔らかな陽ひ射ざしの下で黒帽子の被かぶり心地ごこちを正す。

「この三文芝しば居いはシンセンとスズマが互いを利用しようとする茶番です。我わが方は思い上がった二にの宮みやスズマを適当に利用し尽くすため、あちらは思い上がった一宮シンセンを思い通りに操あやつるため、あからさまな御ご都つ合ごうの風景。和なごやかな対たい談だんと、国民への揃そろい踏ぶみご挨あい拶さつなんて、そのような、わざとらしい真似まねは良りよう識しきある方々から嘲ちよう笑しようを受けるでしょう」

　白い、人形じみて見える白い指が、黒帽子の縁ふちに添えられ、その角度を微妙に直す。

　他愛たわいの無い拘こだわりが見える仕し草ぐさ。

　この空の下で、ようやく、黒帽子が本来の役目を果たす。

「二宮の姫はどうでしたかな？」

　姫の背後で、そう問いかけたのは高位の文官正装に身を包んだ初老の男だ。

　臣下の礼は取らず、腰の後ろに両手をやり、空を行く夏鳥の旋せん回かいを眺めていた。

「やる気のある方でしたよ。おそらく、東和七姫の誰だれよりもやる気があり、誰よりも多くのことを学んでいます。この国の未来を憂うれい、一宮を支えて世界を切り開こうとしています」

　問いに振り返らず、黒こく衣いの姫は背中越しの回答をした。

「一宮のために尽くすなら結構ですな」

「この国のために尽くすのでしょう？　未来のために、駄だ目めで駄目で仕方ない一宮シンセンを支えてあげるのです。二宮の力で立て直し、東和再さい編へんをなしとげた一宮は、もう二宮の協力が無ければ何も出来ない三流の勢力となります」

　黒こく曜ようの名前を持つ姫ひめは、さらさらと淀よどみなく声を発する。

　一いち宮みやシンセン都市に位置する中央政府は、莫ばく大だいな負ふ債さいを抱えた赤字政権だ。具体的には目に見えなくても、その屋台骨はがたがたと言える。この危き機きを救って貰もらえば助かる反面、スズマと真しん都と同どう盟めいに頭が上がらない面も出てくる。

　誰だれだって、借りのある相手には弱い。社会的地位や人としての責任を大事にするほどに。

　正統政府を自認する一宮シンセンには、相応の責務が求められ、それを蔑ないがしろにすれば、その尊そん厳げんを失う。そして、借りのある勢力と歪いびつな関係を続けるのも、何かをすり減らす。

　失ってもすり減らしても、そこに大国の在りし日の姿は見えない。

「そうならぬよう、我われら政治家も動いております。二にの宮みやには舞ぶ台たいの端は役やくであり続ける状況を与え続けます」

　抜かりはしないとの老政治家の言葉に、黒帽子の下で姫が笑う。

「五都同盟の解体ですか？」

「地方の輩やからには解散の勧かん告こくをシンセン議ぎ会かいの名で送りました。従わなければ、東とう和わ中央政府は実力行使も厭いとわぬと」

　恫どう喝かつである。

　何も一宮と二宮の連合軍で押し寄せる必要は無いのだ。

　二宮との戦いに兵力を取られなければ、一宮シンセンは大軍を一国だけで用意できるのだ。

　五いつ宮みやと六むつ宮みやが総力を挙げても、農兵を中心に四万がやっと。三さん宮みやと七なな宮みやが派兵してきたとしても、どれだけ多く見ても一万ずつが限界だ。

　隣りん国ごく二宮に兵を割さかないで済むならば、十万の兵を用意できるのが一宮シンセン都市なのだ。

　ツヅミ戦のような無理な遠征も必要ではない。

　双ふた子ご都市はそれほど遠地ではない。一宮と二宮の領土争いになったチドリのような末端都市は、双子都市からも数日の距きよ離りにあるくらいなのだから。

「彼らが恭きよう順じゆんすれば、我われらの安定は確かく実じつです。二宮にはそこそこの礼をして懐かい柔じゆう政策を続ければよろしいでしょう。真都の大師はかなりの高こう齢れいですしな」

　大きな恩を受けなければ、連合だの連立政権だのは一時的な関係として数年で消滅させられると、老政治家が見解を示す。

　ただ、隣人と一時的な協力関係があった。それだけで終わらせれば、また元の鞘さやに戻る。気をつけていれば問題ではないとの考えが、シンセン議ぎ会かいの口に出さない本ほん音ねだった。

「真都は大師が亡くなれば弱体化すると仰おつしやりますか？」

「翡ひ翠すいの姫が頑がん張ばろうと一人ひとりで何が出来ます。真都には他ほかに指し導どう者しやがおりません」

　シンセン議会は違うと、議会で長く生きてきた老政治家は語る。それなりの者は多く、何人かが欠けても大局は変わらない。

「議長のお考えはもっともです」

　ようやく、黒い姫ひめは視し線せんを遠景から外した。

　シンセン城を囲む白しら壁かべの門に見送る対象が消えたから、彼女はシンセン議ぎ会かいの長たる老人へ振り返った。

「ですが、本当に彼かの大師は先が短いのでしょうか？」

「持病の悪化は確たしかです。既すでに影かげ武む者しやにすり替わっているとの噂うわささえあります」

「それ、いつから言われていますか？」

　清せい楚そに笑いながら、黒こく衣いの姫が目を細め、その言葉を続ける。

「調しらべてみましたら、私の生まれる前にも、そんな話がありましたよ。大病で死の淵ふちをさ迷っていると、そこから奇跡的な回復を果たしたと」

「その頃ころは、真しん都とが内部抗争で苦しんだ時期ですからな」

　よくある話だった。危急存亡の時、不ふ慮りよの苦く難なんを背負った指導者を護まもるために、忠義の部下達が奮ふん起きする。それが、組そ織しきを長く保もたせるための美び談だんとして後世に語り継がれる。

　そこにどのような真実があるかは、ほとんどの他者には分からない。

　生まれていなかった者に確かめる術すべは無く、その時代を生きていた権力者の一人ひとりである老政治家にさえも全容は見えない。時には、当人達の記き憶おくさえ美化され変容するのが、人の間に生まれる真実だった。

「世の中には煮ても焼いても食えない輩やからがおりますからな。食いたいとも思いませぬが、思い通りに消せる相手でもありません」

「人は死ぬ時は死にます。死にたくはありませんが、私にも不ふ慮りよの死があるやも知れません。案外、その大師という生き物、私や翡ひ翠すいより長生きするかも知れませんね」

　老政治家は小さく咳せきをした。

「思えば、幼き姫ひ殿でん下かを城に迎えられてからの、この年月、議会の長老達も半数が消えました。やがて、私も何らかの形で舞ぶ台たいを降りるでしょう」

　引退か、現役の中での死か、それを考える年ねん齢れいに彼もあった。

「是非、私が宮姫役を降りた後も議会の長老役であってくださいませ。庶しよ民みんとしての私に、その有り様を見つめさせてください」

　微笑ほほえむ顔に、綺き麗れい過ぎる姫特有の毒があった。

「現役のまま死ねと仰おつしやりますか」

　感情を出さない政治家の声に、黒帽子が頭を振る。

「片づけてから、穏おだやかな日々を過ごされることを願ねがっております」

　微笑む眼まな差ざしは冷たい。

　片づくはずが無いと、その目が言っていた。

「片づけます。少なくても、我わが一いち宮みやによる東とう和わ再さい編へんの道筋は確かく実じつにです」

　責務は果たすと告げてから、老人はまた小さく咳をした。間を取りたかったわけでなく、加か齢れい故ゆえにだった。長い議ぎ論ろんは喉のどを嗄からす。

「そこから先は？」

　鈴すずのように問いかける声は、とても若い少女の色。

「貴女あなたの時代です。貴女方が片づければよろしいでしょう」

「私、何年もしないうちに退位させられる立場ですよ」

　宮みや姫ひめを終えた者は、王族からも政治からも一歩身を退ひくのが慣かん習しゆうだ。

「東とう和わの姫達とて、宮姫を退しりぞいても先へ進むでしょう。役目を果たした老人は続く若者に期待します」

　生きている限り、避けて通れぬ結びつきがあると老人が語った。

　東和一いち宮みやの称号を背負う姫は、政界の重じゆう鎮ちんである老人の言葉に未来を想像し、それから、声を立てずに笑った。

「この一宮シンセンに、続く若者を育てた覚えがおありなのですか？」

　混迷する一宮シンセンに、正統政府に失望した若者は多い。政府に不信感を持った無気力な若者が自じ暴ぼう自じ棄きになる。あるいは、他国に流れる現象がどれほど長く続いているか。

　ある者は新しん興こう都市に流れ、そして、多くの者が一宮シンセン都市の傍かたわらに位置する都市に流れた。そこには、多くの人々を引きつける言葉を有した結社があった。

　この数十年で、彼らは世を動かす揺るぎない力を手にして、その実質的指し導どう者しやが、先ほどここまで来た。

「貴方あなた方は真しん都と同どう盟めいの養い親なのですよ」

　冷たい声で、それでも、笑え顔がおはそのままだった。

　背後の夏空、高たか夏なつの陽ひ射ざしの下で夏鳥の旋せん回かいが続いていた。







「叔父おじ上うえはそう言うが、私は好かん」

　竹の意い匠しようを持つ三さん宮みやナツメの紋もんが揺れる。

　その紋を染め抜かれた姫ひめ装しよう束ぞく姿で、常磐ときわの名を持つ姫が拗すねた顔をしていた。

　五いつ宮みやクラセ都市の郊外で、馬を並べた道行きでの光景だ。

　疎まばらな街がい路ろ樹じゆを備えた見通しの良い街道。二人ふたりの前後には誰だれもいない。

　遥はるか後方に、警けい護ごの一団が距きよ離りを取って控え、そして、やはり遥か先にシドウ将軍の率いるべき本隊が野外での休息を取っていた。

　軍務から距離を取れるシドウ将軍の休息時間だから、それぞれの愛馬の歩ほ調ちようは軽い。

「姫ともなれば、格式が問われますからな」

　常磐姫にとって、叔父でもある宿将シドウ将軍は彼女に諭さとす口調をした。

　東和七なな姫ひめの中で身長がある常磐姫に比べて、シドウ将軍はやや上うわ背ぜいが足りない。それは並んだ馬上でも変わらない。むしろ、立派な白馬を与えられている常磐ときわ姫ひめに比べて、将軍の馬の方がやや貧相にも見える栗くり毛げ馬だった。

　大きさや速さより、足腰の強さで馬を選ぶ。そんな叔父おじの質実剛健を貴とうとぶ気風が好きだから、自分が見た目重視の白馬に乗るのを常磐姫は嫌いやがった。

　本来、宮姫の役を背負う者は馬に跨またがる真似まねなど、もっての外である。元々、乗馬に適した装束など持たないのが普通だ。

　母方が古いにしえより続く武家の出である常磐姫だから、周囲の反対を押しのけて乗馬の勝手が黙もく認にんされていた。それでも、軍馬や農耕馬では問題があると、見み目め麗うるわしい白馬ならばとの妥だ協きようがあった。

「白馬の姫と庶しよ民みんに笑われるのはもう嫌いやだ。講こう談だん本ほんでは、私が他ほかの姫を護まもる剣客に描かれているらしい」

　白馬で刀を振るう武家の姫絵。街々で絵え空そら師し達と呼ばれる絵え描かき達が、そんな絵を売り歩いていると耳にすれば、題材として担かつぎ出される当人としては頭が痛くなる。

「それは見てみたい気もしますな。我わが国の力強さを艶あでやかな姫絵が広めてくれれば何かと都つ合ごうがよろしいですしな」

　四都から五都となった地方都市の同盟。その中で、どこよりも武門の気風が強い三さん宮みやナツメ都市としては、掲かかげる姫からして勇ましいと風ふう聞ぶんが立つのは好ましい展開だった。

「まさか、うちの執政院が仕組んだのではあるまいな？」

　シドウ将軍の返答が不満だと、常磐姫が詰きつ問もんの口く調ちようをする。

　まさかと笑うから、やはり、不満だと口を尖とがらせる常磐姫。

「やはり、奴やつらの仕し業わざか？」

　少し裏のある言葉に、笑い顔が収まる。

「でありましょうな。この手の風ふう聞ぶんの裏には、いつでも七なな宮みやのトエル・タウが見え隠れします」

　庶しよ民みんの文化に手を回し、七宮の姫を売り出したのが始まりだった。あるいは、目に見えなかっただけで無名時代からそうだったのかも知れない。今度は五都同どう盟めいを庶民に認知させるために多数の工作が続けられていると考えて、まず間違いは無かった。

「叔父上を戦地に送り出す策か」

　シドウ将軍と三宮ナツメ軍が武勇を求められるよう仕向ければ、七宮カセンの軍は一時的に休むことが出来る。

「それは望むところです。七宮のテン・フオウにも、ツヅミを任せたキリハ・ラサにも負けぬ戦功の機き会かいが参ります」

　戦わなければ武家の実じつ績せきは作れないと、頼もしい顔をする叔父に姪めいである姫は頰ほおを緩ゆるめる。

「そうだな。それに、我わが国が五都同盟に提供できるのは武勇ぐらいだからな」

　経済力では、三さん宮みやナツメは東とう和わ七都市で一番弱い。産業の弱さと地理的な事情から、新しん興こう都市の七なな宮みやカセンにも大きく水を空あけられている。

「いずれは鉱山の開発が進み、我が国も持ち直します。その時のために、今はこの同盟を護まもることが肝かん心じんであります」

　何もしないでは、三宮ナツメ都市の経営は成り立たない。この同盟に参加しなければ、七宮カセンにも四しの宮みやツヅミにも置いていかれる懸け念ねんがあった。

　新興都市にこれ以上強くなられても、確かく執しつのある商都ツヅミに自力再建されても、困ることは間違いなかった。東和の発展に、それなりの功績を用意しなければ立ち位置を失う。

　七宮カセンにも四宮ツヅミにも劣らぬ底力があると示さなければならない。

「しかし、寄せ集めの同盟で勝てるのか？」

「向こうも寄せ集めです」

　他愛たわいの無い会話の振りをして問えば、他愛の無い返答が来た。

　重た過ぎる会話をしたくないと、常磐姫が他所よそを向いて頷うなずく。

　その目が映すのは、盛夏の陽ひ射ざしに浮かび上がる長閑のどかな平野だ。

　夏の緑は強い生命力があり、彼女の名の由来である常緑の木々よりも若々しい。

「平和だな」

「いい土地です。この広々とした平野は開かい墾こんも道みち普ぶ請しんも楽でしょうな」

　双ふた子ご都市は立地に恵まれていた。それでも、一いち宮みや、二にの宮みやに比べれば小規模であると耳にするから、山地の起伏に囲まれ育った常磐ときわ姫ひめは面おも白しろくは感じられない。

「負けるものか。うちの兵は山々を切り開いた鉱山の男達だ。こんな長閑な土地で気楽に過ごした男達に負けるわけが無い」

　東和のどの都市にも専業兵はそう多くない。その都つ度ど、募ぼ集しゆうした農兵が大半だ。その中で、ナツメだけは鉱山関係出身の者が多かった。

　鉱山不況で職しよくにあぶれた者が多いナツメの実情は苦しい。だが、市民ぶった都会の者達に劣るはずが無い逞たくましさがあった。

「そうですな。真しん都との兵は義勇兵、志し願がん兵へいが多いと聞きますが一宮との連れん携けいは難むずかしいでしょう。一宮は正規兵がどこよりも多いとはいえ、都会育ちです。屈強とは言いい難がたい」

「もうすぐ、うちも増援が来る。シドウが一万の軍を率いれば三宮ナツメの旗が折れることはあるまい」

　五都同どう盟めいの結束を示すため、三宮ナツメも七宮カセンも、それぞれ万の兵をこの地に呼び寄せる約束をしていた。

　正直、財政的に苦しい遠征だった。普ふ段だんなら、公称で万の軍勢と言いながら、実質は六千から七千ほどが当たり前なのが地方都市の実情だ。

　今回だけは、他国との約やく定じようと、国としての体面のため無理をしている。本当に一万に近いはずだった。

「そうですな。姫ひめのご期待に応こたえましょう」

　叔父おじ上うえと呼ばすシドウと常磐ときわ姫が呼んだから、二人ふたりの時間は終わった。

　緩ゆるやかだった併へい走そうも、遠くない先に本隊と出迎え兵の姿が見え始めていたのだ。







「三さん宮みや様はシドウ将軍とお時間を共にしています」

「七なな宮みや様も後見人のお二人とお過ごしです」

　六むつ宮みやマキセ都市の萌もえ葱ぎ姫の屋や敷しきには、二人の宮姫がいた。

　開け放たれた窓辺に腰掛ける五いつ宮みや浅あさ黄ぎ姫。そして、寝台に身を起こす六宮萌葱姫。

　萌葱姫の寝室で、双ふた子ご姫、双子宮と呼ばれる姉妹は向き合っていた。

「互いに身体からだは強くありませんね」

　姉姫である浅黄姫が微笑ほほえみを浮かべれば、妹姫である萌葱姫が、

「もう大丈夫です。明日あしたのために大事を取っただけですから」

　同じ顔で微笑み返す。

「五都同盟の発ほつ足そくを世に知らしめ、大国の圧力を受け流さなければなりません」

「なればこそ、四人の姫が揃そろう様を人々に見せねばなりません」

　出来れば、復帰した四しの宮みや姫である琥こ珀はく姫ひ殿でん下かも呼び寄せたかった。それは日程的にも辛つらく、琥珀姫もツヅミから先にまでは進もうとはしない現実があった。

「一いち宮みやと二にの宮みやが何かを要求するより早く」

「私共の立場を鮮せん明めいとし、その切っ先を制します」

　紡つむぎ合わされた言葉は、姫達の寝室に入ることを固こ辞じした者への言葉。

　窓の外に広がる躑躅つつじの庭園に、礼の姿勢で立つ若き政商。

　豪ごう商しようサイ家。五宮クラセと六宮マキセの双ふた子ご都市に基き盤ばんを持つ商家の青年だった。

「サイ家筆ひつ頭とうの名に懸かけて、既すでに相応の手は打っております」

　弱じやつ冠かん二十二歳で家を背負う若き筆頭は、妹のような年とし頃ごろの姫達に敬意を払っていた。

　近づき過ぎず、離はなれ過ぎず。それが、彼が求めた距きよ離りだった。

　姫達を利用する財界の人間に徹てつすることも、姫達を護まもる庇ひ護ご者しやに徹することも拒こばんで、曖あい昧まいとも言える距離で若者は忠勤を尽くしていた。

　冷徹だった父のやり方を好まず、その一方で馴なれ合い過ぎるのを危き惧ぐしていた。

　そんな若者を、姫達は慈いつくしむ笑え顔がおでいつも迎えていた。

　東とう和わ七姫の中で一番柔らかな二人の微笑みを見ると、ハルセ・サイは、いつもどこか眩まぶしそうにしている。

「そう畏かしこまらずに」

「何かご質問があるのではありませんか？」

　浅あさ黄ぎ姫ひめと萌もえ葱ぎ姫が促うながせば、

「それでは、お言葉に甘えて、お訊たずねしたいことが二つほどあります」

　ハルセは神妙な眼まな差ざしで問い始める。

「お二方がお会いした各国の姫達のことです」

　なるほどと、姫達が頷うなずく。

「常磐ときわ姫のことですか」

　常磐姫を五宮クラセに招いて、ここまで共に歩んだのが五いつ宮みや浅黄姫。

「空から澄すみ姫のことですね」

　六むつ宮みやマキセまで招いたのが、六宮萌葱姫だった。

「どのような方なのかお聞きしておきたいのです。私は立場的に宮姫の方々とは距離があり、見えぬことが多いのです。特に七宮姫とは、ほとんど面めん識しきもありませぬ故ゆえ、明日あしたのためにも改めてお聞きしておきたいのです」

　言葉通りに受け取って、まずは姉姫の浅黄姫が妹姫に話し始める了解を取った。

「三さん宮みや様は実直なお方です。大変、正直なお方で、うち解けてしまえば、損を覚悟で責務を果たそうとする凜り々りしきお姿を見られるでしょう」

　三宮ナツメ都市までハルセは出向き、夕暮れの山門でその背を見送ったことがあった。頑かたくなに見えて、情に拘こだわる気質なのだと、今、思えば分かる気がした。

　だから、そこが弱みになりやすい。筋を好むくせに、筋より情を取りかねない。

「お国の財ざい政せい難なんもあるのでしょう。いつも同じような姫ひめ装しよう束ぞくで大変そうです。先だって、星を見ませんかと夜間にお訪ねしたら、なんと殿との方がたのお召し物を部へ屋や着ぎにしておりました」

　浅黄姫の言葉に、萌葱姫が目を丸くする。

「ハルセさんのような格好ですか？」

「いえいえ、それが、あの絵え描かきさんの仕事着と同じような格好でして」

「まあ、なんと野や趣しゆなお暮らしでしょう」

　楽しそうな姫達の会話に、商家の筆ひつ頭とうは居所を失う。

「あちらの姫は、人々の目に変わらぬ姫役を姫装束からも心がけているのでしょう」

　その辺で手打ちにして欲しいと、ハルセは小さく咳せき払ばらいをする。

「ならば、浅黄に代わり、萌葱が七なな宮みや様のことをお伝えしましょう」

　六宮萌葱姫の微笑ほほえみに、ハルセは肩に力が入るのを感じた。

　七宮勢は五都同どう盟めいの中で、一番、得え体たいが知れない。

　テン・フオウとトエル・タウ。この二人ふたりが掲かかげる姫は、小さな姫だ。

　これまで機き会かいが得られず、一度も会えなかった七宮の空そら姫。その姫を知れば、七宮勢の底が見えてくる気がした。特にトエル・タウだ。

　武芸者であるテン・フオウは自分とは違う世界の人間だと思えば、理解できなくても割り切れた。その男と違い、商人上がりのトエル・タウはハルセと同じ世界を生きた男だから、理解出来ない相手と割り切るわけにはいかなかった。

　そんなハルセに、萌もえ葱ぎ色いろの姫ひめは穏おだやかに語りかける。

「七なな宮みや様は、とてもとても恐こわい方です。私が何をするか、何を語るか、じっとその全すべてを見ています。私が、私共が何を考えているか、胸の奥、その向こうまで見ています」

　愛らしい姫と、七宮姫を普ふ段だん語るのが萌葱姫だ。それが、微笑ほほえみながら物ぶつ騒そうな表現をした。

「常磐ときわ姫も、空から澄すみ姫が恐ろしいと仰おつしやっておりました」

　浅あさ黄ぎ姫の言葉に、萌葱姫が微笑んだまま続ける。

「多た分ぶん、人の言葉を出来るだけ覚えていようとしています。同じように、自分の言葉も忘れないようにしています。あの小さな姫は、私達の誰だれよりも物事を知ることに貪どん欲よくです」

　五年も十年も、人の言葉を覚えていて、繰くり返し繰り返し反はん芻すうする。じっと見つめて、いつまでも忘れないようにする子供。

「トエル・タウの影えい響きようでしょうか」

　ハルセが厳きびしい顔をする。

　七宮姫の側そばに誰よりも長く立っていたのが、左さ大だい臣じんとして補佐を務め続けていた男だ。

　世界の理屈の裏まで知り、表も裏も等しく道具として扱おうとする。そんな男だと、ハルセは理解している。

　そんな男に養育されれば、どんな大人おとなに育っていくだろうか。さらに、笑って闘とう争そうを仕掛ける将軍さえもが側そばにいるのだ。

「でも、可愛かわいらしい方です。とても、無む邪じや気きです」

「無邪気ですか？　純真や純粋ではなく、無邪気ですか」

「はい、純真な方など東とう和わ七姫には一人ひとりもおりません」

　ハルセの問いに答えたのは、純真にしか見えない笑え顔がお。

「純粋な方ならば、二にの宮みや様さまでしょう。あの方は七宮様と正反対の生き方をしています」

　萌葱姫は浅黄姫に同意を求める視し線せんを送る。

「そうですね、七宮様は純粋なことは何もしていません」

　さらに言えば、ほとんど何もしていないと言えるだろう。何かをしているのは、その周囲で、空澄姫は指し導どうも君くん臨りんもしていない。そのまま見ているだけに見える。

「もっとも、宮姫は何もしないで祭さい祀しを勤め上げるのが本来のお仕事ですから、余計なことはしない方が正しいのでしょうね」

　世界がどう動こうと、それは国を預かる為い政せい者しやが責任を負うことだ。本来、承認の言こと祝ほぎぐらいしかしない宮姫が払うべき義務は何も無かった。

　どこからか、それが変質していた。

　一いち宮みやの姫ひめが親族である王族の多くを粛しゆく清せいした時か、二にの宮みやの姫が人々を指し揮きした時か、きっかけを手にして、宮都市を名乗る各都市は曲がった真似まねをし始めた。

　曲がりくねった迷路の中では、入り組んだ事情の模も様ようが満ちていた。

　そんな中で、じっと見つめる瞳ひとみは何を思うのだろうかと、空そら姫と並び称される双ふた子ごの宮姫達と向き合い、若い男は考えてみる。

　ふと、なぜか、ツヅミの街で出会った子供の眼まな差ざしを思い出す。

　あの瞳に自分がどう見えていたかと考えれば、恐こわいという言葉が少し思い浮かぶ。大した大人になれていない自分が自覚できたからだ。

「七なな宮みや様のような方に見つめられても、何かを取とり繕つくろうこと無く、そのままでいられるならば私達は幸せでしょう」

　萌もえ葱ぎ姫は空から澄すみ姫への感想をここで終わらせた。

　自分のあり方に自信が持てるなら、その奥まで見つめられても構わないと振ふる舞まえるなら、多た分ぶん、それでいいと萌葱姫は微笑ほほえんだ。

　そう言われたと感じたから、ハルセは初めて七宮の姫に真ま面じ目めな興きよう味みを持った。

　その瞳にトエル・タウのような男がどう見えているのか知りたくなったのだ。幼い姫のことだから、期待し過ぎてはならないと思いながら、何かを淡あわく期待していた。

　ただ、ハルセは大人であろうとして、ここまでで淡い気持ちは切り上げた。

「宮姫方のことは分かりました。貴重なお言葉を感かん謝しやいたします」

「それで、本題の方はどうですか？」

　もう一つの質問の方が本当に聞きたかったことでしょうと、浅黄姫が穏おだやかな視し線せんを向ける。

　萌葱姫の眼まな差ざしも同じようだったから、敵かなわないとハルセは笑いたくなった。

「明日あしたの式典の成果、大国に通じるとお考えでしょうか？」

　真剣な問いに、双ふた子ご姫達は祈るように手を合わせ、静かな表情を向ける。

「やって見せれば価値はあります」

「示された価値をどなたが評価するか、どなたが蔑ないがしろにするか」

　紡つむがれる言葉は流れるようで、とうの昔に二人ふたりの間で話し合われている言葉なのだろう。

「そこから先は私共の職しよく務むではなく」

「私共を掲かかげた皆様のお仕事と考えております」

　勝ち負けがあるならば、それは宮姫達が背負うべき課か題だいではないと二人の姫が語った。

　勝ち負けは巫女みこ姫達が競きそう物ではない。勝敗の舞ぶ台たいに立つのは違う者達だ。

　無責任とも取れる言葉に、ハルセは肩の力を抜く気になれた。

　この姫達に勝敗をつけさせる重荷を背負わせるのは、男として許せない事態だった。そこは、自分達が、あるいは姿を見せない為い政せい者しや達が戦う場でなければならない。

「公職にある者の責務、ご理解の程感謝いたします」

　そう言えた自分が、そう言える配はい慮りよをくれた姫ひめ達が、彼は好きだった。

　大国の脅きよう威いが迫る中で、窓辺から降り注ぐ夏の豊かな陽ひ射ざしの下で、サイ家のハルセは最後までこの姫達に尽くそうと心から思った。







「責任は誰だれも取らない。それが四しの宮みやツヅミでした」

　翻ひるがえる旗は琥こ珀はくの色。

　かつての四宮ツヅミ都市で使われた旗とは少し違う。短たん冊ざく飾りの付いた新生四宮ツヅミの旗は膨ぼう大だいな数が用意され、どこの角にも掲げられていた。

　この街を包む城じよう塞さいにも、水路を行く小舟の舳へ先さきにも掲げらている。

　遊ゆう覧らん船せんの甲かん板ぱんに立つ少女は、桜さくら色いろの夏衣に、琥珀色の夏帯姿。

　一つ前の夏、彼女が夏祭りの船下りで着た姫装しよう束ぞくそのままの立ち姿だから、その姿を見つけた水路沿いの町衆から声が上がる。

　小さく手を振る船上の姫。

　街中のあちこちで声が上がり、船を追う若者達が左右の通りに集まり始める。

　何一つ報しらせの無い、抜き打ちの顔見せだった。

　僅わずかな供回りだけで、帰ってきたばかりの東とう和わの姫が人々の前に初めて見せる立ち姿。

　歓かん喜きの声が合わさる光景の中で、姫の背を護まもるのは長ちよう刀とうを手にした武人。

　東和四宮琥珀姫と、そのもっとも有力な武将となった傭よう兵へい将軍キリハ・ラサ。

　七なな宮みやカセンの曖あい昧まいな占領と搾さく取しゆに翻ほん弄ろうされていたツヅミの民衆にとって、何よりも希望を感じさせる二人ふたりの姿は、それぞれの予想を上回る早さで人々の熱ねつ気きを生み始めていた。

「私は誰だれも責任を取らないツヅミの象徴でした」

　人々に手を振り、穏おだやかな笑え顔がおを浮かべながら、四宮琥珀姫は傭兵将軍にだけ聞こえるよう言葉を紡つむぐ。

「ツヅミの財界も、府中も、権力者も、誰も何も責任を取りたくなかった。ただ、利益を追い求め、隣りん人じんたる三さん宮みやナツメの立場を追いつめ、七宮カセンには欲望を与えました。その結果が戦争と敗戦であった時、逃げる時間欲しさに捨てられたのが私です」

　七宮に狙ねらわれるのを避けるため、ツヅミ敗戦の際には膨ぼう大だいな工作が行われた。

　戦勝者テン・フオウがその時に受け取った賄わい賂ろは膨大でありながら、そのほとんどは、何の効力も無かったと言われる。

　テン・フオウが、その賄賂の相手全すべてを公表し、その金の全てを戦没者基金に充あてることで、ツヅミの旧勢力権けん威いを貶おとしめ、自らの妥当性を確かく保ほしたためだ。誰が見ても違法性のあるやり方で清せい廉れんな軍人ではなかったが、確実に人気は取れた。

　目に見えない場所で行われた卑ひ劣れつなやりとりを、かつて、琥珀色の姫はトエル・タウという男の口から告げられた。

　やり場の無い憤いきどおりを胸の奥に仕し舞まいながら、この姫ひめは戻って、ここにこうして立っている。

「この先もツヅミは変わらないのか、変わるならばどのようにか、見届けることが出来たなら、ここで手を振り笑え顔がおでいることに意味を見いだせるでしょうか」

　淡たん々たんと告げる思いに、武人は片かた膝ひざを突いて長刀を捧ささげる礼を取り、主君に敬意を示す。

「畏おそれながら、変わろうと変わるまいと、ここに姫ひ殿でん下かが立つ事実には価値がありましょう」

　簡かん潔けつな返答に姫は振り返らない。

　ただ、小さく頷うなずいた。

　世の中ががどうなろうと、足元が覚おぼ束つかなかろうと、現実はここにある。

　望みがどこにあるか、誰だれに何が伝わるかも定かでは無い。それが現実でも、ここに姫と武将の立ち姿があって、これを認知し歓かん声せいを上げる人々の景け色しきがある。

「ここから始めましょう」

　だから、琥こ珀はくの名を持つ東とう和わの華はな姫はツヅミの街と向き合う。

「他国と、そこに生きる人々がしでかす騒さわぎに流されないよう、ここから先にある景色に潰つぶされないよう、ツヅミのあり方をここから形作ります」

　先を行く者が何をしているのか、何が生まれようとしているのか見えない中で、どうなろうと耐えられる場所を作れたら、そう願ねがう姫は穏やかな表情であり続けた。

　ここに立って、人々に迎えられる。今は、その時間を一つ一つ積つみ重ねるだけだった。

　夏草の匂においを含んだ川風が、その柔らかな髪を揺らし、同じ風は彼女の名と同じ色をした旗を靡なびかせた。

　訪れた季節は東和のどの都市にも平等だった。
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　　　二節　二人景色







　その朝は陽ひが昇る頃ころより式典の準備に追われ、まだ朝風が感じられる時刻に、支し度たくが調ととのいきらぬうちに全すべてが始められた。

　遠くで楽団が一斉に雄大な楽曲を奏かなで始める。

　甲かん高だかい金物の音は、普通のお祭りの音より澄すんでいた。

　より貴重な金物で鋳ちゆう造ぞうされているのだろうか、それよりも、楽器を扱う人の腕がいいのだろうか、私にはよく分からない。多た分ぶん、両方なのだろうと思う。

「始めましょう。よろしいですね？」

　傍かたわらに立つ六むつ宮みや萌もえ葱ぎ姫ひめが微笑ほほえまれる。

　緊きん張ちよう気味で硬くなる私を気き遣づかう笑え顔がおは、素す敵てきなお姉ねえさんの顔。

　だから、笑って返す。

「はい、ここからが本番です」

　東とう和わ七なな宮みやとして、私は微笑み、二人ふたりで並び歩き始めた。

　控えの間から、六むつ宮みやマキセの中心街を行く宮行列が待つ大広場へ。

　そこに、整せい然ぜんと整列した六宮と七宮の連合軍が古式ゆかしい軍装で私達を待つ光景があった。

　朝の光に満ちた緩ゆるやかな風に二つの都市の旗がたなびく場。それぞれ千人ずつの大軍が出迎える光景に、兵の左右から吹き上がる楽曲の波が重なる。

　若草の鮮あざやかな着物が良く似合う萌葱姫と、雲の白を基き調ちようにした姫装しよう束ぞくの私とで、出迎えてくれた方々に頭を下げれば、武具を目の前に取り置き、片かた膝ひざを突き、より深々と頭こうべを垂れる皆様方の厳げん粛しゆくな礼。

　整列の向こうには、私達を乗せる山車だしと、やはり、礼の姿勢を取る文官の列。

　全てが、私達を護まもるために揃そろえられていた。

　高たか夏なつの強い陽ひの下、四都同どう盟めい正式調印と式典が始まろうとしていた。







　同じ時刻に、五いつ宮みやクラセでも、二人の姫が並んでいた。

「これでいいだろう？」

「駄だ目めですよ。ほら、髪飾りが曲がってます」

　三さん宮みや常磐ときわ姫が憮ぶ然ぜんとするのを、五宮浅あさ黄ぎ姫が手てずから髪飾りを直してあげる光景。

　侍じ従じゆう達も部へ屋やの外へと下がらせた、控えの間での二人だけの時間、出しゆつ立たつの合図を待っていたら思っていたより時間が空あき、今のうちにと様々なやりとりがされていた。

「こんな無む駄だな装飾、私は好かん」

「一人ひとりだけ衣装負けしては、お国のためになりませんよ。我わが国くにの人々からナツメが笑われてはなりません」

　武家の血が濃こい常磐ときわ姫ひめの家では、祭さい祀しの時でも清せい廉れん潔けつ白ぱくを示す簡かん素そな巫み女こ装しよう束ぞくで済ましていたから、華はなやかな姫装束は滅めつ多たに着ない。

　本人も嫌いやがり続けて適当に済ませてきたから、こんな本番直前になって駄だ々だをこねるような羽は目めに陥おちいる。

「こんなの私らしくない。慎つつましい格好がいい」

「我が慢まんしてください。派は手でさで人々の目を引きつけるのが狙ねらいなのだそうです」

　年上なのに年下に諭さとされる常磐姫は、困ったお姉ねえさんの顔をする。

「その狙い、誰だれの策だ？」

　まるで、大きな弟をあやすお姉さんのように浅あさ黄ぎ姫が笑う。

「七なな宮みやのお二人ふたりが言い出したようです。華やかで大きな式典で流れを作ろうとです」

　上層階級にある者だけで約束をしても国民に認知されぬと、その提案に五いつ宮みや、六むつ宮みやは勿もち論ろん、三さん宮みやナツメの代表使節団も納得した結果だった。

　なのに、この一番年上の姫だけは色々消極的だ。

「子供の頃ころ、祭りでな、見世物行列を見上げたことがあるが、自分自身が見世物になろうとは思いもしなかった」

「四しの宮みや様さまや七宮様と、お船から人々に手を振ったと聞き及んでいますよ」

「あれは、まあ、国のために、地元を固めないとまずいから仕方無くだ」

　他所よそを向く常磐姫に、浅黄姫は表情を穏おだやかにした。

「その地元、もっと広くしなければなりません」

　少し落とした声の色に、ごねるのは潮しお時どきかと常磐姫は大きく息をした。

「済まんな、大事になっていくのが私は嫌いやなんだな。結局」

　四都同どう盟めい、まだ非公式ながらツヅミを加えての五都同盟が明めい確かくになることが、常磐姫に躊躇ためらいを生ませていた。

　五宮、六宮と比べて、三宮は中央から離はなれている分、強い危き機き感かんを持っているわけではないから、一歩退ひいてもいい気がしてしまう。第一、大事になればなるほど、大金が掛かりそうなので気が重くなる。

「大事にしなければならない。それが大局と向き合うために必要なことなのでしょう」

「そうだな。そのために道どう化けをする。それが宮姫だな」

　自分に言い聞かせる年上の姫に、年下の姫が上うわ目め遣づかいをする。

「七宮様はこんな時、どうしているのでしょうか？」

　さらに年少の姫ひめに向けられた言葉の意味を、常磐ときわ姫は考えようとして止やめた。

「あれはな、真まっ直すぐ進む」

　単純でいようと思った。複雑なことは苦にが手てだ。

「真っ直ぐですか？」

「うむ、あれが真っ直ぐ進めるよう、いつでも道が用意されてるからな。だから、あれは真っ直ぐ進む」

　口にしてみて、常磐の姫は初めてそのことに気がついた。

「七なな宮みやのお二人ふたりが用意した道ですか？」

　少し感情を抑おさえた声に、常磐姫は頷うなずく。

「そうだな。それはそれで恐こわいな」

　考えてみれば、そんな感想も出てきた。

「信じているのでしょうか、七宮の空から澄すみ姫ひ殿でん下かはお側そば付きの方々を？」

　信じるから進む。信じる人々と共に進む。そんな生き方もある。

「いや、あまり信じてないかも知れないな」

　あまり信用できない方々だと、空澄姫本人が口にしているのを、他ほかの姫に比べて付き合いの長い常磐姫は覚えていた。

　だから、どうも違うんじゃないかと、背せい高たかな姫は首を傾かしげて続ける。

「私は、具体的に誰だれかを信じるという言葉を、あの子供の口から聞いたことが無いんだ。あれは本当は何も信じていないのではないか」

　そう口にしてから、ふと、黒い姫のことを思い出した。

　どうしてか、黒い姫と空そらの姫が並ぶ姿が思い浮かんだ。

「どうなされました？」

　沈ちん黙もくする背高な姫に、華きや奢しやな姫が声を掛ければ、困った笑えみが返された。

「多た分ぶん、黒こく曜ようと空澄は何も信じていない仲間なのだろうな。あれはあれで、似た者同士なのかも知れない。進んだ結果が思う何かと違っていても、あいつらは、そのまま先へ進むのではないか」

　そんな唐とう突とつな見解に、浅あさ黄ぎ姫は目を細めて、それから、しばらく言葉を探した。

「信じていないとしたら、どう人と向き合っているのでしょうか？」

「あれは思うままに向き合っているのではないか。人に対して、私に対しても、過剰な期待を持とうとしていない気がする。そのままより多くを求めていない気がする」

　何か、手て応ごたえが恐い感じがした。

　拘こだわりの位置が違う人と向き合う。そんな距きよ離りを読めない感触。

「今度、七宮様に問いただして頂けますか？」

「嫌いやだ。お前らがやれ。私は、それでもいいかと思うから、このままでいい」

　言ってから、常磐ときわ姫ひめは自分の言葉に自分で頷うなずいた。

「そうだな。うん、私はあれがあれで好きだからこのままでいい。好きなら、それでいいんだ。多分、あれもそうだろう」

　その納得に、ようやく、五いつ宮みやクラセの姫も安心して微笑ほほえんだ。

「受け入れ合いましょう。それが、私共、宮姫の目指すあり方です」

　そんな二人ふたりの向き合う控えの間に、強い光が差し込む。

　出しゆつ立たつの時だと、外への扉とびらが開かれ、そこに、やはり煌きらびやかな兵装の整せい列れつが広がっていた。







「笑えるな、この光景は」

　ちっとも笑わず、その者は呟つぶやいた。

　庭園は巨石で出来ていた。

　人馬より大きな巨石が並ぶ土地。そこは、二にの宮みやスズマ都市の開拓時に集められた大小様々な大岩を複雑に配置することで絶景を作っていた。

　百年とも言われる月日、風雨に晒さらされて重みと深みを増した様々な石には、それぞれ違う形と色がある。同じ種類の岩さえもが、時に違う色を持ち、違う印象を与えていた。

　浅い青の夏空を天てん井じように、大地から伸びる岩の無む秩ちつ序じよな整列。

　そこに、幾ばくかの作さく為いが見え隠れするのは、人が好む配置がなされているからだ。見立てられているのは、深い時を感じさせる古木の群れ。

　石せき庭てい、そう呼ばれる景け色しきだ。

　ただ、庭園と呼ぶには殺さつ伐ばつとした光景で、木々もほとんど見あたらない。

　たまに、わざと伸ばされただろう葦あしや薄すすき、野生の稲いねが岩々に寄り添うだけだった。

「この何も無い場所が真しん都との聖地か」

　独り言を口にして、断だん崖がい絶ぜつ壁ぺきを思わせる自然石の一つに、軽く右の拳こぶしを添えてみる。

　ちょっと力を入れてみれば、岩に触れる素肌に痛みが湧わいた。

「割れんな。人の身で大岩は砕くだけぬか」

　表情を作らず、力を込めた拳と腕で、自身の身を次の道行きへと押し出す。

「この先か」

　人の影かげも見えぬ地で、一人ひとり歩き続ければ頭上に雑食の野鳥が旋せん回かいし、奇妙な声で長々と鳴き続けた。

　禁足の地だ。

　年に何度か解放されるが、真都同どう盟めいの創業地であるからと、普ふ段だんは誰だれも立ち入れない場所であった。だが、この者は、その程度のことに興きよう味みは無かった。

　大した見張りもいなかったから、適当に黙だまらせて、禁足の札が下がる大おお縄なわを跨またぎ、結界の木造門を潜くぐり、一人ひとり歩み続けていた。

　足を進める道は、かなりしっかりした赤土の上に、軽く砂じや利りが塗まぶしてあった。

　観かん光こう路ろにもなっているのだ。

　聖地参さん拝ぱいの民衆が押し寄せる開放日が十日ずつ、季節の区切りにあるのだから、そのために整せい理りされている。

　それが、小こ賢ざかしいと、その者の口元が引かれた。

　観光地特有の匂においは、観光に興きよう味みが無い者に皮肉な笑えみを引き出す。

　そろそろ中心地帯だと、一度、その者の足が止まった。

　もう充分歩いた。庭園自体はそれほど広くないはずだった。

　ここの中心に、目指す物があるはずと周囲を見渡す。

　ふと、その耳が人の声を捉とらえた。

　ぎゃあとか、わぁとか、そんな奇声だ。

「ほう、人でも刺したか」

　面おも白しろそうに呟つぶやいて、少し足早に先を目指す。

　幾つかの巨石の向こうに何者かが見つかると歩けば、履はき物ものに丸めた紙くずが当たった。

　黒炭で描かれた素描が見え隠れして、器用に足先で紙片の一端を開いてみる。

　女の姿が描かれていた。

　武家の姫ひめだろうか、しっかりとした輪りん郭かく線せんで描かれた凜り々りしい立ち姿だ。

　興味が湧わいたと、背を屈かがめて拾い上げてみれば、悪くない絵に見えたが、未完成で放り出されたのか足元が描かれていない。

　広げた紙の裏に目をやれば、今度は人体の一部が描かれていた。

　踝くるぶしの線画だった。

　艶なまめかしい線から、女の足だと知れた。

　紙片のあちこちに、幾つも描かき散らしてあった。

　拘こだわりがある。並はずれた熱ねつ意いが込められた線だった。

　美学を感じたから、手にしたまま先へ向かう。

　三つほど巨石の列を抜ければ、そこに丸めた背中が見つけられた。

「だぁっ、こうじゃねえ。こうだ！」

　喚わめく背中が勇ましいが、随ずい分ぶんと小さく細い。

　少年と言っていい年とし頃ごろの声と背格好だった。

　大人おとなだとしても、かなり若い。そう感じる動きがあった。

　背中から歩み寄れば、どうやら、紐ひもで首に掛けた薄うす板いたを腹の底に当てて斜めに立て、かつかつと何やら描いていた。

「おい」

　声を掛けてみた。

　返事が無い。

　それどころか、何やら意味不明な呟つぶやきを洩もらしながら黒炭を走らせ続けている。

「こらっ」

　その背中に丸め直した紙片をぶつけた。

「うわっ」

　それで、背後からの来訪者の存在に初めて気がつく少年。

　手が止まって、丸かった背中が伸びる。

「ここで何をしている？」

　問い詰められて、その背中がびくびくとした。

「あ、あのですね、岩の素描を、少々、はい、絵を描いてました」

「女の足首」

　びくびくっとする背中が面おも白しろいから、冷れい徹てつな指摘を背中に放った。

「いや、そのう、ちょっと気分を変えようと、少しだけ違う絵も描いてみたんです。ほら、岩の絵も描いてますよ、ほら」

　振り返らずに掲かかげられた描きかけの絵は、確たしかに少年の目の前にある岩石の絵だった。

　だが、下に重ねられた大量の紙がずり落ちて地面に広がれば、その大半が女の絵だった。

　凜り々りしい姫と、儚はかなそうな姫、それに双ふた子ごだろうか、そっくりな背格好の巫女みこ姫ひめ。

　固まる背中が、ゆっくりと振り返る。

「こ、これはこれで、依頼がありまして、はい、こちらのお姫様に献けん上じようする作品の下書きでございまして」

　精一杯の笑え顔がおが、背に立つ者に向けられた。

「何だ。お前も、あの姫に雇やとわれているのか」

　ぎこちない笑顔に与えられた眼まな差ざしは気安かった。

「あっ、旦だん那なさんも雇われ者ですか。そうですか、いや、お仲間ですね」

　仲間、仲間と連呼して、気まずい空気を払ふつ拭しよくする少年。

「分かるのか？　俺おれも雇われ者だと」

「あっ、そりゃあ、もう。真しん都との人達は、みんな何か似たような空気ありますから、旦那さんは一目で違うと分かります」

「ほう、嬉うれしいな。ここで初めての友人が作れそうだ。貴様の名は？」

　随ずい分ぶんと偉そうだと思いながら、ここは逆さからうと大変なことになりそうだと、少年は全力の笑顔を作る。

　営業のために磨みがき上げた会心の笑顔と、人ひと懐なつっこい仕し草ぐさで、

「エヅ・ヨウトです。絵え空そら師しとか言われるしがない絵え描かきです」

　そんな名前を告げてしまった。

「絵描きらしい名前だ。エヅか、覚えてやったぞ。俺おれはな」

　年少者の名乗りに対して、遅くなったと年長者らしく鷹おう揚ような態度で名乗りを返す。

「ヴィイ。皇室直系故ゆえに俗な姓は持たぬ。国では破は軍ぐん王おうと呼ばれている」

「はい？」

　何だそりゃと、少年エヅの顔が破は綻たんすれば、その者ヴィイは笑った。その左ひだり頰ほおでは、左目から首元まで走る古い刀傷が歪ゆがむ。

「はぐれ王子と嘲ちよう笑しようされることもあるが、どれでも構わん。好きに呼べ。この国の人間に俺の名前は呼びにくいらしいからな」







「やっと、はぐれ者の王子がスズマに引き返してくれましたか」

　遊軍として勝手に各地を彷ほう徨こうしていた北の王子は、再三の撤てつ退たい要よう請せいを聞き流し続けておきながら、唐とう突とつに真しん都と同どう盟めいの本拠地二にの宮みやスズマ都市に引き返した。

　その報告に肩の荷が一つ下りたと、スズマに帰る行列の車中で翡ひ翠すい姫ひめが安あん堵どする。

「あの者が勝手をやればシンセンの連立反対派に抵抗材料を与えることになります。隙すきを見せれば、こちらが折れなければならない事案が一つ増えます」

　一いち宮みやと二宮の同盟関係は、必ずしも互いが望んだ結果ではない。その流れを変えようとする者は一宮内部にも多い。

「我わが方が懸けん命めいな説得で真都の同胞を団結させても、それで全すべてが収まるわけではありません。真都の精神を持たぬ者が民衆の足を引っ張れば、事態がどうなるか見当もつきません」

　そう告げる姫に、同席する幹部が手を挙げて進言を申し出る。

「どうぞ」

　姫の促うながしに謝しや意いを示し、幹部が話し始める。

「しかし、あの者を真都の一員にすると決断したのは我われらが大師です。大師のご判断は、彼に真都の同胞としての価値を見いだしたからでしょう」

　その言葉に翡翠姫は目を閉じた。

　予想していた発言だ。

　この幹部は、大師に付き従って人生の大半を過ごしてきた。物事の全てを大師の判断に委ゆだねている。その直じき弟で子しとも言える自身の経歴を誇っていた。

　無能ではなく、むしろ有能だった。自身の判断を交えないために考えに迷いが生じることが無いから、行動には強さと鋭するどさがある。

　ただ、それだけだった。

　ゆっくりと目を開くと、翡翠姫は丁てい寧ねいに言葉を紡つむぐ。

「大師のご判断は、可能性を剪せん定ていしないという慈じ愛あいです。彼かの者にも真しん都との一員になる機き会かいを、あまねく人々の一人ひとりとして与えただけでしょう。そこに過剰に期待をしてはなりません。世には慈愛を裏切る、信じる心を裏切る者も多くいます。そのような悪意から、父なる人を護まもるのが子とも言うべき者の役目でしょう」

「なるほど、理解します。真都五百年の歴史に、幾いく度たびもそのような輩やからが生まれました。そうした謀む反ほんが無いよう、我ら忠勤の徒が働かなければなりませんな」

　真都五百年。現在の真都同どう盟めいが生まれてから半世紀と少しだった。だが、その前身となる組そ織しきをどこまでも辿たどっていけば五百年近い歴史があるとも言われている。

　東とう和わで、もっとも由ゆい緒しよ正しき市民団体こそが真都同盟だ。そこに誇りを持てと、真都の大師は多くの民衆に伝え広めた。

　だが、その情じよう熱ねつが全すべての人間に伝わったわけではない。

「残念ですが、あのはぐれ者の王子が私共の一員になることは無いでしょう。今もこれからも、彼の者は一時の客将以上ではありません。大師の慈愛が通じなかった時のために、私共が手を打つことを忘れてはなりません」

　その言葉に、汚れ役は任せて欲しいと、幹部の頰ほおが熱意によって赤くなる。

　こうした者達が多く、いや、大半を占めるから、真都の組織は強い団結を誇る。

「では、早速、このことを他ほかの幹部にも伝えて参ります」

「頼みます。大師は皆様方を信じておりますよ」

　車中の姫ひめを置いて、幹部は朱馬車の扉とびらを開けて飛び降りた。

　一いち宮みやシンセンの領内。素す晴ばらしく舗ほ装そうされた道をゆったりと走る馬車からだから、それほど難むずかしい行為ではなかった。

　その幹部が六十代後半でなければの話だ。だが、情熱に駆かられた肉体は驚おどろくほど若々しく、馴な染じみの警けい護ご兵へい達からも歓かん声せいで迎えられていた。

　微笑ほほえみでそれを見送り、それから、一人になって翡ひ翠すいの姫はまた目を閉じた。

「大師は、お祖じ父い様さまは、あのはぐれ者を使い捨てるおつもりです。本当はご承知でしょう。真しん都とは手に負えない人間は要いらないのです。真都の枠わくに嵌はまる民衆のために作られた、民衆による民衆のための同盟。真都同盟とはそうした団体です」

　誰だれに語るわけでもなく、ただ一人で、己おのれの考えを再さい確かく認にんするために言葉を発する。

「はぐれ者の王子は、はぐれた生き方故ゆえにあの者であるのです。真都の一員になれば、あの者の人生は違う人生となる。あれにそのような真似まねが出来ますか」

　淡たん々たんと続ける。

　誰にも聞こえないよう、それほど大きくなく、それほど小さくない声。

「この戦いに打ち勝ち、双ふた子ご姫と地方姫達を退位させても、何人が真都の民衆となってくれるかどうか。せいぜい、一番幼い七なな宮みや姫くらいでしょう」

　三さん宮みや常磐ときわ姫ひめは真しん都との理念を嫌っている。双ふた子ご宮みや達は、やんわりとどのような要求にも従わない姿勢をとり続けてここまで来た。四しの宮みや姫は、東とう和わから半分離り脱だつ気味だ。

「それに、あの女は真都同盟の存在その物に批判的です。そうでしょう？」

　他ほかの者を語る時と違い、薄うす目めを開き、その声に重みが増す。

「黒こく曜よう。貴女あなたは民衆の一人ひとりとして真都の一人として、私の僚りよう友ゆうとして人生をやり直す覚悟がありますか」

　思い描いた黒こく衣いの姫は、笑いながらも、冷たい瞳ひとみで世界を見ていた。

　一ひと欠片かけらも何も信じていない。そんな目だった。







「信じてますよ。頑がん張ばってくださいね」

「やめろ。てめえが信じるとか言い出すとろくなことねえ」

「あらあら、こうして、人目を忍んで見送りにまで来たのにつれないですね」

「お前さ、本当は何も信じてないだろう。何も期待してないだろう。何も夢見ていないだろう」

「そんなこと無いですよ。愛がありますよ。愛の分だけ信じてますし、期待してますし、夢見てますよ」

「お前の愛、違ってねえ？　世の中の愛とさぁ」

「私が間違っているのか、世の中が間違っているのか、どちらだとお考えですか？」

　聞かなかったことにした。

　たまたま同席した影かげ姫達は、傍かたわらの朱馬車の中で揃そろって耳を塞ふさぎ、何も聞かなかったことにしていた。シンセン城の裏門で起きた、姫と騎き士しの妄もう言げんを聞かなかったことにした。

「じゃあな、死んだらあばよ」

「駄だ目めですよ。私に後追い自殺させる気でしょうが、私はしませんよ？」

「いいよ、俺おれの分までお前は好きに生きろ。それで全部いいよ」

　何をやってるのだろう。

　影姫達は何も知りたくないと思いながら、いつも、そんな思いに駆かられていた。

　耳を塞いでいる間に、黒の姫は黒の騎士を送り出した。







　人々に手を振り、清せい楚そに笑え顔がおを作る。

　山車だしの上で私達がやっていたのはそれだけだ。

　この春の終わりに、常磐姫と船の上からやったように、また姫二人ふたりで演台に立つ。

　集まってくれた方々に、二人の姫が並ぶ姿を見せ続ける。

　それだけが、結構、大変だった。

　笑え顔がおを作るのも疲れてきたし、あまり表情を変えるとお化粧が落ちそうで恐こわい。何より、手を振るのに疲れてきた。

　身体からだが弱いはずの萌もえ葱ぎ姫ひめは、そんな様よう子すを一ひと欠片かけらも見せないから、きっと慣なれているのだろうと思う。

　ほとんど人前に出ないで済ましていた私には難むずかしい。

　こんなことを何日も繰くり返す行事に五いつ宮みやクラセと六むつ宮みやマキセの双ふた子ご都市は慣れているようで、私達を見上げる人々の歓かん声せいもどこか落ち着いた感じがあった。

　興こう奮ふんの一歩手前ぐらいで抑おさえられている。そんな感想を口にしたら、傍かたわらで手を振る萌葱姫は目を細めて微笑ほほえまれた。

　会話を続けるには楽団の音が大き過ぎて、一言二言交わすのが精一杯だった。曲きよく調ちようは華はなやかで明るい。軽やかな音ね色いろで宮行列とそれを囲む市民達を包んでいる。

　前後を華やかな警けい護ごの方々や楽隊に囲まれた私達を、多くの人達が笑顔で迎えてくれ、山車を追いかけてくる子供達に手を振る道中。

　七なな宮みやカセンより豊かで落ち着いた街並みには小こ綺ぎ麗れいな建物が多く、雪ゆき除よけの三角屋根も豊かな色彩で青色の空に映はえている。

　空から澄すみの七月から高たか夏なつの八月になったばかりの匂においがする風は穏おだやかで、目に見える何もかもが上手うまくいっている。

　四しの宮みやスズマでの屋や形かた船ぶねから見下ろした光景には、どこか不ふ穏おんな空気が感じられたのに、ここでは危あやうさを感じる遠景も無い。

　降りてみれば違うのだろうか。

　ここから降りて、人々の中から見れば違う光景が見えてくるのだろうか。

　空澄姫には見えなくて、カラさんやカラカラさんに見えてくる光景が、この視界のどこかにあるのだろうか。覗のぞきに行きたくて、そんな気持ちで辺あたりを眺めていたら、楽団の曲が物静かな曲きよく調ちようへと変わり始める。

「ああ、マキセを出るのですね？」

「はい、クラセでもそうなってます」

　クラセとマキセ。

　双ふた子ご都市の中心街を練り歩き、そのまま双子都市を繫つなぐ主街道へ出る。

　湖こ国こくである二つの都市を繫ぐ街道は、湖の縁ふちに沿って広々と作られている。そして、両都市から出た私達は、両都市を結ぶ交易地として栄えた双子宮の象徴的祭さい祀し場じようで四都同どう盟めいの約やく定じようを宣言することになっていた。

「何の問題もありません。きっと、七宮様のお二人ふたりが尽じん力りよくしてくださったからです」

「いえ、サイ家筆ひつ頭とうのお働きが大きいと、こちらの府内でも感かん嘆たんしておりました」

　この場合、府内は左さ府ふと右う府ふであるトエ様とテン様だ。本当に、お二人はサイ家のハルセさんを褒ほめていた。

　おかげで楽が出来たと大喜びだったから、間違いないと思う。

　この式典が終われば、四都同どう盟めい、ついで承認される五都同盟が東とう和わ全土に公然と広められる。

　それで、世の中は大きく動くはずだった。

　だから、まだ見えない大国の影かげがどこかに見えないか、周囲を見渡してみる。

　やっぱり、私には何も見つけられなかった。

「どうですか？　双ふた子ご宮みやの街を見ての御感想をお聞かせください」

　問いかける声と眼まな差ざしに、試される気がして、少し慌あわてた。

　いつも、いつも、私は何か別のことを考えてしまうから、目の前に立つ人のことが見えなくなる失敗が多い。

　考えるのが癖くせになって、でも、あまり上手うまく纏まとめられなくて、纏められた頃ころには、何もかもテン様やトエ様が終わらせている。

　気がついたら、知らない間に世の中が動いている。

　その繰くり返かえしから、少し外れることが出来るだろうか。そんなことを、とりとめも無く考えて、慌てて、萌もえ葱ぎ姫ひめの言葉に応こたえることに集中し直す。

「六むつ宮みや様が人々に慕したわれていると知りました。末席ながら東和の宮姫の一人ひとりとして、この光景がとても貴とうとく思えます」

　噓うそじゃない。多た分ぶん、宮姫はこんな風に愛されて、晴れやかな日に姿を見せる方がいい。

　でも、私としては、ちょっと困る。

「七なな宮みやの空から澄すみは、私はこうして人前に出るのが苦にが手てです。お姫様である時間が短い方が、たまに、祭さい祀しの席に出るだけの方が本当は助かります」

　ぼろが出るとまずいからとは、言いたいけど言えない。

　でも、言わなくても私の口く調ちようから察したのか、袖そでを口元に萌葱色の姫が笑ってくれた。

　そんな姿を見上げた周囲の人々から、ちょっとした歓かん声せいが上がる。

　私達の談だん笑しようする様よう子すに対して好意的な反応なのだと思う。

「七宮様のお気持ちは理解いたします。私共も、本当はその方が楽なのですが、きな臭い世の中です。私達の変わらぬ姿が皆様の憩いこいになるならと、こんなお役目を引き受けることもあります」

　とても柔らかな物腰に、下方からまた歓声。

　私達の声は届いていない。だから、私達の会話の中身を推測し合う人々の声が無む邪じや気きに響ひびく。

　ああ、談笑する姿を集まる方々に見せるために、今のやりとりがあったのかと気がつく。

　それとも、単に私を和なごませるために他愛たわいの無い会話をしてくれたのだろうか。

　どちらだろうかと考えて、多分、両方なのだろうと思った。

　だから、私も、次はこんな風に上手うまくやれるようにしようと、ちょっと背筋を正してみる。

　何か変だったのだろうか。

　そんな私を不ふ思し議ぎそうに眺めて、それから、萌もえ葱ぎ姫ひめはころころと、でも上品に笑った。

　あれ、何がいけなかったのだろう。

　やっぱり、長くお姫様をしているとぼろが出ちゃうのだろうか。とにかく、よく分からないまま笑われた。

　やっぱり、私はどこへ行っても笑われるらしい。

　そして、やっぱり、人々の歓声が下方から響ひびいた。

　ちょっと、音の響きが心地ここち良い感触で、私は何だかくすぐったくなった。







　翡ひ翠すいの巨大な原石は、歪いびつな楕だ円えん形けいで記き念ねん碑ひのように直立していた。

　高さは人の背せ丈たけより幾らか高く、幅は手を繫つないだ大人おとな三人で抱きかかえられるほど。東とう和わで見つけられた翡翠の原石では最大である。

　他ほかの石と異なり、見る者に神聖さを示す祭さい祀し用の荒あら縄なわをその巨体の中心付近に纏まとい、人を寄せ付けぬよう小さな白木の柵さくで囲われていた。

　深い色と薄うすい色が交じるまろやかな側面に夏の陽光が鈍にぶく反射していた。

　その前で、竹筒の水筒を片手にした若者が二人ふたり。

「改めて問うが、ここで何をしている？」

「俺おれね、この翡翠を写生していたの。よく、こいつを背景に、二にの宮みや姫が、じゃ無くて、ここでは真しん姫か、その人の絵が出回るんだけど、あんまり、実際、これ見たことある人いないんだよね。ちゃんと見ておくと箔はくが付くのよ。適当に描かいている連中より本物知っているって触れ込みの方が実力派っぽくなるのよ。どんなことでもさ」

　妙に態度がでかい自称王子様に、自称天才絵師は妙に気安く話し始めた。

　東和に王子など存在しない。

　一いち宮みやシンセンで王族の端っこに男子が産まれたと噂うわさに聞いたことがあるが、そんなの数え年で一つか二つのはずだから論ろん外がいだ。

　ましてや、皇族なんて、皇帝が存在しない東和に一人ひとりもいるわけが無い。

　エヅは戦地を横切る羽は目めになって真しん都とスズマまでやってきたが、極力、戦争の話は耳にしないようにしていた。

　だから、真都が何か強そうな将軍を入れたらしいぐらいは知っていたが、破は軍ぐん王おうやら、はぐれ王子やらの二つ名も知らなかった。

　ましてや中ちゆう原げんの有力者なんて、ほとんど興きよう味みが無い。著名な画家の名前、素す晴ばらしい工房の名前にしか興味が無いから、名乗られた名前に何の感想も無かった。

　だから、変なはったりを並べる物ぶつ騒そうな兄にいちゃんに、ちょっと慣なれたら、いつもの喋しやべり方かたで適当に接していた。

　相手は武人のようだが、帯刀しているわけでも、具ぐ足そくを身につけているわけでもない。

　お互い、気楽な旅装風の出いで立たちで、年ねん齢れいの方も相手が年上なのは確たしかだが、割と若そうで、そんなに歳としが離はなれていないようにも見えた。

　テン・フオウやキリハ・ラサ達と、彼が知っている名だたる武人に比べれば小こ柄がらで細く、そんなに大物にも見えなかったのだ。

　ただ、無造作の中に、尖とがった鋭するどさは感じたが、あまり気にしなかった。

「それが真しん都との聖なる遺い跡せきか？」

　あと、どうしてか、ぞんざいな口く調ちようや動きにも、奇妙な品がある気がしたが、やはり、気にしないで、

「そうだよ。ここで真都の初代が真都同どう盟めい誕たん生じよう宣言したとか、何とか」

　軽く応じた。

　王都シンセンの隣となりに拓ひらかれたのがスズマ都市だ。

　シンセンに蔑さげすまされた貧民が集まり団結したのが五百年前と伝承されている。

　翡ひ翠すいの産地でもあるこの地で、貴重な翡翠鉱石を搾さく取しゆしようとしたシンセン政府に立ち向かったのが、独立精神の始まりだと言われている。

　取り尽くされた採掘場。かつてシンセン主しゆ導どうで行われた治水工事失敗の末に、水も涸かれた荒れ地になってしまった場所に、この原石が一つだけ記き念ねん碑ひとしておかれた。

　開拓、開かい墾こん時にスズマ各地で掘り出された巨石が、いつしかこの地に集められ、シンセンの横おう暴ぼうとスズマの開拓精神の象徴として奉たてまつられ始めたと語られる。

　それが、この石せき庭ていであり、この翡翠の記念碑だ。

「五百年って、本当かどうかは誰だれも知らないけどね」

　本当は百年前ほど前に、この石庭は整せい理りされて、その時に、色々な美び談だんが創作されたと事情通は語るが、それも具体的な証拠は少ない。

　記き録ろくは複数あり、それぞれが、どうとでも取れる記述だった。

　今、スズマを中心に東とう和わに広められる真実は、大師と呼ばれる事実上の最高指し導どう者しやが記録文書として編へん纂さんした書物を基にしている。主に彼の記き憶おくを下にした記録だ。

「翡翠はこの国では貴石なのだな」

「ああ、兄にいちゃん、どっか訛なまりがあると思ったら外国から来た人なの？」

　今の中ちゆう原げんでは顧かえりみられない鉱物が翡翠だった。

　時と地域により、好まれ、収集される貴石、宝玉は変わる。その基準は、民族性によることもあれば、それらを商あきなう市場の都つ合ごうに左右されることもある。

「俺おれの国では琥こ珀はくや瑪め瑙のうの方が珍重されている」

「まっ、この石もさ、本当は色がいまいちだから採掘されずに放置されただけって話もあるけどね」

　当時は高い値が付く色でなかった。大きいだけで品が無い色だと。

　だが、今では、この色は好まれていて、高値で売買され、真しん都と躍やく進しんの礎いしずえに貢こう献けんしている。

　単に時代が変わったのか、何者かによって市場が誘ゆう導どうされたのか、エヅは知らない。

「さっきの絵、東とう和わの姫ひめ絵えか？」

「そうだよ。一いち宮みやと七なな宮みや以外は見たことあるよ。あと、ここのお姫様はまだ見ていないけど」

　本当は二にの宮みや姫を絵にすること、二宮姫に他ほかの姫の絵姿を伝えることを仕事にスズマまでやってきたのが、この絵え描かきの少年だ。

　肝かん心じんの二宮姫が一宮姫と会談すると出払ってしまったから、すれ違いでスズマ入りしたエズ・ヨウトはふらふらしていた。

「ここの姫は早ければ明日あした、明後日あさつてにも戻るだろう。昼は優ゆう雅がに、夜は止まらずに馬車を走らせるそうだ」

　シンセンに弱みを見せず素す早ばやく帰き還かんするために、街道各所に替えの馬が、入れ替わりの警けい護び兵へいが待たされている。

「仲が悪いとか言いながら、商業路はすごい整備されているのよね」

　思いのほか、早く済んだ自身のスズマ入り。その道のりをエヅは思い出す顔をした。

　シンセンとスズマは何度も衝しよう突とつしながら繫つながり続けていた。舗ほ装そうされた道を最短距きよ離りで馬を走らせれば二日ほどの距きよ離りなのだ。深刻な戦いをすれば、すぐにも決着がつく。

　常に避けられた直ちよく線せん上の争い。理由は多た岐きにわたって用意されている。

「結局、戦地はそれぞれの領地の端となり、傷つくのは一宮と二宮の周辺地域か。まるで、小動物を生いけ贄にえにした子供のじゃれ合いだな」

　批判にしてはどうでもいい口く調ちように、エヅは引っかかる顔をした。

「俺おれは許可を貰もらってここで絵を描かいてるけど、兄にいちゃんは、どうして来たのよ？　警けい備びの兵って見回りうるさかったよ」

　何か不ふ穏おんなことになりそうな気がしたが、つい訊いてしまった。

　そうして、改めて相手の姿を見れば、水筒片手にした握にぎり拳こぶしに赤黒い物が見えた。

　乾いた血の色だ。本人の出血ではなく、誰だれかの血に見えた。

　やばいと気持ちが顔に出るより早く、はぐれ王子のヴィイは水筒を無造作に投げ捨てて、絵描きのエヅに背を向けた。

「単にな、聖地とやらを血で荒らしてみたくなっただけだ。他意は無い」

　はぐれ者の背中越し、不ふ揃ぞろいな自然石の石柱から人ひと影かげが躍おどり出た。

　力強い線をした男達で、目立たぬ平民の服装。

　四人、王子へと迫る動きが鋭するどく、手て練だれの荒事師に見えた。

　それぞれ突くのに適した短い刀を抜いている。

「毒剣だから気をつけろ。護まもってやる気は無い。勝手に逃げろ」

「はあっ？　何それ?!」

　喚わめくより早く、エヅは反対方向へ逃げ出した。逃げ足だけは自信があった。

　そこにも武装した男達が二人ふたりほど。

「ひいっ」

　慌あわてて、手近な岩の物陰に隠れようと走る絵描きの少年。

　逃げる間に、男達に向かうはぐれ者の姿が見えた。

　素手の拳で、刀を持つ男達を迎むかえ撃うっていた。馬ば鹿かげた光景に見えた。普通、勝てるわけが無かったが、どうしてか、その動きがひどく鮮あざやかに見えた。

　驚おどろくほど戦い慣なれた動きだった。

　一人ひとりだけ違う速さで走る拳。一人だけ違う足あし捌さばきと、一人だけ違う柔軟さが、その鮮やかさの全すべてを支えているようにエヅには見えた。

　訓練で得た的てき確かくさは感じさせず、ただ、ひたすらに我が流りゆうを突き詰めた異端の動き。

　テンやキリハの体格を活いかした戦せん闘とう術じゆつとは別種の、東和の誰とも違う実戦仕込みの体術だった。

　やがて、闘争による砂すな埃ぼこりが上がる中、赤土の上に生々しい血の色が広がった。







　夕暮れにはまだ早く、それでも、どこか空の色がくすんで、大気の熱ねつに落ち着きが出始めた頃ころ、クラセとマキセの狭はざ間まに築きずかれた祭さい祀し場じようへと、式典の舞ぶ台たいは変わっていた。

　並んで鎮ちん座ざする二つの山車だしに、もう四人の姫ひめ姿は無く、彼女達は祭祀場で声明を読み上げ、言こと祝ほぎを紡つむいでいた。

　彼女達の周りには、見届け人として神しん僧そう達と、各都市代表が何十人も取り巻いている。さらに、それを護まもる警けい護ごの兵の輪わが広がり、その外がい縁えんには、姫達の揃そろい踏ぶみを一目見ようとする民衆が溢あふれかえっていた。

　そんな光景を遠くで見守る男が二人。

　警護の状況を監かん察さつする高台として選ばれた円えん錐すい形けいの小祭祀場。

　普ふ段だんは集会所や公園となる場で、木立の傍かたわら、木製の柵さくに身を寄せた男達。

　長身の将軍と、小こ柄がらな軍師。

　悪あく名みよう高き七なな宮みやの二人組は、人々から離はなれて艶あでやかな遠景を眺めていた。

「カラ、大丈夫そうだね」

　トエル・タウがそう言えば、

「ああ、ヒカゲも潜ひそませているし、衣い装しよう役やくちゃんも侍じ従じゆう長ちよう達も側そばに這はわせてるし、俺おれらの出番は無いんじゃないの？」

　テン・フオウが陽気に振ふる舞まう。

「四都同どう盟めいの宣言。並びに、四しの宮みやツヅミの復権と同盟参加承認。これから、日が暮れるまで式典は続くよ。君はどうする？」

「出かけるわ。後は任せた」

「ああ、好きにしなよ」

　テン・フオウは軽く手を振って、その場を立ち去る。

　一度だけ振り返って、

「カラ、大きくなったな」

　そう口にしたから、トエル・タウは肩を竦すくめて、

「もう少し遊びたいから、これより大きくなられたら寂さびしいね」

　ちょっと、癖くせのある笑い顔を作って、相あい方かたに返す。

「抜かれるなよ」

「お互いね」

　それで、七なな宮みやの二人ふたり組ぐみは別れた。

　四都から五都となるはずの地方都市の同どう盟めい。

　その大局が形成されるのを、トエル・タウは静かに一人ひとり眺めていた。

　その周辺では警けい護ごの武官達が規律正しく動き、文官達もそれぞれの仕事に奔ほん走そうしている。

　そこにトエルの立ち入る場所は無かった。

　やることは全すべてやってあった。

　監かん督とく役やくの実務もクラセとマキセの文官達に譲ゆずっていた。

　ここでは目立ち過ぎず、脇わき役やくに徹てつした方が他国に警けい戒かいされずに済むから、こうしていた。

　やがて、式典が厳おごそかに進み、陽ひ射ざしに陰りが見え始め、遠くの空に赤みが、雲に灰はい色いろが混じり始める。

　七宮の姫ひめが式典用に下ろしたばかりの姫装しよう束ぞくの裾すそを踏んで転びそうになるのを、遥はるか遠くに眺めてトエルは目を細めた。

　その背中が、砂じや利りを踏みしめる足音を聞いた。

　若さのある聞き覚えのある足音だ。

　深く一息してから、トエルは柵さくに預けた身を起こし、ゆったりと振り返った。

「君はあそこにいるべき人だよ」

　七宮左さ大だい臣じんの役にある男がそう告げれば、

「貴方あなたこそ、ここで遊んでいてはならない方でしょう」

　燈とう色いろの衣い装しようを着込んだ政商が、落ち着いた返事をした。

　夕暮れが迫る時間、辺あたりでは篝かがり火びが用意され始める中、背後に姫達の遠景を背負い、トエル・タウは、ハルセ・サイと向き合った。
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　　　三節　野心と現実







　つつがなく式典が進む光景は遠く、トエル・タウと並んでようやく見下ろせた。

　案内役も護ご衛えい役やくも距きよ離りを取らせて、ハルセ・サイは二人ふたりだけの距離を作った。

「色々、調しらべさせて貰もらいましたよ。貴方あなた方のこと」

　隣となりに並ぶ小こ柄がらな男は、穏おだやかな表情で若い声に耳を澄すます。

「調べれば調べる程ほど、理解できない所しよ行ぎようが多い。貴方方は何をしたいのですか、何をしているのですか？」

　詰きつ問もんに近い口く調ちようの問いに、トエルは薄うすく笑えみを作り、ゆっくりと口を開く。

「四都同どう盟めいのため、続く五都の未来のため相互理解は必要でしょう。お答えできることはお答えしましょう。七なな宮みやの政まつりごとに関かかわる者として、双ふた子ご宮みやの主軸であるサイ家筆ひつ頭とうに」

　そう口にしながらも、トエル・タウの視し線せんは姫ひめ達の寄り添う姿に向けられていた。ハルセと正面から向き合ったのは挨あい拶さつまでだけだった。

　対等の取り引き相手と向き合う態度にはほど遠い。

　思えば、ハルセはトエルという男に有力者の一人ひとりとして認められてはいない。一度、会見を申し込んだ時も正式にその執務室へ通されたわけではなかった。

　屋や敷しきの中庭に趣しゆ味みで作ったような仕事部べ屋やの一つに通されただけだった。

「ならば、お訊たずねします。まずは、東とう征せい将軍はどちらに行かれました？」

　焦あせらないよう抑おさえ気味の声で、ハルセは問いただす。

「資金提供者にお会いするために出かけています。私共も遠征で物入りでして」

　少しだけハルセの方を見て、トエルは商人の顔をした。

　その中身を知らない者ならば、簡かん単たんに納得してしまいそうな物言いに、ハルセは目を細めた。

「この地に到着するまで、貴方方が、いえ、テン・フオウがやって来たことは調べました。随ずい分ぶんと荒あら稼かせぎしましたね」

「同どう盟めい旗きを勝手に売りさばいたのは早計でしたかな。諸しよ国こくに認めて貰うための根回しとして、どうかご容よう赦しやくだされたい」

「とぼけないでください」

　祭さい祀しの光景では、双ふた子ご姫ひめが声を揃そろえて祭さい霊れいと交感する古歌を謳うたっている。

　遠過ぎて聞こえぬが、楽の調しらべだけは僅わずかに耳へ届く。

「賭と博ばくです。各地で貴方の相あい方かたが繰くり返した競けい馬ばと札遊びの数々。各地の賭博施設で好き勝手やり続けた成果。雪だるまのように膨ふくれ上がった稼ぎのことです」

　トエルはいたずらがばれた子供のように笑う横顔を作った。

　とても、大臣や軍師と思えない軽さに、ハルセは少しだけ声を潜ひそめた。

「何ですか、この稼かせぎは。小国の運営費に匹敵する荒稼ぎではないですか」

　胸元から、調しらべ上げた数字が並ぶ帳面を引き出し、その数字を一つ一つ読み上げる。

　黙だまって聞いていたトエルは、少し照れたような顔を作る。

　一通り読み上げてから、ハルセは一息吐いた後、

「東とう征せい将軍宛あてに、次から次へと荷物が届けられているそうですね。今は、その受け取りに出向かれたのでしょう」

　詰きつ問もん気味に告げれば、相手は笑って頷うなずいた。

「荷物の中身は何でしょうか？」

　若者の問いに、ようやく、トエル・タウはハルセへと視し線せんを向けた。遠景では、双子姫による古歌の詠えい唱しようが続くのを残りの二人ふたり姫が眺めている。

「調べはついているのではないでしょうか。特に隠してはいません」

「貴方あなたから、確たしかな話をして頂きたいのです」

　七なな宮みやの中心人物から、責任ある返答が欲しいと願ねがえば、トエルという男が、ハルセという男の眼まな差ざしに身体からだごと向き合い始めた。

「各市町村から集められた穀こく物もつ、それに武具。およそ、我わが軍が一年はこの地で戦える量のね」







「はい？　賭と博ばくですか？」

「しぃっ、声が大きい」

　私は知らないと首を振れば、三さん宮みや常磐ときわ姫ひめはひそひそ話を続ける。

　祭さい祀しの最中、この地の祭さい霊れいと契約した双ふた子ご姫達が謳うたう時間、客姫である七なな宮みやの私と常磐姫は控えた場所で並び、霊木の若枝を厳おごそかに左右に振るお払いの儀ぎ式しきをしていた。

　双子姫達の祝いの歌詞が研とぎ澄すまされるよう、南向きのお二人に背を向けて、北風の方角へ向けたお払いの仕し草ぐさを続けながら、常磐姫が新たな報しらせだと続ける。

　双子姫と離はなれた今しか無いと、大急ぎで教えてくれているのた。

「お前のところの将軍があちこちの胴元と勝負して勝ち続けたと、うちの者が報告してきた。とんでもない金を稼いでいるとな」

　常磐姫の話では、三宮ナツメ都市が、今年ことしの冬を豊かに暮らせるだけの金きん額がくらしい。

「お前、そんなの許したのか？」

「知りませんよ！」

　テン様は賭かけ事ごとがお好きだ。とにかく強いらしい。ほとんど、どんな賭け事でも勝ってくるのは知っている。

　でも、そんな国を動かすようなお金を稼かせぐなんて聞いたことも無い。

「いいけどな、どんな金でも今は必要だから」

　割と簡かん単たんに、常磐姫は割り切ったことを口にされる。

　お国が財ざい政せい難なんだからだろうか、犯罪でなければ、問題のあるお金でも使えるだけ使おうと決めている。そんな口く調ちようだった。

「あいつら、どう思うかな？」

　背後で朗ろう々ろうと歌い上げるお二方を示し唆さした言葉に、私は困ってしまう。

「綺き麗れいなお声ですよね」

　ちょっと、間を置きたいと話を逸そらす。

「ああ、あいつら、踊りも出来るらしい」

「良かったですね。私達、お払い役で」

「本当にな」

　言いたかった言葉を好きなように交わしてから、私はため息をつく。

「早めに教えてくれてありがとうございます。これで心の準備が出来ると思います」

「うん、お前も大変だな」

　慰なぐさめられながら、私はお払いの仕し草ぐさを繰くり返し続ける。

　変なもめ事が起きませんよう、変なことが起きませんようにと願ねがいを込めて。







「何ですか、この金きん額がくは？」

　真しん都と、二にの宮みやスズマへの帰り道で馬替えのために空あいた時間を無む駄だにすること無く、二宮翡ひ翠すい姫ひめは報告書に頭を抱えた。

　テン・フオウの荒稼ぎは途方も無かった。

　通りががった賭と博ばく場じようの全すべてで勝ち続けている。賭博に行くための寄り道もかなりしていた。

　個人が手にする金銭としては途方も無い額面だった。

「国の大事に関かかわる者が、こんな時に何をしているのですか？」

　報告した幹部達も口々に同意するが、それらの言葉には反応せず、翡翠姫は次のことへ発想を変え始める。

「これだけの額を稼ぐ元手は何ですか？　相応の積つみ金がねが無ければ、このような額は生まれないでしょう。国費の使い込みならば、糾きゆう弾だんの道具となります」

　何も戦争で叩たたくのが上策ではなかった。七なな宮みや首脳陣の不正問題を追及して、瓦解を狙ねらうことの方が巨大な成果を生む可能性があった。七宮の東とう征せい将軍を失脚させれば、当面の敵将は三さん宮みやのシドウ将軍ぐらいだ。

　続けられた報告に、翡翠の姫は渋しぶい顔をした。

「元手は、将兵達から搔かき集めたお給料？　何ですか、それは？」

　理解できない話だった。

　兵達の小こ遣づかいを集めて、自身の有り金と纏まとめて賭かけ金きんにしたとされていた。それで勝ち、勝ち続け、一度も負けなかったという。

　ふざけた話だった。

　そんな馬ば鹿かな話があるわけが無い。

　だが、事実、七宮の遠征軍の許もとへ、各地から届けられる物品が多いとも報告される。

「これは、詐さ欺ぎではないのですか、私達の調しらべでは七宮の国庫は限界のはず、これでは、彼らが延命してしまいます」







「けけっとな」

　七宮の陣に届けられた兵ひよう糧ろうの俵たわらが忙せわしなく行き交い、活気づく将兵達に囲まれて、テン・フオウは笑い続けていた。

　喜き悦えつと自信に溢あふれる周囲に、さらに自信に満ちた将軍が拳こぶしを掲かかげれば、勝かち鬨どきにも似た声があちこちで上がり始める。

　受け取りの確かく認にんにとすり寄る商人達を引き連れて、テン・フオウは大おお股またで歩く。

　ひたすら、己おのれの勝ち運を誇こ示じするためにだった。

「てめえら、俺おれに付いてきて良かったろうが！」

　そう声を掛けて歩けば、信頼と興こう奮ふんに満ちた熱あつい返答が返ってくる。

　ここにいる誰だれもが、テン・フオウの賭と博ばくに一口以上乗り、数倍の現金、あるいは相応以上の武具や馬具を手にしていた。金銭その物に比べて物品での見返りは二割、三割増しであった。

　慣なれぬ遠えん征せいでの停滞感を吹き飛ばした臨りん時じ収入に沸わき立つ自軍の中、テン・フオウは連れて歩く商人達に声を掛ける。

「この空気を地元の連中に伝えてくれ。七なな宮みや軍は流れに乗っていると、俺という勝ち馬に乗っているとな」

　手を伸ばしてきた大男の古こ参さん兵へいとがっちり平手を叩たたき合い、強い繫つながりを示す若き将軍を、笑え顔がおで囲みながらも油断無く見つめる商人達。

　間違いなくテン・フオウは東とう和わ一の勝ち馬だった。そして、彼は勝ち馬の尻しりに乗ろうとする者達に驚おどろくほど寛容だ。

　その調ちよう子しの良さがどこまで続くか、商人達は見み極きわめようとしている。

　勝ち続ける者は、逆に崩れる時は激はげしい。

　景気が良かった後こそ、反動で深刻な不況に陥おちいりやすいのと同じと言える。

　見切りを間違えれば共倒れになる。そして、まだ勝ち続けるならば、迂う闊かつに手を引けば大変な利益を失いかねない。だから、地元の代表吟ぎん味み役やくでもある彼らは、真剣にテン・フオウという男の一挙手一投足も見み逃のがさないと目を皿のようにしていた。

「俺は勝てる戦いしかしない。負けそうな戦いは全すべて無視して勝ち続けてきた」

　酒さか樽だるを掲かかげる兵達に飲み過ぎるなと応じながら、テンは冷れい徹てつな事実を語る。

　事実、テン・フオウは常勝不敗とも言える戦歴を持っていた。消しよう耗もう戦せんを避けた小さな戦い以外で敗北は無かった。

　戦場で負け気味でも、トエル・タウを通した交渉で対等以上の結果を出し続けていた。

　それ故ゆえにこそ、将兵の信頼は篤あつい。

　強さよりも、意外なほど安定した戦い方に信頼が集まっていた。

　粗そ暴ぼうに見えて、損な戦いは一度もしたことが無い。常に明めい確かくな目的と、最小被害での退路を提示して戦場に挑む。

「もっと勝てるから、どいつもこいつも、もっと勝って故郷に錦にしきを飾れよ」

　揺るぎない確信があると誰だれもが思う大男の宣言に、周囲が歓かん喜きの声を上げていた。







「詐さ欺ぎですね。これは」

「やらせだね。どちらかと言えばね」

　ハルセ・サイの断言に、トエル・タウは砕くだけた口く調ちようへの切り替えで返した。

「テン・フオウの勝ちは仕組まれた勝ちです。各地の胴元が、それぞれの地方勢力が貴方あなた達にわざと負け続けた。払いきれないほどの巨大な額がくをわざと負けた」

「間違っていないよ」

　トエル・タウ、七なな宮みやの要よう職しよくにある男は不正の存在を認めた。

　そして、今度は自分から話し始める。

「七なな葉ようだけが財界ではない。七都市だけが都市ではないように、東とう和わ各地に有力な勢力は点在する。彼らからの資金提供として、貢みつがせて貰もらった。話し合いで、テンが勝ち続けると決めてね」

「なぜ、そんなことを？」

「我われ々われに、おおっぴらな支援が出来ないからだよ。七宮に直接の支援、投資を行えば大国に睨にらまれる。こちらが戦争に勝ち続ければ、彼らに多くの利権を分け与える約束はした。こちらが勝てば彼らは投資に見合う利益が出る。僕らが負けた時はどうなるか、サイ家のハルセの名前を持つ貴方になら予想がついているだろう」

「全すべての支払い約束は反ほ故ごに出来る」

　七宮が破れてテン・フオウが死ねば、全ての支払い義務は消失する。どうせ、今、すぐに即納できる金額ではないのだ。何年かに分割して行われるはずの支払いは、もしかしたら、最初のこの一回で全て終わるのかも知れない。それならば、失ったとしても大した額がくではないことになる。

「金きん子すではなく、物納させたのは貴方あなたの指示ですね？」

　ハルセが問い続ければ、トエルも頷うなずく。

「その方が人が動くからね。物と人が動かないと駄だ目めだ。お金だけ流れても他人は動かない」

　その言葉に、ハルセの目が一いつ瞬しゆんだけ揺れた。

「そう、遠い昔、君の父君から聞かされた言葉だ。僕はサイ家の先代を尊敬しているよ。相あい容いれる相手ではなかったけれど、いつでも彼は強かった」

「今は、我われ々われの時代です」

　私の代だと言えなかったのが、この若い政商が自信を持てていない証拠なのかも知れない。

「そうだね、その時代のために、お金は使えるだけ使うよ。一いち宮みやにも二にの宮みやにも時代を取られないためにね」

　一宮と二宮、具体的な敵が提示されたので、ハルセは落ち着けた。

「こんな綱つな渡わたりをしてまで、大国に逆さからう気ですか？」

「綱渡りかな？」

「七宮の国庫が空からなのは誰だれもが知ってます！」

　ハルセとサイ家だけではない。一いち宮みやも二にの宮みやも調しらべ上げている。ツヅミやナツメでも、事情通からすれば一いち目もく瞭りよう然ぜんの事実だった。

　隣りん国ごくと連戦し、さらに遠地まで出向いているのだ。新しん興こうである七宮カセンの力量を超えている軍費は、商都四しの宮みやツヅミから搾さく取しゆしても調ちよう達たつが困こん難なんだった。

　そのためなのか、ハルセが幾ら調べても目の前の男には蓄ちく財ざいが見えない。この半年で、利益の出ていた副業全すべてを地元支援者達に払い下げている。

　この男とその相あい方かたは、金と利権を惜しげも無くばらまいていた。

「貴方あなた方は何も手に入れていない。ほとんど、全ての権益を右から左に流している。貴方の財産は、あの小さな姫ひめだけだ」

　見下ろせば四つの姫影。

　その中では、一ひと際きわに小さな姫が白木の若枝を静かに振るっていた。

　祭典は終局に向かいつつあり、楽の音ねが高く響ひびく。

　見下ろし続ける二人ふたりの視界の端、いつしか、集結して祝詞のりとを唱となえる四人の姫姿が入る。

「空から澄すみ姫と、その小さなお城。僕らはそこから始めた。最悪の場合は、そこまで戻っても構わない。僕らは、それほど大それた望みは持っていない」

「それです」

　ハルセの声が尖とがった。

「何だい？」

　トエルの柔らかい問い返し。

「貴方方の望みが分からない。調しらべても調べても、貴方方には背景が見えない。何をしたいんですか、貴方方は？　いや、貴方は何をしているんです？」

　そう問われてトエルは笑った。

　声に出したわけではなく、表情を崩しただけなのに、ひどく楽しそうに見える笑い方で、トエル・タウは笑った。

　まるで、誰だれかにそう問われるのを待っていた。そんな笑い方だった。

　だから、続いて語られる言葉も、きっと用意されていた言葉で、ひどく軽かろやかだ。

「僕は自分の背景に興きよう味みが無い男なんだよ。調べても調べても背景が見えないのは、僕の背景には僕が関係していないからだ。僕には、騒さわぐほど特別な背景なんて元々無いんだよ」

　そのまま、両手を広げる仕し草ぐさを交えて楽しそうに語られる。

「目の前に大きな舞ぶ台たいがあった。歴史に残るような面おも白しろそうな舞台があった。だから、背景も過去も大して興味が無かったので放置して、真まっ直すぐここまで来た。天下と呼ぶ舞台に立っているのが面白いから、このまま進むだけなんだよ」

　ならばと、ハルセは、若い政商は考え方を変えようとした。

　商人の、家を背負う人間の価か値ち観かんで計れば、計はかり損そこねると思ったからだ。

　理解出来ないと切り捨てれば、この男からこれ以上の言葉を引き出す機き会かいは、まずあり得ないと思えたからそうした。

　この目の前の男は、ハルセから見て対極なのかも知れない。

　ハルセが重荷を背負って生きてきたのに対し、トエルという男は何も背負わないで売り渡してきた。利益の全すべてを次の道程みちのりの足しにした。

　利益を家に収め続けたハルセとは、まるで違う。

　なのに、なぜか、ハルセはトエルという男に共感する部分があった。どうしようも無い領域で、この話に付き合いたくなる部分がある気がした。

「天下を取りたいんだよ、僕らはね」

　唐とう突とつに語られた突とつ拍ぴよう子しもない言葉には、あまり感情的な部分が感じられなかった。

「商人の道を進まなかったのは、政治家の道を進んだのはそのためですか？」

　努めて平静に問い返す。

「政治屋だよ。政治家になるには僕の動機は不純だ。政治家は人々の粮かてのために働くのが第一だ。僕は、野心と欲望に忠実なんだから政治家にはなれない」

「野心ですか、自分の野心に付き合うのが貴方の生き方ですか」

　ああ、それでかと、ハルセは思った。

　ハルセは商家の責任者だ。職しよく責せきに、背負った責任に忠実に生きてきた。けれども、野心が嫌いではなかった。

　野心持たぬ男でありたいと思ったことは一度も無かった。

　それで、野心を感じる七なな宮みやのトエル・タウに親近感を覚えた。それで、その自由な立場に苛いら立だちを覚えた。そう、自分に納得できた気がした。

　背負い続ける人生を選べば、背負わなかった人生は選べない。

「この話を続けるかい？」

「いえ、結構です」

　柔らかで意地の悪い問いに、ハルセは首を振った。

　冗じよう談だんではないと、口元に引きつった笑えみが浮かぶ。

「トエル・タウ、貴方あなたの野心に巻き込まれるのはまっぴらですよ」

　皮肉な物の言い方に、言われた方も口元だけで笑う。

「そうですね、筆ひつ頭とう。貴方は正しい判断をされた」

　少し頭を冷やそうとしたのか、長くもない前髪を鬱うつ陶とうしそうに搔かき上げて、その男は癖くせのある表情で遠くへ視し線せんを向けた。

　式典が終わり、頭を下げて最後の挨あい拶さつをする姫ひめ達がその先にいた。

「他人の欲望や野心に巻き込まれても面おも白しろくない。人はそれぞれ、自分の野心を大切にしないといけない。貴方の野心は僕の野心と関係ないでしょう」

　同じように遠景に目を向けるハルセ。

「あの姫ひめ達をお護まもりするのが私の大きな役目です。それが終わってから、私の野心は始まります」

　双ふた子ご姫と双子都市を護ることが叶かなうなら、その先に明るい未来を手にする自分がいると感じた。その世界で、改めて高みを目指したいとハルセは願ねがう。

「その頃ころには、僕は、いえ、私はどうなっているか」

　トエル・タウが、僕から私に言葉を換えていた。急に役人の顔を始めたのが、ハルセには笑えて、少し寂さびしいから、もう少し会話を続ける。

「貴方の野心に、あの小さな姫を巻き込んでよろしいのですか？」

「危なくなったら退位させます。そちらも、いざとなったらそうするのでしょう」

　それで、ハルセは一つ安心した。

「はい、完全に勝ち目が無いと流れが決まれば、やむを得ません。同どう盟めい国こくの都つ合ごうを無視してでも大国に白旗を揚げます」

　自らの野心を犠ぎ牲せいにする覚悟もあるのが、公こう職しよくにある大人おとなだとハルセは信じている。それが出来ない人間は始めから公職に立ってはならないとさえ考えていた。そうでなければ公人として筋が通らない。

「それで構いません。負けた時のことを考えないでいいのは余裕のある大国だけです」

　限度があるとトエル自身の口から確かく約やくが取れただけで、ハルセの肩の荷も少し軽くなった。

　遠景では深々と下げた頭を上げる四人の姫達。

　式典が終わり、四人の姫が見守る中で、各都市の代表者による四都同どう盟めいの正式な調ちよう印いんが始まる。

　名前だけの代表者もいれば、有力な政治家もいる老人達の光景に、見下ろす若者二人ふたりは様々なことを考える。

　こうした人事一つに各国の内部事情が見え隠れするから、その中身を常に探っていかなければならないのが、二人の立場だった。

　やがて、トエルの方が後方から声を掛けられる。

　手続き上の問題が起きたと次官からの呼び出しで、それで、トエルはハルセに別れを告げることとなった。

「今度は、正式なお約束の上で、私の執務室でお会いしましょう」

「いえ、私の方から公式に招かせて頂くのが先になるでしょう」

　互いを認める会話で、トエルは去り、ハルセはその場に残った。

　それから、ハルセは柵さくに背を預け、おもむろに深呼吸した。

「私の野心はトエル・タウに勝って、父に匹敵する自分を確定することですよ」

　誰だれにも聞こえない呟つぶやき。

　亡父とは戦えない。偉大だった父以外に戦ってみたいと思える相手を、トエル以外にハルセは知らない。だが、相手は別の世界を敵にしているらしい。

　天下なる不ふ確たしかな世界。あるようでどこにも無いとさえ感じるあやふやな何か。

「片かた想おもいだな、まるで」

　他人の野心は他人の世界だった。どこかで重なるかも知れないが、身近とは言えない距きよ離り感かん。

　それもいいかと、ハルセは空を仰あおぐ。

　空にはまだ青みが残っているのに、夕月と一番星がもう見えていた。

　朱に染まりがちな浅い青に、遠い星の光が、いつもより強く感じられた。

　先ほどの会話を頭の中で反はん芻すうして、用意していたような相手の言葉に想いを馳はせる。

「彼は誰だれに問われることを期待していたんだろうか。誰に答えたかったのだろうか」

　トエル・タウは問われることを好む男だと知れば、少し好きになれた。問われても答えない者達と幼い頃ころから付き合っていた若者からすれば、好ましい男だった。

　誰でも良かったのか、相応の相手を求めていたのか。先ほど向き合った男の楽しそうな顔を思い出す。あの顔を見た人間は何人いるのだろうか。

　あの男の仲間である将軍は、あのような価か値ち観かんを共有しているのだろうと想像できたが、他ほかに誰があのような言葉に付き合えるのだろうか。

　背を向けた遠景で行われているはずの、東とう和わ四姫が退場していく姿を頭に思い浮かべる。

　あの小さな姫はどこまで何を知っているのだろうか。トエル・タウという男は、幼い姫に何をどこまで語っているのだろうか。

　その子供は何を知り、何を思うのだろうか。そして、

「あの男に何を問うのだろうか、あの小さな姫は」

　少しだけ、東和七なな宮みやの空から澄すみ姫と話をしてみたくなった。それから、以前、ツヅミで会った七宮ゆかりの小さな子供を思い出す。なぜか、トエル・タウという男は、姫に対しても子供に対しても同じように向き合っているような気がした。







「お帰り。よくやってくれたね」

　何だろうか、トエ様は上じよう機き嫌げんだった。

　祭さい祀しが終わり、衣い装しよう役やくさんと宿営地に戻れば、書類の山に埋もれたトエ様が珍しく琴ことを奏かなでていた。

　音おん曲ぎよくには疎うとい方だから、でたらめに弦を弾いて音を楽しんでいるだけだから、衣装役さんが頭が痛いといった感じで頭を振る。

「そのような名器で遊ばないでください」

　馴な染じみの地方有力者がトエ様に送ってきた地元の名品らしい琴も、まともに奏でる人がいないと悲しいことになってしまう。

　テン様が爪つま弾びくには繊せん細さい過ぎる作りで、とても落ち着いた涼やかな音を奏でるのに、トエ様には玩具おもちや扱いで終わってしまう。

「よりによって、貴方あなたに楽器を送るなんて勿もつ体たいないにも程ほどがあります」

　衣い装しよう役やくさんの言葉が続けば、トエ様も頷うなずいて琴ことに敷しき物ものを被かぶせて響ひびきを抑おさえた。

「どうせなら姫ひめ様さまに送ってくれれば良かったのにね」

　やっぱり、楽しそうなトエ様。

　いや、それはそれで困ります。私は歌も踊りも楽器も全部駄だ目めですって。琥こ珀はく姫や双ふた子ご姫と一いつ緒しよにされても困ります。常磐ときわ姫が仲間になってくれて嬉うれしいんですから。

「何か面おも白しろいことでもあったのですか？」

　話を変えようと私が訊たずねると、トエ様は余裕のある顔をした。

「君達が上手うまくやってくれたから大きな同どう盟めいが成立した。お祝いの挨あい拶さつで大忙しさ。それは、とても面白いことだよ」

　予定が満載だと書類の山を指すトエ様。

　お仕事が好きな人だけれど、それだけではないと思う。

「新しい発見でもありましたか？」

　トエ様が壊こわさないようにと、さっさと琴を片づけに入る衣装役さんが問う。

「うん、そうだね。そうだと思う」

　トエ様はやっぱり楽しそうに目を細めて、それから、私の方に眼まな差ざしを向けた。

「ねえ、カラスミ」

　カラと呼ばずにカラスミと呼ばれる時が、どうしてか、この人を身近に感じる時。多た分ぶん、最初に出会った頃ころを思い出すからだと思う。多分、その頃の匂においが今も好きだから。

「君は色々な姫と会って、楽しかったよね。それと同じだよ。僕も面おも白しろい若者に出会えたから楽しいんだ。会う度たびに強くなる人間が、たまに出てくるんだよ」

「新しい出会いではないのですか？」

「サイ家のハルセだよ。君が転びそうになった時に抱えてくれた人だね」

　ツヅミでその名を持つ人がトエ様に会いに来た時、見上げた横顔が頭に浮かんだ。あまり子供に興きよう味みが無い様よう子すで、それでも、子供にも気を遣つかった人。

　それから、衣い装しよう役やくさんとお出かけした時、御親族らしき方々と話し込んでいた姿。目が合った時には、どこか重荷を背負っているように見えた人。

　双子姫達の後見人として、舞ぶ台たいの遠くに控えている燈とう色いろの羽は織おりは、まだお互いの顔が見えていない距きよ離りだった。だから、カラさんとカラカラさんの時にはお会いしたけれど、空から澄すみ姫はまだ知らない人。

　トエ様と近い立場にいるようで、トエ様と違う立場にいるような人。トエ様は、そんなハルセさんがお好きらしい。取り引き相手の誰だれとも公平な距きよ離りを取るトエ様が、まるで、お気に入りの本を語る口く調ちようをしているのが、何だか嬉うれしい。

「お友達になれそうなのですか？」

　思えば、この人にはテン様しかお友達がいない気がした。他ほかに考えられるのは衣装役さんぐらいだろうか。いつも、この人は何かをしているから誰とも同じ時間を過ごさない。

「いや、敵だろうね。好敵手という言葉が使えたらありがたい相手だよ」

　言葉通りに捉とらえていいのか少し悩んでから、

「それは、お仲間ということなんでしょうか？」

　ちょっと自信なく訊きいてみる。

「そうかもね。同類な面があるかも知れない。君が常磐ときわ姫ひめ達と、一いち宮みやの姫と、難むずかしい関係になっても親近感を覚えるようにね」

　以前、雪の中、ヒカゲさんは私とクロハさんが少し似ていると言った。その時は理解できなかったけれど、もしかしたらそうかも知れないと思う夜がある。

　結局、クロハさんもカラさんも、こんなに困ったことになっても、まだ自分の役をやり続けているのだから。多分、あの人も私も懲こりない人だ。自分の役をどこまでも続けたがる。

　私が考え込んでいると、トエ様はいつものように勝手な言葉を続け始める。

「将しよう棋ぎはね、面白い相手がいないと勝ってもあまり面白くないんだよ。単純な勝敗だけでは僕みたいな人間はね、すぐに厭あきるんだ」

　その言葉に、テン様がキリハさんと戦った夜を思い出す。

　あの時のテン様は、やっぱり楽しそうだった。傷を負ったのに、不覚を取ったのに楽しそうだった。私が泣いても全然気にしなかった。

　戦う相手が大物であることを喜んでいた。

　駄だ目めだ。テン様とトエ様は困ったところがよく似ている。変なところで似ている。この人達は、きっと、ある日、いきなり、何かとんでもないことになる気がした。

　第一、戦争したりする立場だったりする。人様の生き死にが掛かってくる。

「あのう、将しよう棋ぎじゃないから、あまり面おも白しろがっていたら悪いと思います」

「全くです」

　恐る恐る抵抗してみたら、衣い装しよう役やくさんが援えん護ごしてくれたのがすごく嬉うれしい。気がついたら、その横には、いつの間にかヒカゲさんが立っていて、こくりと頷うなずいていたりもする。

「ああ、三人掛かりで怒られたか。そうだね、少し気を引ひき締しめるよ」

　言葉ではそう言いながら、トエ様はやっぱり面白そうに笑っていた。

　それから、少しして、トエ様は思い出したように付け足した。

「似た者同士が争えばね、そこに妥だ協きようが入らない裂け目が生まれる。その距きよ離りにだけは気をつけないとね」

　多た分ぶん、それはハルセさんに対する言葉ではないと思った。誰だれのどんな関係を指したのか、私にはよく分からなかった。

　そのことを考えていたら、その夕べはあっという間に過ぎていった。

　それで、賭と博ばくのことを問いただし損そこねたと、寝る時になって気がついた。







　その日の四都同どう盟めい締てい結けつは即日、東とう和わ全土に布告され早馬を走らせることとなった。

　遅れて、翌日には予定されていたツヅミからの祝賀の使者が現れ、同盟への恭きよう順じゆんの意を示すことで、事実上の五都同盟が成立した。

　これに対し、旧王都一宮シンセン都市議ぎ会かいは猛もう烈れつな怒りを示した。

　東和地方都市の独自同盟は、東和正統政府であるシンセンを無視した行為であり、東和の国体を揺るがす暴ぼう挙きよであるとの判断であった。

　地方都市の勝手な体制造りは国家を転てん覆ぷくさせる反逆に繫つながると議会で争そう論ろんが上がり、シンセンの有力貴族、並びに政治家達による合同決議が即日下された。

　用意された答えは、国家反逆罪の疑いで四都同盟を解散するようにとの通達。隷れい属ぞくさせられた被害者であるツヅミの解放。そして、宮都市の名を返上すべしとの宣告である。

　すなわち、四都同盟は無かったことにし、その主しゆ宰さい者しやとして名前を連ねた四人の姫ひめ達に退位せよとの要求であった。

　その通告は正統政府一いち宮みやシンセン代表、東和一宮黒こく曜よう姫ひ殿でん下かの署名によって東和全土に告げられた。







　走らせた筆は、東和では貴族階級を持つ者だけが使用する複雑な象形文字を書き出す。

　東和一宮黒曜。その名を使えるのは、ただ一人ひとりの黒い姫。

「ここに確たしかに承うけたまわりました。姫殿下の御み心こころは、必ずや忘ぼう恩おんの輩やからを思いとどまらせましょう」

　黒こく檀たんの文ふ机づくえごと引き取られて行く通告文書を、朱の玉ぎよく座ざから黒の姫が冷ややかな目で見送る。

　四枚目の署名が、文官達によって目の前で恭うやうやしく取り扱われるのを無言で見つめていれば、傍かたわらに控える騎き団だん長ちようが、その黒髪の耳元へ控えめに顔を寄せる。

　時に室内でも王冠代わりであるかのように被かぶられる黒帽子は、騎団長とは反対の傍かたわらで銀の大盆に鎮ちん座ざし、今は艶つややかな黒髪はそのままの姿を晒さらしている。

「畏おそれながら、この場に議ぎ長ちよう殿どのが姿を見せないのが気になります」

　四都同盟糾きゆう弾だんの書へ、宮姫が署名を入れるのは大きな仕事であった。

　議会の、役人の署名ではなく、一国の象徴的君主が署名するのだ。一宮シンセンは本気だと他国、いや、各地方勢力に示す行為だった。

　その大仕事は何の根回しも無くやってきた。議ぎ長ちようを筆ひつ頭とうにした議会の有力者は一度たりとも一いち宮みや姫ひめの前に姿を見せずに、この玉座の間においての公式署名を要望した。

「私を出さないで物事を片づけたいのでしょう。傀かい儡らいの分ぶをわきまえなさいとね」

　表情を作らない返答は、傍らに立つ者にしか聞こえない声。

「通告一つで引き下がるとは思えません。黒こつ騎き団だんには招集に馳はせ参じる用意をさせています」

　いざとなれば、ツヅミで三さん宮みやナツメと七なな宮みやカセンの争いを止めた抑よく止し力りよくを再度担になうと、黒騎団を預かる者が覚悟を語る。

「出来るだけ皆様に任せましょう。大人おとなの仕事を邪じや魔ましてはなりません。これでも、分はわきまえているつもりですよ」

　黒髪の向こうの白はく面めんは感情を見せないままで、それが騎団長の心を乱す。美し過ぎる姫の容よう貌ぼうは、表情を乗せないと周囲に冷たさを感じさせる。

　それをよく知るからこそ、この姫はよく表情を用意するのだと、遊ゆう撃げき長ちようの役やく職しよくにある同どう僚りようが彼に教えてくれた。その者が出払っている現状では、騎団長である彼が姫の理解者として振ふる舞まわなければならない気がしていた。

　この姫の立場は曖あい昧まいだ。

　お飾りとして担かつぎ上げられながら、幾いく度たびか、独断で権力を行使した。

　腐敗した王族の権勢を挫くじき、スズマの侵攻をあしらい、七宮カセンによる戦争行為を食い止めた。その全すべてに一宮シンセン市民が驚きよう喜きした。

　他ほかの地方都市においても、中央政府たるシンセンの存在に大きな不満を示しながら、この姫に敬意を持つ者は多い。

「幼き身で、お身内さえ粛しゆく清せいした方の言葉とは思えませぬが、不透明な情勢に御ご自じ重ちようされるのは賢けん明めいかと存じ上げます」

　彼がまだ二つほど下の階級だった頃ころ、この姫は黒騎団を率いて自らの出身でもある王族の有力者達を断罪し、流血さえ厭いとわなかった。腐敗政治を正した名声がそこにあった。

「あれは半分は周りが勝手にやったことです。責任は幾人かの命で償つぐなわれ、後始末は私の役になっただけです」

　初めて、黒くろ姫が表情を作った。

「強過ぎる王族が邪じや魔まになった方々が台本を用意して、私と黒騎団の皆様が手を汚した。それだけです。私は罪人役ではなく、名君役を手にしただけです」

　どんな表情で語ったのか、黒髪に隠れてよく見えなかったが、騎団長は経けい験けんから思う。

　おそらく、面おも白しろくなさそうに笑っているのだと。

　やがて、署名が乾くのを見計らい、姫の前で朱しゆ色いろの円筒に仕し舞まわれる通告書。蜜みつ蠟ろうによる封印がされ、もはや、中途での開封は許されないと印が押される。

「封書の儀ぎ、確たしかに見届けました。これより先を議ぎ会かいの皆様にお任せします」

　そう告げた黒こく衣いが立ち上がり、文官達が見送りのために深々と頭を下げれば、退室のために宮みや姫ひめだけが使う大おお扉とびらが重い音を立てて開き始める。

「さて、今度の台本は誰だれが用意しているのか」

　黒衣の姫が、付き従う騎き士しに視し線せんを送った。

「端は役やくで終わるのはご免ですし、祭り上げられるのも厭あきました。咎とが人にんとして歴史に名を残すのも嬉うれしくありません。ならば、貴方あなたならどんな道を目指しますか？」

　唐とう突とつな問いに、騎団長は戸と惑まどい、言葉を探して迷う。

　返事を待たずに、問いかけた主君は前を向いて歩き始めた。







　曇くもり空ぞらと呼ぶには薄うすく、青空と呼ぶには淡あわい。

　平坦な印象の空は、割と楽だ。

　高たか夏なつの季節なのに陽ひ射ざしが弱くて、汗も搔かかずに済むし、何より、外で絵を描かいていても頭の後ろに熱ねつが溜たまらないのが助かる。

　真しん都とスズマの郊外。数多くある並木に囲まれた庭園の一つ。

　絵描きのエヅは木炭の素描に勤いそしんでいた。

　目の前には、太刀たちを抱えて岩場に腰掛ける小こ柄がらな男が一人ひとり。

　異国の匂においがする風ふう貌ぼうは珍しい題材で、描かいていて興きよう味み深ぶかい。

　だが、しかし、好きで描いているわけではないとエヅの表情は冴さえない。

　昨日きのう、この目の前の男が襲おそわれる現場に居合わせて、危あやうく暴ぼう漢かんに殺されそうになった記き憶おくは生々しい。しかも、この男は助けてくれなかった。

　好き勝手に暴あばれて、好き勝手に相手を殴り殺した現場を思い出せば、人生色々と鬱うつになる。

　何せ、ここは昨日、その殺さつ戮りくが行われた現場のすぐ近所だった。流石さすがに、あの庭園は立ち入り禁止にされてしまったが、別の庭園がこの男のために貸し切られていた。

　いや、どちらかと言えば、世間から隔かく離りされていた。

　エヅが知る限り、スズマの役人達も、この男を持て余しているようだった。

　素手で容易たやすく人を殺せる。世の中にはそんな男がいる。エヅも武人達と付き合いを持ったことがあるから、それは知っていた。

　ただ、それは大男に限っていた話だ。テン・フオウもキリハ・ラサも優すぐれた体たい軀くの持ち主だった。見れば分かる強さだった。

　なのに、この素描の相手は、エヅよりは幾らか背せ丈たけがあるが、どちらかと言えば小柄な男だった。テン・フオウと同年代のはずだが、少なくとも五、六歳は若く見える。どうかしたら、エヅと同じ十代にさえ見えかねない。

　それが最初の印象だった。

　描いているうちに、それが違うと見えてきた。

　小柄に見えるのは驚おどろくほど筋肉が引ひき締しまっているからだった。無む駄だを削そぎ落とした身体からだは細いのではなく鋭するどい。骨は太くはないが中身が詰まった木材のように堅い。

　そして、異常に若々しいわけでもない。張りのある肌は筋肉の生み出す張りで、若さ故ゆえの張りではなかった。短めの髪には、ほんの数本だが白しら髪がが交じっている。

　じっくり間近で観かん察さつしなければ見えない部分に、確たしかに年上だと感じる部分がある。

　なのに、全体としては、ひどく若く感じる。

　刃物みたいに尖とがった少年が、そのままで大人おとなになったら、きっとこうなる。そんな題材が目の前にあった。

　以前、テン・フオウやトエル・タウにも子供じみた面を感じたが、この男には輪わを掛けて、そんな印象を感じた。

　それが不安を感じさせる。

　色絵の具を使っている時、純色が濃こいと、どぎつく感じられて、他ほかの色を混ぜて鈍どん化かさせたくなる。そんな気持ちに似ている。

「絵描きよ、まだ動くなと命令するか」

　大おお仰ぎように掛けられた声。

「あん？　まだまだだってば。格好良く描かいてあげるから我が慢まんしなよ」

　手を動かしながら適当に返す。

　絵描きのエヅは、異国の王子にへつらい過ぎないよう注意していた。へつらい過ぎると殺される気がしたからだ。

　テン・フオウになら、へりくだった姿勢が評価されるが、この男には蔑さげすまされる気がしたから、少なくとも絵を描いている時ぐらいは露ろ骨こつな低姿勢は止やめていた。

「でもさ、退屈なら喋しやべっていてもいいよ。これは下書きだから、少しぐらいならくつろいで」

　好き勝手に素描を重ねてから、手と目の記き憶おくを頼りに後でじっくり描く。その描き方はエヅの好きなやり方だ。

　宮みや姫ひめのように緊きん張ちようする相手と向き合う時によく使う手法で、自分の好きなように描いても誰だれにも文句を言われない点がお気に入りだった。

　以前、三さん宮みや姫の目の前で好き勝手描いて頭を叩たたかれて以来、この手法が癖くせになった面もある。

「では、お前の話を聞こうか。二にの宮みや姫に他ほかの姫の肖像画を収めるために呼ばれたそうだな」

　陽光の下、異国の王子は意地悪そうな顔をした。並木の木陰に入ろうとしないから、その顔は明るく照らし出されていた。

　色黒の肌は、日焼けを厭いとわない日々の積つみ重かさねなのだろうとエヅは思う。性格なのだろうか、鍛たん錬れんの一つなのだろうか、そこまでは区別できない。

　だから、難むずかしい会話を避けようと、

「そうだよん。俺おれは各国を渡り歩いたから色々な姫ひめを知っているんだ。どの姫も、俺、大好きだよ」

　我われながら見事に軽い喋しやべりをしたりする。

「その話を聞きたいな。どんな女達だ」

「うんとね、まずは三さん宮みやナツメの常磐ときわ姫かな。背が高い感じの子でね、背中も眉まゆ毛げも真まっ直すぐな感じ。いや、頑がん固こな姉ねえちゃんだけどそこがいいのよね」

　エヅとしては本当はその場で絵にしたいが、そこは堪こらえて口だけで続ける。

「んで、四しの宮みやツヅミの琥こ珀はく姫。俺も遠目に見たことあるだけなんだけど、綺き麗れいなお姫様でね、何かさ、物悲しそうな憂うれいのある瞳ひとみが素す敵てきなのよ。恋人にしたい理想の人だね」

　エヅの言葉に興きよう味みがあるのか無いのか、はぐれ者の王子は黙だまって聞く。

「そんで、ここの近所の双ふた子ご姫、双子宮とも呼ばれているお姫様達でね、見た目も中身もそっくりなのよ。俺は絵描きだけど、かなり近づいて、小さなほくろの位置まで確かく認にんしないとどっちがどっちだか区別は無理だね。これが、びっくりするくらい優やさしいのよ。どっちかのお婿むこさんになりたいと思っちゃったね」

　エヅが想おもい出でに浸り、うんうん頷うなずいていると、

「で、肝かん心じんの七なな宮みやはどうした？」

　本題に入れと言わんばかりに急せかす声。

「えっ？　よく知らないよ。背中しか見たことねえから」

　何で、あんな小さなお姫様が肝かん心じんなのかと、エヅは首を傾かしげる。

「テン・フオウが使っている姫だ。それなりの姫ではないのか」

「ああ、そういう考え方ね」

　武人同士故ゆえに気になることが多いから、そう考えたのだろうとエヅは納得した。

　しかし、どう考えても何も思いつかない。

「東とう征せい将軍達にいいようにされているだけじゃないのかな。あんまり誰だれも会ったこと無いし」

「では、お飾りなのか？」

「だと思うよ。ここの姫の方が、よっぽどしっかりしてるんじゃないのかな」

　とりあえず、お世辞だけはしておこうとエヅは笑った。

　その時になって、ふと気がついた。

　少し前から、相あい対たいする男の視し線せんが自分に向けられているようで向けられていない事実に。

　自分の後方に向けられていることに。

　嫌いやな予感がした。

　こんな時は、いつも振り向くとろくなことが無かった。

　どうしたことか、背後でまずい事態が起きても気がついたことが無いのがエヅの人生だ。

　意地悪そうな顔で、はぐれ者の王子が絵え描かきの少年に視し線せんを向ける。

「振り向くと楽しいぞ」

　完全にエヅの心境を見抜いた声の色。

「はははっ、僕には何のことだか見当が付かないなぁ」

　適当に笑ってごまかそうとすれば、目の前を銀の線が走った。

　居合いで抜かれた刀の一いつ閃せんだと理解した時には、背後に仰のけ反ぞりひっくり返っていた。

　人を斬きりつけておいて悪びれず聞こえてくる笑い声が恨うらめしかったが、それよりも問題は仰け反った先だった。

　仰あおぎ見た後方に、深い紺こん色いろの上下に身を包んだ屈強な大男達が人垣を作っていた。

　十人近くいる。

　恐ろしいことに、それだけの数の人間がエヅの背後を取り囲んでいた。

「ひいっ！」

　冗じよう談だんではないと小さく悲鳴を上げるエヅの目が、紺色の向こうに別の色を見つけた。

　最初に見えたのは深緑の長い裾すそ。

　かつて彼が世話になった常磐ときわ姫ひめの植物的な緑ではない。深く澄すんだ硬質な色。

　目に鮮あざやかなその緑は法ほう衣いの形をしていた。

　柔らかな女性の線を包んだ翡ひ翠すい色いろの法衣。

　その色は東とう和わ二にの宮みやと呼ばれる姫の名前そのままの色。

「ほうっ、お早いご帰宅だな。東和二宮」

　視界に入らない場所から、茶ちや化かす物言い。

「その呼び方は敵国で使われる呼び名です」

　ひっくり返った視界の先、法衣の歩みが紺こん色いろの人垣を割った。

　夏の所為せいだろうか、額ひたいに汗を搔かき、頰ほおを赤らめて、そして、その声は少し擦かすれていた。

「では、無事の帰き還かん、まずは祝おうか」

　ひどく挑ちよう発はつ的てきな声が視界の外で続けられる。

「慌あわてて帰国した汗だくの真しん姫よ。また会えて嬉うれしいぞ」

　一いつ瞬しゆん、震ふるえんばかりに厳きびしい顔をして、すぐさま呼吸を整ととのえる姫の顔を、絵え描かきのエヅは呆ぼう然ぜんと見ていた。

　逆さかしまの光景で、陽光に照らされし姫が僅わずかに視し線せんを落とした。

「この方は何者ですか？」

　さらりと向けられた声と眼まな差ざしに険けわしさがあった。

「あっ、俺おれ、じゃ無くて、僕は」

　エヅが慌あわてて言葉を発するより早く、

「我わが心の友だ」

　ろくでもない一言が断じられたので、慌てて起きあがる。

　膝ひざ立だちで法ほう衣いの姫ひめへ向き直り、自己紹介しようとすれば、その横を人ひと影かげが過よぎる。

　少年の面おも影かげがある横顔を見上げれば、その目は絵え描かきを一いち瞥べつもせず、法衣の姫にだけ向けられていた。

「宮姫ならば優ゆう雅がに振ふる舞まうが良かろう。何を汗だくになっている」

　何を考えているのか、絵描きのエヅには理解できない王子の笑えみに、巫女みこ姫役の少女が冷たい表情で迎える。

「軍令を無視して勝手に各地を放浪して諸しよ公こうに示じ威い行為を繰くり返した不届き者が、ようやく帰き還かん命令に応じたと思えば、許可を得ずに聖地を徘はい徊かいし、あまつさえ殺さつ戮りくに走ったと報告を受ければ、誰だれもが対応に追われます」

　はぐれ者にして北の王子たる男ヴィイは、叱しつ責せきにも動じること無く、

「軍令など誰が発した。お前達はまともな軍など持つまい」

　誰が耳にしても、あざ笑っているようにしか聞こえない口く調ちようで問い返す。

　その言葉に翡ひ翠すいの法衣が揺れた。

　平和都市二にの宮みやスズマに正式な軍は無かった。大半は平和維持のための市民による義勇兵扱いとなっている。

　自じ警けい団だん、自じ衛えい団が万を超えた巨大な力となった。それだけのことであると、東とう和わ全土に向かって宣言している。

　一いち宮みやシンセンの正規軍に次ぐ兵員数と軍備を持ちながら、二宮スズマ軍は軍隊ではなく、どこまでも自じ衛えい組そ織しきであると彼ら自身が布告していた。

　少なくとも、公式の書類や幟のぼりに軍との明記がされたことは、スズマにおいては記き録ろく上じようは存在しないことになっている。

　各部隊の纏まとめ役やくとして将校は存在するが正式な将軍は存在しない。士官の呼称も大指揮官、中指揮官、小指揮官等と、他国からは理り解かいし難がたい独自の命名がされている。その下にも、独自の呼称が採用されていた。

　その中身は、他国の有する軍と大差なかったが、こうした、平和を願ねがい軍を否定する拘こだわりが真しん都と同どう盟めい内部には存在する。

　故ゆえに、公式に軍ぐん籍せきにある人間は、異国流れの客将たる破は軍ぐん王おうと子飼いの兵団、その指揮下に編へん入にゆうされた鳳ほう翼よく旗き団だんだけという歪いびつな現実があった。

　実際は傭よう兵へいである破軍王麾き下かも、簡かん単たんに傭兵団と呼ばせぬために真しん姫の親衛隊に組み込んでいる。みだりに平和主義に反してはならないとの真都の方針である。

「軍は軍人たる俺おれの指揮する範はん囲いのみに存在する。貴様らに軍令を発する役やく職しよくはあるまい」

　公式の最高司令官は自分だと笑う王子に、翡翠の姫が眼まな差ざしを強める。

「ならば、国家命令とします。文民統治こそが真都の精神。自衛団も軍人も、その指揮下にあります。真しん都との議ぎ会かいが、その代表代行たる私が指示した命令は国の指示です。国家の指示に従わなければ貴方あなたを処分するしかなくなります」

　姫ひめの背後で男達が構え始める。

　要人警けい護ご官かんとして、その腰にはそれぞれ帯刀が許されている。

　絵え描かきが慌あわてて身を退ひく。

「ふん、軍を有効に動かしたければ、それだけの命令系統を作り出せ。お前達の主義に振り回されていては現場が成り立たん。貴様らの方針は曖あい昧まい過ぎる」

「至らぬ点は詫わびましょう。我われ々われは武装集団を持った経けい験けんが少ない平和市民の集まりです。兵を動かすのは最後の手段なのです。武力とは安易に他都市を威圧する道具ではありません」

「その割には、貴様ら自身の口からスズマの兵と軍は不屈だと何度も耳にしているがな」

　スズマの呼称使い分けは徹てつ底ていされているわけではない。本当は誰だれもが自覚しているのだ。スズマにも軍は存在し、それなりの工夫をしているだけだと。

「詐さ称しようしているわけではありません」

　姫の反はん論ろんは早い。

「我々の志こころざしを世界に示すため、東とう和わ全土を繫つなぐ真都の未来思想を伝えるために、軍隊を当たり前としない思想を形にしているのです」

　真都の精神で東和が安定すれば、そこに過剰な軍は要いらない。ただ、外国の侵入を防ぐ防さき人もりさえいればいい。自じ衛えいの集団として軍に代わる未来的戦せん闘とう集団を作り出す。

　将来的には、軍という概がい念ねん、そうした言葉その物を過去の遺い物ぶつにする。

　真都の大師が三十年以上前に打ち出した平和社会への提言であった。

　この提言が実現されれば、東和の軍ぐん閥ばつ勢力の多くが再さい編へんされ、古い時代の膿うみが出されると真都同どう盟めいにより主張され続けている。

「だいたい、東和の混乱は腐敗した軍が分裂したのも原因の一つなのです」

　今でも、最大勢力でありながら、一いち宮みや軍内部では激はげしい主しゆ導どう権けん争いがある。四つの方面軍指揮官である将軍達は、常に互いを牽けん制せいし続けている。

「ああ、東和各都市の有力者が地方軍を懐かい柔じゆう吸収したのが独立割かつ拠きよの始まりか。それを最初に始めたのは、どこだったかな？」

　お前達だろうと、破は軍ぐん王おうヴィイがあざ笑う。

　現実には間違いなく、その通りだった。一宮シンセンと対立した二にの宮みやスズマが地元に駐ちゆう屯とんしていた国軍を丸ごと抱きかかえて自衛の手段とした。それを真似まねて、東和各都市が独立を気取り始めた。

　当時、シンセンは地方軍に支払う給与さえ滞とどこおりがちだった。

　負ふ債さいに苦しむ一宮シンセンは、どこの都市よりも身近なスズマ一つ抑おさえられなかったと、他都市がその衰おとろえを確かく信しんしたのだ。

　だが、毅き然ぜんと法ほう衣いの姫ひめは立ち向かう。

「それは間違いなくナツメです。地方武家の頭とう目もく達が貧困に苦しむ民衆の上に立つ勢力となった。一族の長女を宮姫に仕立て上げ、三さんの宮みや都市を名乗り、その挙げ句にツヅミとカセンを戦争に導みちびいた。これは揺るぎない事実です」

　どちらが先だったのか、解釈が分かれる歴史的事実だった。それぞれの都市によって信じられる説は違う。実質は二にの宮みやスズマが最初で、公的な記き録ろくでは三宮ナツメが先となっている。

「あれ、ここのが実際は先でしょう？」

　東とう和わのほとんどの都市で採用されている説を聞かされ育ったエヅがぽつりと口にしてから、まずかったと口を押さえる。

　とんでもなく鋭するどい眼まな差ざしに射い貫ぬかれ、怯おびえる肩が背後から抱かれた。

「絵え描かき、俺おれはお前の正直さが可愛かわいいぞ」

　友よと、首根っこごと抱かれれば、エヅは泣きたくなる。夏場に男に抱き寄せられて喜ぶ男は、そうはいない。

「そして、翡ひ翠すいよ。お前の正直さも可愛い。国に都つ合ごうのいい解釈を躊躇ためらわずに押し通す。貫つらぬき通せば正義であり、揺るがない勝利の背骨となる。そのわがままな力が愛いとしい」

　はぐれて生きてきた王子は、実に鷹おう揚ような態度を言葉と眼差しで示す。

「わがままではありません。私共が背負う事実です」

　だから、民衆を率いて生きてきた姫が言い返す。

「わがままだ。国とはな、民たみとはな、わがままなのだ。どこの国も同じだ。そこには程度の差しか存在しない」

　抱きしめた相手をいいように振り回して、屈強の肉体を誇る青年が語り続ける。

「なあ、貴様らが何を信じているかはどうでもいい。貴様らの愛も正義も俺には届かん。だが、真実が何であろうと俺は働いてやろう。お前達の茶番に上うわ辺べだけは付き合ってやる。だから、この辺で怒りの演技は止やめておけ」

　どうしようも無い言葉に、翡翠の姫は一度目を閉じて、落ち着こうと努力した。

「演技ではありません」

「演技だ。俺が勝手に仕事をするのをお前達は常に望んでいる」

　見開かれた姫の目が強い眼差しで、視し線せんの先に近い場所から動けないエヅを縮ちぢませる。

「私はそのような命令は一つもしていません」

「そうだな。ここの大師もそうやって権力を維持してきた」

　助けてと、エヅが逃げようとするが、その力は同年代の乙女おとめと大差ないから、どうにもならずに、激はげしい眼差しと眼差しのぶつかり合いを味わう羽は目めに陥おちいった。

「演技と呼べぬ怒りがここにあります。私は貴方あなたの暴ぼう挙きよを認めません」

「その暴挙が他国を怯ひるませる。この国の利益となる。この国の主と民衆の手を汚さない形でだ」

　粗暴な流れ者が他国を威圧し萎い縮しゆくさせようと、それは姫ひめの命令でも大師の命令でもない。全すべては勝手な行いなのだ。

　気を利かせた配下が勝手にやった。責任は上層部には無い。この方式は、組そ織しきの拡張によく使われるやり方だ。問題となれば形だけ激しく叱しつ責せきする。あるいは、厳げん格かくな処断と切り捨てることにより他者への弁明方法とする。

　これもそれだと、姫を笑う眼まな差ざしが告げていた。

　事実そうだと、エヅ以外の誰だれもが、舞ぶ台たい裏うらを知っていた。

　そうでなければ、鳳ほう翼よく旗き団だんを率いた遊軍活動はもっと厳きびしく禁じられていたはずだ。それこそ、別に一軍を投入してでも帰国を勧かん告こくしていたかも知れない。

　はぐれ者の王子は危険人物であると東とう和わ全土に知らしめれば、一いち宮みやも双ふた子ご宮も恐れを抱いて腰が退ひけるはずと、打算があったのは誰の目にも明らかだった。

　そして、その危険人物の手た綱づなを取る者がいれば、その者は多くの支持を得るだろう。

「そのような嫌いやらしいやり方をしなくても国を治めて見せます」

「笑わせるな。お前達の歴史は二枚舌の連続だろう」

　助けて助けてと、もがこうとすれば剛ごう腕わんに締しめ上げられる。

「打算を口にして民衆の頭領は務まりません」

「そうだな。口にするのは野や暮ぼだな。ならば、済まなかったと俺おれが謝あやまろう」

　少しも変わらぬ口く調ちようで謝る男に、少女は冷たい目を向けた。

「私も仕事が山さん積せきしています。このことは後日、公式な謝しや罪ざいを用意して貰もらいます」

「ああ、そうだな。付き合ってやる」

　もう話したくないと、翡ひ翠すい色いろの法ほう衣いが翻ひるがえる。

　向けられた背と長い後ろ髪を、待たい機きしていた大男達がすぐさま隠した。

「ああっ！」

　置いてかれると絵え描かきが小さく声を上げて、それで、男達の陰に隠れようとしていた深緑の背が止まった。続く男達の動きもだ。

「思い出しました。サイ家の方々から絵師が一人ひとり推すい薦せんされているはずです。確たしか、幾つもの都市で名を上げた人物です」

　振り返りながらの言葉に、先ほどまでの厳きびしさは感じられず、どこか優やさしささえ感じたから、捕まったままのエヅはぶんぶん頷うなずく。

「そちら、天才絵師エヅ・ヨウトさんですか？」

「はい！　それです！　それです！」

　思いっきり声を上げれば、耳元に熱あつい感触。

「おい、俺より、あの小娘を取る気か？　心しん腹ぷくの友よ」

　耳を嚙かまれたと悲鳴を上げそうになれば、気の毒にと言わんばかりの姫ひめと目が合う。

「ヴィイ、その方は私の客人です。こちらに引き渡してください」

　助けの声に絵え描かきが泣いて喜べば、

「仕方ないな。そのうち解放してやる。今日きようは俺の物だ。お前も一ひと風ふ呂ろ浴びたかろう。宮姫らしく着飾ってから絵師の前に立て」

　王子のすげない返事。

　もう返答はしたくないと前を向く姫の後ろ姿が、今度こそ男達の背にかき消された。

　がくりと、虚きよ脱だつした絵描きの少年を、抱きしめていた男が突き放す。

「やはり、夏は暑いな」

　密接していたのは失敗だと、額ひたいに浮き上がった汗を拭ぬぐう勝手な姿に、突き放された方が恨うらめしそうな視し線せんを送る。

「あんた、俺おれを巻き込んで楽しいのかよ」

　ここの姫様に嫌われたらどうすると訴えても、相手はどこ吹く風。

「楽しいな。お前のおかげで翡ひ翠すいとも楽しめた」

「ここの姫様をいじめて楽しいか？」

「芝しば居いに付き合わなかっただけだ」

「芝居って何だよ」

　去っていく背を見送りながら、はぐれ者の王子は口元を緩ゆるめる。

「ここの連中は汚い仕事は人にやらせて、自分達の手を汚さずに済ませて正当性を確かく保ほする。他国につけ込まれぬよう周到にな。俺はな、自分の手を汚さない者を国主としては認めん」

「宮姫は国主じゃないじゃん」

「真しん姫なのだろう？」

　宮姫より格上という意味ではないかと、声に問いの色が乗っていた。







「この手は汚しましょう。ただし、誰だれにも隙すきは見せられません。あの王子の口車に乗る必要はありません」

　背の向こうに、護ご衛えい役やく達の壁かべの向こうに、過か激げきな言動を続ける王子を捨て置いて、翡翠の姫は語り続ける。

「あの王子は遊んでいるわけでも、戦いに狂っているわけでもないでしょう。あの言動は私共の隙を逃のがさぬ杭くいです。異国で朽ち果てる気が無い男が、生きて祖国に帰るために我わが国から奪うばえる物を全すべて奪うつもりです。他国に隙を見せぬよう、あの者にも隙は見せられません」

　護衛役達に政治的な見けん識しきを持つ者はいない。それでも、彼らの主として、真実の姫は言葉を紡つむぐ。まるで、周囲と自分に言い聞かせるように。

「今は、あの者がやりたいようにやらせなさない。分別が付かない行いはしないよう戒いましめました。それでも、あの者が問題を起こし続けるならば、その時こそ毅き然ぜんと振ふる舞まいましょう。たとえ、それが、私達の手で彼を破滅させることになってもです」

　切り捨てる覚悟はあると示すが、その言葉に周りは頷うなずくだけだ。

　誰だれも、疑問も建設的な発言もしない。

　だから、彼らを引き連れた少女は一人ひとりで語り続ける。

「あの者は自分を襲おそった輩やからを皆殺しにしました。その背景に何があるか、調しらべを続けなければなりません。彼の祖国からの刺し客かくならば、彼かの国での立ち位置を、今一度、調べ上げる必要があるでしょう。今は、刺客達が他都市からの派兵であるとして処理します」

　祖国での彼の立場は東とう和わに伝わる情報より悪化しているのかも知れない。それならば、使う側として憂ゆう慮りよしなければならない状況だ。

　だから、翡ひ翠すいの姫は別の道を模も索さくする。

「まずは七なな宮みやのテン・フオウが放った刺客の可能性が一番高いと公式見解を発表します。あるいはトエル・タウでも構いません。野望に燃もえる成り上がり者が他国の要人を殺害しようとして返かえり討うちにあった。その方向なら、仮に間違っていたとしても諸しよ国こくに対する牽けん制せいになります」

　そう告げてから、姫の頰ほおに苦笑の色が滲にじむ。

「ほんの少し前ならば、一いち宮みやシンセンの仕し業わざとしていましたが、七宮の二人ふたり組ぐみも大きくなったものですね」

　大国との戦いが続いていたスズマが、小さな新しん興こう都市を敵としている。

「やりにくい構図ですね。小国を悪者にしているようで、我わが真しん都と同どう盟めいが悪者にされては堪たまりません。手を汚しても構いませんが、我が国が悪として糾きゆう弾だんされてはならないのです」







　いや、だから、何を言っているのやら。

「ほら、新しい兵ひよう糧ろうがこんなに届いた。三さん宮みやナツメにも分けてあげないとね」

　賭と博ばくで手に入れた穀こく物もつが山やま積づみになった中庭で、うちのトエ様は大喜びで、同盟各国に分け与えたいと言い出す。

　地元である五いつ宮みやクラセと六むつ宮みやマキセは困らないかも知れない兵糧も、経済的に困こん窮きゆうしている三宮ナツメとしては喉のどから手が出るほど重用らしい。

「悪くないですか、インチキ賭博で稼かせいだお金で戦うなんていいんですか。その分け前を同盟国に配るなんて共犯に仕立て上げるみたいです」

「共犯でない同盟は口だけの同盟だよ。真しん都と同盟が同盟の名を冠しながら、どことも同盟を結んだことが無いのもインチキだね」

「一いち宮みやとは同どう盟めいしたんですよね？」

「本当はしていないよ。ひとまずの協きよう調ちよう路ろ線せんだ。あれは事実上の合併が目標だからね」

　一宮と二にの宮みやの合併。最大勢力と二番手が一いつ緒しよになれば、圧倒的な気がする。

「そ、それはどんなことになるのでしょうか？」

　想像が出来なくて、とにかく訊きいてみる。

「元々ね、一宮を取り込むのが真都の夢なんだ。考えてごらんよ。本当に一宮を潰つぶしたら、そこに生きる人々が路ろ頭とうに迷う。その面めん倒どうを二宮スズマが、真しん都と同盟が真ま面じ目めに見てあげたら国が傾く。面倒を見なければ大混乱の貧困社会が広がる。だから、一宮を潰さないまま真都の一部にするのが彼らの現実的な野望なんだ」

　一部と言われても、一宮シンセンの方が二宮スズマより遥はるかに大きいと教わっている。

　悩んでいるうちに、トエ様が愛用の算盤そろばんを振り回しながら講こう釈しやくし始める。

「彼らは世界の中心が真都である世界を目指している。その手始めに同盟なり協力なりという言葉を用いるだけなんだ。戦争で潰すより、同盟や連立を餌えさにして他都市を取り込み続けた方が軍事力の行使より少ない批判で支配と征服が成り立つ」

「でも、私達には戦争も辞さない構えですよね？」

「そりゃあ、楽に勝てそうだと思っているからさ。一時的に手を汚しても、真都によって世界が統一されれば、後で何とでも言えるからね。何せ、世界の支配人になるんだから」

　強い一宮とはくっつき、弱そうな地方都市には断固として戦う。それが、ここから先の二宮スズマが用いる戦略だとトエ様は語る。

　何だか、今までの私達の相手とは違う。

「ナツメもツヅミも、苦しい状況の中で争いを選んでいました。七なな宮みやも潰つぶされたくない事情がありました。一宮や二宮は違うのですか？」

　いいか悪いかは別として、東とう和わ西部の三都市には生き残るための事情があった。なのに、一宮と二宮にはその背景が見えない。

「世界の中心になりたい、あるいは中心であり続けたいと考えているのは一宮と二宮だけさ。他ほかとは違う。残りの宮都市は、それぞれに有利な位置と権利が欲しいだけなんだよ」

　誰だれも東和の新たな王都になりたいとは口にしていない。その地位を維持しようとしている一宮と、その最大の競きよう争そう相手だった二宮以外。

「でも、トエ様もテン様も嫌いやなのですよね？　一宮と二宮が強いことが」

「うん、そうだよ。一宮は古くてね、そのままでは駄だ目めだ。そして、二宮中心、真しん都と中心の世界は息苦しい」

　一宮シンセンは、この争いを作った元げん凶きようで、二宮スズマはそこにつけ込み成り代わろうとしている。トエ様の話はそんな感じだった。

「世の中の偉い人が変わるだけだから駄目なのですか？」

　一いち宮みやの偉い人が二にの宮みやの偉い人に変わるだけだから駄だ目めなのかと訊きいてみると、トエ様は小さく首を振る。

「それもそうだけどね、二宮スズマの世界は、彼らの下に生きる者のための世界なんだ。僕らはね、二宮スズマなんてどうでもいいから、彼らの下で生きる気がしないんだ」

　昔、テン様が言っていた。

　天下を取りに行く。

　欲しい場所があると、この世の頂点が欲しいと。

　それは、一宮の下にも二宮の下にも存在しない場所。

　人生どうせなら天てつ辺ぺんが欲しいと、この人達は口にしていた。その発言を、この人達は一度も撤てつ回かいしていない。撤回してないから、この人達は、これからも、その道を続ける気だ。

　この人達は、言ったことは全部やる気な人だ。出来そうだと思わなければ、目標なんて口にしない。本当に出来るかどうかは知らないけれど、この人達は、永年ずつと懲こりずに続けるのだろう。

　だって、この人達は好き好んで、こんな場所までのし上がってきた人達なのだ。

　この先に何をする気なのだろう。

「私達の方は大国を潰つぶすのですか？」

　恐こわいことを訊いてみる。

「何も潰すことや降伏させるだけが戦いじゃない。もっと、手軽に勝って示してあげるだけさ」

　そのまま、トエ様は笑って続ける。

「彼らが天辺じゃないって、当たり前の現実をね」







「俺おれが一番で、キリハが二番でどうよ」

　テン・フオウは勝手なことを口にする。

　東とう和わ最強が誰だれかと兵達に問われて、気軽に出した言葉だ。

「まあ、剣なら負けるが、槍やりや弓ゆみなら、俺の方が上かも知れんぞ。第一、大軍の指揮なら俺の方が経けい験けんが豊富だ」

　それを言えば、三さん宮みやのシドウ将軍の方が堅実だと声が上がれば、テンも素直に頷うなずく。

「だがな、あいつらには我が欲よくが無い。清せい廉れん過ぎると時代の流れに消えていく」

　車座になった酒の席だった。

　賭と博ばくで負けたことになっている支援者達から送られた酒さか樽だるを抱きかかえ、テン・フオウは取り巻く旗本達に景気よく語る。

「いいか、欲深くいろ。欲が無いと流される。欲がある者が時代の流れを作る」

　テン・フオウは升ます酒ざけを飲み干して、大声を出す。

　いかにも、酔っているようでありながら、実際、素面しらふのままだった。

　この男が酔うのは常に演技で、周りに親しみを与えるため、わざと隙すきを見せるために行われるだけだった。

　本当に酔うのはトエル・タウの方だ。だから、トエルは飲酒に興きよう味みを持たない。そして、そんな相方の分も、この男は酒に酔った顔をして見せる。

　大酒飲みの振りをすることで、周囲との距きよ離りを縮ちぢめている。

　そうすれば、たいていのことは円えん滑かつに進んだ。酒の席での言葉なら、多くのことが何とでもなるのが庶しよ民みんの距離だった。

　賭と博ばくでの勝利が噓うそだとも、明言しなくても周囲に何気なく伝えられ、共犯意い識しきが酒に溶け込み混じり、なし崩しに欺ぎ瞞まんがまかり通っていく。兵達は分け前を受け取っているのだ。そして、明言されなかった部分に責任問題は薄うすい。

　ただ、どうなろうと全すべての責任は大酒飲みの将軍が一人ひとりで負うことになっている。その大物顔が、遠方まで連れてこられた兵達に安あん堵どを与えていた。

　陣営の片かた隅すみ、わざわざ、名も無き兵卒達の休息に顔を出し、多くの兵に囲まれながら、テン・フオウは勢いよく語り続ける。

「俺おれはな、何も一いち宮みやや二にの宮みやが憎いわけではない。あいつらの欲にまみれた世界に食われたくないから戦っているんだ。いいか、あいつら中心で天下を語って何が楽しいってんだ。変わらない世の中も、勝手に作られた世の中もくだらん。天下に、我わが七なな宮みやの独立を示せ。奴やつらに父親面づらも母親面もさせるな。駄だ目めな親分は追い払え」

　爛らん々らんと目を輝かがやかせて、一言一言に聞き入る兵卒達の肩を気安く抱く。

　兄のように、父のように慕したわれる顔を見せて、テン・フオウは高笑いする。

　酔った顔を見せながら、一人ひとり一人ひとりの反応を見み逃のがさない目で。

　そして、その目が何人か、テン・フオウに不信感を示す若者を見つけ出す。

　その者達には、また個別で接触を掛ける。

　口く説どき落とすのは得意だから、このやり方で親しん衛えい隊たいとも言うべき旗はた本もとの候補者を作り出してきた。

　見かけが立派で、さらに勝ち続けている男だからこそ、周囲を厚く固めることを忘れない。

　取り込まれた者達が用意周到な手口に気がつくのは、テン・フオウの下で長く働いた後でだった。その頃ころには、もう離はなれ難がたい関係が作られているのがほとんどだ。

「時代は俺おれ達が作るぞ！　一宮も二宮も隠いん居きよして盆ぼん栽さいでもいじってろ！」

　一いつ気き吞のみの後での宣言に、周囲が沸き立つ。

　夢のある言葉に場が盛り上がる中、テンは次の兵達の許もとへ移動を始めた。

　兵達の中に隠れる刺し客かくに警けい戒かいしつつも、大人おとなしそうな若者の肩を叩たたきながら、少しだけ酔った振りの足取りで。

　その傍かたわらに、三人いる副官の一人ひとりが足早に駆かけ寄った。

　深刻な顔だったから、テンは酔った振りして副官の肩に抱き寄る。

「何だ？」

　周りには余裕のある顔を見せて、副官の耳にだけ届く厳げん格かくな声。

　報告を耳打ちされると副官を大げさな動きで突き放し、ふんっと鼻で笑う。

「動いたか」

　僅わずかに酔ったような声を出してから、唐とう突とつに近くに積つんであった水みず瓶がめの一つへ歩み出す。

　異変に周囲が気がつき始めた時には、テン・フオウの太刀たちが抜かれていた。

　刹せつ那な、硬く鈍にぶい音を立てて、水瓶の首が飛んだ。

　速度が足りなければ大きく割れるはずの陶器の瓶びんが、見事な切り口で首を失い、中の液体を溢あふれかえらせる。

　初めは酔った勢いで剣けん戟げきでも披ひ露ろうしているのかと見ていた兵達の前で、彼らの将軍は無言のまま、一ひと抱かかえもある大瓶の中に激はげしい勢いで頭を放り込んだ。

　水みず飛沫しぶきと水音も激しい突然の奇行に、周囲が我われを忘れる時間は長かった。

　かなり長いこと頭も顔も水中に沈めて身動きしなかった将軍が、常人には耐えられないほどの水没時間から、ゆっくりと顔を上げ、それから激しく首を振って滴したたる水を払う。

　軍人にしては長過ぎる髪を両手で搔かき上げ、後方へと手て櫛ぐしで流す。

「この双ふた子ご都市に繫つながる交易路の砦とりでに、異国の旗が立った」

　静まりかえる兵達に振り返り、その場の誰だれも見たことが無い顔を見せるテン・フオウ。

　したたり落ちる水もそのまま、抜き身の太刀たちを王おう錫しやくの如ごとく地に突き立てる。

「我わが七なな宮みやの盟めい友ゆう、三さん宮みやナツメのシドウ将軍が赴ふ任にんしようとした先だ。諸しよ君くんらにも理解できよう、このクラセが所有する城に、他国の旗が立てられている現実がいかなる意味か」

　酔いは完全に覚めたと厳げん格かくに語る将軍に対し、周囲はただ固かた唾ずを吞のんで見守り続ける。

「これは明らかな侵略行為である。シドウ将軍は直ただちに臨りん戦せんの構えを取った。我わが軍も、直ちに出しゆつ撃げきの許しを姫ひ殿でん下かに願ねがい出る。並行して双子宮にも応援を要よう請せいする。よって、諸しよ君くんらに半時以内の速すみやかなる出陣用意を命ずる」

　実際には、許可を待たずに先行して出陣するのが現場の常だ。時間はそう無いと、誰もが知って、大おお慌あわてで陣払いが始まる。

「酒は置いていけ。兵ひよう糧ろうも後続に運ばせる」

　指示を出す将軍の周りでは、指揮官にあやかってか、酒の回った兵達が水瓶に次々と頭から顔を沈める光景が繰くり返される。

　声を張り上げ気合いを入れて、頭から水を被かぶる若者達は、己おのれの姿を将軍に誇こ示じしようとする。

　ここで手て柄がらを立てんと、主君に認められようとする者達を引き連れ、テン・フオウは動き出す。

　乾くのは夏の熱ねつ気きに任せると、滴したたる水滴もそのままに、戦いくさの空気を身に纏まとい始める七なな宮みや軍。

　水が豊かな湖こ国こくだからこその光景に、夏の陽ひ射ざしが降り注ぎ、水みず飛沫しぶきを光らせた。







「何ですか？」

「知らん。私だって、見送りまでしか付き合っていない」

　異変の報しらせを受けた時、たまたま、私は三さん宮みや姫ひめをお迎えしていた。

　集められた穀こく物もつ、日ひ保もちしない物からお裾すそ分わけしたいからとお伝えしたら、友好の証あかしとして受け取ろうと常磐ときわ姫が自らお越しになった。

　挨あい拶さつもそこそこに、急報が私の許もとに届けられ、私も常磐姫も混乱する。

「我が七宮の東とう征せい将軍は、すぐさま後詰めのために、四千の兵を出撃させました。どうか、交戦許可をお与えください」

　私の前で頭を下げるトエ様。

　宮姫である私の許可は無くとも、有事の戦せん闘とうは容認されている。これまでもそうだった。

　形式的な許可、お飾りの言葉が求められているだけだった。

　それが大事だと教えられていた。

　その一言だけで現場の士気が上がるし、周囲にも様々な事柄が正当に認知されるらしい。

　それに、ここは他国だ。勝手な戦せん闘とうは問題になりやすい。

「シドウ将軍は大切なお味方です。お力を合わせることを望みます」

　まず、そう告げてから、トエ様が言葉の続きをまだ待っていると感じて、

「このことは、五いつ宮みや様、六むつ宮みや様にもお伝えできているのでしょうか。まだ同どう盟めい間もなき私達が勝手な振ふる舞まいは出来ません。すぐに、お二方にお会いする手はずを整ととのえてください」

　これでいいのかと、お澄すまし顔がおでも内心びくつきながら待っていると、

「直ただちに手配します。姫ひ殿でん下かのお考えの通り、お味方は多いほど地方都市の結束を東とう和わ全土に示せます」

　トエ様のお言葉で、どうにか、それらしく振る舞えたようだと一息つけた。

「で、七宮の左さ府ふ殿どのにお伺うかがいしたい。敵は一いち宮みやか、二にの宮みやか」

　厳きびしい声は常磐姫で、武家の姫らしく堂々としている。

　相手が誰だれか確かく認にんすることを忘れていた私とは大違いなので、今いま更さら、しまったと慌あわてる。

「どうぞ、三宮様にお答えしてください」

　情報の公開を促うながして、慌ててお姫様面づらを取とり繕つくろうけど、常磐姫もトエ様も私にはあまり注意を払わないで、真ま面じ目めな顔で向き合っている。

「畏おそれながら、シドウ将軍からの伝令兵が、我わが四都同盟にもたらした第一報によりますと、陥かん落らくした砦とりでに掲かかげられた旗は異国の筒旗。旗色は黄き色いろ」

　それは、二にの宮みやスズマ都市の二宮姫ひめ、あるいは真しん都と同盟の真しん姫と、その親しん衛えい隊たいが使う旗。

　私達の前途に現れたのは鳳ほう翼よく旗き団だん。異国の傭よう兵へい団だんを中心に構成された屈強の兵団だった。







「行くことをお許し頂きたい」

　キリハ・ラサが武人として礼を尽くせば、宮姫として琥こ珀はくの少女は受け入れるだけだ。

　クラセとマキセに何が起きているのか、その一報はまだまだ先だった。

　四しの宮みやツヅミ都市は、東とう和わの動乱から忘れられたように日々を過ごしている。

　高たか夏なつの空は目ま映ばゆく、水路に煌きらめく水面みなもは豊かだ。小魚は魚ぎよ影えいを煌めかせている。

　遠くで石材を刻む音が高く、身近では野鳥の囀さえずり。

　かつて、琥珀姫が掲げられた場所、帰き還かん後ごには、この将軍と会見した場所である四宮ツヅミ都市中心部に位置する祭さい祀し場じよう。

　人払いされた石造りの舞ぶ台たいには、姫と将軍の二人ふたりだけだった。

「熟じゆく考こうの末に語られるお言葉ですか？」

　琥珀姫の問いは、幾つもの思案を重ねていた。

　争いを望まぬ姫故ゆえにか、争いを知る姫故にか、問い返す一言に滲にじむ心があった。

「このツヅミが生まれ変わったと東和全土に示すために、ここで使者を出すことが姫殿下の大きなお役目となります」

　使者とはキリハであり、その一軍である。

　ラサ一門の二百余名と、再建されたツヅミ軍の兵を併せた三千。それが、キリハの要求する兵力だった。

　万の軍勢を望んだわけではなかったが、精せい鋭えいは求めていた。ツヅミ軍でも質の高い兵を動員する手はずが整ととのえられている。残りは承認だけだった。

「このままでは、大国に睨にらまれたクラセとマキセが打ち負かされるのも時間の問題です。流れを変えるために、このツヅミの参戦が何よりも求められようになります」

　遅過ぎては機きを逸いつすると、ここで見込みをつけねばならないと武人が続けるのを、琥珀色の少女は目を閉じて聞いた。

　派兵しなければならないと告げられても、抵抗したくなる心があると、その立ち姿に思いがあれば、その沈ちん黙もくは深い。

　なればこそ、二人だけの光景は、しばらくの間、ただ静止した。

　鳥の声に耳を澄すます、遠くどこかで風ふう鈴りんの音。そんな時間が少しした。

　夏色の陽ひ射ざしに浮かぶ二つの光景は、それぞれ背負う何かがある人と人のかたち。

　やがて、根負けしたように優やさしい背が揺れた。

「この夏で、全すべて片づきますか？」

　問いは密ひそかな夏なつ風かぜ色いろで、

「大局は決まります」

　答えは大たい樹じゆを叩たたいた音に似ていた。

「誰だれが何を望んでいるか見定めてきてください。私には読めない世界です」

　だから、続いた言葉は切実で、

「東とう和わの未来に相応ふさわしい仕事をして参ります」

　応じた言葉は真しん摯しであった。

　即日、キリハ・ラサは四しの宮みや姫ひめの名の下もとで兵を挙げた。
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　　　四節　戦雲模様







　三さん宮みや軍ぐんのシドウ将軍は、異国流れの遠とお眼鏡めがねに捉とらえた旗色に顔色を変えることが無かった。

　夏の陽ひに浮かぶ城は静かだが、たなびく旗の下に見える敵兵の数は多い。

　ウズミ砦とりでを一望できる距きよ離りで、三宮ナツメ軍は野営していた。

　四都同どう盟めいの証あかしとしてと、一いち宮みやシンセン都市と二にの宮みやスズマ都市が合流するのに一番考えられる交易路の防さき人もり役やくを買って、ここまで出て来た。

　ツヅミが正式加入して五都同盟の枠わくが固まる前に、三宮ナツメの働きを示しておくためには、頼もしい兵力を見せつけておくぐらいしか手が無かった。

　向かった先、マキセ兵五百の兵が詰める砦は、風雨で色あせた城を増ぞう改かい築ちくした装よそおいで、粗そ野やな石造りの城じよう壁へきの上に、二段重ねの屋根を持つ楼ろう閣かくを有していた。

　堀は無い。小こ綺ぎ麗れいで、どこか寺社のようにも感じられる線せんの細さがあった。

　実戦的ではないと感じられるのは、大軍を相手にするために築城されたからではないのだろう。二、三百人規模の攻め手と戦うのに向いている造りだ。あるいは、城より兵団の駐ちゆう屯とん基地に向いている。

　大国との対立を避けた結果、クラセもマキセも本格的な要よう塞さいは造れなかった。

　そのツケが脆もろい砦とりでを簡かん単たんに奪うばわれる現実となる。

「あの城では、先に入城していても護まもれんな」

　分厚い土つち壁かべと城じよう壁へきこそはしっかりしているようだが、囲まれれば孤立する。支城は遠く、援軍が来るまで護るにも見晴らしが良過ぎる。包囲する側は簡単に援軍との距離を摑つかむ。

　防ぼう御ぎよに徹てつするにも、援軍との挟きよう撃げきを狙ねらうにも不向きで、実戦向きとは言いい難がたかった。

「それで、どう落ちたか教えて貰もらおうか」

　遠とお眼鏡めがねを部下に手渡し、控えていたクラセの敗残兵に問う。

　小こ綺ぎ麗れいな軍装の将校は、城が落ちた時に逃げてきた一人ひとりで、手傷らしい手傷は負っていなかった。腰に差した刀の刃はも綺麗なままだった。

「突然でした。突然、我われ々われは城を閉め出されたのです。あれは、昨日きのうの明け方でした」

　まだ夜の明け切らぬ早朝、敵の先兵と見られる謎なぞの兵団を物見兵が見つけた。

　護りに徹するよう城主が指示し、城に籠こもる作戦が採られた。

　だが、敵は歩兵五十ほどで、無防備に城の側そばまで来ると亡命を希望した。

　シンセンとスズマの結けつ託たくを許せないと、国に裏切られたと訴える者達で、チドリの最前線で戦った地元の人間だと経歴を語る。

　あてがわれるはずの土地に移送される中、彼らは四都同どう盟めいの噂うわさを耳にして亡命を希望することになったのだと。

　それで、武装解除して城に招き入れた。

　そこからが、問題だった。

　突とつ如じよ、地ち平へい線せんに大軍が現れた。

　鳳ほう翼よく旗き団だん、およそ千騎き。

　城に詰めた五百の兵の倍。しかも、あちらは悪あく名みよう高だかい実戦部隊だった。

　浮き足立つ中で、監かん視し下かにあったはずの亡命者達が暴ぼう動どうを起こし始めた。

　内通者が、あらかじめ彼らに渡す武器を用意していたのだ。瞬またたく間まに城のあちこちで煙も上がった。

　騒さわぎの中、城主から撤てつ退たいの指示が出た。

　後方にシドウ将軍麾き下か六千が来ているから合流し、連動して鳳翼旗団を包囲せよと。

　城兵の多くがわけも分からぬまま、城を出て、ここまで逃げてきたと報告してきた。

　そして、シドウ将軍と共に城を取り戻したいと願ねがう。

「その城主はどこに行った？」

「それが、自分は最後まで城に尽くすと残ったそうです」

「要するに内通したのが城主なのだな」

　シドウ将軍は呆あきれた。

　おそらく、少なくない数の内通者が城主と共に鳳ほう翼よく旗き団だんに寝返った。城を出来るだけ無傷で明け渡すために混乱と撤退命令が出されたのだ。

　一いち宮みやもチドリ騒そう乱らんで同じ手にあったばかりだった。あちらでは、一宮の市民でありながら真しん都との一員でもある一種の二重国こく籍せきにある者達が暗あん躍やくした。おそらく、今回もそれに近い策略があったのだろう。

　そうでなかったとしたら、城主が驚おどろくほど悪逆か無能なのだろう。あるいは、双ふた子ご宮の軍があまりに経けい験けん不足か。いずれにしろ、同盟相手としては心こころ許もとない話だ。

「隣りん国ごく同士だ。敵国に身内がいる者もいる」

　事情はあるだろうと、マキセの将校には休むよう促うながした。

　それから、シドウ将軍は床しよう机ぎに座り、敵の手に落ちた城を眺めた。

「噂うわさのはぐれ者はスズマに入っている。ならば、指揮官は副将か」

　敵将は無名の輩やからだ。しかし、あの王子に全軍を任せられる者ならば、かなりの手て練だれと考えて間違いは無い。

　ナツメの本隊は六千。マキセの敗残兵は三百を超えたが、彼らに多くの期待は出来ない。

「ここで鳳翼旗団を潰かい走そうさせれば二にの宮みやは弱体化します」

　城を攻めるべきと副官が進言する。数が違い、あの城は攻めるに容易たやすい。

「罠わなではありませんか、開戦の責任を我わが国に押しつけるための」

　ウズミの城は平和的に明け渡されたと鳳翼旗団は言い出すかも知れなかった。力ずくで攻めたのは三さん宮みやであるとして大軍派兵の口実とする。

　こちらが攻めれば、鳳翼旗団の本隊は傷つく前に撤てつ退たいし、その場に残された弱兵だけが生いけ贄にえとされる。開戦のために用意された犠ぎ牲せい者しや達。

「一日もすれば、あの男が来る。あれに開戦の責任は取らせる」

　テン・フオウ、東とう征せい将軍の参戦を待つと、シドウ将軍は告げた。

　荒れ地に陣取る三宮と城に籠こもる鳳翼旗団では消しよう耗もうが違う。だが、一日、二日程度ならば大きな問題にはならない。

　三宮六千、七なな宮みや四千による万の軍勢で囲み、降伏を迫る方針だった。

「ここは他国だ。我が国の勝手で城攻めは出来ぬ。クラセの将兵とテン・フオウを交えた三都市の結束を世に示す」

　双子宮からの増援まで揃そろっているのが理想だが、そこまでは望まないとシドウ将軍は幕ばく僚りようと話す。勝手な先走りはしなかったと事実を用意しておく。一度の実じつ績せきを用意しておけば、次には勝手もしやすくもなる。

「七宮が来なければ、どうなさりますか？」

　問われた将軍は、目だけで小さく笑う表情を作る。

「来る。来なければ、四都だろうと五都だろうと、うやむやになり霧む散さんするのだ」

　実行力を示さなければ誰だれも続かないと、一軍を指揮してきた男は経けい験けんを告げた。







　テン・フオウ。

　出陣した将軍の名を知らされた。

　その名前と悠ゆう然ぜんたる長身を知るから、ハルセ・サイは油断したくないと口元を引ひき締しめる。

　さらに、目の前には七なな宮みや側からやってきたトエル・タウ本人が立っている。

　場所はハルセが詰めていた官舎の応接室。

「我が方がシドウ将軍と共きよう闘とうすれば、必ず勝てると、東征は伝令を送って参りました」

「勇将二人ふたりのお力は理解しています。しかし、戦場は我がマキセ領内です」

　勝手に大国との開戦が行われては堪たまらなかった。

　四都同どう盟めいは大国を牽けん制せいするため、まず、シドウ将軍には勇姿を示して三宮ナツメの存在を印象づけて貰もらいたかっただけだった。

　それが、どうやら味方の裏切りで砦とりでが落ちる失態に始まり、領内に敵兵が居座っている悪質な状況となっていた。

「まだ二にの宮みやスズマも一いち宮みやも何も言って参りません。これは、一部の独断ではありませんか？」

　黄き色いろの筒旗と報告されれば、二宮内部でも手た綱づなを取れていない鳳ほう翼よく旗き団だんだ。

　翡ひ翠すい姫ひめの呼び出しで真しん都とスズマに帰き還かんしているはずの指揮官、破は軍ぐん王おうヴィイは、テン・フオウ以上の戦いくさ好ずきだと知られている。

　その男が不在なのに、鳳翼旗団が出で張ばっている事態はハルセには予想できなかった。彼は軍人でも軍師でもなかった。

「敵兵は千騎きほど、その中の、どれだけが異国流れかで戦いは違ってきます」

　トエルは軍師であるから、事態への洞どう察さつが二重三重に用意してある。

　鳳翼旗団は五百ほどが中ちゆう原げんからのはぐれ旅りよ団だんだ。騎兵が中心で、攻め手として実戦に優すぐれるはずだった。残りの千五百ほどが真しん姫ひめ親しん衛えい隊たいとも言うべき真都同どう盟めい出身者の歩兵団。こちらは、一宮と衝しよう突とつを繰くり返した経けい験けんから防ぼう衛えい戦せんに強い。

「攻め合う気か、護まもりに入るか」

「全すべてはあちら次第です」

「撃げき退たいはします。我わが領内を浸食されて弱腰では、我われ々われの地方同盟が有名無実となります」

　クラセとマキセの兵も動員しなければと議ぎ会かいに掛け合う算段をしながら、ハルセは気がついたと舌打ちする。

「踏ませるつもりですか、我らに綱渡りの一歩を」

　退ひけない状況を見み透すかした侵攻だと、大国とどう向き合う気かと挑ちよう発はつされているのだと気がつけば、逆にふざけるなと兵も退きたくる。

　はるばる、クラセとマキセの双ふた子ご宮みやに集まった友軍に何もしないで退いてくれとは言えないし、みすみす領土と砦とりでを失う道も選べない。

「思い切った真似まねを、彼らも連合を始めたばかり、足並みが揃そろうはずも無いでしょう！」

　二にの宮みやが勝手をしたと、一いち宮みやが手を切ることとなれば大国連合も名前だけで終わる。

　ハルセは、これから何年も掛けて地方同どう盟めいと大国連合の駆かけ引きを続けるつもりだった。

　その中で譲じよう歩ほを引き出すのが大人おとな同士の知恵だ。取り引きこそが、人の世界の本質であると幼い頃ころから信じて、ここまで生きてきた。

　それが、すぐさま、この様だ。力ずくで何かを請せい求きゆうされる現実。

「潰つぶす気でしょうか、我ら地方を」

「四都同盟が五都同盟になる前に、東とう和わに我々が深く認知される前に、大国の力を示そうとしているのかも知れません」

「力の差を見せつけ、我らを格下と世間に知らしめたいのですか」

　試し金きん石せきとなる戦いが始まる。それはいいとハルセは唇を嚙かむ。

　辛つらいのは、その先だ。

「受けて立ち、一宮と二宮の大軍が攻め込む口実を与えるしかありません」

　トエルの言葉が重い。

　大戦となれば、とんでもない深手となる。

　大敗しないため、泥沼の東和内戦にしないために、あらゆる手を行うのがハルセと彼の背後に居並ぶ議ぎ会かいの役目だ。勝つためにも、負けぬためにも、落としどころを常に探す責務がある。

「悔くやまれます。我わが領内で戦争となるとは」

　覚悟を決めたと目を閉じるハルセ・サイに、トエル・タウは労いたわる顔を作り、

「昨年、ツヅミで大戦をしなかった良りよう識しきを、私達は忘れていません」

　クラセとマキセは東和の平和を象徴すると、新しん興こう都市七なな宮みやカセンは支持を続けることを表明した。ツヅミから琥こ珀はく姫ひめを加えれば、五人の姫までもが同じ旨むねの声明を出している。

「我が方も、この地までご足労してくださった諸しよ国こくの労を忘れません。しかし、これは誰だれの差し金でしょうか」

　一宮が二宮を動かしたかも知れないし、二宮の独断かも知れない。あるいは破は軍ぐん王おうが勝手に兵を動かしたのか。

「急ぎたい者の仕し業わざでしょう」

　トエルの声が冷たくなって、ハルセは不意に知らない顔を見た。

　いつも余裕を見せている男が、表情を用意していなかった。

　余裕が無いからそうなのかと考え、続く言葉を黙だまって聞きながら、違うなと感じた。

「我われらを一度に倒したいのは、急いでいる人間だけですから」

　ハルセが見た男の顔は、どこか、亡父に似た顔だった。







「急ぐ必要はありません。四都だろうと五都だろうと黙もく殺さつしましょう。私達から手を出す必然性はありません」

　クラセとマキセで行われた四都同どう盟めい式典に対する報告書に翡ひ翠すい姫ひめは頭を振った。

　真しん都とスズマの本拠地である屋や敷しきに彼女は落ち着いていた。

　膨ぼう大だいな書物と本棚に囲まれた執務室で、次々と持ち込まれる議ぎ案あんに対応する。

「三さん宮みやも七なな宮みやも冬まで駐ちゆう留りゆうするつもりですか。それだけの滞在費も馬ば鹿かになりません。冬越えを他都市の客で過ごすのも苦く難なんでしょう。五いつ宮みやと六むつ宮みやを叩たたくなら彼らが帰った後でいいのです。彼らのような遠征でないのだから、冬でも私達の進攻は難むずかしくないのです」

　あるいは来年か再さ来らい年ねん戦えばいいのだ。

「大国である一宮と真都の連立が長い月日を経へて熟じゆく成せいされれば、脆ぜい弱じやくな地方同盟等は政治的にも経済的にも圧倒します。それから、勝負するのが真の得策でしょう」

　即座の進軍を進言する賢けん人じん団だんを一いつ蹴しゆうする。

　二にの宮みやスズマ軍、あるいは自称自じ衛えい団を指揮する諸将からも同じような進言があったが、全すべて押し返す。

「貴方あなた方は戦争をしたいのですか？　私達は人民のために作られた平和団体です。いえ、国家とは、そもそも平和な生活を護まもるために存在するのです」

　異国式の頑がん丈じような机と、籐とう蔓づるで組み上げた椅い子すに身体からだを預け、翡翠の姫は毅き然ぜんと語る。

「もし、戦争があるならば、それは一宮主しゆ導どうか、地方同どう盟めい主導かのどちらかです」

　真都スズマが戦端を開くことはあり得ない。好戦家は他国である。

　食い下がる閣かく僚りようも退しりぞける。それから、机き上じように向かうと市民達の嘆たん願がん書しよに返信を書き始め、慎重に言葉を吟ぎん味みする。

　そんな様よう子すを、ぼんやり眺めて、たまに手を動かす者が一人ひとり。

　絵え描かきのエヅは、朝早くから働き続ける姫の脇わきに腰掛けていた。

　部へ屋やの片かた隅すみで、何が何だか分からない難むずかしい話を耳にしながら、何だか知らないけど筆だけはたまに動かしていた。

　軽い線せん画がの素描だった。

　描くならば働いている姿を絵にして欲しいと姫直じき々じきに言われたから、今朝けさからこうして側そばに座っていた。

「何か、御不満ですか？」

　ぼんやり眺めていたら、丁てい寧ねいな声と視線が向けられた。

「はうっ？　いや、そのう、お忙しいんだなと、はい、びっくりしまして」

　慌あわてて返答すれば、書き物に一息つけて、法ほう衣いの姫ひめが目元を押さえる。

「宮姫は国のあり方を体現しなければなりません。これも務めです」

「はあ」

　常磐ときわ姫の下で働いていた時には、こんな姿は見なかった。あの姫は、危急に決意を示すのが仕事なのだと、普ふ段だんは割と好きにしていた。

　双ふた子ご姫の下では、短い時間だけのお付き合いだった。彼女達は穏おだやかな姿しか見せようとしなかった。職しよく務むに勤いそしむ姿は宮姫が見せる姿ではないと考えているようだった。

　この姫は違った。

　職務をこなす姿こそ自身の姿と言わんばかりだった。

「巫女みこの仕事はしませんから、堅苦しい仕事ばかりになります」

　真都では祭さい霊れいや祖霊への信仰は薄うすい。副都を自認する強国なればこそ、地方都市ほど祭さい祀しに力を入れることは無かった。せいぜい、年に一、二度しか巫女役はしない。

　まだ一いち宮みやの黒こく曜ようの方が巫女姫の仕事はしていた。あちらは格式のある王室と繫つながりがあるから、ある意味、どこよりも宮姫としての様式を維持しなければならない。

「姫様って、お国によって違うんですね」

「絵師さんは三さん宮みやと、五いつ宮みや、六むつ宮みやに面めん識しきがあるそうですね」

　翡ひ翠すい姫は手元に届けられた絵巻を取り出して目を落とす。

　手て塗ぬり色つきの姫ひめ絵えは双子姫が寄り添う肖像で、柔らかな微笑ほほえみが印象的に描かれていた。他ほかにも常磐姫と琥こ珀はく姫が描かれた錦にしき絵え。こちらは一宮シンセンで売りさばいていた色版画の見本だ。これはシンセンで大量生産されて、彼の代表的な仕事になっていた。

「ちょっとです。お世話になったんで、誰だれにも頭が上がりません」

　一宮シンセンは大都市で、大量販売を可能とする版画職しよく人にん達の協力は大きかった。あのままシンセンで働いていれば、おそらく、まだまだ上を狙ねらえた。

　二にの宮みやスズマ都市まで流れてきたのは、サイ家の偉い人に逆さからえなかったからだ。エヅが世話になったサイ家のハルセ。その叔父おじと叔母おばに要よう請せいされたのだから逆らえなかった。

　何せ、彼らの話ではサイ家の実権は彼らが握っているらしい。若いハルセは見習い当主に過ぎないと言われてしまった。

　ハルセの世話で成功の足がかりを摑つかんだ絵え描かきが、サイ家の偉い人からの話を蹴ければ、恩人ハルセの立場が悪くなると思えた。エヅなりに不義理はしたくなかった。

　それに、東とう和わ七なな姫ひめ全員と会ってみたかったから、それほど悪くも思わなかった。

　ただ、予想していない立場に陥おちいっていた。

　二宮スズマ都市は一宮シンセンには及ばなくても大都市だ。四しの宮みやツヅミほど風情は無かったが、双子都市ほど歴史は感じなかったが、東和のどこよりも精力的だった。

　一宮シンセンという敵を身近にして、長く鍛きたえられた市民の活力がある。

　この姫ひめの周りにも、熱ねつ意いある役人が入れ替わり立ち替わりやってくる。

　どこの都市でも見られない光景だった。

　その一つ一つに対応する姫の姿も、どこの姫とも違っていた。まるで道場の師し範はんのように立たち振ふる舞まっている。

　そんなだから、エヅはどうしていいのか途方に暮れていた。

　気楽に生きて、好きな絵だけ描いていれば幸せだったエヅには、付き合いづらい世界だった。

　それに、何だか話がおかしい。

「なるほど、皆様の特徴がよく出ています。絵師さんは人をよく見ているのですね」

　こんな感想がされるから、最初と話が違う。

「あのう、サイ家の偉い人からは、他のお姫様の容よう貌ぼうをお伝えする仕事だと送り出されたのですが、もしかして、皆さんお見知りでしょうか？」

　営業用の笑え顔がおを引きつらせて訊きくと、一いつ瞬しゆんだけ止まってから翡ひ翠すい姫は大きく頷うなずいた。

「ああ、そうなっているのですね。サイ家の方が使われた方便は」

　そんな言葉が続いたから、エヅは笑いたくもなり泣きたくもなった。どう考えても、適当に言いくるめられて送り出されたとしか思えない。

「私が貴方あなたを呼んだのは他でもありません。東和七姫の側そばで勝手をする者達についてお訊たずねしたいからです」

　呼んだってのが、もう話が違う。サイ家が適当に見み繕つくろって姫ひめ絵え描かきの一人ひとりとしてエヅを送り出したような話だったのが、どうやら、実際のところは名指しで召しよう還かんされていたらしい。

　その上、本当は姫達ではなく、その周りが知りたかったと告白された。

　これは姫絵描きな絵描きのエヅの仕事と、別の話ではないだろうか。

「それは、絵描きの仕事ではないんじゃ……」

　ささやかに抵抗する。

「公人集つどう宮に出入りする者は、諸しよ国こくに体たい験けんと知ち識しきを伝える役を持つのが普通です」

　さらりと流された。

　人を介した情報が大きな時代、絵師や学士が各地を渡り歩く時に、それまで見知った他国の話を面おも白しろおかしく語るのは当たり前だった。

　それなりの人物評が求められるのも、よくある話だ。

　ただ絵描きのエヅは本来、町絵師で庶しよ民みん派はだ。宮廷出入りの芸術派とは違うので関係が薄うすいし、別にそんなに偉くない。

　しがない絵描きが、何でこんな目にと顔に出しても、翡翠姫は少し首を傾かしげただけだった。

「頑がん固こ者ものの常磐ときわに気に入られていたと聞き及んでいます。その下で働く傭よう兵へい将軍と親友なのも確かく認にんしております」

　確たしかに、確かにそんなことを公言した。覚えがあるが、それは勢いで喋しやべっただけだと言いたくても言えない空気があった。大真ま面じ目めで語られているのだから、どうしようも無い。

「七なな宮みやでは左さ大だい臣じんトエル・タウの許もとに通い詰め、東とう征せい将軍テン・フオウには実の弟のように可愛かわいがられていたそうですね。大きな仕事を口利きして貰もらっていた事実も調しらべました」

　噓うそじゃない。全部、本当だ。

　本当だけれど噓だと言いたくなる事実。

　トエル・タウに取り入ろうとした人間は多い。姫印を背負った顔役なのだ。そして、テン・フオウは恐ろしく気安い。わざとらしいほど年少者を可愛がり、誰だれでも簡かん単たんに弟扱いする。

　気がついたら取り込まれる。そんな連中だ。そのくせ、彼らが何なのか、接した者にもよく理解できない。

　実際、エヅは、あの二人ふたりの仲間になるのが嫌いやで離はなれた人間だ。近づき過ぎて仲間になったら、一生こき使われる気がしたから、エヅは自由を選んだ。

　ふと、エヅは七宮勢と付き合っていて、カセンで知り合った子供達を思い出す。

　あの無口な男の子と、あの小さな女の子は元気だろうかと思う。エヅとは違う道を歩いている二人の子供は、どんな目で大臣や将軍を見つめているのだろうかと。

　何となく心が和なごんで、慌あわてて今の状況を思い出して気を取り直す。

「私に届けられた報告書には、貴方あなたが彼らに送り込まれた間かん者じやだと記されています。間違いありませんか？」

「違います！」

　ぎりぎりで目の前の話に耳を澄すませておけた。

　だから、全力で否定しておこうとする。

「俺おれ、じゃ無くて、僕は絵え描かきですよ。ただ、お姫ひめ様さまとか、工芸品とか、普通にしてたら見られない何かを探し歩いていただけです。たまたまですよ。あいつら、変わった連中だから、見てて楽しかったから付き合いがあっただけです。そんなにくっつかないよう、これでも気をつけていましたし」

　その弁明に、姫の目が細められた。

「どうして距きよ離りを取られたのか、伺うかがってしてよろしいですか？」

　答えないと、もっと難むずかしい質問をされそうだったから、エヅは素直に答えようと考え、

「あいつらに付き合うと死ぬって思ったから」

　自分でも口にしてから驚おどろくような言葉が出た。

　慌あわてて、もう少し穏おん便びんな説明を考える。

「多た分ぶん、あいつらの仲間って少ないですよ。あいつら、本当は仲間増やさないんですよ」

　言ってからそうだと感じた。

　数年で時代を動かす立場まで上り詰めた二人組だったが、仲間らしい仲間は持っていない気がした。掲かかげている姫と、忠勤の部下しか側そばにいない。

　仲間になるには、彼らと同等の力量を持つか、彼らが求める特異な才を持つかの二つだけだった。そんな条件に合う人間は、それほど多くない。

　上ばかり見ている人間に付き合えるのは、ほんの一握りの人間だけだ。

　それをエヅは経けい験けんで知っている。工房見習いからの絵え描かき仲間でも、もう知り合いの七割が業界から消えていた。才ある者さえ、時に消えて行く。

　平穏な絵描きですら、十年以上掛かる夢や理想を持ち続けられる仲間は滅めつ多たにいない。生き死にが関かかわる世界ならなおさらだろう。

「私達とは反対なのですね」

　法ほう衣いの襟えり元もとに指先を添え、小さく咳せきをする姫ひめがエヅに語り始める。

「真しん都と同どう盟めいは仲間を集めて広がった組そ織しきです。何よりも仲間を大切にし、命いのち懸がけで戦って参りました。我われ々われの同盟とは国同士の同盟ではありません。人同士の絆きずなの拡大を表す言葉です」

　同盟という大げさな言葉にも相応の意味があると翡ひ翠すい姫は語るが、エヅには御ご大たい層そう過ぎる感触しか無かった。誤解を招く名称だと、誰だれも思わなかったのだろうかとしか感じない。

「あの者達が賭と博ばくや裏金で世間と繫つながっているのも納得です。人の絆で戦わないで、利害関係で戦ってここまで来たのですね」

「そうですね。それだけだと思ったら違うと思いますけど、それはそうだと思います」

　何か抵抗したくなる断定に、曖あい昧まいな抵抗をしながらエヅは言葉を探す。

　それで、何となく思いつく。

「仲間とか絆きずなを振り回すの、あいつら嫌いなんですよ、きっと」

　ああ、これかと思う。

　口にしてみて思い出す。トエル・タウが真都同盟を嫌っていたことを。

　どうしてか、考えたら当然だった。

　反対なのだ。最初からやっていることが。反そりが合うはずが無かった。

「こちらも嫌いですね。その者達のやり方。自分達だけで世界を動かすつもりならば、私共と反対。民衆が織おりなす未来の敵となります」

　淡たん々たんと語られて、エヅはどう反応していいか言葉に詰まる。

「民衆の結束が真都を作り出し、絆の同盟が未来を築きずく。その真都の精神に対し、ただ二人ふたりの人間の好みで他都市が兵馬を用いる。このような真似まねは許せません」

「えっ、それって、数が多い方が優ゆう先せんってことですか」

「より多数を生かす。それが政治です」

「おいっ、田舎いなかの少数派」

　エヅと翡ひ翠すいの会話に割って入るのは、あざ笑う響ひびきを有した男の声。

　姫の視し線せんが向けられた部へ屋やの片かた隅すみ、山となった本の陰かげから伸びた足が見えた。

　真都の歴史、東とう和わの歴史、そして、大師の著作。ほとんどが真都同盟とその系列書店が出した本の山に隠れる男は、異国の匂においを持つ王子。

「その理屈ならば、中ちゆう原げんの遥はるかなる多数を生かすため、お前らを従えさせても構わないのだな？」

　山やま積づみの本に隠れた男は、床ゆかにそのまま座っているのだろう。低い位置からの声が、その証拠だった。エヅはこの読書家の存在は知っていたが、今日きようは、まだその顔を見ていない。

「国内政治と他国からの侵略は別物です。この国にある者として、筋の通った法と秩序が揃そろえば、一時的に他勢力の多数派に道を譲ゆずることもありましょう。ですが、縁えにし無き他国の侵略には断固として戦います。この世に筋の通った侵略などありません」

　そう言い切ってから、翡ひ翠すい姫ひめはエヅと向き直った。最初からの無視を続ける態度。

「な、七なな宮みやの連中を支持する人も意外と多いですよ」

　何か言われる前にと、エヅが先手を打つ。

　実際、テン・フオウの剛ごう腕わんに期待する者は多かった。トエル・タウは公平だと、取引先にも地元にも友好的に見られていた。

　対して真しん都と同どう盟めいは支持者以外からは疎うとまれている現実もあった。団結を語る組そ織しきは、他者との間に壁かべが出来やすいからだ。

「道を違たがえた者達が正々堂々と向かってくれば迎むかえ撃うち、背後を狙ねらうなら隙すきを見せず、私達は私達の道を進みます。歴史がその結果となりましょう」

「来れば蹴け散ちらすってことですか？」

　冗じよう談だんっぽく口にしたら、素直な頷うなずきがあった。

　宮姫と話している気がしないとエヅの顔が引きつる。

　政治家か軍師と話している気がした。

「私達は百年の大計を背負ってここまで参りました。私し怨えんを抑えシンセンと手を組み、国家の明日あしたに責任を持つ体制を作りました。シンセン議ぎ会かいとスズマ議会の連立による合議を重ねる予定です。一部の地方が並べる勝手に付き合う義理はありません」

　そんなことを言われても、一いち宮みやと二にの宮みやの勝手な都つ合ごうに付き合いたくないから、残りの地方都市は手を組んで見せたのだ。相手にも事情はある。

　だから、エヅはもう少しだけ抵抗した。

「別に好かれていないんですよ、一宮も真都も他所よそには」

　どうしようも無い一言に、翡ひ翠すい姫は小さくため息をついた。

「誤解されているならば時間を掛けて解きましょう。私共の理念が世界に浸しん透とうし、皆様の血肉となるように尽じん力りよくしましょう」

「要いらん、そのような贅ぜい肉にくは反吐へどが出る」

　割って入る言葉は嘲ちよう笑しようで、姫と絵師に厳きびしい顔をさせる。片方は対決の厳しさで、片方は大だい論ろん争そうはやめてとの危き機き感かんからの表情。

　横よこ槍やりにわざわざ付き合うまいと、翡翠姫は絵え描かきと向き合うのを続ける。

「私達は連立政府として、地方都市の勝手な振ふる舞まいを許すわけには参りません。政府として、彼らの速すみやかなる帰順を望んでおります」

　一いち宮みやシンセンと二宮スズマでは東とう和わ再さい編へんの計画が進んでいる。地方都市からの税収でシンセンを立て直し、スズマは再建の立役者として発展する。宮都市を名乗るだけの国力がある各都市だ。破は綻たん気味の三さん宮みやナツメ以外からは大きな税収が望めた。

「この中央集権こそが東和の安定へ最短の道です。諸しよ国こくの割かつ拠きよが東和全体を混乱させる今の流れを食い止めるのが、政府の一員として最初の仕事なのです」

　東和再編を進めるとの意思表示に、しがない絵描きは何を言えばいいのか見当が付かない。

「代わってやろうか、心の友よ？」

　助け船の一声に、すがりたくなるエヅだったが、すがったら大変なことになりそうで耐えた。

「それって、戦争ですか？」

　誘ゆう惑わくを振り切って絵描きが問えば、真しん都との姫が生き真ま面じ目めに見つめる。

「私達は平和的な解決を望んでおります。四都同どう盟めいが拡大を目指さず、中央との融ゆう和わに流れるよう誘ゆう導どうします」

　そう告げてから、法ほう衣いの上で表情が和やわらぐ。

「そのために、彼らを知りたく思い、こうして、絵描きのエヅ・ヨウトさんから他国の話を伺うかがっているのです」

「いや、その、そんなこと言われても」

　優やさしい眼まな差ざしと声にたじろぐ絵師の耳に、くぐもった笑い声が届く。

　本の向こうから洩もれる声に、仕方ないと翡ひ翠すいの姫が視し線せんを向ける。

「そこの殿との方がた、何かご意見がありますか？」

「いやな、楽しくて楽しくてな」

　本を閉じて床ゆか板いたに置く音、それから、伸びをする気け配はいが伝わってくる。

「お前達は戦争がしたいくせに、よくも、そのような虚きよ言げんが吐けるな」

「一言たりとも、そのような発言はしておりません。現に我わが軍は退ひいております」

　事実上、軍を持っていることは認めようと譲じよう歩ほした発言。

「それで、俺おれに帰き還かんを命じたのか？」

「徒いたずらに他都市を挑ちよう発はつする気はありません。まずは、彼らに帰順の意志を示す時間を与えます」

「ならば、この命令書は何だ？」

　本の山から飛び出す手が、唐とう突とつに何かを投げた。

　驚おどろくことに、真まっ直すぐ姫の胸元に届く一投。

　この程度で慌あわてるまいと、冷静な顔で手を伸ばした姫が何とか受け取って見せる。

「これは？」

　手に入れたのは人の二の腕ほどの長さを持った円筒形の筒。

　竹を使った伝令筒だ。主に戦地で使われる質素で堅実な作りで、深緑の姫ひめが手にするにはあまりに不似合いな品。

「お前の帰還命令と同時期に俺おれへと届けられた。俺はお前の要よう請せいに従い帰還した。そしてな、これに従い、それなりの兵は残しておいた」

　立ち上がろうとする息づかいを耳にしながら、半ばから蓋ふたを引き抜く翡ひ翠すい姫は、現れた中身に眉まゆ根ねを寄せた。

「これはお祖じ父い様さまの文？」

　真しん都との大師だけが使用する金きん箔ぱくの縁ふち取どりが艶あでやかな一枚。手早く開き、文面へと目を走らせれば姫の表情が変わる。

「降伏するマキセの砦とりでを接収？　そんな馬ば鹿かな、これは双ふた子ご宮みやへの進攻指示ではありませんか」

「ああ、今いま頃ごろ、ウズミとやらで戦争やってるぞ。俺達抜きでな」

　楽しげな笑えみを浮かべ、本の陰かげから立ち上がるは、破は軍ぐん王おうの称号を持つ男。

「本気ですか？」

　姫の抑おさえた問い。

「ああ、面おも白しろかったから従ってやった」

　王子の笑った返事。

「これは偽ぎ書しよです。お祖父様がこのような命令を出すはずがありません」

「そうなのか？　俺には区別がつかんな。何せ、お前達の大師とは会ったことも無いからな」

　恐こわい会話が交わされるから、絵え描かきのエヅは目立たないよう身を隠したくなる。

　どう考えても、一介の絵描きが入れない会話。知らない方がいいと、聞かない方がいいと本能で考えたが、どこに逃げればいいのか分からないまま立ちつくしてしまう。

「使われている紙は本物です。どこかで流出した一枚でしょう。筆跡も似ていますが、大師の真筆ではありません。花か押おうも偽ぎ造ぞうです」

「証拠はあるのか？」

「大師は私の祖父です。間違えるはずは無いと断言できます」

「ああ、では、俺は騙だまされたのか。これは残念だな」

　少しも悪びれず、王子は姫に笑う。

「相あい反はんする二つの命令に、歴戦の将軍が疑問を持たない話があり得ますか？」

「何せ、異国での慣なれぬ役でな。それにな、相反する命令は、お前らのお家芸だから疑うのも何でな」

「わざとですね？」

　偽書と知っていて、わざと従った。そんな真似まねを躊躇ためらわずに行うのが、悪あく名みよう高だかき異国の王だと、姫の眼まな差ざしが厳きびしくなり、

「知らんな。だから、命令系統を見直せと言っただろう」

　偽ぎ書しよも利用しろと、王子の顔が挑ちよう発はつする。

「怪文書に踊らされ歴史が動く。そのような無ぶ様ざまな有り様を世間に示せと？」

「今な、お前らの大師が書いた本を読んだぞ。どれも怪文書だ。同じような正せい論ろんと同じような御ご都つ合ごう主義の癒ゆ着ちやく。すがすがしいほど一いつ貫かんしている信念だ」

「二百冊を超える大師の著作を、あの僅わずかな時間で？」

「本気で一、二冊読めば、どれも一いつ緒しよだと知れる。一貫していれば一貫しているほどな」

　揺るぎない信念を示すために書かれた書物だったから、書かれていることは全般的に同じでしか無かった。百冊も二百冊も読む必要は無いとの言葉。

「民衆が望むのは一貫した思想と信念です」

「特定の民衆に興きよう味みは無い」

　睨にらみ合う時間が少しして、それから、法ほう衣いの姫ひめが席を立った。

「会かい議ぎを招集します。双ふた子ご宮みやの状況次第では我わが国が危き機きに晒さらされます。覚悟してください。怪文書に惑まどわされた貴方あなたの責任問題は大きくなるでしょう」

「楽しみだな」

　もはや、一いち瞥べつもすること無く、偽書を手にした姫が退去する。隣りん室しつに控えていた側そば付き達が慌あわただしく周囲を囲み始める光景を、残された男達が見送った。

「どうすんのよ？」

　絵え描かきが途方に暮れて問いかければ、

「開戦だろう。すぐに俺おれが現地へ飛ばされる」

　王子が軽く告げる。

　だから、エヅは泣きそうな顔で詰め寄る。

「そんな変な手紙で戦争が起きるのかよ？」

「そんな物だ。戦争のきっかけは大方がでたらめだ」

　政変や混乱期には、出所不明な怪文書が飛び交う。それは、どこの国でも同じだった。

　怪文書に騙だまされる者もいれば、怪文書と知っていて動く者もいる。

「兄にいちゃん、何で、そんなに勝手に戦いたいの？」

「あの手紙、本当は本物かも知れないぞ」

「へっ？」

「本物か偽にせ物ものかの区別は誰だれにも付かない。大師自身が、わざと偽書にも見えるよう文をしたためることもあるかも知れん」

　どうとでも取れる書き方があると、薄うす笑わらいがエヅに向けられる。

「それにな、翡ひ翠すい自身があれを送ったのかも知れん。開戦の口実を俺に与えるためにな」

「そんな噓うそついてる顔してなかったよ」

「芝しば居いが日常になる人生もある。君主とは、そのような生き物だ」

　そう語ってから、思い出したと表情を作る王子。

「真しん姫ひめだったか、あれの役やく柄がらは。より多くの芝居が求められる姫役だとすれば見てて厭あきぬな」

「あんたさ、あの姫様と仲悪いの？」

　呆あきれたと口く調ちようで示せば、まさかと笑え顔がおが返ってくる。

「次から次へとよく喋しやべる小娘だ。あの子こ狸だぬきな生き方は愛いとおしい。女という生き物は疎うとましいが、あの戯ざれ言ごとのために悪人をやるのも、なかなか乙おつだ」

　困ったことに、この王子はこの王子で、あの姫が気に入っているらしい。エヅは翡ひ翠すい姫が気の毒になって、それで、何だか変な気持ちになった。

「なあ、この先どうなるの？」

「テン・フオウが喜んで戦場に出てくるはずだ。あれは急ぎたい男だからな」

　その男もエヅの知り合いで、今は、この王子や、あの姫と一いつ緒しよに過ごしている。どうしていいのか、さらに途方に暮れるエヅ。

「何で、あいつ急いでるのさ？」

「長期戦になれば負けると知っているからな。寄せ集めの軍の強さは一時だ。案外、あの手紙を偽造して俺おれに送りつけたのは七なな宮みやのテン・フオウかもな」

　困ったことに、本当に困ったことに、エヅはテンを知っていて、だから、そんな話も大いにあり得ると思えてならなかった。

　どうようかと落ち込んだ肩を、しなやかな男の腕が抱きかかえに来た。どうしたことか、この王子は、この絵え描かきも大いに気に入っているようだった。







　戦争反対、四都の暴ぼう挙きよを許すな、平和を勝ち取れ。

　叫び声が届くのを、ぼんやりと耳にしていた。

　私達の宿営地正門に陣取る人の数は百人ほど。

　五都同どう盟めい履り行こうに反対し、シドウ将軍とテン・フオウの戦争行為を許すなとの反対集会が今朝けさから繰くり返されていた。

「お茶のお代わりはいかがですか？」

　衣い装しよう役やくさんに促うながされ、手の中で空からになっていた湯飲みに気がつく。

「頂きます。あっ、少し薄うすめでお願ねがいします」

「畏かしこまりました」

　柑かん橘きつの匂においがする赤いお茶は萌もえ葱ぎ姫からの贈おくり物もので、最近のお気に入りだった。

　少しだけ蜂はち蜜みつを溶かすと気持ちいい。

「蜂蜜追加」

「駄だ目めです」

　あっ、ヒカゲさんが怒られた。

　一人ひとりだけだと寂さびしい大食堂には、私と衣い装しよう役やくさんとヒカゲさんの三人で、それでも何やら薄く寒い感じ。本当は会食に使われる大おお部べ屋やだったから、こんな物寂しい静けさが避けられないことになってしまう。

「どこから来たのでしょうか、あの方々は」

　門の向こうで続く喧けん噪そう。警けい備びの兵隊さんと適度な距きよ離りを作りつつ、大きな声で非ひ難なん声明を繰り返す市民の方々。

　一応は、自己申しん請せいながらクラセとマキセの住人代表となっているから、七なな宮みや側としても厳きびしく対応できない方々だった。

「ここは一いち宮みやも二にの宮みやも遠くありません。この地に生きる親一宮派か、親二宮派でしょう」

　お茶を用意してくれる衣装役さんは淡たん々たんと語る。

「左さ府ふ殿どのからの報しらせでは、三さん宮みや様さまは勿もち論ろん、五いつ宮みや様や六むつ宮みや様の周囲でも同じような抗こう議ぎ行動が続けられているようです」

「私達を威い圧あつするためですか？」

　武器を持たない市民の方々でも、激はげしい罵ば声せいが耳に届けば恐こわさを感じる。

「手出しさせるためかも知れません。ですから、左府殿は手出し無用と厳げん命めいしています」

　七宮が市民を傷つけた。不当な行為を働いたとなれば、大国は動きやすい大義名分を増やすことが出来る。

　戦いには傷つけられた事実が必要なのだそうな。それは、犠ぎ牲せい者しやという生いけ贄にえなのだろうか。

　以前、トエ様は正せい当とう防ぼう衛えいに持ち込むのが戦争の基本だと教えてくれた。

　正当防衛に持ち込みにくい時、言いがかりのような戦いが起きるらしい。

「今回は六宮クラセの砦とりでが不法占拠されたんですよね？」

　だから、その場に鉢はち合あわせた同どう盟めい国三宮勢が砦を包囲する陣を作った。だから、同盟国七宮勢が東とう征せい将軍指揮の援軍を送り、この地の五いつ宮みや六宮と力を合わせる。

　悪いことではないように思えた。

「そのはずです。ですから、東征将軍は威風堂々と四都の結束を示そうと出陣し、姫ひめ様さまは、その行いを承認されました。お味方に不備はございません」

　衣い装しよう役やくさんが差し出す湯飲みは、くすんだ白い陶器。真っ白な風合いでもなく、真まっ直すぐな作りでもなく、少しひずんだ手作りの一品。

　三宮ナツメ都市の山里で作られた今年ことしの新作だそうで、常磐ときわ姫の愛用品と夫婦めおと茶ちや碗わんだ。

　土がいいらしい。先日、兵ひよう糧ろうのお礼だと、この湯飲みをくれた常磐姫の照れた顔が好きで、その時の気持ちになって、ちょっと頰ほおが緩ゆるんだりする。

「いいよね、これ」

　私と同席を避けて、少し離はなれた壁かべ際ぎわに座り込むヒカゲさんに話しかける。

　同じように三さん宮みや印じるしの湯飲みを手にしながら、ヒカゲさんは訝いぶかしげな顔をした。ヒカゲさんが使っているのは友好の印に沢たく山さん送られた市販品で、もう少し形が整ととのっている。

　形が整っているから扱いやすく、でも、少し味気ない器うつわ。

「普通」

　少し困ったような返事に、ちょっと笑っちゃう。

「うん、そうなんだけどそうじゃないのがいいんだよ、きっと」

「悪くないと思います。今の市し井せいで売れるかどうかは見当が付きませぬが、山地三宮ナツメなりの新風を感じます」

　言葉の足りない私達を見かねたのか、私の側そばではテン様の次に目利きの衣装役さんが言葉を足してくれる。

　難むずかしいことは知らないけれど、三宮ナツメ都市は焼き物で新たな市場を作ろうとしているらしく、陶芸家の工房を育て始めているらしい。

　どこも遊んでいない。お仕事をして、今よりも上を見ている。上に届かなくても、下に落ちないよう必死にやりくりしている。それだけでも、とても大変なのかも知れない。

「どこも退ひけないんですよね」

　唐とう突とつに呟つぶやいても、視界の端でヒカゲさんは黙だまって頷うなずいてくれる。

「そうですね」

　衣い装しよう役やくさんの声は少し優やさしくて、それで、遠くの喧けん噪そうから離はなれられた。







「売れませんよ。我わが国では透すき通るような青せい磁じや白磁が好まれます」

　三宮ナツメ印の一品を手にして、黒こく衣いの姫ひめは笑った。

「野や暮ぼったい作りでは、我が王室で好まれる者はいません」

　影かげ姫達と過ごす茶会は、合あわせ鏡かがみの間の光景にも見える。

　旧王都シンセン都市。シンセン城の奥。真っ白な円卓に座すは、四人の姫姿。

　向き合う容よう貌ぼうも背格好も、切りそろえられた黒髪も似たようで、姫装しよう束ぞくも同じく黒。

　黒くろ綾あやと呼ばれる、漆しつ黒こくよりも艶つややかな黒を纏まとうのは、東とう和わ一いち宮みや黒こく曜ようと、その影達。

　円卓に広げられたのは、三宮ナツメ都市が送ってきた工芸品だ。

　東和各都市は旧王都一宮シンセンに叛はん旗きを翻ひるがえしながら、それでも、一応の義理立てとして、申もうし訳わけ程度の税金や物税を、たまに収めていた。

　安定した地方税収ではなかったが、それでも、一宮の顔を立てる納税で、明らかな対立を避け続けていた。

　往年の敵であった二にの宮みやスズマでさえ、紛争時以外は、最低限の税を旧王都一宮シンセンに定期的に払っていた。七なな宮みやカセンも、ごく僅わずかだが年に一度は税を納めている。

　そして、工芸品での物納は、まずは王室か宮みや姫ひめに向けられる。

　ただ、この姫に届くのは余り物が多かった。

　高値が付きそうな美術品、工芸品は、王室と周囲に流れるよう配はい慮りよしているからだった。

　地位や財を独占すれば危険な立場になると知るからこその保身の知恵だ。

　それに、この姫は煌きらびやかな装束以外には、貪どん欲よくな物欲は示さなかった。

　どちらか言えば、物よりも建物や街作りに欲を示した。この城の改かい築ちくに多くの時を割さいた。

　絵になる品より絵になる光景を望む、それが一いち宮みや姫だとシンセンに生きる人々は口にする。

　それでも、黒くろ姫の白い指先がざらつく器うつわの感触を楽しむ。

「ですが、三さん宮みや姫の好みそうな無ぶ骨こつさが可愛かわいらしい」

　どこの宮都市よりも、粗そ野やな作りが似合うのが三宮ナツメだ。

「これは市し井せいには好まれるでしょう。武家趣しゆ味みが流行はやるやも知れません。東とう和わの貴族、華族の軟弱なあり方に不満を持つ国民も多いでしょうからね」

　一人ひとり語る姫に、残りの姫達が不安な顔を見せた。国民の不満が戦乱を生むのではないかと、彼女達の間でも危き機き感かんが生まれているようだった。

「荒い流れが迫っております。ですが、このシンセンは護まもって見せます」

　一宮シンセン都市は、王都であった頃ころも、旧王都である今も、他国との戦争に巻き込まれることは無かった。歴代の王も議ぎ会かいも直ちよつ轄かつの領土が荒れるのを何よりも嫌っていた。

　二にの宮みやスズマを筆ひつ頭とうとする他都市との争いも、衛えい星せい都市とも言うべき小都市でのいざこざに抑おさえていた。古いにしえより守り抜かれた古都であるのが、シンセン都市の本質である。

「常に自国を戦場としないのが、一宮シンセンのやり方です」

　そう告げてから、一宮の姫は笑う。

「でも、そうなりますと、こちらから出陣するしか無いのですよね。二宮の思おも惑わく通りにね」

　冷めた笑い方をしながら、弄もてあそぶ器うつわの上で白い指がゆるりと交差した。

「さて、私と私の騎き士し達はどこで呼び出されますか」

　茶器の市場を語るように時代の流れを語って、指先で手にした器を、そっと、円卓の上に置いた。

　並んだ円卓の工芸品。その幾つかが、一宮姫愛用の品として、功こう績せきある近きん臣しんに下げ渡されることとなっていた。

　中には、後のちの世に長く伝わっていく一品もあるかも知れなかったが、黒い姫も、その影かげ姫達も、それほど先は見通せない。

　ただ、この時に決められたのは一つだけ。

「とりあえず、働き者の遊ゆう撃げき長ちよう殿どのに、一つくらい御ご褒ほう美びを送りませんとね」

　先ほどまで姫が手にしていた無ぶ骨こつな茶器だけが、未来の所有者を決定された。







　黒くろ騎き士しの軍服姿は礼装で、実用的な線せんの強さに幾分かの装飾が施ほどこされている。

　遊ゆう撃げき長ちようと、その指揮下にある四名の騎士。最少人数で構成された一個小隊の騎馬兵。

　それが、一いち宮みや黒こく曜よう姫ひめが送り込んだ全戦力だった。

「あの姫様、絶対、遊撃隊ってのを便利屋だと思ってやがるよな」

　ぼやく遊撃長に、副官が咳せき払ばらいする。

　場所が場所だと、遊撃長もぼやくのを止やめる。

　ゆっくりと周囲を見渡せば、翻ひるがえる旗は真しん都との旗。

　周りに居並び整せい列れつするのは、つい先日まで仇きゆう敵てきだった二にの宮みやスズマ軍の幹部達。眼前では、左右に広がる数千の兵から冷たい視線が向けられている。

　二宮スズマ都市にて、四都同どう盟めいに対する連合兵団の結成会が行われていた。

　まずはスズマから一万、一宮シンセンから二万の大兵団で、双ふた子ご都市クラセとマキセに四都同盟解散を迫る計画が始まっていた。

　その中核を担うのが真しん姫麾き下かの鳳ほう翼よく旗き団だんとなれば、黒姫の親しん衛えい隊たいも動かなければならない体面があった。

　まずは挨あい拶さつと、送り出されたのが遊撃長だった。

　あまり黒姫と親衛隊に活かつ躍やくされては困ると、一宮内部の駆かけ引きがあったからこその、ささやかな小隊派は遣けんだった。

　一宮からの二万は、まだ来ないから、先行で送られた使節団と遊ゆう撃げき隊たいの肩身が狭い時間。

　整せい列れつする兵に向かい、演えん壇だんに立つ真しん都との統とう括かつ部長なる青年が、何やら熱ねつ弁べんを振るうのを遊撃長は静かに聞いた。

　取り戻そうスズマの父祖の地、築きずこう平和と叫んでいる。

　今し方には、マキセ側から降伏してきたウズミの砦とりで付近は、百年前の古地図ではスズマの版はん図とに入っていたとの説明がされていた。

　いい加減に描かれた古地図を用意した正当化に、遊撃長は笑いそうになって耐えた。

　古地図は多くが曖あい昧まいだ。明めい確かくな領土の線せん引びきなど難むずかしいし、後年になって、ねつ造された地図も多い。そして、大半の地図には別の記述も見て取れる。

　第一、正式な地図では東とう和わ各都市全すべてに、一つたりとも自治領は存在しない。二宮スズマの領土など本来は存在しないのだ。

　なのに周囲では強く納得する空気が生まれていた。

　まずい空気だった。ここに一宮姫の親しん衛えい隊たいが並ぶだけで、それらが一宮シンセンに黙もく認にんされていると錯さつ覚かくされてしまう。むしろ、それが狙ねらいの演説なのだろう。

　こうやって、反一宮の士気も高められて真都スズマの今こん日にちまでがあったのだろう。その矛ほこ先さきが、今度は四都同盟に向けられている。

　遊ゆう撃げき長ちようの目に映る二にの宮みやスズマ軍は精強だ。ただ、どこかあか抜けていない若者が多く、純朴なほど幼さが見える顔立ちが多く見て取れる。

　スズマが周辺の村落から集めた義勇兵が基き礎そとなっている。市民から集められた者より、僻へき地ちの村人達から集められた者が多い。

　真しん都との繫つながりが地方の隅すみ々ずみまで浸しん透とうしている証拠なのだろう。

　旧体制然とした一いち宮みやが切り捨てていた辺境地域まで、スズマを中心にした真都同どう盟めいは足を延ばし、何十年も掛けて取り込みを繰くり返してきたのだ。

　そうして集められた多くの者達は目を輝かがやかせている。

　旧体制の一宮も動かし、地方都市の造反も抑おさえる自分達の成功に酔いしれている。

　その根拠の一つに、東とう和わ最強と謳うたわれた黒こつ騎き団だんの参戦もあるのだと思えば、当事者たる遊撃長としては嫌いやになる。出汁だしにされていると知れるからだ。

　小隊程度の戦力は飾りでしか無くても、飾りの力をよく知っているのが真都の首脳陣だった。

　やがて、昨日きのうの敵は今日きようの友との掛け声が上がり、一宮側代表として、使節団の弁士が担かつぎ出され、共和の未来が語られる。

「俺おれ、現場組で良かった」

　口の中だけで遊撃長が呟つぶやいた時、スズマ側の士官に急使が届くのが目に入った。

　慌あわただしい様よう子すで、急報を耳にした者達に異変が起きる。

　素人しろうと臭くさい動揺の様よう子すに、どこか田舎いなか芝しば居いにも似た気恥ずかしさを覚える遊撃長。

　変化に動じること無く、軍人らしく直立不動の姿勢で待っていれば、やがて、急使の内容が伝わってきた。

　狼煙のろしと早馬による速報は、ウズミの砦とりででの凶きよう報ほうだった。

　テン・フオウの強きよう襲しゆうにより、ウズミの同胞が壊かい滅めつ的てき状況だと。

　周囲の動揺に揺れず、遊撃の黒くろ騎き士しはただ舌打ちしただけだった。







　電光石火と呼べる早さで、東とう征せい将軍テン・フオウはウズミの地へ駆かけつけた。

　シドウ将軍率いる三さん宮みやナツメ軍に一いち瞥べつもせず、駿しゆん馬めを操あやつる旗本の五十騎だけで砦の正門にまで詰め寄った。

　先さき駆がけの僅わずか五十騎で戦場に飛び出したのだから、ウズミの鳳ほう翼よく旗き団だんにも欲が出た。

　数百の兵で囲んでテン・フオウを生け捕りにしようと迎撃に出た。

　その動きに、野営していた三宮軍が突とつ如じよとして突撃を始めた。

　慌あわてて砦に閉じこもる歩兵と、逃げ出すテン・フオウを追撃する騎兵が分断された時、勝負の大勢は決していた。

　好こう機きだとなりふり構わずに攻め上がる三宮軍に、慣なれぬ砦に陣取る二宮軍は立て直すことが出来ぬまま正門を打ち破られた。

　それを見た騎き兵へいの三百ほどが、テン・フオウの追つい撃げきも砦への帰き還かんも諦あきらめ、すぐさま撤てつ退たいに入った。

　早い見切りは、この騎兵こそが破は軍ぐん王おう子じ麾き下かの傭よう兵へい団だんで戦いくさ慣なれした将校達だったからだ。

　砦に陣取る歩兵のほとんどが、真しん都と同どう盟めいから選抜された真しん姫ひめ親しん衛えい隊たい。

　切り捨てられた歩兵達の悲鳴を、三さん宮みや軍の鬨ときの声こえが打ち消す。

　砦は易やす々やすと落ちて、裏門から逃げ出す者達には、遅れて戦地にやってきた七なな宮みやの騎兵が囲みを作り始める。舞まい戻るテン・フオウもこれに参戦し、蹂じゆう躙りんの末、降伏を勧かん告こくした。







　騒さわがしい砦の正門前で、シドウ将軍は腕組みをして状況を見守っていた。

　僅わずかな供回り以外、全すべて砦の中に突入させていた。

　鳳翼旗団の兵は三度ほどの衝しよう突とつの後は、次々と降伏に入り、組そ織しきだった抵抗は終わっていた。

　今や、砦の中で行われているのは捕ほ虜りよの選別だった。

　将軍の背後で馬の蹄ひづめが音を立てて近寄る気け配はいがして、それから、嘶いななきと共に制動する乗り手の声がする。

　馬上から地に降ろした足音は軽い。

　兜かぶとも鎧よろいも着けていない軽装は、長ちよう距きよ離りを走った者だからだ。

　どのような名馬も甲冑を着込んだ武者を長距離運ぶことは出来ないし、出来たとしても、その先で戦せん闘とうを行う力は残っていない。

　甲冑に身を包んだ歩兵団を率い、自らも兜と具ぐ足そくに身を包むシドウ将軍は、その軽装の若者の足音に振り返った。

「早かったな、七宮の若大将」

　兜の縁へりを持ち上げて作った視界、見上げるのは大男と言える長身。

　テン・フオウ。軽い皮の胴当てに、小こ柄がらな騎兵用の弓ゆみ矢やだけを背にした男だった。

　刀一つ持たず、弓以外の武器は小こ太た刀ち一つ隠し持つ程度だった。

　将軍と呼ばれる立場には見えず、まるで野党の頭目のような出いで立たちだ。

　あるいは高原を行く遊牧民の若長だろうか。

「土産みやげは期待してくれるなよ。馬が可哀かわい想そうでな」

　軽快に応じるが、その全身は汗だくだった。本人もそうだし、その背後で身を震ふるわす雌ひん馬ばも湯気を立てるほど汗にまみれている。

　昼夜を問わずに走り続け、今も走り続けた。故ゆえに、人馬の匂においも入り交じっていた。

「どうして、躊躇ためらわずに奴やつらの前に立った。我わが軍が加勢しなければ死んでいたぞ」

　長ちよう駆くで馬も疲ひ弊へいしていた。鳳ほう翼よく旗き団だんの騎兵と本気で駆け合えば追いつかれるのは時間の問題だったはずだ。

「同どう盟めいしてるからな。友軍を信じた」

　三さん宮みやの援えん護ごを疑わなかったと笑う顔は、まるで気のいい青年だった。

「それだけか？」

　笑え顔がおに気を許さずに問えば、癖くせのある別の顔を覗のぞくことに成功する。

「敵の騎兵は退ひく。ここの歩兵は生いけ贄にえだ」

　冷れい徹てつな言葉にシドウ将軍も頷うなずく。

　最初から、この砦とりでは落ちることを前提としていた。

　四都同盟への介入に都つ合ごうのいい口実が欲しくて、相応の流血が求められていた。

　だから、シドウ将軍も殲せん滅めつは避けて、捕ほ虜りよにすることに力を注いでいた。

「まずは東とう征せい将軍の見解を聞いておこう。はぐれ王子の子飼いだけが生き延びて、真しん都との民兵が生け贄となる。この戦いは誰だれの仕組んだ策略だ？」

「そりゃ、はぐれ王子その人さ。あいつも本国に帰る日を夢見ている。ここでの戦いは急ぎたいからな」

　他国の戦いくさに何年も付き合っていられないと、ここで大戦を望むのが異国の王子だ。

「乗るのか、その手に」

　問いは確かく認にんの色合いが強かった。

「俺おれが戦端を開いた。七なな宮みやのテン・フオウがスズマの挑ちよう発はつを受けた。こう歴史に残して貰もらっていい」

　ある種の覚悟がある顔に、シドウ将軍が口元だけで笑った。

「たわけが、スズマだけなら何とでもなるかも知れんが、一いち宮みやも動くぞ」

　その言葉にテン・フオウは真顔になり、ここで、ようやく武人礼を向ける。

「これより先にこそ、七宮の東とう征せいテン・フオウは、三宮ナツメ軍との厚い同盟関係を熱ねつ望ぼうする次第であります。我らに為心無きこと、三宮のシドウ将軍にご理解頂きたい所存であります」

　同盟は願ねがう者の方が立場が弱い。だが、この場合は、元々、財ざい政せい難なんで苦しむ三宮ナツメの立場が弱過ぎるから、七宮が力添えを願うことにより均きん衡こうを取ろうとする感があった。

「ふん、小こ賢ざかしい」

　鼻で笑ったシドウ将軍の目には、ようやく到着し始める七宮側の本隊が見えた。

「貴官の兵は無傷だ。ならば、次は七宮が先陣を切れ。我わが方は後詰めに回る」

「無む論ろんであります」

　応じるテン・フオウの顔には、始めから、そのつもりだとの決意が顕あわわとなっていた。

　先のツヅミ戦、その戦場での邂かい逅こう以来、この二人ふたりは初の顔合わせだ。

　それ以前には、テン・フオウの率いた斬きり込み隊はシドウ将軍本陣に肉にく薄はくし、その肩に矢傷を負わせている。生死を賭とした戦場で敵味方だった間あいだ柄がらだ。

　だが、その経けい緯いには触れない。互いに武人である。そして、一軍を預かる大将である。

　自らが手傷を負おうと、槍やり穂ほに側近を失おうと、戦場の倣ならいに従った結果だ。

　故ゆえにシドウ将軍は、息子むすこのような歳としの仇きゆう敵てきにも、拳こぶしを収めた武人礼で向き合う。

「速すみやかなる援軍に感かん謝しやする。我わが三さん宮みやと貴官の七なな宮みやは双ふた子ご宮の危き機きに戦いくさ働ばたらきで応こたえた。四都同盟は名実共に揃そろった」

　もはや、口先だけの約やく定じようではないと実行力を示した。東とう和わのどこにも空から手て形がたとの疑念を口にされないだけの実じつ績せきだった。

「シドウ将軍の采さい配はいと、小官の突とつ撃げきが揃えば、大国にも屈することはありません」

　芝しば居いがかる生き真ま面じ目めな口く調ちようは、この大男なりの気き遣づかいだ。

　シドウ将軍麾き下かの将兵が、遠巻きに成り行きを見守る中だった。七宮のテン・フオウが生意気な態度を続けていては反感が広がり、三宮ナツメ軍との共きよう闘とうが難むずかしくなる。

　シドウ将軍に感化されたと見せることで、周囲の対立を安い反感程度に抑おさえる処世術は、見抜かれなければひどく有効だ。

　損得がはっきりしている時、テン・フオウは自分が安く見られることに抵抗を見せない。逆転する自信があるからだと、この男を知る者は評する。

「いつも、貴様は突撃をするな。大将格が死に急ぐか」

　向けられた責める口調に、テン・フオウは不敵な目つきをして見せる。

「性しよう分ぶんです」

「噓うそを吐つけ」

　戦った経けい験けんがある初老の将軍は知っていた。この若い男の常勝不敗は危あやうい綱つな渡わたりだ。指揮官自らが旗本を引き連れた果か敢かんな攻勢を何度も行ったのは、それしか無かったからだ。

　七宮カセン軍は、三宮ナツメ軍のような古こ豪ごうではなく、一いち宮みやシンセン軍ほど大軍でもなく、二にの宮みやスズマ軍ほど強固でも無かった。

　テン・フオウが自ら先陣を駆かけるから、時に苛か烈れつな突とつ撃げきも辞さないから、その剛勇に惹ひかれて若者達が集まるのだ。シドウ将軍のように泰たい然ぜんと構えて兵が付き従うには、この男はあまりに若過ぎ、その権力基き盤ばんも歴史が薄うす過ぎた。

　適度に弱みも見せ、適度に退ひくから、この男がする瀬せ戸と際ぎわでの算段が他者に見えにくくなっている。戦った経験がある者にしか見えない作為がある。

「貴官が死んだ時には、その兵の面めん倒どうは見てやる。それを望まぬなら突撃は控えめにすることだな」

　今は友軍であると、初老の将軍が自じ重ちようを促うながしたのは個人的な厚意ではなく、年配の者が若者に向けた大人おとなの配はい慮りよだった。

　だから、七宮の若き将軍は、素直に頷うなずいて敬意を込めた礼の姿勢を取った。

　これが、ウズミ砦とりで戦勝時の光景だった。
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　　　五節　望遠の深み







　ウズミ砦とりで陥かん落らくから一昼夜して、二にの宮みやスズマでは敗戦の報が慌あわただしく広まっていた。

　鳳ほう翼よく旗き団だん、創設以来初の大敗だった。

　指揮を任された中ちゆう原げんからの将校は騎兵の多くを温存して脱出し、死傷者も捕ほ虜りよも、ほとんどが真しん姫ひめ親しん衛えい隊たいとして集められた新兵だった。

「あの命令ではこうなる。俺おれの副官達に全滅覚悟の抵抗をしろとは言うなよ」

「捕虜として連行される人々を救わなければなりません」

　館やかたの執務室で向き合うのは、鳳翼旗団の指揮官と主君。王子と姫。

「この度たびの偽にせ手紙に大師も遺い憾かんの意を表明しています。今後、私を通さぬ大師からのご指示は全すべて偽ぎ書しよとして扱ってください」

　帰き還かんできなかった者達の名前が書かれた巻物を机き上じように広げ、沈痛な顔を見せる翡ひ翠すい姫に、机越しに向き合う将軍が冷れい徹てつな顔をする。

「お前が俺の雇やとい主ぬしと捉とらえていいのだな」

「代表代行として責任を取ります」

「なぜ、大師は出てこない？」

「御ご高こう齢れいです。病やまいもあります」

「俺おれは一国の王子だ。それでも会えずか？」

「聖地を汚した不ふ埒らち者ものを引き合わせたいと誰だれが思います？」

「聖人扱いしてやるつもりは無いぞ」

「真しん都と発展の功労者です。私共の大恩人として尊敬しております」

　問いただせば、すぐに返事を返す姫ひめだから、王子の顔に笑えみが浮かぶ。

「お前は百の答えを用意している。真都の強さは早さだ。用意があるから悩むことで止まらずに進み、着実に勢力を伸ばす」

「遊んではいません。未来を勝ち取る戦いは、用意を怠おこたった者には厳きびしくなります。貴方あなたも鍛きたえに鍛えて生きてきたのでしょう」

　そこだけが、真しん姫がはぐれ王子を評価する美点だ。

「戦いに勝ってどうなる？」

「真都中心の世の中を作ります。絶対なる和の精神に基づいた安定社会の実現こそ、真なる都、真なる和の国。真和こそ東とう和わの未来形です」

　描いた理想社会は輝かがやかしい。

　曖あい昧まいな東和の現状を憂うれいた有志の集まりこそ、真都の中核だと彼女は語る。

　そして、今度は、座した翡ひ翠すい姫が立ちふさがるヴィイを見上げる。

「貴方あなたこそ、戦って戦って何を得ようとしています？」

「上を目指して生きれば戦いになる。己おのれが王である限りな」

　その返答も早い。

「望んだ生き方ですか？」

「戦わない己に興きよう味みは持ったことが無い。生きることは戦いだ」

「貴方の勝利に何があります？」

「王者の人生がある。人は誰だれもが己の王者であらねばならん」

「英雄でありたいのですか？」

「そう呼びたければ呼べばいい。俺おれは俺を生きるだけだ」

　そこで、王子は机に覆おおい被かぶさるように身を乗り出す。

「俺は貴様らの大師を王者とも英雄とも思わないぞ」

　傷きず痕あとのある顔で間近に迫られて、流石さすがに姫は身を少し退ひく。

「評価は人それぞれでしょう。真都の皆様は大師を改革の英雄、民衆の王者と呼びます。この事実に変わりありません」

「他ほかの評価をする者を排はい斥せきするのが真都の未来だ」

「正当な評価が生き残ると確かく信しんしています」

「ああ、全くな。お前は用意周到に未来を目指している」

　激はげしく討とう論ろんを仕掛けながらも、適当に身を退く。そんな王子はひどく身軽だ。

「貴方あなたは最初から、私が預けた真しん都との兵を生いけ贄にえにするおつもりでしたか？」

「いいや、テン・フオウが何かしたのだろうな。救援がてら大軍派兵を仕掛けるのが一番の狙ねらいだった」

　これだけは、真顔で受うけ応こたえる。仕事屋としての顔だった。

　疾しつ風ぷう怒ど濤とうの用兵は、何もテン・フオウだけの特技ではない。

「東とう征せい将軍は僅わずかな供だけで砦とりでに迫り、罵ば詈り雑ぞう言ごんの限りを尽くしたようです」

　古典的な挑ちよう発はつだ。野戦に持ち込むために守備兵達が飛び出すような悪態を並べる。正規の軍人ならば無視できる手口も、民兵や親しん衛えい隊たい出身者には耐たえ難がたい。

「ああ、うちの将兵は気にしないだろうが、お前の素人しろうと兵は気にするな。それで、お前の悪口か、大師の悪口か？」

　実際、血気盛んな若者達が見みえ透すいた挑発に乗らなければ、シドウ将軍の突とつ撃げきは簡かん単たんには行われなかっただろう。

　元来、シドウ将軍は慎重に友軍が揃そろうまで待つ指揮官だ。奇策は好まない。

　その間に、スズマから、シンセンから増援の包囲を仕掛ける。

　戦争に持ち込まなくても構わない。

　大軍の前に為なす術すべを持たずに撤てつ退たいしたという事実を築きずくだけで、四都同どう盟めいは形けい骸がい化かする。

　逆に戦うしか無いと彼らが覚悟を決めたなら、存分に戦って打ち破ればいいのだ。

「子し細さいはまだ届いておりません。届いたらお伝えします。その前に、貴方には出兵準備の要よう請せいを通達します」

　捕ほ虜りよとなった兵達の即時解放を求める声明の発表が、この後すぐ行われる。

　さらに、四都同盟は地方都市の造反であり、ウズミ砦とりでは正当な政治亡命を図った者達の集まりだったと公式見解を示す予定だ。

「今すぐにも出られる。早い許可を待っているぞ」

　ようやく戦えるのを喜び、背を向けて退室しようとする足が、不意に止まる。

「ああ、そうだ。あの絵え描かきを俺おれにくれ」

「駄だ目めです。彼は物ではありません」

「好きか、あれ？」

「私が愛するのは真都に生きる皆様です」

「東とう和わに生きる皆様ではないのだな」

　むっと、流石さすがに翡ひ翠すい姫ひめが怒りを示したから、笑って退室する王子。

　廊下に出た時、その先に絵描きの姿を見つけたらしく、気軽に声を掛けて歩いていく。

　その声と軍ぐん靴かの足音が遠のくのを耳に、翡ひ翠すい姫ひめは目を閉じた。

「何もかも予定通りですか、お祖じ父い様さま」

　誰だれにも聞かせられない独り言だ。

　わざと、はぐれ王子ヴィイが勝手をするよう仕向けてあった。暴ぼう走そうする王子に開戦の責任も、戦場の責任も負わせる。その方がスズマのためだった。

　真しん都とスズマの暴ぼう走そうと世せ論ろんに叩たたかれては、確かく執しつが戦後まで響ひびく。

　異国の者の仕し業わざならば、今も戦後も多くの批判を回かい避ひできる。

　場合によっては、全すべては彼個人の独断専行であったと責任を取らせてしまえる。

「真都の正義を汚けがさぬために、汚れ役を雇やとう」

　相手もそれを知る上で、汚れ役を買って出ている。あの男は異国で悪あく名みようを背負うことに躊躇ためらいを見せない男だ。むしろ、喜んでいるようにも見える。

「彼の陰に隠れて権けん勢せいを得るのも、我われら真都の歴史に汚点を残すことになるのではありませんか？」

　問いただす相手は己おのれ自身なのか、それとも、別の誰だれかや何かに向けられたのか、それ以上の言葉は発せられることが無かった。

　すぐに急使が訪れ、執務室は慌あわただしくなったからだ。一人ひとりで思案に明け暮れる時間を、真都の姫は持ち合わせていない。

　急使の内容は他国の動向で、一ひと際きわ、耳じ朶だに響ひびくのは、連立政府、連合相手である一いち宮みやシンセン都市の動きだ。翡翠姫の顔が引ひき締しまる報告。

　一宮シンセンは重い腰を上げて、クラセとマキセに四つの方面軍から選抜された兵力を差し向けることを決定した。

　その数は、公式通達では、先に発表した二万人から、最大で七万人規模となっていた。

　真都スズマ側も、無理をすれば全軍で三万人を出せる。

　公称十万の軍勢。これは、東とう和わ史しに残る大兵力の展開であった。







「叔父おじ上うえの援軍に兵が欲しい」

　五いつ宮みやクラセの議ぎ会かいに頼んで欲しいと、三さん宮みや常磐ときわ姫が身を乗り出す。

　五宮浅あさ黄ぎ姫は即答せず、沈ちん黙もくを護まもる。

　浅黄姫が逗とう留りゆうする仮宮に乗り込んだ常盤姫は興こう奮ふん気味だった。

「ウズミに二にの宮みやの二番手が、あるいは一宮の大軍が来たらどうする？　うちのシドウが倒れれば、我わが国はこの地から退ひくぞ」

　危険地帯に国の要かなめを置いておくわけにはいかないと、常磐姫は続ける。

「七なな宮みやとの共きよう闘とうも不安がある。四都の結束のためにクラセの兵も必要だ」

　常磐ときわ姫ひめは空から澄すみ姫に好意は持っているが、テン・フオウとは口も利きたくない。あのような人物と質実剛健を地でいく叔父おじが合うとは思えなかった。

　そこまで言われても、浅あさ黄ぎ姫は慎重に言葉を選んだ。

「必ず兵は送ります。しかしながら、国境付近の危険地帯は一つや二つではありません。何よりも一宮の動きがまだ見えていないのです」

「ウズミは囮おとり作戦だと言うのか？　鳳ほう翼よく旗き団だんは翡翠子飼いだ」

　親しん衛えい隊たいを犠ぎ牲せいにして、他ほかから攻める策があるのか、常磐姫には想像出来なかった。

「一いち宮みやを動かすために、翡ひ翠すい姫はお身内の血を流したのかも知れません」

　単なる領土争いでは、一宮も連合を組んだばかりで動くわけには行かない。事態を大きくするのが狙ねらいだとの見方が、五いつ宮みやと六むつ宮みやの議会から上がっていた。

　それぞれの府ふ中ちゆうでは、また別の意見も上がっている。はぐれ王子の暴ぼう走そう行為であり、二にの宮みや内部での混乱が激はげしいとの見方だ。増援を出せば、彼らを過剰に刺し激げきするかも知れなかった。

「それでは、ウズミにシドウと東とう征せいが孤立しかねん。何なら、私が手勢で増援する」

　そうは言っても常磐姫の警けい護ご役やくとして残る手勢は三百ほど、それでは多くは望めない。

「まずは待つことです。二宮の、そして、一宮の出方を見守ることです」

　自制を促うながす五宮姫の言葉に、三さん宮みや姫は苛いら立だたしげに唇を嚙かんだ。







「待たせるのが狙ねらいです。大国が小国を脅おどかす時には、いつもそうです」

　六宮萌もえ葱ぎ姫のお言葉に、そうなのかと私は感心した。

「私達がどう動くかを見定めながら、兵力を蓄たくわえるのだと思われます」

　五宮と六宮の府ふ中ちゆうも議ぎ会かいも、その考えが主流になっている。東とう和わの主な大都市は府中と議会の二つが合議する政治形式を採用している。その分、意志決定に時間が掛かる。

　私達の七なな宮みやカセンは、まだ議会が成せい熟じゆくしておらず、地方権力者の寄り合い所帯的な府中が中心になっている。だから、他ほかの都市よりテン様やトエ様の勝手が多く通るらしい。

　違うのは、地方豪ごう族ぞくの意志が強い三宮ナツメと、真しん都と同どう盟めいにより統とう括かつされた二宮スズマで、ここは為い政せい者しやの意志が素す早ばやく反映される。

「推移を見守る間に包囲されると、私の補佐は危き惧ぐしております」

　トエ様が出かけに言っていたことを、そのままお伝えしてみる。

　わざわざ、私の在所までお越しくださった萌葱姫は、その通りですと頷うなずく。

「二宮スズマは自身の不法占拠を認めません。私共の捕らえた捕ほ虜りよ達の解放を要求しているようです。チドリで使った手の焼き直しでしょう」

　少し前、小都市チドリの市民は一宮シンセンからの離り脱だつを宣言し、二宮スズマ側に都市ごと亡命しようとした。このチドリ騒そう乱らんは灰はい色いろの決着で、ここから先にも領土問題が続くだろう。

　今度はウズミ砦とりでが城主の亡命で明け渡されたことになっている。古地図を持ち出し、ウズミの帰属権は元々は二にの宮みやスズマ側にあるとも主張されている。

　ただ、今度は灰色の決着を望んではいないらしい。

　ウズミ自体はどうでもいいらしく、私達に圧力を掛けるのが目的らしい。あるいは、戦争に持ち込むことか。

「ウズミの砦は私共の施設、私共の財産です。仮に城主が亡命しようと、その者は、私共が雇やとい入れていた管理人程度です。その者に土地や施設の所有権があったわけではないのです」

　そう言えばそうだけど、向こうも引き下がらない。

「あちらこそが本来の土地の所有者のように振ふる舞まってると聞きます」

　私の言葉に、いつも穏おだやかな萌葱姫の顔が曇くもる。

「彼らの間では多くの流りゆう言げん飛ひ語ごが入り交じっているようです。私共の方にも、混乱を招くような怪文書が送られています」

　それはトエ様に聞かされていないから、何も知らない私は、ただ首を傾かしげてみせる。

「よくある話では、私共や七宮様の出生に虚きよ偽ぎがあると、私共の正当性に対して、宮都市としての成り立ち、その物についての中傷です」

　それは昔からあるし、他のお姫様はともかく、私には何の証拠も無いから反はん論ろんできない。実際、あまり気にしないことにしている。本物でなくても別にいいし。

「一いち宮みや様さまでさえ、本物かどうかは確かく証しようが無いと聞きますから、今いま更さら、気にしても仕方ない気もします」

　当たり障りの無い返答をしてみると、萌もえ葱ぎ姫ひめも、そのことにはもう触れようとしない。

「より悪質なのは、七なな宮みや様が一宮と裏で手を握るとの噂うわさです」

　うわぁ、それは困るから、つい、大口を開いてしまい、慌あわててお姫様らしい顔を作る。

「四都同どう盟めいを陰かげで操あやつり、一宮と特別な関係を作ろうとする約束が書かれた書しよ簡かんが見つかったと市し井せいでは広まっているようです」

　どうも、トエ様かテン様の署名がされているらしい。何せ、あの人達だから、どんな噂が流れていても不ふ思し議ぎじゃない。疑ぎ惑わく付きの証拠なんて用意するのは簡かん単たんだ。

「私の将軍は、一宮シンセンとも戦う用意があります。無益な戦いを避けるために、お互い様の譲じよう歩ほがどこかで行われる可能性は否定しませんが、今はそのような動きはあり得ません」

　そう断言してから、本当にそうかと疑ってしまうのが、私がお姫様として弱い部分。

　多た分ぶん、テン様もトエ様も、一宮だって利用しようとする。そんな人達だ。

「二宮と七宮が仲が悪いのも、一宮との関係を求めているからだとの噂もあるようですが？」

「ああ、それはそうだと思います。うちの大臣は、真しん都との方々と折り合いが悪いんです。話が一つも合わないそうです。一宮の方が幾らかましだと、たまにぼやいています」

　二宮スズマからの公式、非公式の接触を、トエ様は一つとして喜ばなかった。旧王都である一いち宮みやには、それなりの敬意を払っていたようだけど、二にの宮みやとは距きよ離りを取っている。

　そう返答したら、萌もえ葱ぎ姫ひめは小さく笑った。

「私共も、本ほん音ねを申せば、二宮スズマの勧かん誘ゆうには逆さからってきました。あちらは、一宮シンセンのように正統政府であった過去があるわけでもありません」

　その一宮シンセンが、二宮スズマと連合し、連立政権を樹立しようとする。

「スズマだけなら、四都同どう盟めいだけでも返かえり討うちは可能なのです」

　萌葱姫の言葉の裏に何があるのか、私は考え込んだ。

　この場では、その問題に関して、それ以上深くは追求しなかった。







　街中に真の字が染め抜きされた旗が立ち並んでいた。

　降り注ぐ陽ひ射ざしに輝かがやかしく照らされた真都同盟旗が、公共の施設は勿もち論ろん、民家の玄関先にも立ち並ぶ光景は二宮スズマ都市だけで見られる光景だ。

　公式行事以外に、このような光景が演出されるのは戦争時だ。

　ウズミの領土を取り戻せと、街中で老ろう若にやく男なん女によが声を揃そろえて叫んでいる。

　若者達が軍服姿で多く歩いている。

　そして、好意的に彼らを見つめながらも、日々の生活に勤いそしむ人々が何よりも多く見える。

　そんな、二宮スズマ都市の繁はん華か街がいをエヅは歩いていた。

　この都市に招かれてからは、エヅにとっては日常的な光景だった。

　通りの左右に建ち並ぶ木造の家々は年季の入った長屋もあれば、真新しい漆しつ喰くいの壁かべに囲まれた蔵くら造づくりの邸宅も多い。貧富の差が混在する景け色しきは、人々が身分で色分けされない国だからだ。

　事変に興こう奮ふん気味な若者達も、日々同じように活気のある市場も、騒さわがしいくらい明るい市民も、何もかもが一いつ緒しよにある。真しん都とスズマは人々が力強く生きている街だった。

　東とう和わの、どの都市よりも連帯感が強く、熱あつくなりやすい市民性。それは、こんな戦争時に強くなる。子供から大人おとなまで、今にも勇ましい軍歌を熱ねつ唱しようしそうな空気があった。

　ただ、エヅは平時のスズマはよく知らない。

　最初にやってきた時は、一宮との戦いで勝ちに等しい成果を上げたと大騒ぎだった。そのすぐ後では、四都同どう盟めいとの対立で不ふ穏おんになり、次はウズミでの戦いくさだ。

　だから、落ち着いて街を歩くのも難むずかしい。知らない街で、関係したくない争いに巻き込まれるのは痛い。入り込めば巻き込まれるから、入り込まないように過ごしていたら、まともに知り合い一つ作れない毎日だ。

　唯一、知り合いになった人間は、エヅの少し先を歩く青年だ。

　旅装といった出いで立たちの身軽な格好で、人々の行き交う大通りを闊かつ歩ぽしている青年の背中は思ったより広い。小こ柄がらなのに筋肉があるから、背中が力強く見える。正面から見るより、背後から見た時に、線せんの強さが見て取れる。

「なあ、兄にいちゃん」

　先を行く背に声を掛ければ、相手は首だけ軽く振り返る。足は止まらない。

「戦いに行くのかよ」

「ああ、兵達が待っている」

　兵舎に向かう道だった。この先には、控えさせている彼の一軍が待っている。街の外には、さらに大軍が待っている。

　命令を待たずに出陣の用意をしている兵達だ。エヅが知る軍隊の、どこよりも戦いくさ慣なれした屈強の兵団は、この男の指揮下にある。

　軍隊を公式には認めない都市に、どこよりも経けい験けん豊かな傭よう兵へい団だんが雇やとわれている。皮肉な話に、エヅは肩を竦すくめる。

「俺おれさ、正直、他ほかの国にも世話になってるから、あんまり戦争して欲しくないんだよ」

「ならば、ここの姫ひめに頼め。宮姫は平和の象徴なのだろう」

　どうしてか楽しそうに応こたえて、前を向いて歩き出す王子。

「いやさ、俺が何言っても聞いてくれなかったの見てたでしょう！」

　追いすがりながら訴える。

「おいおい、お前だけではなく、俺が何を言っても構わず無視しただろうが、あの姫は」

　やり合っても一歩も退ひかない姫だった。退くのは、損そん得とくが割り切れる範はん囲いだけだ。

「そうだけどさ、俺、兄にいちゃんほど口上手うまくないよ」

「鍛きたえろ。あの姫は自分を鍛えた。お前も鍛えたら、少しは近づけるぞ」

「それ、俺の芸風じゃない」

「はははっ、笑えるぞ。確たしかに、その芸風は貴重だ」

　はぐれ者の王子は機き嫌げんがいいらしく、道ばたで瘦やせた野良犬を見つけると、わざわざ立ち止まり愛めで始める。軍人らしく、有事用に携けい帯たいしている干し肉の切れ端を与えている。

　力強く頭や身体からだを撫なでてやれば、瘦せ犬も懐なついてくる。

「兄ちゃん、あんたって、変なところで優やさしいよな」

　奇妙な光景だと、やっぱり背中から声を掛ける絵え描かき。

「弱者に寛容であれ、王者の鉄則だ」

　返事がろくでもないので、エヅは距きよ離りを取った場所で肩を竦すくめる。

「はいはい、それで俺にもお優しいわけね」

「お前は好きだから可愛かわいがっているだけだ」

　困ったことを口にしながら、ゆっくりと、はぐれ者の王子が、しがない絵描きを振り返る。

「俺が寛容なのは、この真しん都とに対してだ。こいつらは弱者の集まりだ」

「わっわっわぁ」

　周囲を行き交う人々に聞かれまいと、エヅが慌あわてるが、幸い、間近には通行人もいなかった。

「兄ちゃんさ、ここの人、集まると恐こわいよ」

　また殴り殺して回られては堪たまらないと、犬を愛めでる側そばに駆かけ寄って、一いつ緒しよに犬の背中を撫なでたりする。

「集まらなければならないのは弱者だ。一いつ騎き当とう千せんでなくして何が王者だ」

「そんなこと言っても、本当に強い奴やつは少ないよ」

　エヅは声を控えめにして、犬を挟んで話し合う道を選んだ。

「テン・フオウと知り合いらしいな」

「あん、そうだよ。あいつにも世話になった」

「どんな男だ？」

「歳としの離はなれたわがままな兄貴って感じかな。頼りになるけど、頼ったら見返りが大変な感じ」

「強いのか？」

「素手で大男を何人も倒すの見たことある。剣も槍やりも何でも出来るらしい」

　迷わずに喋しやべった。

　噓うそをつくと大変なことになると感じたから、思ったまま語るしか無かった。

「他ほかに強いのは知っているか？」

「今、ツヅミに陣取っているキリハって旦だん那な。剣ならテンより強いよ。俺おれ、この人にも世話になっているから、戦われると困るのよ」

「残念だな。弱者に寛容、その裏は強者に厳げん格かくだ」

　どうしてそうなるのかとエヅが泣きそうになったら、犬同様に頭を撫なでられた。

「強者を愛めでるのも王者の務めだ。だから、俺は真しん姫ひめとやらも可愛かわいがっている」

　益ます々ます返答に困るエヅを、瘦やせた犬が不ふ思し議ぎそうに見上げていた。

　だが、突然、犬の耳が立つ。

　通りの先を見つめ、それから、唐とう突とつに男達の手をすり抜けて逃げ出す。

　何が起きたか理解できないエヅ、その傍かたわらで、小さく腕を回して肩の骨を鳴らすヴィイ。

　やがて、犬が見つめた通りの先、馬の蹄ひづめが音を立てて迫る光景が見え始めた。

「迎えだ」

　急ぐ様よう子すも無く、軍馬を操あやつる騎き兵へいが十騎ほどやってくるのを、その兵団の指揮官たる男が悠ゆう然ぜんと待つ。

　慌あわてふためく市民達が何事かと声を上げて道を開ける様子を淡たん々たんと眺める男の前で、騎兵達が慣なれた動きで軍馬を止める。

「王子！　真姫から進軍指示が出ました。急ぎ、双ふた子ご宮に奪うばわれた将兵を救出せよとのこと」

　副将格の将兵が大声で命令書を読み上げる。

「えっ、早いよ」

　思わず声を上げて、エヅは同伴者の顔を見る。

　徒歩での帰路より早く、出しゆつ撃げきの命令が下されていた。

「いいぞ、こうした茶番は好きだ」

　隣となりに立つ者にだけ聞かせる声で、ヴィイは笑う。本人に直接命じないで、裏では即座に命令を回してくる。やり口の偏へん執しつさが子供じみていて、逆に可愛かわいいと、その顔が言っていた。

　兵達の牽ひいてきた一頭の空から馬うまに飛び乗ると、派は手でに手た綱づなを引ひき嘶いななかせる。

　荒々しい軍馬の嘶きに、周囲で市民達が悲鳴を上げた。

「真姫の名で出された厳げん命めいだ。鳳ほう翼よく旗き団だん出撃する。敵は東とう和わ再さい編へんを阻はばむ反逆の地方同どう盟めいだ！」

　明らかに周辺住民に聞かせるための激はげしい啖たん呵かに、騎兵達が同意の掛け声を野の太ぶとく上げる。

　真姫からの命令だと耳にして、周囲の様よう子すも様変わりしていく。

「真姫万歳！」

「勝手な地方軍を倒せ！」

　あちこちで、軍装の若者達の声が上がる。鳳翼旗団が敗退したとの報しらせに落ち込んでいた者達がはけ口を求めていた。真の力はこれから見せるのだと若者達の顔が赤く染まる。

　騎兵達が用意した煌きらびやかな軍服を馬上の王子が羽は織おって見せた時、一ひと際きわ高い歓声が大きく湧き上がる。

　鳳翼旗団本隊は無傷だと、分隊の一つが不覚を取っただけだと、周囲で熱あつい声が続く。

　それに応こたえるように、気け高だかくも力強く拳こぶしを握り突き上げる王子。

　歓かん声せいが広まり、その騒さわぎが通りの向こうからやってくる人々に伝染して行くのを、呆ぼう然ぜんと、一人ひとり残された絵え描かきは見ていた。

　どこからどこまで、何が本当なのか分からないまま、周囲で上がる万歳の雄お叫たけびを見渡していたら、そのうち、馬上から見下ろす視し線せんに気がついた。

　さっきまでの同伴者は、眼まな差ざしだけで薄うすく笑っていた。







　真しん都と内部で反地方同どう盟めいの気風が強まっていた。

　真都に帰属しようとした砦とりでが不法に攻撃され、七百人もの若者達が捕ほ虜りよにされたと伝えられていた。不当な弾圧であると彼らは叫ぶ。

「実際は、三百五十七人。半分近くは逃げ出した」

　ハルセの部へ屋やで、トエル・タウは報告書に目を落としながら首を振った。

　出来うる限り殺さないよう包囲すれば、取りこぼしは多い。何よりも、この規模での降伏受け入れも不ふ慣なれな事態だったから、三さん宮みや軍にも不ふ手て際ぎわは多かった。

　さらに、強きよう襲しゆう突撃に走り回った七なな宮みやの騎き兵へいは、馬の疲ひ弊へいがひどく、包囲も甘かった。

「捕虜が多過ぎると困ります。我わが国には、大量の捕虜を収容する施設がありません」

　ハルセは三百の処しよ遇ぐうにさえ頭を痛めていた。

　傷を負った者には手当をしなければならない。捕ほ虜りよにも食事なりの世話をしなければならない。管理するにも人手がいる。

　根が商人のハルセには、利益を生まない人数は足手まといにしか感じられない。

「強制労働に就つけるにも準備がいるでしょう。そして、それほど長い戦争をするわけにもいかない。解放するのは早い方がいいでしょう」

　トエルの言葉にハルセは頷うなずくが、そう簡かん単たんにはいかない。そのまま返せば敵兵となって、また押し寄せてくるのだ。

「シドウ将軍の報告によれば、ほとんどが新兵の若者達。みすみす、戦いの経けい験けんを与えて返すわけにもいきません」

「高く恩を売りつける解放にしなければ割が合いません。まずは二にの宮みやとの交渉材料にしなければなりませんが、現場の判断もあります」

　四都同どう盟めいへの干渉を、双ふた子ご宮への侵略を止めれば、すぐに捕虜解放を約束すると、双子都市内部にある真都同盟地方支部に通達した。

　この状況でも、真都同盟の各地方支部は揺らぐことなく平常の活動を行っていた。

　四都同盟が解散すれば平和的解決が成立すると、各都市の府ふ中ちゆうと議ぎ会かいに勧かん告こくを出し続けている。一歩も退ひかない姿勢が顕けん著ちよだった。

　この官舎にも、真しん都との参加者達が抗議の行進で迫ることがあった。

「今は二宮だけですが、一いち宮みやが動き出したらどうなるか。府ふ中ちゆうでも揉もめているようです」

　ハルセは豪ごう商しようの出だ。それなりの力は持つが、一宮に根回しの利く人脈は弱く、迂う闊かつに動いて反発を受けるのは避けたかった。

「一宮が動くよりも早く、こちらの次の手が動きます」

　そう口にしながら、トエルは視し線せんを落とす。

　ハルセと二人ふたりで挟みあった木机。その上に広げられた草案の束たば。

　ハルセも視線を落として、慎重に言葉を探してから、

「いいでしょう。この提案は私共の方にもありました。早さつ速そく、今日きようの閣議に提出します」

　快かい諾だくすると右手を伸ばした。

　トエルも右手を差し出し、互いの目線の高さで手を握りあった。

　約束の手形の上で手を合わせるのは、商家における取り引きの慣かん習しゆうだった。

　どこにでもある質素な木机の上、広げられた書類の上に仰ぎよう々ぎようしい字が躍おどっていた。

　東とう和わ開拓計画。

　トエル・タウが何年も掛けて用意した計画は、この双子都市で発表されることとなった。







「東とう和わ開拓？　何だ、それは？」

「えっと、要するに道を沢たく山さん造ろうとの話です」

　昼間、トエ様はそう言っていた。ハルセさんとお会いする前に簡かん単たんなことだけ。

　宵よい闇やみが包む頃ころ、浅あさ黄ぎ姫ひめ主しゆ催さいでの夜会は、東和四姫が集まる豪ごう勢せいな席だった。

　夏なつ藤ふじが少しだけ花を咲かせる藤棚の下、豊かな緑に囲まれた庭園で、楕だ円えんの卓を囲む四人は、私と、常磐ときわ姫と、浅黄姫、萌もえ葱ぎ姫。

　それぞれの後ろに、私だったら衣い装しよう役やくさんが、常磐姫だったらお目付役の御老人が距きよ離りを取って控えた構図。

　そして、篝かがり火びに浮かぶ庭園には、楽師達の奏かなでる演奏の中で立食する人々の姿があった。各都市の要よう職しよくにある方々で、あちらは五十人ほどで、私達とは別口だ。

　私達は、彼ら彼女達に仲なか睦むつまじい姿を見せるだけで、今こ宵よいはあちらと言葉も交わさない約束となっている。向こうでは、控えめな談だん笑しようがなされているが、音曲の調しらべもあって、その内容はここまで届くことは無い。

　昼間の暑さを避けた小さな食事会と、その後でのお茶会は、以前から予定されていた親しん睦ぼくの会だった。

　それが、昼間のハルセさんとトエ様の連名による提案の発表で物々しくなった。

「道って、街道か？」

　常磐姫が訝いぶかしげに問いただしてくる。

「四都同どう盟めい、五都同盟と一口に言っても簡かん単たんじゃないから、各都市を繫つなぐ街道を、もっと大きくしましょうって話です」

　言われたままの引き写しでは芸が無いと思いつつも、余計なことを言うとまずい気もするから、出来るだけ簡単に喋しやべろうとする。

「ここまで、お二方が来るのも大変だったでしょうから、道が良くなるのは素す晴ばらしいと思います」

「クラセとマキセは全面的に同意することとなるでしょう」

　浅黄姫と萌葱姫は、サイ家のハルセさんからの報告書を読み込んでから、この席に臨のぞまれたようで、正直、私よりもよく理解しているようだった。

　地方同盟の象徴となるのは戦争ではないと、各都市の多種多様な交流にあると、昼間の双ふた子ご都市の合同閣かく議ぎに出された五都合同事業。

　東和各都市を結ぶ街道の全面改案と、新たな街道開拓の案。そして、東和では、あまり発達してこなかった海運貿易のための港の建設案。

　誰だれもが考えていながら、誰も具体的な指針を口に出さなかった開拓計画。

　それは、各都市が独立割かつ拠きよを望んでいたから、そして、それ以上の国力を持ち合わせていなかったから先送りにされ続けていた計画らしい。

「東とう和わ各都市が力を合わせて、まず今の街道を広くしっかりした物に作り替えることから始まります」

「それだけで、地方同士の交流は増し、友好も深まるでしょう」

　双ふた子ご姫ひめの言葉に、常磐ときわ姫が慎重な顔を作る。

「まあ、理解できる。ツヅミが大河の物流を押さえていたから発展したように、残りの四都も道が増えれば発展するだろう」

　山地で辛しん酸さんを味わってきた常磐姫は考えることが多いらしい。

「だが、それは軍の行き来も同じだな」

　続けて厳きびしいことを口にされて、私達を見渡す。

「大軍が行き来できないよう、一いち宮みやと二にの宮みやが押し寄せてこないよう、陸路の整せい備びに手を付けなかった。それが、東和の真実だ」

　武家出身らしい言葉は、トエ様もテン様も同じように考えていることだ。

　東和各都市は大国の力が及ぶのを避けるために、何かしらの理由を用意して、街道整備には力を入れないようにし続けていたそうだ。

　道幅の広い街道は大軍の遠征を楽にするから、かつて、シンセン主しゆ導どうで切り開かれた街道も、何十年も大きな改修が行われることが無かった。大きな橋も増やすこと無く長く放置され続けていた。治水も大規模な工事は、ここ十年に数えるほどしか無い。

「それが、東和の不ふ均きん衡こうを悪化させたと教わりました」

　うちのトエ様は、諸しよ国こくを繫つなぐ商路を相手にしていて、そう思い至ったらしい。

「陸路が廃すたれたままで数十年、そこに大河の利益を独占したツヅミが生まれました」

　浅あさ黄ぎ姫が常磐姫を見つめ、

「割かつ拠きよした地方都市の数十年、その隙すきにシンセンと反目しながらも密接するスズマが生まれました」

　萌もえ葱ぎ姫が私を見つめた。

「私共の国でも、早くから、この指摘はあったようです。それは、私達が生まれる前から」

「ようやく、四都同どう盟めいを橋掛けに開拓の体制が整ととのったのです」

　やはり、同じように続けられる双ふた子ご姫の言葉に、腕組みする常磐姫は目を閉じて俯うつむく。

「ツヅミはどう出る？」

　いずれは、五都同盟も本格的になると、目を閉じたまま私に問う。

　多た分ぶん、私にではなく、私の後見人であるトエ様達への質問。

「ツヅミは、まずは協力すると七なな宮みやでは判断しています。まずは国力回復のため、そして、三さん宮みやナツメと七宮カセンを従える未来のために」

　トエ様の予想を口にすれば、常磐姫の口元が笑った。

「なるほどな、その街道開拓に新たな利権を作り出し、経済的に牛ぎゆう耳じる気か」

　おそらく、商都ツヅミが再生すれば、そうなる可能性が高い。

「それでも、このまま廃すたれるよりはいいか」

　思うところがあるのか、常磐ときわ姫ひめは目を開くと天を仰あおぐ。

「山の中に閉じこもっていては国が弱くなる。金山、銀山でも見つかれば別だがな」

　その目が見上げた先には、照明に浮かび上がる青白い夏なつ藤ふじの花はな房ふさと、その背後に広がる複雑な緑の蔓つる草くさ。それから、隙すき間まに見える遠い夜色。

　一いつ緒しよになって、私も双ふた子ご姫も頭上を見上げた。

　夜の闇やみ間まに燈とう火かを反射して浮かぶ花弁は、色に恐こわい深さがある。冷たそうで、儚はかなそうで、触れたら割れて壊こわれる造花のようにも見える。

　さらに遠く、夜の向こうには星月夜。

「戦争、始まっているのに、私達は何をしているのでしょうか」

　誰だれに問いかけたわけでもない私の言葉に、常磐姫が鼻で笑う。

「案外、戦争を始めた人間も、何をしているのか理解していないかも知れん」

「それは、どなたのことでしょうか？」

　浅あさ黄ぎ姫の静かな問い。

「この席を囲む方々のお考えが、まずは気になります」

　萌もえ葱ぎ姫のたおやかな促うながし。

　それで、私達はゆっくりと視し線せんを地上へと下ろした。

　四人の姫の視線が向かった先、友好の会食がなされる有力者達の席で篝かがり火びに浮かぶ大人おとな達の笑え顔がおが見えた。

　礼装姿の貴人達が立食形式で歓かん談だんする光景は、小さなお祭りのようで、でも、どこかで硬い感触がする。多た分ぶん、政治的な意味での顔合わせが多いからなのだと、眺める私には思えた。







「おみゃあ、何言うとりゃあす」

「あらあら、お国言葉が許される席ではありませんよ」

　怒らせてしまった叔父おじが荒い声を上げたから、笑顔の叔母おばが間に割って入る。

「タウ・トエと連名は慌あわて過ぎにも程ほどがあるがね。たあけらしい」

「ごめんなさいね、ハルさん。この人、お酒に弱いの」

　お姫様達が見ているわよと、叔母が叔父を連れ出すのを、ハルセは言葉を無くして見送った。

　ハルセが昼間行った閣かく議ぎでの開発提言は、多くの有力者に好評だった。有事に対する戦略的互助関係だけで東とう和わ各都市を繫つなぐのは難むずかしかった。

　平時における開発事業、経済活動の提てい携けいこそ、四都の間に求められていた楔くさびだ。

　平和的な開発事業の連携には、一いち宮みやと二にの宮みやも文句は言えないはずだ。

　クラセとマキセの有力者達が漠ばく然ぜんと考えていた街道整せい備び案を、トエル・タウはかなり具体的に纏まとめて用意してきた。

　これに協力することが同どう盟めい強化に繫つながり、なおかつ、サイ家の新たな市場作りとなる。

　莫ばく大だいな道みち普ぶ請しんは多くの雇こ用ようを生み出し、物流の発達こそは商人の悲ひ願がんである。戦争に手を出すより遥はるかに素す晴ばらしい方策だとハルセ・サイは信じている。

　だが、久しぶりに会った叔父おじにはなじられた。

　トエル・タウが失脚すれば、サイ家も足を引っ張られると、テン・フオウが一度でも敗走すれば崩れる七なな宮みやと手を組むとは何事かとなじられた。

　言われてみればそうだった。

　サイ家には叔父も叔母おばもいる。他ほかにも有力者が多い。ハルセが失脚しようが、急死しようが、サイ家は揺らぐことは無いだろう。大商人だった父の死さえも大きな傷手にならなかったのだから、ハルセ一人ひとり、あるいは叔父夫婦がいなくなってもどうにかなると予想できた。

　だが、トエル・タウとテン・フオウはどちらか片方が欠けただけで力を失う。彼らには、彼らを支える勢力が存在しない。彼らの背後にあるのは、お飾りの姫一人だけだ。

　だからこそ、ハルセは好意を持っていた。それが、裏目に出ていると怒られた。

「トエル・タウに認められて、自分に甘くなったか。違うと信じるしか無いがな」

　あの男と商売をしてみたかった。商売の駆かけ引きなら、そう簡かん単たんに負けはしない。そして、あの男が倒れた時には、サイ家のハルセが全すべての事業を引き継げばいい。

　どうなろうと、利権の多くはサイ家と双ふた子ご都市に集めて見せる。それぐらいの覚悟が無ければ、何もしないまま七宮のトエル・タウに活かつ躍やくの場を奪うばわれるだけだろう。あるいは、叔父夫婦に出し抜かれていたかも知れない。

　そう思って、視し線せんを上げれば、叔父夫婦はトエル・タウと親しげに談だん笑しようしていた。

　一いち宮みやと二にの宮みやに顔を利かせながら、七宮のトエル・タウにも話しかける。叔父の持つ図ず太ぶとさに、正直、笑いたくなった。

　手近な給仕から果実酒の入った色いろ硝子ガラスの湯飲みを貰もらい受け、一人で佇たたずんで口に含む。

　少し距きよ離りがあるが、それでも聞こえてくる叔父の言葉からすると、一宮、二宮との和解を促うながしているようだった。戦いは不毛だと、取り引きこそ大事だと訴えている。

　もしもの時は力になると、一方的に確かく約やくしている。

　トエル・タウは丁てい寧ねいに断っているようだが、戦後のために叔父夫婦を敵にしないよう気をつけているようだった。

「姑こ息そくな」

　小さく言い捨てて、甘みのある果実酒を大きく傾ける。

　姫ひ殿でん下か達の側そばで行われる会席だ。強い酒は出されないから、さして酒に強くないハルセでも一気に飲み干せた。異国の味が昼間の暑さを忘れさせてくれる。

「おかわりはいかがかしら？」

　色いろ硝子ガラスの湯飲みを給仕に返そうとすれば、見知らぬ若い女性が代わりに受け取ってくれ、さらに新しい一杯を差し出してくる。

「ああ、ありがとう」

　とりあえず受け取ると、若い女性客が微笑ほほえんで向き合ってきた。

「初めまして、サイ家筆ひつ頭とう。私、以前から貴方あなたにお会いしたくて、無理を言って、この席に入れて貰もらったの」

　篝かがり火びに浮かぶ女性の顔は艶つややかで、年とし頃ごろは二十歳はたちになるかならないかだろうか。

　柔らかな明るい髪と、切れ長の目元が印象的だとハルセは感じた。

　浮かび上がる振ふり袖そでの着物は、異国の様式を取り入れた最新の物だと一目で知れた。

　髪飾りで光る金きん細ざい工くが一ひと際きわ艶あでやかなのも、他ほかとは一いつ線せんを引いている。

「私のことをご存じのようで光栄です。忙せわしなく飛び回る仕事柄がら、昨今の社交会に疎うとく、貴女のお名前を存じ上げません。どちらの淑しゆく女じよですかな」

　名家の人間とは適度な関係を保たなければならない。ハルセは特に興きよう味みが無いまま、目の前の女性の素す性じようを訊たずねてみた。

「今度、あの御夫婦の養女になった女よ。その意味、お分かりでしょう？」

　はっとするハルセを、若い女性は楽しそうに見つめた。

「私と結婚する者が、サイ家から多くの資産を受け継ぐことになるのよ」

　眼まな差ざしに熱あつい挑ちよう発はつがあって、ハルセは口元だけで何とか笑って見せた。

「私、貴方の妻になってもよろしくてよ。貴方の叔お父じ様さまもそれを望んでいるわ」

「あの人達の手て駒ごまになるおつもりですか？」

　ハルセに言い寄る女性は多い。だから、ハルセは逆に女性とは距きよ離りを取っていた。迂う闊かつな関係は自分と地位を失う。

「別に、魅み力りよく的てきな男性なら誰だれでもいいの。場合によっては、タウ・トエでも構わない。テン・フオウでもね」

　サイ家の縁えん戚せきにすることで、七なな宮みやを取り込む。叔父夫婦ならやりかねなかった。七宮が勝った時のことも考えて手を打っておく。当たり前と言えば当たり前の布石。

「私のこと、気になったら名前ぐらい調しらべてね」

　蠱こ惑わく的に微笑ほほえむと、今度はトエル・タウに近寄って行く女性。

　呆ぼう然ぜんと見送ってから、ハルセは天を仰あおぐ。

　宮みや姫ひめ達のいる所のように天てん蓋がいたる藤ふじ棚だなは頭上に広がらず、ただ星の夜が広がる満天。

　恐こわいぐらい、夏の星座が近くて遠い。恐いぐらい、自分が小さくか細い。

「何やってるんだ、私は」

　大きなことを成し遂げようと奔ほん走そうする間に、親族の方では別の動きが始まっている。世の中の流れと、親族の動き、両方を押さえるにはどうすればいいか、途方に暮れる。

　宮みや姫ひめ達が世俗から切きり離はなされているのも、トエル・タウやテン・フオウが身内を作らないのも、こうしたもめ事を避けているからだろうと、改めて納得する。

「上ばかり見ていたら足元を掬すくわれるか」

　馬ば鹿かにされているのか、人生を指南されているのか、叔父おじ夫婦の真意一つ見えない。

　この無ぶ様ざまな有様を宮姫達はどう見るのだろうか、そう考えて、ハルセは一人ひとりだけで笑いたくなるような不ふ思し議ぎな気持ちになった。

　だから、姫達の集まる夜会の灯あかりを視界に求めるのを、しばらく躊躇ためらった。







「見ましたか？」

「見ましたとも」

　ああ、浅あさ黄ぎ姫と萌もえ葱ぎ姫は仲がよろしい。

　何やら、ハルセさんが美しいお嬢じよう様さまと歓かん談だんしているのを遠目に見つけて、お二方は珍しく興こう奮ふんしている。

「サイ家の筆ひつ頭とうですから、名家のお嬢様達から狙ねらわれているのでしょう」

「でも、ハルセさんは迷めい惑わくそうにも見えました」

　二人ふたりして、ひそひそと話し込むので、私と常磐ときわ姫がどうしていいのやら悩んでしまう。

「おい、七なな宮みや、今度は、あの女、トエル・タウに手を出してるぞ」

　何気なく常磐姫が言うから、どれどれと遠方を見れば、先ほどの女性がハルセさんの御親族の方々を通して、うちのトエ様に紹介されているようだ。

　よく見る光景だったりする。お側そば付き見習いのカラカラさんをやっていた時、トエ様に御ご息そく女じよや姪めい御ごさんを紹介する有力者は多かった。

　どこの偉い人も、テン様には御令嬢を紹介しないから、その光景は変で楽しかった。

　トエ様は奥さんや子供を護まもる余裕が無いからと、どんな誘さそいも簡かん単たんに断っていた。

　だから、やっぱり、挨あい拶さつもそこそこに切り上げると、トエ様はハルセさんの方へ歩み寄っていこうとして、回り込んでくる女性に捕まってたりする。

「ふん、面おも白しろくない男達だな」

　美女と関かかわろうとしないお二方に、常磐姫がつまらないと鼻を鳴らし、どうしたことか、さらに双ふた子ご姫はひそひそ話を盛り上げている。

「変な感じですね」

　ちょっと笑っちゃう。

　私の声は小さくて、一番近くに座っていた常盤姫にしか届かない。

「何がだ？」

「色々と世界は動いていて、私達の知らないところで何もかも動いてる」

「そうだな。誰だれもが、きっと、そう思っているぞ」

　興きよう味みは無いと頰ほお杖づえを突いて、遠景を眺める常磐ときわ姫ひめ。

　見えない世界で何が起きているか、私はぼんやりと考えて、燈とう火かに揺れる人々の影かげを眺めていた。夜会の光は贅ぜい沢たくで鮮あざやかで、それでも、陰いん影えいは深く密ひそやか。

　ぼんやりと考え込み始めた時だった。

　高い悲鳴が聞こえた。

　慌あわてて、悲鳴の先、喧けん噪そうが広がる先を探した私の目に、倒れる男性の姿と、それを取り巻く人々の輪わが見えた。それぞれの足元で影が忙せわしなく揺れている。

「えっ、何ですか？」

　目を凝こらせば、悲鳴を上げているのは、先ほど、ハルセさんと話し込んでいた方で、今は私の補佐役と話し込んでいた女性。

　だから、そこには、私のところのトエ様がいるはず。

「七なな宮みや様！」

「衛えい兵へいの方々！」

　浅あさ黄ぎ姫と萌もえ葱ぎ姫の声がいつもより高い。

「爺じい！　刀を寄こせ！」

　常磐姫は険けわしい動きを示す。

　何が何だか、理解できない私の側そばに衣い装しよう役やくさんがやってきた。

「こちらは大丈夫です。狼ろう藉ぜき者ものはいません。ヒカゲも走りました」

　いつもより抑おさえ気味に聞こえた声に、私はテン様の次に背せい高たかさんな方を見上げる。

「何が起きましたか？」

　何だか分からないまま、人垣が、人の流れが重なって行き、騒さわぎの中心は見えなくなりつつあった。

「刺し客かくに襲おそわれたようです。うちの左さ大だい臣じんが」

　教えてくれた衣装役さんは、私の肩をそっと押さえた。







　呻うめき地に伏す男を、厳きびしい目で見下ろす男がいた。

　胸元を押さえ苦しむ男は、三十になるかならないかの中肉中背。文官正装は礼服だった。

　その光景を、円を描くように見守る各都市の有力者達。

「叔父おじ上うえ！　叔母おば上！　御無事ですか？」

「おお、ハル。よう来た。儂わしらは大丈夫だ」

「ハルさん、私達も巻き込まれる寸前でしたの！」

　人垣を割って入るハルセは親族の無事をまず確かく認にんし、それから、地に伏した者と、その行為を行った者を交互に見た。

「トエル・タウ。何をしているのです!?」

　呆ぼう然ぜんと声を震ふるわせれば、地に伏す文官正装を見下ろしている、いつも通りの文官姿が疲れた顔で笑おうとしていた。

「襲おそわれたんだ。だから、当て身で倒した」

　素手だった。武官ではない男だ。護ご身しんの武具など礼装用一つ持っていない。

　それでも、トエル・タウは額ひたいに冷や汗を搔かきながらも、無傷で立っていた。

「近寄るな。あばらをへし折っただけだ。すぐに動ける」

　ハルセに言い含め、トエル自身も襲しゆう撃げき者しやと距きよ離りを取るうちに、集まる衛えい兵へい達が倒れた男を取り押さえた。すぐさま、引き立てられて行く。

「姫ひめ達と一いつ緒しよに夜会をやらなくて良かった」

　トエル・タウは大きなため息をついて、その場にへたり込んだ。

「すごいんですの！　刃物を持った暴ぼう漢かんを相手に、素手で腕一本で跳はね飛ばしたの！」

　甲かん高だかい声で喝かつ采さいを上げる件くだんの女性を、ハルセはさりげなく遠ざける。

　へたり込んだトエル・タウの前に立てば、いつの間にか、その傍かたわらに灰はい色いろの髪の少年が跪ひざまずいていた。ハルセの知らない子供だった。

「ここはいい、君は姫ひ殿でん下かに僕の無事を知らせてくれ」

「傷は？　小さくても毒があれば危険」

「上手うまく逸そらせた。素人しろうとだったよ。幸いね」

　そんな会話の聞こえた後、気がつけば少年の姿が消えていたが、ハルセはその事実にまで気が回らなかった。

　トエルは苦にがい笑いを作りながら、ハルセを見上げていた。

「怨えん恨こんだよ。僕を家族の仇かたきだとね」

　辛つらい言葉に、ハルセは唇を嚙かむ。

「面めん識しきがおありでしたか？」

　この場に来られる資格がある者は、それ相応の地位にある者だけだ。その中に、トエル・タウを憎む者が入り込んでいた。

「いや、名前も知らない。彼が口にした御家族の名前もね」

　知らぬ間にも多くの憎しみを買う。それが、この男の生きてきた道だ。

　知る憎しみも多くあるだろう。ハルセにも、叔父おじ達にも、思い当たる一面はある。

「貴方あなたがお強いとは知りませんでした」

「僕はテン・フオウと殴り合ってきた男だよ。世界中の軍師の中で、僕より取っ組み合いに強い人間はいないはずだよ」

　トエル・タウは、そう言ってから、

「二度とやりたくないけどね」

　気弱そうな顔で笑うから、周りにも安あん堵どの声が広がる。

「そう、襲おそわれる機き会かいは無いでしょう」

　ハルセもトエルも、多くの警けい護ごを用意している。こうして不意を突かれることは、多くあってはならなかった。

　立てますかと、ハルセが手を出せば、ありがたいとトエルがその手を取る。

　立ち上がり、助け合うのを、周りの人々が喝かつ采さいで迎えた。

　双ふた子ご都市と新しん興こう都市が助け合う未来を連想させる光景に見えたからだ。

　笑え顔がおで周りの協力に感かん謝しやする中、二人ふたりの男達は二人だけの距きよ離りで会話する。

「へたり込む必要は無かったでしょうに」

「必要だからヘタレをやったよ」

「死なないでくださいよ。次は素直に逃げてください」

「ああ、そうするよ」

　その別わかれ際ぎわ、トエル・タウは最後にこう言った。

「本当はね、こんな風に襲われたのは四度目だ。流石さすがに、次は無理そうだね」

　ハルセは、その言葉に返す言葉が見つけられず、親族達に囲まれながら、引き上げていく小こ柄がらな背を見送るだけだった。







　無事、平気、何とも無かった。

　ヒカゲさんの声がどこかでしたけど、動揺していた私には、その姿を見つけられなかった。

「良かったですね、七なな宮みや様さま」

「私共の不ふ手て際ぎわです。深くお詫わびいたします」

　珍しく、萌もえ葱ぎ姫ひめ、浅あさ黄ぎ姫の順番で声を掛けられて、とにかく、私は落ち着いた。

　何が何だか分からないまま、全すべては終わっていたようで、少し散さん漫まんになりながらも人々は気を取り直して歓かん談だんを続けている。

　衛えい兵へいの警けい護ごが多くなったためか、明るい談笑はもう聞こえてはこないけれど。

「七宮の左さ大だい臣じん、見直したぞ。テン・フオウと殴り合いで鍛きたえたそうだな」

　興こう奮ふん気味に常磐ときわ姫が語りかけてくれる。

　私は笑顔を作って、何か応対したらしい。

　どう応対したのか、全く記き憶おくに残らなかったのは、きっと地に足が着いていなかったからだと思う。

　ふわふわした足元が、何か底が抜けたようで頼りない。

　でも、何となく、全部そのまま、いつものように過ぎていくのを感じていた。

　それが、その時の私の全すべてだったと思う。







　遠地にそびえる山々。その稜りよう線せんの下方に広がる松明たいまつは川の流れのように広がっていた。

　ウズミの砦とりでから遠望に臨のぞむのは、二人ふたりの将軍。

　篝かがり火びを傍かたわらにする一人ひとりは長身の若武者で、一人は初老の勇士。

「来たな」

「まごうことなき、大国の一軍」

　松明の多さから見て取れる兵力は二万に近い。

　まだ遠い。歩兵団なら一日は掛かる距きよ離りでありながら、その兵力を隠すこと無く見せつける布陣で威い嚇かく行為を繰くり広げる。

　砦の下方から、兵達の動揺する声が聞こえるのが、その威力を物語っていた。

「あれに、さらに、万の軍勢が第二陣、第三陣として連なるか」

「こちらは一万、援軍は間に合うかな」

　互いを見ないで、二人の将軍は敵を見据えたまま言葉を交わす。

　仕事に慣なれた男達の距きよ離り。

　それぞれ、万の軍勢を率いた経けい験けんを持つ男達だった。その二人でさえ、初めて体験する大軍勢の威圧感であった。

　それでも、兵達に見せる姿に揺らぎは皆かい無むだった。

「一いち宮みやシンセン正規軍」

「ようやく、本格参戦だな」

　男達は夜色の空よりも高き星よりも、地表の小さな炎の群れに眼まな差ざしを注ぎ続けた。

　敵陣の野営が闇やみ夜よに浮かばせる篝かがり火びは、まるで大都市の祭り夜景のようだった。
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　　　六節　死線の綾取り







　一夜明けて、快晴の夏日より、旋せん回かいする野鳥の鳴き声が荒れ地で響ひびいていた。

　風に揺れる白地の旗には漆しつ黒こくの文字が躍おどっていた、

　旗印は東とう和わ。

　一いち宮みやシンセンの本軍は、東和の文字が染め抜かれた旗を使う。東和一宮シンセンこそ、東和の中心であるとの気き概がいが、一宮の名乗りより東和の名乗りを選せん択たくさせるのだ。

　双ふた子ご都市の北西部に進出したのは、歩兵中心の派は遣けん軍ぐんだった。

　シンセン都市の東西南北を護まもる四つの軍から、主にチドリ戦でも活かつ躍やくした東軍を中心に、各五千ずつ招しよう聘へいされた者達によって構成されている。

　これに、王都守備軍である中央軍を中心に増援が加わる予定だった。

「まさか、もう一度、機き会かいが与えられるとはな」

　傍かたわらに翻ひるがえる旗を馬上から見上げて、一宮シンセン軍の指揮官は感かん慨がい深ぶかく呟つぶやく。

　東とう軍ぐん殿どのと俗に呼ばれる東部方面司令官は、先のチドリ戦で指揮を務めた男だ。

　今回の出兵でも総指揮官を任されていた。

　真新しい軍服に身を包みながら、その身には傷を負っている。

　先の戦いくさ、二にの宮みやスズマ鳳ほう翼よく旗き団だんの団長である破は軍ぐん王おうの斬きり込みを受けた時の傷だ。

　その不覚もあり、シンセンに戻れば療りよう養ようを名目に降格が待っていたはずだ。

　それが、こうして、新たな戦いの指揮官となっている。

　その願ねがいは軍上層部に訴えてあった。

　このまま、指揮権を失い降格されては軍人として恥ち辱じよくだと、傷は浅く、職しよく務むの遂すい行こうに問題は見あたらないと上申はした。

　通るとは思えなかったが、やるだけのことはした。黒くろ姫ひめの親しん衛えい隊たいである遊ゆう撃げき長ちようから宮姫にも口添えを頼んであった。

　まさかの再任だった。

　再任の経けい緯いを考えても、好ましい理由は見えなかった。

　おそらくは、捨すて駒ごまとして使われたのだろう。

　一宮と二宮の並び立つ東和新体制。そんな未来を望まぬ有力者は一宮内部の軍ぐん閥ばつにも多い。

　同どう盟めい関係にある以上、一宮も兵を出さなければならない現実に、軍内部、あるいは議ぎ会かいから横よこ槍やりが入った。そんな空気が窺うかがえた。

「一宮シンセン軍でも、一ひと際きわ、二宮と因いん縁ねん深ぶかい自分を派は遣けんするか」

　一いち宮みや側が過去の確かく執しつを強く押さえた証拠と見て取れる反面、いざとなれば、積せき年ねんの確執を理由に積せつ極きよく的てきな軍の展開を控える理由にもなる再任だった。

　彼にしてみれば、二にの宮みやスズマのために戦っても面めん目もくを失い、積極的に動かなくても責任を取らされ、後任に役やく職しよくを奪うばわれるだけだった。

「勝かち戦いくさならば乗り、負け戦ならば退ひく。それが俺おれの仕事だな」

　旗に向けた視し線せんを、地表に向ける。

　前後に続く長ちよう蛇だの軍が双ふた子ご宮領内に入ったばかりで、緊きん張ちようする者、高こう揚ようする者、粛しゆく々しゆくと歩む者、それらの顔が無数に見えた。

　その兵達の多くが、指揮官たる彼と、彼の周りを固める現場首脳陣達に視線を向けていた。

　様々な思いのする視線だが、直接には目を合わせてはこない。数千数万を率いることになれば、物言わぬ重い視線を背負うこととなるのが責任者の立場だ。

「大軍の我われらが負けるはずありません。早々に蹴け散ちらしましょう」

　軍馬をあやす指揮官に、併へい走そうする馬上の将校から声が上がった。

「我が兵は実戦を知らぬ者が多い。まずは野営地を探す」

　ウズミの手前で陣を張ると東とう軍ぐん殿どのが方針を示せば、周りの将校がそれぞれ動く。

「直ただちに準備に取りかかります」

　初めから予定していたと動く者もいれば、直接、ウズミを攻めるべきと進言する者もいる。

　二段構え三段構えの準備はしてあったが、行動の決定は軍ぐん機きであると、ここまで持ち越されていた。

「ウズミには降伏勧かん告こくの使者を送る。返答は二日待つ」

　異い論ろんを挟もうとする将校を手で制し、指揮官はそれ以上の発言はしなかった。







　ウズミ砦とりでから少し距きよ離りのある緑の丘きゆう陵りよう地ちに陣じん幕まくが張られ始め、本陣を中心にして万の軍勢が翼つばさを広げるように展開していた。

　戦いを仕掛けようとすれば簡かん単たんな距離だった。

　倍する兵力を持ちながら、一宮シンセン軍は立ち止まった。

「増援が揃そろうのを待つか、あるいは」

「俺おれ達が退ひくのを待つか」

　シドウ将軍とテン・フオウは城じよう壁へきの上に立ち、圧倒的な敵兵力を眺めていた。

　護まもろうとして護れる城ではなかった。

　あの兵力で来られたら一日で落ちる。

　馬もあちらの方が多い。ただ、大所帯過ぎて兵力を持て余し気味にも見えた。

　降伏勧告の軍使が書状と口頭を残したのは、つい先ほどのことだ。

　シドウ将軍が受け取り、テン・フオウはその背後に控えた。

　勧告の内容は、速すみやかな砦とりで明け渡しと、全軍の撤てつ退たい。これだけだ。

　捕ほ虜りよのスズマ兵解放は勧告内容に入っていない。

「よほど、スズマのために働きたくないと見える」

「だけど返すよ」

「構わん。ただ飯は食わせん」

　そこまで兵ひよう糧ろうにゆとりは無いと、シドウ将軍が頷うなずく。

　見下ろす城壁の下、捕虜にしていたスズマ兵のほとんどが非武装の平服姿で解放されて、一いち宮みやの陣へと、そぞろ歩いていた。三百人ほどだ。

　要よう職しよくにあった二十人ほどを後方に虜りよ囚しゆうとして送り、残りの一般兵を帰すと決めたのは、この場を仕切るシドウ将軍だ。後方まで大量の捕虜を送り出す暇ひまは無かった。ここに留め置くにも、それだけの兵糧を用意出来なかった。

　後方で議ぎ会かいが決めるのを待っていては遅かった。軍師や参さん謀ぼう役やくの考えよりも現場の判断が優ゆう先せんされるのが、相手のある戦地での実情だ。

「うちの軍師でもこうするさ。こうして、時間を稼かせぐ」

　数日中に、動かせない怪け我が人にんも解放すると宣言してもあった。

　まずは一般兵の解放で、寄せ手である一宮シンセン側に譲じよう歩ほしている顔を作る。四都同どう盟めいは話し合いの余地がある相手だと見せておく。

　一宮は二にの宮みやとの同どう盟めい関係のために出しゆつ征せいしてきたのだ。

　二宮の兵達を解放することで、彼らがここまでやって来た名目を果たさせる。これ以上に攻め込む明めい確かくな理由を与えないようにする。

　間を取って、対外交渉の形式で要職にある者達も段階的に返していけば、それで、二手、三手の足止め効果になる。そのために、中間層の士官数十人は、まだ、砦の下層に捕らえたままになっている。

「議会からの代表が来るまで待てと返答して、それで何日か稼かせげるが、その結果はどうなるかな。我わが方の援軍より、彼らの増援の方が遥はるかに多いぞ」

　シドウ将軍の言葉は、七なな宮みや側の方策を示せと促うながしていた。

　今のままでも、この先でも、ここは護まもりきれない。

　完全に包囲され、大軍で寄せられたら護れる城ではないし、討うって出るにも、ここから見渡せるような拓ひらけた条件下では、戦力差そのままの力比べ以外は望めない。

　戦術でどうなる状態ではなかった。

　いかに戦略的に退ひくかが、全すべてと言えた。

　そうでなければ、この地に総力を結集して四都同盟の結束を示し、大戦を避ける名目を用意して、条件の良い和わ睦ぼくに持ち込むかだ。

　もし、その考えならば、既すでに後方では全軍が動き出していなければ事態の推移に間に合わないだろう。七なな宮みやの根回しがあるのかどうか、シドウ将軍の鋭するどい視し線せんが問いかけていた。

「そうだな。ここは諦あきらめて捨てちまうよ。俺おれなら」

　テン・フオウは気楽に語ると、それから、大げさにお手上げの仕し草ぐさを見せる。

「それでは、双ふた子ご都市の領地を失う」

「そうすれば、四都の結束も、いきなりのひび割れだな」

　一度の敗走が四都と、周辺の小さな都市の繫つながりも弱らせる。

　前年、四しの宮みやツヅミが七宮カセンに破れたのは、テン・フオウの華はなやかな巻き返しに、周辺に点在する武家とその眷けん族ぞくが、優ゆう勢せいな七宮側に鞍くら替がえしたいきさつが大きい。七宮の軍勢が膨ふくれ上がった時、四宮側の兵力は公称を遥かに下回っていたのだ。

　新しん興こう勢力が万の軍勢を持とうとすれば、勝ち馬の背に乗せる約束をちらつかせ、相手の味方を抱き込むことでしか成り立たない。

　出来たばかりの四都同盟が、五都同盟として格を上げようとするのも、大国にも対抗できる一大勢力であると世間に示し、一いち宮みやや二にの宮みやに靡なびきやすい小都市や村落を抱き込みたいからだ。

　せめて、他ほかの勢力に日和ひより見みや中立を決め込ませるためにも、ここは無ぶ様ざまな撤てつ退たいも敗走も見せられない。最悪、ツヅミも、どこかで手の平を返すかも知れないのだ。

「しゃあねえからさ、ここはシドウ将軍にお任せして、俺、ここから逃げていいかな」

　どうしようも無い提案にシドウ将軍は、耐える顔で次の言葉を待った。

「ここで、一宮の大軍を引きつけて貰もらいたい」

　真顔で続けられた言葉に、ようやく、シドウ将軍も納得の顔を作る。

「二宮は、ここに来ないと踏んだか」

「少なくても、破は軍ぐん王おうと鳳ほう翼よく旗き団だんは、ここは捨てる。俺が向こうならそうする」

「ここで一宮と共きよう闘とうするより、自国の独断専行で軍を進めるか」

　四都同どう盟めいは結束を見せたいが、一宮と二宮は、それぞれ、独力でも成果が出せると自国の力を示したい。彼らは誇り高き大国なのだ。

　別口で攻めて来る二宮スズマ軍と誰だれが戦うのか、クラセとマキセの連合軍。よりスズマに近いクラセ側の兵となるだろうが、万全とは言えない備えだ。

　テン・フオウは直属の騎き兵へいで、そちらへ駆かけると言うのだ。

　ここに、三さん宮みやと七宮の総力が集まっていては、大局を見失い、戦いの趨すう勢せいが決まる。

　ここは、一宮正規軍を引きつけて抑おさえて欲しいとシドウ将軍に願ねがい、テン・フオウは新たな戦場に走る。

　一宮側に強い戦意が見えない現状では、二宮との戦いこそが激げき戦せんとなるだろう。それでも、テン・フオウは悠ゆう然ぜんとしていた。

「儂わしに七万の軍勢と向き合えと言うか」

　一いち宮みやの公称する総力が、ここに終結するかどうかはともかく、絶望的な兵力差で居残り役となる三さん宮みやナツメの将軍は苦にがい酒でも飲まされたように笑った。

　おそらくは、一宮とぎりぎりまで外交交渉で時間を稼かせぎ、挙げ句に、この地を無血で譲ゆずる撤てつ退たいをするのが、シドウ将軍に出来る最善手だった。

　その後は、この地を取り返すのは、また別の戦いとなるだろう。

　老将軍が背負う役割は、難むずかしい退ひき戦いくさだと、若い将軍の要求。

　迷う時間を作らず、腹は括くくったと、シドウ将軍が深く見通す目で砦とりでの全景を見渡す。

　古い造りの、焼やき煉れん瓦がと漆しつ喰くいの城。乾ききった土つち色いろの足元。

「いい加減、マキセの増援も来るが、そいつらにここは任せられんな」

　一宮が攻め込まないのは、ここに古こ豪ごう三宮ナツメの重じゆう鎮ちんと兵団があるからだ。そうでなくては、一宮の東とう軍ぐん殿どのとて先さき駆がけを狙ねらう兵を抑えられないだろう。

「行け、東とう征せい。お前では軽過ぎて、この地の重しにはならん。お前が破軍王の首を取るまでの時間は稼いでやる」

　その力強い宣言に、向かい合った若い将軍は武人としての礼を尽くし、深く頭を下げた。







「クラセを直接攻める」

　破は軍ぐん王おうヴィイは、民衆の前で語ったウズミ行きを、いとも簡かん単たんに取り下げた。

　スズマ市街から、そのままの馬上である。

「ウズミの同胞は捨てるとのご判断ですか」

　同行する馬上で驚おどろき詰きつ問もんするのは、真しん都と同どう盟めいでも高い役やく職しよくにある男で、鳳ほう翼よく旗き団だんの監かん察さつ官かんとも言える立場の将校だった。

「一宮の恫どう喝かつで兵は解放される。我われらはその後押しをするためにも、クラセに南進し、より多くの捕ほ虜りよを得る。捕虜交換こそが早い道だ」

「我わが姫ひめはウズミに向かえと厳げん命めいされました」

「していない。ウズミの同胞を救えと命令しただけだ。今にも、クラセに向かえと正式な軍令が下るだろう」

　今いま更さら、僻へき地ちの砦とりでに駆かけつけて何になると、はぐれ王子は鼻で笑う。

「俺おれ達が駆けつける頃ころには、シドウとやらもテン・フオウも撤てつ退たいしている。俺達の徒と労ろうをあざ笑い、一歩退ひいた後方でより堅固な陣を築きずく。五いつ宮みやクラセと六むつ宮みやマキセの軍も加えてな」

「一宮と協力して、これを壊かい滅めつさせれば大局は片づきますぞ」

「お前ら、大戦で同国の民たみを徒いたずらに殺す気か？」

　酷こく薄はくな笑いを口元に、相手の表情をなめ回す目つきをする王子。

「あっ、いえ、降伏してくれれば、それが最善であります」

　慌あわてて言いつくろう監かん察さつ官かんに、薄うす笑わらいを止やめたヴィイが向き合う。

「それでは、より大軍を動員した一いち宮みやシンセンの手て柄がらとなり、お前達、二にの宮みやスズマは脇わき役やくで終わる。来きたるべき東とう和わの新体制とやらも一宮の手下役しか与えられないだろう。お前らの姫ひめが、そんな勝利を望んでいるのか。一宮が大軍を並べてのこのこと交渉している間に、より深く敵陣を切り裂く。それが、鳳ほう翼よく旗き団だんの仕事だ」

　元より、一宮との協力体制は茶番だと、兵舎の建ち並ぶ鳳翼旗団居留地を歩むヴィイは語る。

「我ら、鳳翼旗団は堂々と街道を進み、クラセの関所を陥かん落らくさせ、彼かの者達にウズミの平和的譲じよう渡と、そして、東和中央政権への隷れい属ぞくを迫る」

　黄おう土どで染められた地面を馬の蹄ひづめで踏みしめ、軍馬の嘶いななく小屋の前を通り、白木の柵さくで囲われた角を曲がれば、あてがわれた官舎が視界に入った。

　そこで、小さく口笛を吹くと、馬を同行者に預けて、地面に飛び降りた。

　監察官と、その背後に従う部下達を顧かえりみること無く、気楽に歩いていく官舎の前。

　白しろ塗ぬりの牧場家屋にも似た二層の官舎。

　その前に黒い影かげが一つあった。

　黒塗りの皮かわ鎧よろいと、黒くろ金がねの肩当て、そして、その下には黒と僅わずかな紺の軍服。

　腰には、やはり黒くろ鞘さやに収められた軍刀。

　黒髪の頭部にも、黒を基き調ちようとした軍帽と徹てつ底ていされていた。

「久しいな、黒くろ騎き士し」

　挑ちよう発はつ的てきな笑え顔がおで歩み寄った先で、東和一宮姫麾き下かの黒騎士が小さく武人礼をした。

「此こ度たびの地方同どう盟めい征せい伐ばつの出陣、まずは同盟都市としてご挨あい拶さつに上がりました」

　遊ゆう撃げき長ちようの役やく職しよくにある騎士は、それから長々と口こう上じようを述べて、目の前に一人ひとり立った王子の嘲あざけりを受けた。

「宮仕えは大変だな。それで、俺おれと共に戦うのか？」

「我われらの姫も、二にの宮みや姫だけに働かせるわけには参りません。姫の名みよう代だいとして、黒こつ騎き団だんは相応の参戦をお約束します」

「マキセ側のウズミ方面だけではなく、こちらのクラセ攻めにもか？」

　ここまで来たら隠す気も無いと、あけすけの真意を見せる王子に、黒騎士は無表情で同意を示す。

「我ら黒騎団はシンセン本軍とは別に、二宮姫が一宮姫の居城までお越しくださった労力にお応こたえする用意があります」

「要するに、手て柄がらの独り占めは許さんと、一宮は黒騎士共で俺達を監かん視しする気か」

　五いつ宮みやクラセと六むつ宮みやマキセの双ふた子ご都市。マキセ側に地方同盟の力を向けさせた隙すきに、クラセ側を攻める二宮スズマの戦略を一宮側も抜かりなく見ていた。

　一宮シンセンも二宮スズマも、互いを信頼してはいない。明快な裏切りはともかく、出し抜きは常に警けい戒かいしなければならない関係だった。

「貴様らの黒くろ綾あやも、こちらの深緑も、世の中の灰はい色いろに交じるか」

「小官の配下として、即日にも黒の旅団が差し向けられる手はずとなっております。東とう和わ再さい編へんのため、お互いの協力体制を東和全土に示しましょう」

「規模は？」

「まず二千の騎き馬ば兵へいです」

　総力は公称で五千騎となっている。

　鳳ほう翼よく旗き団だんの中でも、真に屈強なのは破は軍ぐん王おう子飼いの五百騎。残りの千五百ほどは真しん姫ひめを慕したう志し願がん兵へいでしか無い。黒騎団こそが規模も力量も東和最強なのは間違いなかった。

「俺おれはすぐに出る。尻しりを追いたければ来るがいい」

　そう言いながら王子が一歩近づこうとすれば、遊ゆう撃げき長ちようが半歩下がりながら腰の軍刀を見せつける動きをした。

「それ以上は近寄るなよ。俺は他人の間合いで勝てるほど強くねえ」

　ようやく出てきた地の言葉づかいに、武ぶ闘とう派は同士の気安さが滲にじんでいた。

　だから、一度は斬きり合った者同士の顔に、同じような気色が浮かぶ。

「貴様とは敵でありたかったな」

「同感だよ。気楽にやりたかった」

　それ以上、互いの距きよ離りを詰めること無く、王子は再び歩き出し、騎士は見送る。

　すれ違いざまに、また少しだけ話す。

「貴様の間合い、外面で見せているのは噓うそだな」

　隠している力を問われれば、

「見せねえよ。本気で殺し合う時までな」

　返答は、片方の頰ほおを引きつらせた苦にがい顔。

「この参戦、シンセン議ぎ会かいの決定か、一いち宮みや姫の方針か？」

「お宅の姫に訊きけよ。俺はしがない便利屋でね」

　そんな会話は、別れの挨あい拶さつ一つ交わさずに終わって、それぞれは、互いの部下の許もとへと足を運び、背を向け合った。







　真姫翡ひ翠すいの許に、黒くろ騎き士し団だんの本隊が動き出しているとの報告が入って、彼女は苛いら立だちを隠さなかった。

「我われらの戦いをかすめ取る算段が見えます。彼らより早くクラセに迫らねばなりません」

　スズマ代表役執務室で彼女が向き合うのは、市政を司つかさどる議会の代表達だった。

　六人の役員による合議こそが、スズマの最高意志決定機き関かんとなっている。

　そして、彼らは全すべて真しん都と同どう盟めいの幹部だ。

　彼らの下で働く議ぎ員いんのほとんども、真都同盟の構成員だった。例外はごく僅わずかで、その例外も、対外的な理由で真都の一員ではないと詐さ称しようしている者が多い。一つの団体による完全な牛ぎゆう耳じりは他都市から排他的と非ひ難なんされる危険があるからだ。

　これは、一党独裁ではないかとの非難で自国の結束を他都市に揶や揄ゆされてはならないと大師が決めた方針で、六人の議会代表も、その提案に賛さん同どうしていた。

　彼らは名目上、都市運営者として公こう職しよくに就ついた時、真都同盟内での役職は返へん還かんしているが、密接な繫つながりは誰だれの目にも明らかだった。

　真都同盟の組そ織しき票ひようにより、議会での選挙に勝ち抜き、今の政局を造り上げてきた者達だ。

　彼らは自らの財産や世せ襲しゆうにより地位を得た政治家達ではない。真都同盟生え抜きの市民代表者達なのである。

「この国の未来は我らにより導みちびかれなければなりません。真都千年平和の理念のため、私達は大国一いち宮みやシンセンに立ち向かい続け、その果てに、その憎しみの連れん鎖さをも断ち切り、東とう和わ統一政府のためにここまでやって参りました。地方都市同盟を崩し、一宮との連れん携けいを深めれば、東和は真に統すべたる和の国、真しん統とう和わになりましょう」

　そう語る姫だけが立ち、彼女の前に並ぶ議会代表達は床ゆかに正座していた。

　議会代表者達の執務室である。自らの執務室の床に正座し、彼らは最上の者と向き合う礼で、来らい賓ひんたる姫に向き合っていた。

　彼らにとって、真都同盟の姫である真姫は、他ほかの宮みや都と市しが掲かかげている巫女みこ姫というお飾りではない。真都同盟の代表者なのだ。

　大師の代理として振ふる舞まう姫こそ、彼らを無名時代から育て支えてくれた真都同盟の象徴であり、その理念の体現者である。

　単に大師の孫娘に礼を尽くしているわけではなかった。

　真都の一員として、都市代表の彼らは真都代表に礼を尽くしていた。

　だから、真姫翡ひ翠すいは、一度、話を止める。彼女自身の苛いら立だちが、普ふ段だんなら出来る判断を鈍にぶらせていると気がついたからだ。

「もうお立ちくださいませ。皆様方は市民の代表です。公こう職しよくにある者が、このように小娘一人ひとりに膝ひざを屈していてはなりません」

　議会の尊そん厳げんが疑われますと、彼女が語れば、

「我われらが権けん威いを振りかざせば、我らの拠より所どころである真都の尊厳が疑われます」

　六人が口を揃そろえる。

「対等の精神こそ、和の精神。それを忘れている皆様方こそ、貴とうとき和の精神を取り違えています。大師への、真都同盟への恩義のお気持ちは充分に理解しております」

　そう口にしてから、姫の表情に一いつ瞬しゆん、考える色が見えた。

　そして、彼女は法ほう衣いの裾すそを広げるように、その場に両りよう膝ひざを突いて座した。

「おおっ、まるで往年の大師のようだ」

「お見事であります」

　代表者達から口々に感かん嘆たんの声が上がり、翡ひ翠すいは頷うなずいて見せた。

　対等に正座で向き合う。

　真しん都との会合で、和の精神を互いにぶつけ合う時の構図だ。おそらく、彼らは遠い昔より、こうして師と向き合ってきたのだ。無名時代も近年も。

　彼ら自身が何をどこまで意い識しきしていたかどうかは問わなかったが、真姫に求められているのは次代の指し導どう者しや、大師の後継者なのだと翡翠は理解した。

「お祖じ父い様さまのようには参りませんが、皆様も私も民衆のために働くのは同じ。他国のように椅い子すに座して語り合っていては、庶しよ民みんの目め線せんは失われましょう」

　頷き合い、それから、翡翠姫が再び語り始める。

「一いち宮みやは大軍派兵の約束を果たしました。一宮の背負う負ふ債さいの肩代わり、東とう和わ再さい編へんのための政治協力、一宮軍とスズマ自じ警けい団だんの協力、これらの約束を私共も果たさねば、大連合による大連立政権時代も口約束でうやむやになります」

「しかしながら、ウズミの領土問題で、彼らに貸しを作れば以後が不利になりますぞ」

　代表者の一人ひとりが膝をにじり寄せて、反はん論ろんする。

　本当は五万程度ではないかと予想されるが、一宮シンセンは七万の兵を派は遣けんすると確かく約やくを送りつけてきた。

　ここに鳳ほう翼よく旗き団だんが、二にの宮みやスズマ軍が駆かけつけても、遥はるかに小規模だ。主な功こう績せきは、全すべて一宮側のものと主張されかねない。そして、何より、ウズミ砦とりでの地域は不毛な土地だった。

　遠い時代に近きん隣りんでの火山活動により火山灰が降ふり積つもったらしく、水はけが良すぎて耕作に不向きな土地だった。都市として開発するにも、近きん隣りんに水源が少なく、長い時間を掛けた大規模な治水工事を行う必要があった。

　争って割の合う土地ではない。ここに固執するならば、先の争いで舞ぶ台たいとなった小都市チドリを再開発する方が遥かに有意義だった。

　正当な領有権が棚上げされ、曖あい昧まいなままのチドリは、今も事実上は係争の土地であるから、積せつ極きよく的てきな開発は滞とどこおっていたが、そちらにも人とお金を投資する約束がある。採算の見込みが少ない開発先を増やしても得にはならなかった。

「ウズミは、しばらく一宮にやらせます。地理的にも、ここスズマよりシンセン寄りです。私共がやるべきは、別の切り口で双ふた子ご都市に圧力を掛ける戦略。つまり、クラセ侵攻作戦です」

　なるほどと、一同が同意を示す。

「一宮が、三さん宮みやのシドウ将軍と七なな宮みやの東とう征せい将軍、マキセ軍、それに応援に動くクラセ軍を引きつけている隙すきに、私の鳳翼旗団と、皆様のスズマ自じ警けい軍ぐんが大挙してクラセに迫ります。目標は商業街道の確かく保ほと、その中継地の接収、要所をスズマの管理下に置くことです」

　一いち宮みやと二にの宮みやに繫つながるクラセの街道を抑おさえれば、五いつ宮みやクラセの貿易路は減り、財政は大きく干上がる。そして、五いつ宮みやとの交易が滞った一宮シンセンには、最短距きよ離りにある二宮スズマが独占的な市場を作る。

　一宮シンセンと二宮スズマ都市の関係は密接となり、五宮クラセ都市の衰すい退たいは双ふた子ご都市の均きん衡こうを狂わせる。均衡の破は綻たんは地方同どう盟めいの弱体化にも繫がる。

　資源豊かな満ち足りた領土を持つスズマだけが取れる策だ。老いたりとはいえ一宮シンセンは最大都市。そこには、充分な市場が見込める。

「これにより実利を得れば、我わが方は盤ばん石じやく。地方同盟への揺さぶりは、大軍派兵の一宮にも納得の見返りとなりましょう」

　ウズミがどうなろうと、それほど大事ではなかった。

　場合によっては、シンセンの領土に組み込まれても構わなかった。歴史的にスズマ側の土地であると主張すれば、今後、シンセンの問題を訴える外交取り引きの手札が一つ増やせる可能性もあるのだ。

　チドリかどこかと、領土交換の手札にもなるかも知れなかった。

　ただ、問題は黒くろ騎き士し団だんの派兵だ。これが、クラセ攻めでスズマ軍と鳳ほう翼よく旗き団だんに対し、同等以上の活かつ躍やくをすれば、一宮はここでも大功を誇れる。

　そうなれば、一宮ばかりが活かつ躍やくしたと主張され、戦後の利益分配に問題が生じる。だから、急がなければならないと、翡ひ翠すい姫はここまで自ら出向いているのだ。

「姫のお考えに賛さん同どうします。スズマの兵、全すべてを真しん都との御意志に委ゆだねましょう」

　代表達の年長者が、軍権を委ねると確かく約やくした。元より、スズマの軍も真都同どう盟めいの有力者達が運営している。ここでの話し合いは、真姫が議会の顔を立てる段取りでしかなかった。

「では、皆様の議会決議をお待ちしております。この度たびは若じやく輩はい者ものの提案に耳を貸して頂きありがとうございました。私は、早さつ速そく、この足で準備に掛からせて頂きます」

　両指を床ゆかに付けて、深々と一礼すると、法ほう衣いの身がすくっと立ち上がった。

　追って頭を下げる代表達が立ち上がるのを確認すると、くるりと背を向け退室していこうとする。

「お待ちを、此こ度たびのこと、大師はどうお考えでありますか？」

　背に問われて、緑の姫は立ち止まると、柔らかで長い髪を揺らしてゆっくりと振り返る。

「私は独断で動いてはおりません。全て、大師の御意志と照らし合わせて動いております。私に逸いつ脱だつがあれば、大師の名で制止の使者が参りましょう」

「はぐれ王子の手に大師の偽にせ書しよ簡かんが送られたと聞きます。我われらとて、大師とは春先より一度もお会いしておりません」

　一同が何よりも話したかった言葉が、この先にあったが、それを言わせないのが真姫の仕事だった。

「お祖じ父い様さまは家族と近親者以外に、病身を見せたくないと仰おつしやっています。力を失った老体を晒さらせば、皆様の士気が落ちると心配されているのです。なればこそ、この事態を私共で勝利に導みちびかねばなりません。勝利の報告こそが、大師としてお祖父様が奮ふるい立つ何よりの妙薬なのです」

　滑なめらかな弁べん舌ぜつは、あらかじめ用意してきた言葉だ。行く先々で、同じ問いをされるから、真しん都との真しん姫ひめは、何度も同じような言葉を語っている。

　その度に、言葉は滑らかになっていた。

　どうすれば、皆が喜ぶか、皆が信じるか、繰くり返かえしが教えてくれる。

　互いの顔を見合わせ安あん堵どの表情を浮かべる者達に、再度、短い別れの言葉を伝えてから、今度こそ、翡ひ翠すいの姫は退室した。







　えい、えい、やあ。

　どんどんどんと、確たしかな手て応ごたえ。

　トエ様の背中には、私の拳こぶしはあんまり通じない。

　いや、まあ、誰だれの背中にもそうなんだけど。

　でも、とりあえず、文官正装の質素な背中を、繰り返し繰り返し叩たたいておく。

「痛い、痛いよ」

　ちっとも痛そうじゃないけど、振動で声を少し揺らしたトエ様が降参の手を挙げる。

「次は気をつけるから、僕だって、何度も勝てるとは思ってないから、今度はちゃんと逃げるからさ」

　刺し客かくなんて、トエ様が勝てる姿が全然思いつかない。目の前で、一回くらい活かつ躍やくされても、全然説得力が感じられない。

　だから、とにかく、トエ様の背中を厭あきるまで叩くことにした。

　何事も無かったように昨晩の夜会は終わり、私は、今になって、初めてトエ様と二人ふたりきりになれた。

　トエ様が客間にしていた部へ屋やの一つで、今は倉庫になっている場所。

「さてさて、困ったものだよ」

　私にではなく、目の前に山やま積づみになった荷物に向かってトエ様は嘆たん息そくしていた。

　客間が倉庫になってしまったのは、送られてきた各勢力からの贈おくり物ものの所為せいだった。

　トエ様が蔵ぞう書しよ家かだと知った有力者が、お近づきの印と本の山を送ってきていた。

　高価な贈り物は断っていたトエ様も、安価な品物は受け取っていた。堅物と思われては取り引き相手が減るからだそうな。

　どこら辺で線せん引びきしているのかは判別できないけれど、とりあえず、本の類たぐいは高価な希少本も多く受け取っているようだった。

「嬉うれしくないんだよね。ここの本」

　そう言って、トエ様が手近な本を手にする。

　箔はく押おしのある立派な造りで、異国の形式で綴とじられた本は、私の知らない本だ。少なくても、トエ様の蔵書室には無かったと思う。

「何ですか、その本？」

　どんどんと、まだ叩きながら、何となく訊きいてみる。

「大師様とやらの本だよ。二にの宮みやスズマ、真しん都との偉い人さ」

　トエ様は苦笑した声を揺らしながら応こたえた。

　何だか、肩かた叩たたきしているみたいになってきたので、仕方ないので怒るのを止やめて、手を止めてみた。

「書いていたんですか、その人も本を」

　知らなかったと声を上げれば、トエ様は首を縮ちぢめる仕し草ぐさで戯おどけた。

「これ、全部、大師の著作だよ」

「へ？」

　私はトエ様の背中から飛び出して、山積みの本の山を見てみた。

　百冊はあるだろうか。一人ひとりで、こんなに書けるなんて私は考えたことも無かった。

　一冊、一番近くにあって、比較的薄うすそうな小冊子を手に取る。

　開いてみると、割と大きな文字で真都同どう盟めいの歴史が書きつづられている。

　私でも読めそうだったけれど、私には関係ない世界のことばかり書かれているようだった。

「こっちも同じ内容さ」

　トエ様が手にしていた本を差し出してくるから、そちらの本と取り替えてみる。

　やはり、大きめの文字で真都の先代が、どこでどんな活かつ躍やくをしたかが綴つづられている。

「何十年にも及ぶ、真都の歴史が綴られているんだ。その中には、僕が会ったこともある真都の人達も入っている。君や常磐ときわ姫ひめ達の宮行列を見ていた人も入っているかも知れないね」

「これは何なんですか？」

　別の一冊に取り替えてみると、こちらには一いち宮みやシンセンがどれだけ横おう暴ぼうかと、真都同盟側からの視点で体たい験けん談だんが語られていた。

「若い頃ころ、何冊か読んでみたけれどね。ここの本は大師とその周囲が活躍する伝記仕立てが基本だね。他ほかには、真都よりの歴史の真実本。あとは色々な知ち識しき人じんを集めて放談しているのも多いね。真都側がいかに正当かを証明する内容さ」

「全部、真都スズマが出したんですか？」

　奥付の版元を見れば、何種類か、出版元にも違いがあるようだった。一宮シンセンと書かれている本もあれば、七なな宮みやカセンから出ている本もある。紙作りが発展しているカセンは真しん都と側とも取り引きがあるらしい。

「あちこちで同じような本を出しているんだよ。その方が、各都市の大勢の人に読まれるからね。それに、あちこちに顔が利くようになる。七宮カセンにだって、こうした繫つながりから真都に参加する市民がいるよ」

「取り込みですか？　トエ様がよくやるように」

　まだ、ちょっと怒ってますよと意地悪してみれば、勘かん弁べんしてくれとトエ様は苦にが笑わらいの表情を作った。

「ここの本はね、百冊あっても、ほとんど同じような内容なんだよ。一いつ貫かんして、真都の正当性を広める内容だと決まっているからね。だから、こんなに送られても僕には辛つらいだけなんだ。僕は色々な本を読むのが楽しい人間だからね」

「でも、こんなに出ているのは人気があるからなんですよね？」

「真都の参加者には面おも白しろいさ。自分達の知っている人が活躍するのは楽しいよ」

　そう言ってから、トエ様は癖くせのある笑い方で私を見つめ直す。

「ねえ、カラスミ」

　カラではなくて、カラスミと呼ぶ時が、この人が優やさしく見える時。

「人はね、人間はね、知っている人が特別であれば嬉うれしいんだよ。その特別な人に認めてもらえると嬉うれしいんだよ。ここは、それを使うんだ」

　何だろうか、トエ様は、ちょっとだけ寂さびしそうな声だ。

「僕だって、サイ家の先代のような大物に認められた時、嬉しかったよ。口には出さないけれど、テンだって、シドウ将軍や傭よう兵へい将軍のような大物に一いち目もく置かれるようなったのは嬉しかったはずさ。テンに従う兵達も、そのテンが特別な大物に見えるのが気持ちいいはずだよ」

　分かると思う。

　私にも沢たく山さん思い当たることがある。

　この人やテン様、それに衣い装しよう役やくさんやヒカゲさん、キリハさんや常磐ときわ姫ひめ達に特別であって欲しいと思う。

　何よりも、私が思い描いていたお姫様像。あの黒こく衣いと黒帽子の人に特別であって欲しい。その人にどこかで認められたいと思っている。

「君達、宮姫を見上げた人達にも、そんな思いがある。自分の国の姫に特別であって欲しいし、その姫に慈いつくしまれる特別な民たみでありたいと願ねがう人もいるだろうね」

　ふらふらとカセンの街をさ迷った時、市場のおばさんと話した時、犬好きな女の子と話した時、絵え描かきさんと話した時、そんな時、お会いした方々は空から澄すみ姫をどんな風に見ていただろうか。

　頼りないお姫様。そのお姫様は、今は、どう見えているのだろう。カラカラさんは、どう見るのだろうか。

　ふらふらと、どこかで誰だれかの言葉を聞いてみたくなる感じ。

「真しん都とはね、特別な誰かと自分達の結びつきで繫つながる世界を広めて、ここまで大きくなったんだ。だから、あそこの大師は特別な英雄で、その下に生きて、仲間として友として認められることで、彼ら独自の深い結束関係を持つんだよ」

　自分のことを考えていたら、ちょっとトエ様の話についていけなくなりそうだった。

　とにかく、今はよく分からないけど、言われたことを後で考えられるよう覚えておこうと思う。

「二にの宮みやスズマ、真都同どう盟めいの強さは、英雄と英雄に愛された庶しよ民みんの相思相愛の団結力だよ。だから、僕は真都と仲が悪いんだ」

「何が、だからなのですか？」

　訊きいて欲しそうだと思ったから、訊いてみた。

「僕は大師を全然愛していないってことさ。当然、大師を愛する人達もね」

　何だか嬉しそうに笑って、それから、トエ様は続けた。

「ここの本は面おも白しろくない。真都が幅を利かせて増える世の中は、僕が面白いと思う世界からかけ離はなれている。そして、僕が面白いと思う世界は、彼らに面白くない世界だよ」

「真都が天下を取ると、トエ様は嫌いやなんですね？」

「向こうも、僕やテンが邪じや魔まだろうね」

「トエ様達が天下を取るとどうなるんですか？」

　問われると、この人は嬉うれしそうに笑う。

「僕らみたいな人間が増えると思うよ」

　うわぁ、それは大変だよ。

　どうしていいか分からない顔をしたら、トエ様は楽しそうに首を傾かしげた。

「型通りに王様や皇帝になるだけが天下取りじゃない。彼らは彼らなりの天下取りをしているんだ。大師を事実上の王として、真都を事実上の王都にしたいのさ」

　この人は、きっと、そんな王様になんかなりたくないんだろう。王様のいない世界で、好きに生きていたいんだろうな。

　じゃあ、王様のいない世界って何だろうか。王様って何だろうか。

　教えて貰もらうと悔くやしいから訊きかないでいると、トエ様は訊いて欲しそうな顔をしてから、山やま積づみの本に手を置いた。

「この本を送ってきた人達はね、この本に感動した僕に大師の弟子や部下になって欲しいんだよ。だから、僕は戦わないとね」

「ああ、そんなことになったら、七なな宮みやが消えちゃいます」

　少なくとも、それは私の好きな七宮じゃない。私が追いかけた二人ふたり組ぐみの背中は、そんなことはしない背中だ。

「私達の地方同どう盟めいに二にの宮みやは呼ばなかった理由が分かりました」

「あそこを入れたら、僕達の盟主気取りだよ。このままでは、彼らと手を組んでいる一いち宮みやシンセンでさえ、骨抜きにされるかも知れない」

「だから、黒こく曜よう姫ひ殿でん下かも二宮スズマとの関係を望まなかったのですね」

「ああ、あの子はね、多た分ぶん、こっちに近い子だよ」

「私にですか、トエ様にですか？」

　意地悪な顔でトエ様は首を振った。

「きっとね、次に君と彼女が会う時に分かるよ」

　嬉しくなる言葉。

　この人は、私が黒曜姫殿下とお会いしたいと思っているのを好意的に見てくれる。

　この人の、この人達の台本には、黒曜姫殿下と私の会見が入っている。少なくとも、悲しい台本は用意しない人達だ。そんなことに、この人達は興きよう味みが無いのだから。

　楽しいから、この人は、ここにいるのだと私は思う。







　一宮シンセン都市。中心市街大通り。

　シンセン城から出陣する黒くろ騎き士し団だんの威容は、民衆の熱ねつ気きを生んだ。

　既すでに四千の兵が出払い、最後の千騎が国王の祝賀行列さながらの華はなやかさで歓かん声せいに包まれる様よう子すは、ここが東とう和わ最大都市であると誰だれの目にも鮮あざやかに映っていた。

　何よりも、その最後尾に、宮姫だけが使用する朱馬車の姿が見えるから、民衆の歓喜はさらに高まる。

　星ほし姫ひめ万ばん歳ざい、黒曜姫殿下万歳の声は、一宮シンセンの市民達がシンセン政府にどれだけ失望していたのかの裏返しだった。

　長年の仇きゆう敵てきである二宮スズマとの確かく執しつが、なし崩しとなった大連合都市、大連立政府の発表は多くの市民に裏切りを感じさせていた。

　隣りん国ごくとの戦争が無くなる安あん堵どより、格下だった隣国に並ばれた不満の方が大きい。そうしなければ、中央政府として国体を維持できなくなっている自国政府の弱体を嘆なげく声が大きかった。

　そんな国民の唯一の希望が、黒曜姫殿下と黒騎士団だった。

　先のツヅミ戦、姫と騎士達が各国の軍に睨にらみを利かせ、大戦を食い止めたことは国こく威い発はつ揚ようの輝かがやかしい実績だった。

　その一宮シンセン黒騎士団が、四都同どう盟めいと戦うために出陣する。それも、東和一宮黒曜姫殿下自らの指揮によってである。

　これに期待の声援が集まらないはずも無かった。

　その熱あつい声に包まれながらも、黒くろ騎き士し達は一言も無む駄だ口ぐちを発せず、そして、朱馬車の主も車外に顔を出そうとはしなかった。

　その車内では、黒こく衣いの姫ひめと政治顧こ問もんの老学者だけが向き合っていた。

「遊ゆう撃げき長ちよう殿どのの側そばに、先さき駆がけ二千騎が合流する頃ころですな」

　頷うなずく黒くろ姫は、珍しく軽装の黒衣に身を包み、髪は背中で編あまれ、自慢の黒帽子も膝ひざの上だ。

　この姫なりに、動きやすい格好なのだろう。装飾も控えめな胸元で、これだけは変わらぬ黒曜石の胸飾りが、窓の隙すき間まから溢あふれた外光を反射する。

「姫殿下のウズミ入り、シンセン本軍の慰い問もんのために違いありませんな」

「ええ、そうなってます。激げき戦せんとなりそうなクラセ攻めは遊撃長麾き下かの二千だけにお願ねがいします」

　シンセン議ぎ会かいからの公式な要よう請せいではそうなっている。

　二にの宮みやが一いち宮みやを出し抜こうと独自に軍を動かすのは予想しやすかった。そうさせないために、最高戦力である王室親しん衛えい隊たいが二千騎も送られた。

　鳳ほう翼よく旗き団だんだけに武勇は騙かたらせない。手て柄がらの独り占めはさせられない。

　そして、ウズミは大軍包囲で無血開城の降伏をさせる。そこに平和の象徴である一宮の姫があれば、より有意であった。

　宮姫の到着が、シドウ将軍に撤てつ退たいを決意させる構図こそ、目ま映ばゆい実績である。

「これが、何よりも安全な策です。鳳翼旗団が裏切りかねないスズマとの連れん携けいはほどほどにしなければなりません。シンセン正規軍の者達も、姫ひ殿でん下かがご観かん覧らんくださるならば士気も高まり誇りある働きをしましょう」

　念を押す物の言い方に、黒姫が笑いをこぼす。

「私がクラセ側に向かうのが、そんなにお嫌いやですか？」

「危険があります。大国とは危険を冒さないで勝つから大国の面子メンツを保てるのですぞ。危険な賭かけは小国が行う奇策に過ぎません」

　口元に黒帽子を寄せると、黒の姫が笑いを堪こらえる。

「借金まみれで、赤字国こく債さいを乱発したシンセンは病やめる大国。無理をしないと底なし沼に嵌はまったままでしょうに」

「このような戦いくさに姫を出すだけでも名折れです」

　周囲を包み込み途と切ぎれることない国民の声こそが、一宮シンセン政府の弱腰外交、混迷政治に対する怒りの反動である。

　他都市に舐なめられていると、東とう和わの民意がシンセンから離はなれてしまうという危き機き感かんがあるからこそ、一宮姫が城を出て戦地を視察する許可が下りたのだ。

　本来なら、この姫と親しん衛えい隊たいには外へ出ないで欲しいのがシンセン議ぎ会かいと府ふ中ちゆうの思おも惑わくだ。

　活かつ躍やくされれば議会の地位を脅おびやかし、敗退すればシンセンの屋台骨を揺るがす。

　存在の強過ぎる王は議ぎ会かい政治の足を引っ張るのだ。王は飾りであることこそが、象徴制君主である東とう和わの王政である。

「この歓かん声せいは女王を望む声でしょうか」

　問いと呼ぶには淡あわい物言いに、老人は答えを躊躇ためらう。

「それとも、都つ合ごうのいい救世主を望む声でしょうか」

　老学者は首を振る。

「どちらもが我わが姫ひめの地位を危あやうくします。今は亡き先王がご活かつ躍やくされたのは、分をわきまえて政治に関与しなかったからに他ほかありません。議会を抑おさえる力を持ち、親政を期待される王は排除されるのが、この国古来の伝統です」

　老学者の言葉は、政治学者として生きてきた人生から出ていた。歴史にある排除とは、突然の変死も含まれると、目の前の姫ならば知っているはずだ。

　その幾つかに、彼女は直じかに触れて育ったのだから。

「そのご活躍の結果が、今の時代ですよ」

　子供の遊びのように、黒帽子で顔の半分を隠す仕し草ぐさで、黒い姫は笑え顔がおを作った。

　その笑えみに攻こう撃げき的てきな色があると老人は知っていたが、平素のように気づかぬ振りをする。それが、息苦しい王都内部で生きてきた彼の処世術だった。

　車外では、変わらぬ声援が続き、祝賀の打楽器の音も続いていた。







　出陣する鳳ほう翼よく旗き団だんの先頭に破は軍ぐん王おうその人がある。

　背後には輜し重ちよう隊たいを含めた歩兵団。

　先陣を切るのは、彼子飼いの二百の騎き兵へい。少し先で、ウズミから引き上げてきた無傷の三百と合流する手はずだった。この中ちゆう原げん流れの騎兵達だけが、彼の信頼する兵力全すべてだ。

　実戦を知らない兵は頭数に過ぎないと、集団戦の力比べ以外では頼りにならないと彼は判断していた。

　いつも、彼は鳳翼旗団の先陣を自ら率いる。

　少数精せい鋭えいの斬きり込みで敵を崩し、敵が体勢を立て直す前に後続の歩兵団を投入する。これが、彼の基本戦術である。

　この繰くり返かえしが、やがて、実戦を知らなかった後続の弱兵にも経けい験けんを溜ためさせる。

　戦争とは慣なれだ。殺し合うことに慣れた者こそが、屈強の兵になる。

　慣れぬ者を信頼すれば自分が死ぬと、彼は長い軍歴で知っていた。

「この地の主は損そん得とくの打算だけで戦略を立てる。純粋な力の勝利を信じていない」

　哀れだなと、副将に話しかける彼は、打算を信じていない。

「生死一つで全てが狂う。俺おれとて、この瞬しゆん間かんに暗殺者の一矢に死ぬかも知れない。その程度の現実も見えずに策を弄ろうすから、実に滑こつ稽けいだ」

　馬の腹を蹴けって駆かけ足あしを命じ、進行の速度を上げれば旗はた本もと達も随ずい伴はんする。

　後続の兵と距きよ離りが生まれるが、彼は気にしない。

　同じ鳳ほう翼よく旗き団だんでも、子飼いの五百と真しん姫ひめ親しん衛えい隊たい出身者では練度も性質も違う。割り切って、用兵した方が合理的だった。

　戦術とは、本質的には合理性の追求である。

「四都同どう盟めいなる虚きよ言げんで世を乱す者達を討うち取るぞ」

　馬の足が速くなれば、揺れる馬上では舌を嚙かむ。長話が出来なくなる前に、兵に明快な指針を示した破は軍ぐん王おうヴィイは、さらに馬の腹を蹴った。

　彼と、彼の旗本達の速度はさらに上がった。

　その先には、クラセ側が管理する関所の集落があった。

　僅わずか一日後、その地は攻め落とされることとなった。







「ふざけるな。今度はクラセが狙ねらわれただと」

　常磐ときわ姫が浅あさ黄ぎ姫から報告を受けた時には、僅か一日で三つの関所が陥かん落らくし、数百のクラセ兵が打ち負かされていた。

「警けい戒かいはしていたのですが、あまりにも早い騎き兵へいの勢いに対応できなかったと。騎兵が駆かけ抜けた後に、大軍の歩兵が包囲してくるそうです」

「それで、どうなった？」

「私共は最後の関所まで兵を退ひきました。砦とりでに籠こもり、その地を死守する構えですが、向こうは倍する増援を集めているそうです」

　二人ふたりが顔合わせするのは、常磐姫が与えられている借宿だ。

　空から澄すみ姫と萌もえ葱ぎ姫は同席していない。

　そちらには、使者としてハルセが出向いている。

「マキセの兵はウズミの増援に回す手はずです。あちらの兵に期待は出来ません」

「七なな宮みや勢も、ほとんどがテン・フオウに従っている。これでは、護まもりの兵も足りん」

　常磐姫は怒りも顕あらわに腕組みをする。

　宣戦布告は無かった。

　一いち宮みやの四都同どう盟めい解散勧かん告こくが最後通告だったと、彼らは言う。

　ウズミの捕ほ虜りよ解放、領土の解放を訴えるスズマの使者が双ふた子ご都市の両議ぎ会かいを訪れ、実力行使も視野に入れていると通達がなされるや否いなや、二にの宮みや側からの軍勢強きよう襲しゆうの一報が届いた。

　スズマからの使者達も驚おどろきを隠せない事態だった。

　そのまま、彼らは国に戻ることも叶わずに、クラセとマキセに軟禁されている。

「我わが国の領内に入り込むスズマは侵略者。なれば、自じ衛えい権けんを発動する私達に一切の問題はありません」

　小さな関所や平地で戦えば、戦いくさ慣なれした破は軍ぐん王おう麾き下かには歯が立たなかった。

　そのため、クラセの兵は街道を見下ろす山城に籠こもり守備の態勢を作っていた。

　城攻めとなれば、兵達の力量差が少なくなる。

　国を護まもる大たい儀ぎがあるクラセ側は、これで持ち直していた。

　山城を落とさずに進めば、後方を切断されると鳳ほう翼よく旗き団だんも進しん撃げきを止めた。

　単独で城を攻め落とすには難むずかしいと、後続の応援を待ち、野営の陣を張る鳳翼旗団。

「二にの宮みやはどこまで兵を送ってくる予想だ？」

「私共の諸将からは、二万を覚悟すべきとあります」

　クラセも全すべてを繰くり出せば二万も可能だ。それ以上も不可能でなかったが、大戦は望まなかった。単純な力比べをすれば、大国の二宮スズマの方が力強い。兵力の底も倍するだろう。何よりも、一いち宮みやの七万派兵の噂うわさも届いている。

「マキセを一宮が攻めて、クラセを二宮が攻めるか。一宮の相手にシドウも東とう征せいも手一杯では、クラセはクラセだけで戦わなければならないか」

　テン・フオウがウズミの戦せん線せん維持を放棄した事実は、まだ誰だれの耳にも入っていないから、シドウ将軍が孤こ軍ぐん奮ふん闘とうしていることを常磐ときわ姫ひめは知らない。

「うちの四千人の増援も、そのままウズミに回した。私の手元には三百人ほどしか残っていない。だが、我わが国の男達は逃げぬ」

　手勢の全すべてを、防衛戦に投入すると三さん宮みやナツメの姫として表明する。

「三宮様？」

　浅あさ黄ぎ姫が、その覚悟に戸と惑まどいの顔を見せた。

「奴やつらの狙ねらいは地方同どう盟めいの瓦が解かいだ。双ふた子ご都市に揺さぶりを掛けて、四都の結束を乱す。ならば、我われらの結束を見せなければならない。この夏を乗り越えられなくて、何が四都、何が五都同盟だ。私と三宮ナツメ軍はクラセを護まもるために戦地に向かう」

　武門に生まれた戦姫であると、腕組みの両手に力が込められていた。

　叔父おじがマキセを守しゆ護ごするように、彼女もクラセを守護したかった。

「客人を危険な場所には送れません」

「クラセが脱落すれば、ここに同盟国としてやって来た意味が無くなる。双子都市を護ることこそが、祖国ナツメを護ることだ」

　七なな宮みやにも要よう請せいして、空から澄すみ姫を守護する兵を二百人ほど回して貰もらうと彼女は提案した。

　歩兵五百となれば、相応の戦力だ。

「クラセ軍の後方を固める。直接の戦せん闘とうは控えるが、それで牽けん制せいぐらいは出来るだろう。五都同盟となる今、数日中にキリハの四しの宮みや勢が参戦する。そこまで、私が保もたせる」

　どちらかと言えば、このクラセに対し、三さん宮みやナツメの同盟国としての存在を示す方が目的だった。七なな宮みやの旗も揃そろえれば、クラセの兵と民たみを鼓こ舞ぶする効果もある。

「私も戦いくさ上じよう手ずな将軍ではない。あくまで後方の備えに回るだけだ。鳳ほう翼よく旗き団だんと正面切って戦う程ほど、無む謀ぼうと思うなよ」

　その分、クラセの前ぜん線せんの層が五百人分でも千人分でも厚くなれば情勢は良くなる。

「三宮様だけを危険に晒さらしては、私の立場がありません」

「外交で頑がん張ばってくれ。二にの宮みやに撤てつ退たいを勧かん告こくしてくれ。私はあの女が苦にが手てだ」

　身体からだを張る方が楽だと、彼女は語る。

　そこまで言われては仕方ないと、五いつ宮みや姫ひめも折れる。

「では、後方で兵ひよう糧ろう砦とりでとなっている支城をお任せします」

　それなりの兵を常じよう駐ちゆうしなければならない場所だ。そこの兵を前線に振り分けられれば、当座は楽になる。

「もしもの時は即座にお退ひきください。万が一にも三宮様が囚とらわれるようなことでもあれば、私共は降伏しなければなりません」

「そうだな。私も、お前や七宮が捕まれば戦えなくなる」

　腕組みをする背せい高たかな姫に、小こ柄がらな姫が歩み寄ると、そっと抱きついてきた。

「おいおい」

　腕組みのまま苦笑の応対。

　淡あわい香の匂においに、思うより熱あつい人肌の温ぬくもり。

　小こ柄がらで細身な姫ひめなのに、こうして抱きつかれれば相手の肉体を強く感じた。

「三宮様が殿との方がたでしたらと思いますと、色々と残念です」

「ふむ、私も姫より若武者になりたかったと常々思っている」

　もしそうであったとしても、東とう征せい将軍や傭よう兵へい将軍と肩を並べるのは難むずかしかっただろうなと、皮肉な表情が浮かぶ。

「どうされましたか？」

　抱きついたままの問いは淡あわい声。

「暑い。くっつくな。夏だぞ」

　抱きつかれたままの返答は、やけにぞんざいな声。

　翌日の朝、七宮からの兵力を受け取った三宮ナツメの姫は、その軍を戦地へと進めた。







「三宮様をお助けするにはどうすればいいでしょうか？」

「うちの手勢は残り百人だよ。宮姫と大臣の警けい護ごとしては薄うす過ぎるぐらいだ」

　三宮姫に兵を貸したから、私とトエ様の周りには、ほとんどの兵力が残っていなかった。

　侍じ従じゆう長ちようと衣い装しよう役やくさんを始めとした文官ばかりが目立つ感じだ。

　そんな中でトエ様はいつも以上に働いていた。

　朝から晩まで、あちこちから届く報告の山と向き合い、あちこちに文ふみと使者を送っていた。

　情勢に心揺れる諸しよ国こくに協力、あるいは中立を呼びかけて、見返りをちらつかせている。

　東とう和わの再開発計画に、諸勢力が地じ盤ばんとする地域を織おり込む未来図を大量に配布している。

「いいことばかり書いてありますね」

　草そう稿こうの山を横目に見れば、

「都つ合ごうの悪い部分は使者の口頭に入れておくんだ。その方が、何かと楽でね」

　十年、二十年後に広がる予定の新たな街道網もうは東和全土にわたって描かれている。

　七の宮都市に続いて、各地に大都市の夢が広げられていた。今の七なな宮みやカセンは新しん興こう都市としての成功を体現もしていた。

「一いち宮みやと二にの宮みやには語れない夢だ。彼らの中央集権が揺らぐからね」

　行ぎよう儀ぎが悪いトエ様は、書類を片手に草くさ餅もちを頰ほお張ばる。

　会食の約束が無ければ、忙しい時のトエ様は仕事をしながらの食事しかしないことが多い。

　たいていは片手で食べられるお餅やお団だん子ごの類たぐいだ。

「増援はそう多く見込めない。一宮にも二宮にも総力では敵かなわないから力比べは無理だしね」

　このままでやりくりすると、この人は言う。

「問題は鳳ほう翼よく旗き団だん。止められないかな」

　はぐれ王子と呼ばれる人は、一ひと際きわに過か激げきで、疾しつ風ぷう迅じん雷らいと恐れられているらしい。正面切って戦おうとすれば、どこも多大な犠ぎ牲せいを覚悟しなければならないそうな。

「キリハさんが来るまで時間が掛かるんですよね？」

「来る時に街道は整せい備びした。要所に兵ひよう糧ろうも用意しておいた。僕らより早くは進軍しているけど、まだ二日は掛かるかな」

　テン様とこの人が、ゆっくりと双ふた子ご都市入りしたのは賭と博ばくで稼かせいでいたからだけではなかったらしい。援軍が早く駆かけつけられるように、道の補修もしていたそうな。

「道さえ確たしかなら、僕らが退ひく時も助かるしね」

　負けた時のことも考えているのがトエ様らしい。

「大変なのはシドウ将軍だよ。自国とマキセの増援併あわせて一万七千で、ウズミを護まもり続けている。降伏勧かん告こくにも先延ばしの交渉を続けて、よくも期日を引き延ばしてくれている」

　ウズミの寄せ手は五万を超えているらしい。

　総兵力を二万五千の軍だと偽いつわり、一宮シンセン軍相手に対陣を続けるシドウ将軍は、マキセを護る英雄として高く評価されていた。

「大戦を避けたいシンセンを、どうにか今日きようまで抑おさえてくれている。それも、そろそろ限界だけどね」

「退き時なのですか？」

「そろそろ、黒こつ騎き団だんが姿を現す。それにね、あいつがクラセで戦いを始めるからね」

　トエ様があいつと呼ぶのは、私の知っている人では世界で一人ひとりだけ。

　テン様が、鳳ほう翼よう旗き団だんのいる場所へ辿たどり着いているのだと私は知った。







　山々はそれほど大きくはなかった。

　だが、そこに布陣する兵力は一万五千に近い。

　国境沿いに大きな築ちく城じようは避けていた双子都市も、懐ふところでは防ぼう衛えいのための拠点を育てていた。

　国家防衛のためならば、予備役の兵まで動員することも可能だった。

　そして、侵略に対しての防衛である以上、兵達の士気も高く長続きする。

　五いつ宮みやクラセの最終防衛戦とも言える山城の先には拓ひらけた土地があり、クラセを囲む外がい郭かく都市が見えてくるはずだった。

　そこまで攻め入ることは難むずかしいと、破は軍ぐん王おうも足を止めていた。

　鳳翼旗団は失った兵力もすぐに補充されて二千を超えていた。背後に従う二にの宮みやスズマも二万に届く。さらに増援で一万がやってくる。

　それでも、山城に籠こもる兵を討うつのは難しかった。

　中ちゅう原げん流れの騎き兵へいは平地での突とつ撃げきに無類の力を誇るが、山地での攻城戦の経けい験けんが無かった。

　ましてや、真しん姫ひめ親しん衛えい隊たいもスズマ本軍もそんな経験が無かった。

　無理に攻めれば落とせる自信はあったが、人的な損害が大き過ぎると予想できた。

　だから、彼はここで攻め手を休め、後続を待ちつつ迂う回かい路ろを取り始めていた。

　峰沿いの谷間で、地形的には見通しが悪く、軍勢の陣形も崩れて長くなる。

　山を下りた五宮クラセ軍に背後を断たれれば、進んだ先に待ち伏せる新あら手てに挟きよう撃げきされるのを承知で鳳翼旗団と二万の兵を進めていた。

　退路を断たれても後続の一万が睨にらみを利かせてくれれば、山を下りたクラセ軍を逆に挟はさみ撃うちに出来るとの戦略だった。後続が間に合わなくても、自分達だけで戦える自信もあった。

　自らの鳳翼旗団を先頭に、茶畑の広がる小山を脇わきに進軍する彼に、斥せつ候こうからの報告が届いた。

　この先の街道に布陣する守備兵が五百ほど。その背後に五千の規模の歩兵団が待ち伏せしていると報告がされた。

　狭い街道に馬止めの柵さくと、弓兵、それに火薬の投とう擲てき兵器もある。騎き兵へいの対策が見て取れて、歩兵での力攻めの方が効果的だと判断できた。

「面おも白しろい。ここは真しん都との実力を見せて貰もらおうか」

　ヴィイは真都側から送られた査察官と将校達に交戦を命じた。

「ここまで俺おれと俺の子飼いに働かせ続けたのだ。お前達もこれくらいは活かつ躍やくして見せないと軍として示しが付かぬ」

　その言葉に親しん衛えい隊たいの誇りが傷つけられたと将校達が顔を赤くした。正直、本人達も自覚していたことだった。

　先陣を切る破は軍ぐん王おうが敵を弱らせ、そこに大軍で攻め込む戦法は確かく実じつだった。その繰くり返かえしで勝ち進み、ここまで無敗だった。

　しかし、異国の傭よう兵へい団だん頼みの戦いが真都の戦いかと、兵達にも疑問が多く出ていた。これは真都の戦いではないと、若者達を中心に不平不満が上がっていた。

　破軍王の力量は誰だれもが認めていた。だが、その人格には誰もが不満を持っているのだ。ウズミの鳳ほう翼よく旗き団だん同志は捨すて駒ごまにされたのではないかと、多くの者が疑っている。

　この国の未来を決める戦いを、異人の指揮官任せには出来ないとの思いがあった。

「二万の兵全すべてで一気に駆く逐ちくしろ。それが、一番少ない犠ぎ牲せいでの勝利となる」

　四倍近い兵力でなら負けは無かった。ここで真しん都との力量を見せると、真都スズマの将校達は熱あつく吠ほえて、鳳翼旗団抜きの兵団を進ませた。

「さてと、これで俺おれは孤立するぞ」

　遠く遠とお眼鏡めがねで監かん視しする者達がどう出るか、はぐれ者の王子は不敵に笑う。

　山城から大軍が降りてくれば儲もうけ物ものだった。これに打撃を与えに走るか、捨て置いて前面の敵を葬ほうむりに走るか。

　敵にしろ味方にしろ、万の軍勢は多過ぎるために動きが鈍にぶい。戦いくさ慣なれした騎き兵へいならば、素す早ばやい対応が可能だった。

　ここで戦いになれば兵の損害は多いが、山城攻めよりは楽だと周囲の古ふる強つわ者もの達と談だん笑しようする。

　大軍相手でも平地ならば自信があった。殲せん滅めつ戦せんではなく、打だ撃げき戦せんにである。打撃を重ねて弱らせれば、その先に勝利が見える。

　先行させた二万の兵が戦せん闘とうを始めるのを、王子と二千の鳳翼旗団は、小さな山の上から見物しようと軍勢を進める。

　その、しばらく先だった。

　茶畑の小山の向こうで緊きん急きゆうの早はや鐘がねが鳴ったのは。

　斥せつ候こう兵のせっぱ詰まった報しらせに、騎兵が馬首を揃そろって向ければ、やがて、小山の稜りよう線せんの向こうに騎兵が見えた。

　次々と兵が増える。

　五十、百、二百騎。見えるだけでそれだけだ。背後には、さらに多く控えているだろう。

　敵兵が掲かかげるのは、七なな宮みやと五都同どう盟めいの旗。

「ほう、ようやく会えたな」

　情報では、東とう征せい将軍麾き下かの騎兵も屈強だと言われている。

　やはり、子飼いの騎兵五百騎ほどが精せい鋭えいだと言われ、ウズミに向かった兵は四千だと伝えられている。

「さて、どれほどの軍でやって来た！」

　声を荒げて指揮官は手を挙げる。

　騎き兵へいを動かす指示を出して、自らの馬も走らせる。

　距きよ離りを取る動きだった。

　騎兵の戦いは動きに勢いがある方が有利だ。

　相手に都つ合ごうが悪い距離を取り、それから突とつ撃げきするための移動。

　茶畑の上に見えた騎兵達が駆かけ下り始める。

　鳳ほう翼よく旗き団だんの歩兵隊は防備の陣を組み始める。

　移動先の頭上にも騎兵団が見えていた。

　そこに、一ひと際きわ、立派な甲かつ冑ちゆうを着込んだ大おお柄がらな指揮官の姿。

「来たか、テン・フオウ！」

　駆け下りてくる騎兵団に、槍やりを抜く王子が熱あつく吠ほえた。







　七なな宮みやの四千の軍は、この地で待ち伏せをしていた。

　五いつ宮みやクラセの現地に住む住人から普ふ段だんは使われていない山道を教えて貰もらい、農村部の竹ちく林りんに兵馬を隠し、奇き襲しゆうの機き会かいを昨日きのうから窺うかがっていた。

　敵は破は軍ぐん王おう一人ひとり。

　テン・フオウの指示は敵将を討うつことにあった。

　大軍を撃破するよりも、指揮官一人討つことこそが大局を変える近道だった。

　二にの宮みやスズマの快進撃は破軍王の冷れい徹てつな指揮にある。彼かの者を倒せば戦いは早く終わると兵達には伝えてあった。

　明めい確かくな目標を与えられた兵は活発に動く。何よりも、元々は東とう和わの同じ国民であるスズマ本軍と戦うより異国の傭よう兵へいや王子と戦う方が士気が上がった。

　騎き兵へいは同じ五百。歩兵の数は七宮の方が多い。

　鳳翼旗団の歩兵団が防備を固めるのを、七宮の兵は茶畑の上から弓ゆみで威い嚇かくした。倍する兵といえど、隠れていたための軽装もあり、迂う闊かつな潰つぶし合いを避けたためだ。何よりも、騎兵同士の戦いがこの戦いの中心であるから、彼らは足止め役になるだけでよかった。

　彼らの役目は、後方での異変に気がついて引き返してくるスズマ本軍を呼び寄せることにもある。

　そうでなければ、囮おとり役やくとなってくれたクラセ軍が危あやうい。

　華はなやかに銅ど鑼らを鳴らして威嚇し、派は手でなだけで当たらぬ火矢を放つ。その騒さわぎが主な仕事だった。

　そして、騎き兵へい団だんの方は、激はげしい追走を始めていた。

　互いに脇わきを見せぬ状態で競せり合う潰つぶし合あいは消しよう耗もう戦せんで、どちらも優ゆう勢せいにはほど遠かった。

　大軍同士の併へい走そうで、互いに相手の頭を抑おさえようとする戦いに決定打が出ない。

　多過ぎる数での戦いは、実際は百ほどの間で斬きり合あいが生じて、残りが入れ替わり立ち替わる。脱落する者も多く、群れから外れた者が孤立の中で散る。

　強いのは、どちらかと言えば鳳ほう翼よく旗き団だんで、攻め手として勢いがある七なな宮みや勢が競り負けないよう粘ねばっている状態だった。

　その戦局が変わるのは、先頭を走る破は軍ぐん王おうへの攻こう撃げきからだった。







「さあ、来い！」

　破軍王ヴィイは猛たける。

　七なな宮みやのテン・フオウさえ討ち取れば、四都同どう盟めいも五都同盟も崩れ落ちる。

　破軍王の首を狙ねらうのが七宮なら、その返り討ちこそが彼の望みである。

　この程度の奇襲はよくあることだと、敵将とその騎兵団が迫り来るのを冷静に迎むかえ撃うつ。

　茶畑を駆かけ下りる勢いを一度は回かい避ひし、回り込んで槍やりを構え突撃を仕掛ける。

　突撃戦のぶつかり合いには自信があった。むしろ、戦いくさらしい戦を望む彼は歓かん喜きしていた。雑魚ざこの相手に飽あき飽きしていたから、こうした奇き襲しゆうを待っていたのだ。

　その猛たけ々だけしい眼まな差ざしが引ひき締しめられる。

　目の前の大おお柄がらな指揮官に違和感を覚えたからだ。

　立派な甲かつ冑ちゆうに優すぐれた体たい軀く。引き連れているのは間違いなく精せい鋭えいの旗はた本もとを中心に百騎。

　なのに、目の前に迫る敵に鋭するどさを感じなかった。

　馬上槍を掲かかげる相手指揮官の構えに甘さを感じた。

　影かげ武む者しやかと、周囲を見渡す。

　見つけたのは、茶畑の半ばに立つ弓ゆみ兵へい一人ひとりの姿。

　待ち伏せて隠れていたのか、単身で茶畑の坂を駆かけ下りてきたのか。

　距きよ離りはある。だが、人並みの視力があれば相手の顔を確かく認にんできる距離。

　近接するための迷彩なのか、茶畑の緑に似た色の軍服姿。

　手には構えた大弓一つ。

　その銘めいは『轟ごう火か』。

　東とう征せい将軍愛用の武具。

　その者の姿を確認するより早く、そこから、並はずれた速度の一矢が放たれた。

　銀の一点が自らの顔がん面めんに向かって迫るのを、馬上の王子は見み据すえた。

　かわせないと悟った。







「あばよ」

　死んでくれと一矢を放つ。

　手の中で振動の余よ韻いんに震ふるえる強弓。

　左手に響ひびく反動は、並の代しろ物ものではない。

　固い農道を踏みしめる足にまで伝わる振動がある。

　手加減無しの一いち撃げきは、望みうる最高の速度と精度で王子の顔面中心へと吸い込まれた。

　生しよう涯がい最高の一矢だった。

　本来、疾しつ走そうする馬上の敵将を狙そ撃げきするのは不可能に近かった。

　本当は、突撃のぶつかり合いの後で、体勢を整ととのえようとする瞬しゆん間かんを狙ねらう予定だった。

　それが、たまたま、王子の動きが止まり、こちらを見たから無む意い識しきに予定を変えた。

　おそらく、目の前に迫る相手がテン・フオウ本人ではないと知った故ゆえの動き。

　それが、相手の最後を決めた。

　ごく自然に矢は指先を離はなれて、その頭部へ走った。

　神しん速そくの一矢は何人も絶対に避けられない。

　テン・フオウも、その光景を目撃した幾人かの兵も、狙撃された本人も、誰だれもが確信した一矢だった。

　だから、テン・フオウはヴィイの死を確かく認にんするより早く、己おのれの身の安全を図ろうと撤てつ退たいの準備に入ろうとしていた。

　その動きが止まった。

　確実に的まとを捉とらえたはずの矢が、その的、相手の頭部の向こうへ流れていく。

　信じられない光景に、テンの動きが止まる。

　回かい避ひしていた。

　絶対に回避不能な距きよ離りで、絶対に回避不能な速度の一矢を、破は軍ぐん王おうヴィイは僅わずかに首を逸そらして回避していた。

　その額ひたいに血しぶきが飛んだのは、矢や尻じりが掠かすめた証拠か。

「馬ば鹿か野郎」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやくと、無む意い識しきに、もう一矢放とうとして、すぐに止やめた。

　確実に狙撃するために単身で近づき過ぎていた。

　茶畑の向こうに控えさせている兵と愛馬の許もとへ走らなければ、追い上げる敵兵に囲まれて死ぬと、考えるより速く走り出した。

　出迎えの兵達との合流が死活を決めると、愛用の弓ゆみさえ投げ捨てての逃避行。

　長い手脚を活いかした、彼独自の走法が撤退の活路を開く。

　その背後で、七なな宮みやの騎き兵へいと鳳ほう翼よく旗き団だんが激はげしくぶつかり合った。







　続く突とつ撃げきと突撃のぶつかり合いで、ヴィイは吹き飛ばされた。

　馬から落馬したところを、敵兵の槍やりや刀が襲おそい、それを部下達が食い止める。

　しばらくの乱戦の後、この激突を最後に、七宮の兵は全軍の撤退を開始した。

　始めから、テン・フオウによる狙そ撃げきが撤退の合図になっていたのだろう。

　スズマ本軍もクラセ軍との対決を切り上げてくる。こちらは、まともにやり合う前に引き上げを決めたようで、消しよう耗もうらしい消耗はしていない。

「王子！　御無事ですか!?」

　落馬し、仰あお向むけに転がる王子の周りを子飼いの古こ参さん兵へい達が囲んだ。

　落馬の衝しよう撃げきなのか、血と泥にまみれた王子は激はげしく咳せき込んで苦しんでいた。

　額には切り傷があり、その顔面も赤く染まっている。

　だが、それでも、しばらくすると呼吸も落ち着き始め、周囲の状況を確認する目つきに力が宿る。

「信じられません。あの距離で、あの矢をかわせるなんて」

「完全に頭が吹き飛んだかと思いました」

　口々に喋しやべる古こ参さん兵へい達も、指揮官の生せい還かんに信じられない様よう子すに溢あふれていた。

　それほどの一矢だった。

　兜かぶとをしていても、兜ごと射い貫ぬかれていただろう。

　戦いくさ慣なれした古参兵でさえも未み体たい験けんの速度と威力が、彼らの眼がん前ぜんを駆かけ抜けたのだ。

　人力で可能とは思えない一撃は、機き械かい的てきな兵器の仕し業わざにしか思えなかった。

　それを避けたのだ。

　この小こ柄がらな指揮官は、神しん速そくの一矢をかわした。

　神速さえも遠く及ばぬ動きを、何と評すればいいのか、誰だれもが興こう奮ふんと混乱を抱えていた。

　その様子を忙せわしない目の動きで確かく認にんしてから、血まみれの顔が引きつるように笑った。

「俺おれもかわせるとは思わなかった」

　回かい避ひの意い識しきはした。

　だが、兜を身に着けぬ軽装であろうと、最速の反応であろうと、絶対に間に合わないと自覚していた。

　何の意味も持たない死を認識していた。

　それなのに、ぎりぎりで避けられた。

　もしかしたら、生しよう涯がい、二度と出来ないほどの反応と最高の動きをしたのかも知れない。

　もしかしたら、馬がくぼみにでも足を取られて予想外な動きをしたのかも知れない。

　何か、まるで理解できない異変が起きたのかも知れない。

　あらゆることが、全すべて同時に生じたのかも知れない。

　何が何なのか、本人にも理解できない回避だった。

　全てが、信じられない組み合わせで、ありとあらゆる異常を成し遂げたのかも知れない。

　本人に分かったのは、ただ一つ。

「心しんの臓ぞうが止まった」

　落馬して地面に叩たたきつけられるまで、心臓と全身の感覚が死んでいた。落馬の衝しよう撃げきが無ければ、そのまま二度と心臓が動かなかったかも知れない。

　意識と身体からだが嚙かみ合わないで外れていた。人じん外がいの動きが、正常な人体の繫つながりを破は綻たんさせたのかも知れなかった。

　呼吸も一度は止まっていたから、ああも激はげしく咽むせたのだ。

　今も手脚が冷たく感じられ、少しずつ、身体に血が通い感覚が戻るのを実感していた。

「ははは」

　擦かすれ声ごえで笑う。

「我われながらよくやる」

　兵達が見下ろす向こうで、空が青く高い。空と天の広がりに血の色が滲にじむ。

「天の意志さえも俺には遠く及ばぬ」

　まだおかしな感触の身体を無む理り矢や理り起こす。

　まだ心臓がおかしい。手脚がおかしい。声も自分の意い識しきと少しずれている。奇跡の代だい償しようなのか、頭と身体が一体でないと理解して、攻撃的な笑えみを作る顔が引きつり続ける。

「テン・フオウ、この借りは倍にして返すぞ」

　凄すご味みのある言葉に、男の血の色が鮮あざやかな彩いろどりを与えていた。
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　　　七節　対決する者







「テン・フオウがはぐれ王子をしとめ損そこなったか」

　常磐ときわ姫ひめは、その一報に落胆した。

　クラセから少し足を延ばした先、中継の兵ひよう糧ろう砦とりでの屋上。

　夏雲の見える空の下、小さな集落に囲まれた城じよう塞さいは大きさだけは立派で、数千の兵を駐ちゆう留りゆうさせている。

　今は常磐姫が、ここの守備役を買って出ていた。

　東とう和わ七なな姫ひめの中で、一番、前ぜん線せんに近い位置に立つ常磐姫が前線の様よう子すを誰だれよりも詳しく早く知ることが出来た。

　負傷したはぐれ王子は鳳ほう翼よく旗き団だんと二万のスズマ本軍を後退させて、山城と向き合う平地に陣地を作り始めた。

　後続の一万と、黒くろ騎き士し団だんの応援を待つ構えに、山城に籠こもるクラセ軍は恐れを感じ始めたと風ふう聞ぶんが舞まい込んでくる。

　期待の七なな宮みや勢ぜいが奇き襲しゆうに失敗したためだ。

　単身で狙そ撃げきに挑いどみながら、必殺の一矢を外したテン・フオウは、必死で追っ手から逃げ出したと噂うわさにあるが、実際は追撃の一軍と何度か交戦し、これを退しりぞける痛み分けをしていた。

　互いに、損は覚悟の競せり合いだった。テン・フオウは奇襲失敗の流れを打ち消すため、鳳ほう翼よく旗き団だんは指揮官の負傷分をやり返すために、削けずり合いをしただけだ。

　双方、相応の死傷者を出す戦いを何度か繰くり返す二にの宮みやスズマ軍と七宮カセン軍。

　やがて、テン・フオウも五いつ宮みやクラセ軍が籠こもる山城の前に陣地を作り始めた。

　五宮クラセ軍の出城と言わんばかりの布陣に、ウズミ方面から合流する兵を搔かき集める。

　一万に近い兵団は、背後に控えるクラセの一万五千を併あわせれば二万五千。

　スズマも三万となれば、両軍で五万を超える大軍勢となる。

「この戦い、どちらが優ゆう勢せいだ？」

　常磐姫が問う先には、一人ひとりの武将が立っていた。

　姫が手にする守り刀の長ちよう刀とう、それと、ほぼ同じ造りの長刀を肩に背負った偉い丈じよう夫ぶ。

　彗すい星せいと銀ぎん星せい。二つの優美な長刀は、本来、この男の家に伝わる剣だ。

　キリハ・ラサ。辺境で国守の仕事をしていたラサ一門の長。今は、新生四しの宮みやツヅミの将軍職しよくにある男。

　この男と、その指揮する三千の兵力がツヅミの送り出した総力だった。数は少ないが、ツヅミの参戦こそが双ふた子ご都市に住む人々の士気を高めた。

　四都同どう盟めいが名実共に五都同盟になった証あかしとなるからだ。

　ただし、今日きようの時点では、キリハと一部の者が先さき駆がけただけだ。戦力の全すべてがここに辿たどり着くまで、まだ一両日は掛かる。

「二にの宮みやだけならば、互角と言えます。難なん題だいなのは黒くろ騎き士しと一いち宮みやです」

　二宮の援軍に黒騎士が派は遣けんされているのは耳に届いていた。

　それに、一宮シンセン本軍が動く可能性もあった。

「あちらを叔父おじ上うえが食い止めるにも限界がある」

　七なな宮みやが捨てたウズミの地では、未いまだにシドウ将軍が粘ねばっていた。

　ウズミ明け渡しを要求する一宮も、無理には攻め込もうとしてこなかった。

　何せ、ウズミの所有権を主張する肝かん心じんの二宮スズマが、まともに兵力を投入してこないのだ。

　過剰な流血で三さん宮みやナツメ、そして、双子都市と決定的な敵対関係を作るのを一宮シンセン軍は避けていた。

　ただ、シンセン側も、このままではいられない。

　粘り過ぎれば、大軍の抑おさえが利かなくなる一宮の攻勢が始まり、圧倒的な兵力差が三宮ナツメ軍と六むつ宮みやマキセ軍を飲み込むだろう。

　どこかで、ウズミを譲ゆずり渡さなければならなくなる。

　瀬せ戸と際ぎわで続けられる交渉と、難むずかしい引き際を、シドウ将軍が背負わされている。

「本当なら叔父上と一いつ緒しよに戦って欲しいのだが、貴官は東とう征せい将軍の支援に回るのか？」

　五いつ宮みやクラセ側にツヅミ軍を率いてきたキリハは、二宮スズマと戦う意志を示していた。

　元より、七宮とは敵対関係があった仲だ。テンとキリハは私し闘とうも演じている。

　それでも、今は手を取り合わなければならない。

「七宮は七宮でやることはやっています。私は五都同どう盟めい旗きと共に新生四しの宮みやの旗をはためかせねばなりません」

「そうだな。それでこそ、シドウと私の見込んだ男だ。ナツメのためにもツヅミのためにも頑がん張ばってくれ」

　三宮ナツメに軍ぐん籍せきを持つ傭よう兵へい将軍が、四宮ツヅミの一軍を背負う。この関係は東とう和わ西部地帯の新しい流れに影えい響きようを与えるはずだ。

　三宮ナツメ都市と四宮ツヅミ都市の新しい関係は、以前より良好になるはずだ。

「それでな、琥こ珀はくはどうしているかな？」

　物のついでと、何気なさを装よそおう質問に、この姫ひめの持つ苦にがい想おもい出でが見え隠れしていた。

　琥珀姫との関係をやり直したい気持ちと、やり直してどうなるのかという気持ちが揺らいでいた。隣りん国ごくの姫同士だった二人ふたりだ。

「目の前のお役を果たされようとしています。今は、それ以上はお考えにならないようにしているようです」

「そうか、そうだな。私も、今はそれでいいな」

　自分に言い聞かせる姫ひめは、それから、別の問題があると顔をしかめる。

「実はな、翡ひ翠すいがな、二にの宮みや姫が私に書状を送ってくるのだ」

　この戦いは不毛であると、三さん宮みやナツメと和解したいと手紙が再三届いていた。

「懐かい柔じゆうしようとの狙ねらいですか」

　キリハの言葉に常磐ときわも頷うなずく。

「私達が地方同盟から退しりぞけば、ナツメに開拓支援の約束をすると言ってきている」

　東和再さい編へん計画の中で、ナツメを厚こう遇ぐうする用意があると手紙には書かれている。さらに、ナツメが抱える借しやく財ざいの幾つかを肩代わりする提案まで用意されていた。

　五都同盟の謳うたう未来より、この提案に乗る方が確たしかだと翡翠姫は語っていた。

「おそらく、他ほかの姫も似たような書状を受け取っているでしょう」

　姫だけではなく、将軍達も政治家達も様々なやりとりをしているだろう。おそらくは、味方にも敵にも多くの書状が行き来している。

「無視すればいいな？」

　十七の姫は年長者の相そう談だん相手を求めていたから、キリハ・ラサは大人おとなの顔で頷いて見せた。

　それで気が晴れたと、常磐姫の表情も軽くなる。

「ならば、もう迷うまい」

　彗すい星せいを手に、毅き然ぜんと振ふる舞まう。

「私はシドウと三宮ナツメを、キリハと新生四しの宮みやツヅミを信じる。皆の武運を祈る」

　受けて立つ武人は、鞘さやに収められたままの銀ぎん星せいを眼がん前ぜんに差し出し、剣を捧ささげる礼をする。

　剣に身命を賭とした者としての、誇りを掛けた誓ちかいの証あかしだった。







「僕に七なな宮みやを売れとさ」

　何だか嬉うれしそうに、トエ様は引き抜きの手紙をひらひらと振っていた。

　一いち宮みやシンセン議ぎ会かいの有力者から送られた手紙には、トエ様を地方領主か中央の高級官かん僚りようにするとの約束が書かれているそうな。

「どこも同じような約束をちらつかせている。僕も同じような真似まねを沢たく山さんしているよ」

　相変わらずの執務室で、私はトエ様の話を聞いていた。

「誰だれだって、甘い話には弱い。戦いは傷つくことが多いから、楽な方に流れたくなる」

　楽な道をちらつかせて、相手の戦意を削そぐのも軍師のお仕事らしい。どちらかと言えば、トエ様は軍略より裏工作の方が専門の方だ。

「今よりも、これから先を狙ねらった策なんだよ。苦しくなった時、人は甘い言葉に惑まどわされて判断を誤る」

　得意げに語ると、あちこちの動きを教えてくれる。

　テン様や常磐ときわ姫ひめにも同じような手紙が届いているらしい。

「今はとりあえず大丈夫なのでしょうか？」

「危ないのは僕らの地元だね。拝はい東とう将軍や山さん豪ごう将軍達が寝返れば、僕らの帰る場所が無くなるだろう」

　恐こわい話をされても、私にはどうしたらいいのかよく分からない。

「だから、地元には景気のいい手紙を送っているよ。五都同どう盟めいは好評だと、一いち宮みやや二にの宮みやの内情はひどいと、双ふた子ご都市の軍は意外と護まもりに強いとね」

　そうやって、勝つために、負けないために、目の前の争い以外にも様々なことが行われている。何も、テン様やシドウ将軍の前ぜん線せんだけが戦っているわけではない。

　ハルセさんもトエ様と何度も話し合い、他ほかのお姫様も何かしている。

　だから、私は心配になる。

「私だけ、何にもしていない気がします」

　恐くなるのは、世の中に置いてきぼりにされること。

　いや、いつも、世の中は私を置いてきぼりにして勝手に動いていくのだけど、大きな戦いとなればなるほど、私の知らない間に世界が動く。

「いいさ。世の中はそんなものだよ」

　動くのは無む駄だだとトエ様は言う。

　あまり動かない浅あさ黄ぎ姫や萌もえ葱ぎ姫こそが、宮姫として正しい姿だ。

　常磐ときわ姫のように前に出るのをトエ様は考えていないようだった。

「僕や君がテンの応援に出ても戦力にならないよ。僕らが相手に狙ねらわれたら助けに走るテンが大変だからね」

　そうなのだろうとは思う。戦いの役になんて立てないし、戦場は恐いし近寄りたくない。でも、ここで待っているのも何だか恐い。

　浅黄姫や萌葱姫のように落ち着いた佇たたずまいでいられる程ほど、きちんとしたお姫様にはなかなかなれない。

　そんな気持ちを上手うまく言えなくて言葉を探していると、耳に遠い声が届く。

　金属の鳴り物と、それに爆ばく竹ちく。

　また、私達を囲んだ市民の反対集会が始まったらしい。

「やれやれ、暇ひまなんだな」

　懲こりない相手だとため息を吐くトエ様は、何か気がついた様よう子すで考え始める。

「ああ、そうなんだな。これも真しん都との力か」

　一人ひとりで頷うなずいてから、私を見て説明を始める。

「何もしないことは恐いんだよ、きっと」

「はいはい、私もさっきからそれが言いたいんです」

　何だか分からないけど、言えるうちに言っておく。

「時代の、世界の流れに取り残されるのを恐こわがる人達を仲間にするんだよ。そうした人達を扇せん動どうして勢力を拡大する。仲間の力で強くなるのが真都同どう盟めいなんだ」

　なるほどねと、一人ひとり納得した様よう子すでトエ様は話を続ける。

「人はね、民衆はね、利益のためだけに動いているんじゃないんだ。流れに取り残される不安と向き合わないためにも動くんだよ。それを知っているのが真都なんだ」

「それはそうですよ。普通、誰だれだってそうですよ」

　何かをしていれば気が紛れる。働いていれば日々を過ごせる。遊んでいたら、遊び過ぎたら何かを失いそうで恐くなる。誰でもそうだと思うから、そう言ってみると、何でかトエ様は驚おどろいたようだった。

「そうか、そうだよね。忘れていた」

「え？」

　何でも知っているトエ様が、とんでもなく頼りなく感じる言葉を発していた。

「だって、天てつ辺ぺん目指して行けるところまで行くというのが、僕やテンの基本なんだよ。子供の頃ころから上を見ていたら、それだけで忙しかったから、考え無しで不安に動く人達を集めるなんて、不安に駆かられた人達を力にするなんて、そんなことまで考えなかった」

　言われてみると、言われてみると、そう言えばそうだ。

　この人達は、いつもそうだ。どうせやるなら天下取りぐらいという大きな目標がいつもあるから、いつも目的のために何かをしていた。遊んでいるのも、本当は単なる一休みでしか無かったのだと思う。

　目的や目標を持たない生き方に、この人達は関かかわってこなかった。

　この人達は、上を見ているのが楽しく楽しくて仕方ない人達だ。だから、自分達の活かつ躍やくで周りをひっぱり上げるような真似まねをしていた。

　でも、それは、あまり伝わっていないのかも知れない。

「そっか、不ふ思し議ぎだったんだよ。何で、誰も僕らの後に続かないのか。もっと沢たく山さん、自然に仲間が出来ると思ったのに、ここ数年、君ぐらいしか仲間増えなかったんだよな」

　本当に驚おどろいたと呟つぶやいてから、トエ様は思案に暮れる。

「そんなだから、狙ねらわれたりするんですよ」

「うん、動きを見せておかないと、安全な場所に隠れていると睨にらまれるよね」

　何だかな。どうしようも無い。

　私は好きだけど、この人達は、多た分ぶん、色々と外れている。

　衣い装しよう役やくさんがテン様やトエ様に気をつけろと言っていたのは、本当はこの辺なのかも知れない。今度、さりげなく訊きいてみようと思う。

「そうだな。僕が動かないのは僕の得だけれど、君に不安を与えた。同どう盟めい相手にも無用の不安を与えるか。なら、少しは動いた方がいいね。疑われて足を取られては大変だ」

　お金が掛かりそうだと嫌いやがりながら、あれこれ考えたトエ様は、

「常磐ときわ姫ひめの辺あたりまで慰い問もんに行くか」

　これが一番、無ぶ難なんそうだと私に提案する。

「増援として行くのですか？」

「ううん、平和の巫女みこ姫としてだよ。争いを止める用意もありますよと相手や世間に示すんだ。多分、真しん都との方でも動いているよ。二にの宮みや姫がね」

　民衆心理に詳しい真都同盟。

　だから、翡ひ翠すい姫は、いつも最さい前ぜん線せんに向かうのだろうか。時に民衆を扇せん動どうするため、時に民衆を鎮ちん撫ぶするために。

「翡翠はね、民衆のために動くことを続けているんだね。それが、どんな意味か、多分、彼女は知っていてやっている」

　どうしてだろうか、トエ様は困ったように笑う。

　ふと、気がつく。そう言えば、この人は翡翠姫の名前を出す時は複雑な顔を作ることが多かった気がする。

「気になる方なのですか？」

　真しん都とを嫌っているのに、真しん姫を嫌う様よう子すは見たことが無かった。

「上を向く仲間と生きるのは楽しいよ」

　トエ様は真ま面じ目めに優やさしい顔をして、

「上を見ない仲間に囲まれるのは、きっと、苦しいことだよ」

　とても、気の毒そうに呟つぶやいて、それから、少し考えてから言葉を変える。

「あの子が見ている世界と、あの子の周りが見ている世界は違うはずだよ」

　また難むずかしいことを言われても、何が何やら。でも、考えてみる。

「それは、私もそうかも知れませんよ。他ほかのお姫様もそうかも知れません」

　何とか、そう言い返してみると、トエ様は頷うなずく。

「そうだけどね、どうしようも無い開きがある人達もいる」

「一いち宮みや様が、黒こく曜よう姫ひ殿でん下かが王室や議ぎ会かいと対立しているようにでしょうか？」

　それならば、理解できる気がした。

　あの人が国を立て直したいと思う方向と、周りが求める未来は違うらしい。だから、あの方は一人ひとりであちこちに姿を現していた。

　私にまで、味方にならないかと声を掛けてきた。私は、ここにいたいから断ってしまったから、そのことを思い出すと胸の底が深くなる気持ちになる。

「違うよ。求められるのさ」

　トエ様は他所よそを向いた。

「周りに合わせることをね」







「他国の都つ合ごうに合わせることはしません。我われら真しん都とスズマこそ、この時代の中心にならなければなりません」

　真都二にの宮みやスズマ都市。

　二宮スズマ都市から、双ふた子ご都市のクラセへ向かう軍勢に、宮姫の朱馬車が加わろうとしていた。

　扉とびらが開け放たれ、主人を待つ朱馬車へ向かうのは、少女と言える歳としの姫。

　颯さつ爽そうと翻ひるがえす法ほう衣いは、夏の日に色いろ鮮あざやかに浮かぶ鮮やかな緑。

　周りからは、真姫の出しゆつ立たつに祝いの歌が聞こえてくる。

　大師が作詞作曲した真都同どう盟めい歌の一つで、輝かがやく未来と栄光の勝利を高らかに謳うたっている歌詞が特徴の合唱曲だ。

　誰だれにでも歌える易やさしい曲きよく調ちように、誰でも熱あつくなる勇ましい言葉が連なっている。

　合唱で見送る者に左右を守しゆ護ごされた姫の背後に、ふらふら続く少年の姿が一つ。

「あのう、これ軍歌っぽいんですけど」

　周りに広がる熱あつい声と笑え顔がおに、絵え描かきのエヅはびくびくしていた。

　どうしてか、宮姫の出しゆつ立たつに同行しろと要よう請せいされて、何が何だか理解できないまま付き合っていた。

「貴方あなたの親友に会いに行きます。お付き合いください」

　振り返った真姫翡ひ翠すいは、画板を抱える絵描きを優やさしく手招いた。

　周りを囲むのは真都の熱ねつ心しんな構成員とその一家だ。その中で、子供達が高い声の歓かん声せいを上げている。

　見み目め麗うるわしい真姫が、貧相な出いで立たちの絵師にも優やさしく接する姿は、人々が求める理想の宮姫像その物だったのだろう。

　理性と友愛の見える立たち振ふる舞まいこそ、真実の宮姫像である。

　周囲を見渡すエヅは、周りに集まる数百人の市民達に圧倒されていた。

　真姫が執務をこなす館やかたの中庭から、外の大通りまで、祝賀行事のように多くの市民が集まっていた。これを抑えるのは、ごく僅わずかな真都の自治団だ。

　ほぼ無む償しようで働く彼らは、時に軍事活動にも参加するほど熱ねつ心しんな信しん奉ぽう者しや達だ。

　真都の一員であることに誇りを持ち、真都の拡大に老いも若きも青春を賭かける。

　真都の一員であることが、彼らの人生の主軸となっている。

　だから、部外者のエヅとしては恐こわい。

　真しん都との未来なんて興きよう味みが持てないし、真都の理念なんて知りたいとも思わない。熱あつい笑え顔がおが逆に恐い。一言でも反対意見を口にしたら、みんなから怒られそうな恐怖を感じる。

　感じている不安を顔に出しても、もう前を向き直った姫ひめの目には入らない。

　合唱と歓かん声せいに見送られるまま、何が何やら分からないまま朱馬車に同席して、その地を発たつことになってしまう。

　予定では、彼女を中心に増援軍がクラセに向かうらしい。

　破は軍ぐん王おうヴィイの率いる鳳ほう翼よく旗き団だんと二万の軍勢に加勢する一万。その三陣が彼女を護まもり進軍することになっている。

「あのう、何で、僕が御ご一いつ緒しよするんでしょうか？」

　向かい合い、姫と二人ふたりだけの距きよ離りになったから、エヅは疑問を口にする。

　まだ周囲には合唱が続いている。どうやら、同じような曲が何種類も用意されているらしい。

「あの者が勝手な戦いを繰くり返しているようです。私は彼が暴ぼう走そうしないよう歯止めとして慰い問もんに向かいます。その姿も絵にして貰もらいます」

　車内に落ち着くと、法ほう衣いの上着を外して一息吐つく翡ひ翠すい姫。

　夏だから、彼女の法衣も少し生き地じが薄うすい。

　朱馬車の窓も風通しに優すぐれた御み簾すが垂れ下がっているだけで、密閉はされていない。

　だから、見送りの歓声はまだ身近に感じられる。

「いや、だけど、だからって、僕が同席するような場所ではないんじゃないでしょうか？」

「少しの話が終われば退席願ねがいます。私も身だしなみを整ととのえる姿まで絵にして欲しくはありませんから」

　冗じよう談だん交じりの言葉に、いつもより柔らかな物言いがあった。

「でも、これ、おかしくないですか？」

　勇気を出して訊たずねてみる。

　その問いに重なるように御ぎよ者しやから出しゆつ立たつの合図が送られる。

「どうぞ、お応こたえできることは何でもお応えしましょう」

　翡翠姫は目を閉じて、動き出す馬車の震しん動どうに身を任まかせる。

　宮姫のための車だ。その動きは緩ゆるやかで、轍わだちの音もどこか柔らかい。

「これって、どう見ても軍事行動ですよね。軍隊のお仕事ですよね？」

「スズマ軍と呼ばれるのも致し方ありませんね。私共は市民の集まり、自じ警けい団だんも事実上の市民軍となっています。自じ衛えい軍ぐんとの呼び方を推すい奨しようしようとの声もあります。おそらく、スズマ自衛軍との呼び名が生まれ、やがては定着するでしょう」

「何で、戦うんですか？　スズマって、真都って平和都市を標ひよう榜ぼうしているんでしょう？」

　天下の副都、平和都市として、各国に平和と秩序を訴えていたのが真都二にの宮みやスズマだ。

　そのくせ、スズマほど他都市との対立が多い国も無かった。

　一いち宮みやシンセンとの主権争い、一宮だけに留とどまらず双ふた子ご都市や、宮都市に組み入れられていない村落とも領土争いが常にあった。

　二にの宮みやスズマの主権領域も、ここ十年で四割増していた。吸収した小都市、開拓した農地、それにも何割かは激はげしい係争が続いていた。

　直接の戦せん闘とうは一宮シンセン都市との間で行われるのがほとんどだったが、法的な争いは常に数百件行われている。

「平和は勝ち取る物です。上から与えられる物ではありません」

　一宮シンセンに与えられた地位に甘んじることは出来ない。

　真しん都との呼び名に相応ふさわしいのは、独立独歩の精神である。

「いや、でも、平和のために三万の軍勢を引き連れるの変じゃないですか？　敵も味方も大勢死にますよ」

　人前では言えなかった言葉を、今、言っておこうとエヅも必死だ。

　やかましいと追い出されても構わなかった。

　むしろ、その方が好こう都つ合ごうだった。戦争に巻き込まれて死ぬのだけはご免なのだ。彼は自由気ままな絵え描かきで、戦場の英雄や勇ゆう猛もうな軍人に憧あこがれてはいない。

「私は話し合いの用意があると相手に示すために進むのです。宮みや姫ひめが戦地や、その後方に立つのは、和平交渉の席に着く用意があると相手に伝える行いです」

　そうなのかと納得してから、エヅは違和感を覚える。

「すごい兵力で散さん々ざん攻めて囲んでから、平和解決の用意があるって、二枚舌過ぎないですか？」

「勝手な結けつ託たくで勝手な軍事同どう盟めいを騙かたり、勝手な国家分裂を計る者達に、正せい論ろんだけで、言葉だけで和解が叶かなうはずありません」

　目を閉じたまま、法ほう衣いの姫は話し続ける。

「東とう和わ再さい編へんこそ、この国を一つに纏まとめる唯一の道。その道は、分裂時代の中にありません。双ふた子ご都市や三さん宮みや姫がやっていることは東和を弱体化させる未来への道造りです」

「七なな宮みやはどうなんですか？」

　どうも、はぐれ王子は七宮のテン・フオウと戦っているらしい。このままだと、その争いに巻き込まれるとエヅは嫌けん悪おする。

　どちらも、敵対する相手を斬きることに後悔はしない男達だ。

「あれこそが混乱の火種です。緋ひの炎をテン・フオウは旗印に使うそうですが、まさしく象徴的です。この戦いを終わらせる最短の道は、七宮のテン・フオウを撃げき破はすることです。彼さえ敗退すれば、七宮は衰すい退たいし、僻へき地ちに逃げるしかありません。その先に中央中心の新世界が生まれるのです」

　大人おとなしい双ふた子ご都市も財ざい政せい難なんの三さん宮みやも、痛手から回復しない四しの宮みやも、大都市一いち宮みやシンセンと真しん都とスズマに自然に従う流れとなる。

　ただ、ひたすらに問題なのは七なな宮みやだと、翡ひ翠すい姫ひめは断じる。

「彼らに何の考えがありますか。彼らのやったことは紛争の中での成り上がりだけです。一宮と私達が、長い確かく執しつに耐え、いがみ合うことを止やめてまでして勝ち取った未来の足を引っ張られてはなりません」

「でも、一宮と二にの宮みやの確執って、他ほかの国には迷めい惑わくだったんじゃないの？」

　散々、主権争いに周辺国を巻き込んでおいて、今度は仲直りしたので周りを従えさせようとする。ひどい勝手な話だ。

　そんな話に従うのは、誰だれだって嫌いやだとエヅは考える。

「そのような考えもあるでしょう。ですが、国家百年の大計として東和の統一は何よりも優ゆう先せんしなければなりません。開祖以来の私共は、この国を良くするために今こん日にちまで歩んで参りました。シンセンの腐敗を止めるために、あれらと並び立つ道を選んだのです。地方都市の勝手が東和を乱しているようでは、山向こうの中ちゆう原げんが迫った時、この国全体の未来が失われるのです」

　分かるような分からないような、話の大きさにエヅが悩んでいると、翡翠姫は目を開き、少しだけ笑う顔をした。

「では、次の休きゆう憩けい地ちで降りて貰もらいます」

「えっ、何か、僕にご用があったんじゃないんですか？」

　怒らせたのかとエヅが慌あわてると、落ち着きなさいと翡翠姫が手で制す。

「もう終わりました。私は、貴方あなたの疑問と向き合いたかったのです」

　何のことやらと、エヅは首を傾かしげるが、翡翠姫はまた目を閉じて静かに言葉を続ける。

「お気づきかも知れませんが、真しん都との皆様は貴方ほど激はげしく疑問をぶつけてはきません。皆様方は、私の言葉に素直過ぎるのです」

「そうですか？　あいつだって、あんなに逆さからってたのに」

　そう口にしてから、あの王子は、はぐれ者の異邦人だと思い出す。

　異邦の者と向き合って、この姫は強くやり合っていた。思い出せば、その光景の中に、この姫の中身が見え隠れしていた気がした。

「貴方の問いは、おそらく、他の姫が持つ疑問でもあり、真都に属さぬ庶しよ民みんの考えでしょう。私はそれらとも向き合う用意をしなければなりません。戦争は最後の手段です。私は話し合いのために前を向くのです」







「話し合いのために真姫が向かっている？　笑わせるな」

　テン・フオウは二にの宮みやスズマの動静を知り、鼻で笑った。

　スズマ一万の増援が遅れているとの情報が、真しん姫ひめを護まもるためらしいとの見解を導みちびいていた。「俺おれ達を痛めつけるだけ痛めつけて、それから和解の道を説くか。はぐれ王子を暴あばれさせた責任をどう取るつもりだ」

　テンの陣は五いつ宮みやクラセ軍が籠こもる山城の裾すそ野のに張られていた。

　裾野に三段構えの陣を張った一番上、見通しの利く陣地の中心が彼の居場所だ。

　周りに張り巡らせた白と薄うす墨ずみ色いろの陣幕内部、居並ぶのは副官達と旗はた本もとの三十人ほどだ。

　その中には、戦場で負ったばかりの生傷を晒さらす者もいる。

　テンの麾き下かでは旗本の五十騎きこそが真の精せい鋭えいだった。

　五百の騎兵も、並よりは上だが絶対的な強さを持つ者達ではなかった。鳳ほう翼よく旗き団だんとやり合うために鍛きたえた新戦力が多く、まだ戦いくさ慣なれしていない面があった。

　そして、既すでに、その一割が死傷者となっていた。

　最初の戦いは互角に持ち込めたが、その後の散発的な戦せん闘とうで、ことごとく痛手を負わされていた。

　テンが率いる部隊は勝つが、副官達が率いる部隊は大きな損害を出していた。

　破は軍ぐん王おうその人が傷を負って退しりぞこうと、その配下は優すぐれた古こ参さん兵へいが多く、用いる騎馬も中ちゆう原げん産で体格的に優すぐれていた。

　だから、今は守備に入っていた。

　背後に何時いつでも出陣できるクラセ軍を控えさせて、拓ひらけた荒れ地を挟はさんで鳳翼旗団の陣と向き合っていた。

「これが二宮の常じよう套とう手段だ。常に優ゆう位いになるよう立ち回りながら、都つ合ごうのいい平和と友好を訴える。好きにさせたら東とう和わの未来は奴やつらの思いのままだ」

　どこも同じような一面がある。その中で、二宮スズマは突出している。妥だ協きようしない優れた経営手段が、彼らを東和第二位にしたのだ。

「しかしながら、鳳翼旗団は強い。まともにやり合えば苦しい」

　副官の一人ひとりが訴える。

　手合わせして相手の強さを理解した者の顔をしていた。

　だから、東とう征せい将軍も頭を搔かく。

「悪い。最初に頭を潰つぶせば楽だったんだがな」

　ただ一人、破軍王一人を狙ねらった奇き襲しゆうと狙そ撃げきが成功しなかったのが悔くやまれていた。

　あの一矢が戦いの趨すう勢せいを決めるはずが、かわされたことで相手の士気を高めさせてしまった。

「胴体を狙わなかったのが失敗だ」

　確かく実じつに当たってくれれば、少なくとも戦せん線せん離り脱だつはさせられた。頭部よりは身体からだの中心を狙うべきだったとテン・フオウは頭を下げる。

　もっとも、あの異常な回かい避ひ能力ならば、それでもかわされた可能性が高かった。

　兜かぶとは着けていなかったが、胸や腹には鎧よろいもあったのだ。

「巻き返す策は無いか？」

　問いかけても副官達の返事は重い。

　テン・フオウの判断力と戦せん闘とう力りよくが、七なな宮みやカセン軍の攻こう撃げき力りよくの全すべてだ。淀よどみない補給線を約束し、あらゆる根回しを行う軍師トエル・タウもここにいない。帯同していたとしても、彼は戦略家で戦術家ではない。

　何も、テンが配下の育成を怠おこたったわけではなかった。むしろ、積せつ極きよく的てきに育ていた。部下だけではなく、頼りになる同どう輩はいを求めて日ひ頃ごろから探索もしていた。

　それでも、満足しうる人材は少なかった。

　数少ない人材も、実戦の中で育てなければならない若者が多かった。

　そして、その中の何人かは、この戦場の露つゆとなっていた。

　それだけの戦いだった。

　異国の傭よう兵へいを前に出す鳳ほう翼よく旗き団だんに、同じ国の民としての遠えん慮りよは皆かい無むだ。少なくとも、破軍王の子飼いは冷れい徹てつだ。そして、残りの兵も志し願がん兵へいが主体で統率力が高い。

「将軍の一撃をかわされたのが、我わが軍の士気を下げています。自信を取り戻させなければなりません」

　旗はた本もとの若者からの声が、やっと一つ上がった。

　彼も、あの一連の顚てん末まつを見た一人だった。

　だから、彼自身にも迷いが生まれていた。

　どう考えても、回かい避ひ出来る一矢ではなかった。完全に終わったと、絶対に死んだと確かく信しんした彼も、その瞬しゆん間かんをつぶさに見た。

　それなのに、信しんじ難がたい反応と速度で、奇跡的な回避が起きた。

　目にした奇跡の前に、どう戦えばいいか不安が湧いていた。

　あのような者を討うつことが、ひどく非現実的に感じられてしまうのだ。

「そうは言っても、あんな真似まねは二度と出来ん。俺おれも、あいつもな」

　単身で狙そ撃げきに近づくことも、それをかわす奇跡も、一度限りだとテンは肩を竦すくめた。

　テン自身は、相手の僥ぎよう倖こうを軽く扱うよう努めていた。

　二度目は無いと断じるが、実際、全力で逃げる際に大おお弓ゆみの轟ごう火かは放置してきていた。あのような狙撃は、並の弓矢では無理だから、もう実行不可能であった。

　破は軍ぐん王おうヴィイも、二度とあんな動きは出来ないだろう。人体の限界を超えた反動で、その後は心しんの臓ぞうが動かず行動不能になったぐらいなのだから。

　おそらくは、身体からだを鍛きたえ上げた者が生しよう涯がいに一度、辿たどり着けるかどうかの極きよく致ちなのだ。

「あれは忘れろ。見事な敵だが、見とれるのはその一度だけでいい。人間、何でもない流れ矢一つでも死ぬ時は死ぬのだ」

　そんな死に方をした者も、敵にも味方にも数多くあった。

　武門を叩たたけば、軍人の道を選べば、そんな現実が身近にある。

「しゃあねえな。まともにやり合いながら、懐ふところに敵を誘さそい込むか」

　テンが自ら戦術を語り始めるのと、物見兵が太たい鼓こを鳴らすのは、ほぼ同時だった。

　激はげしい響ひびきは、敵の来らい襲しゆうを告げる連打。

「二にの宮みやか」

　テンと旗はた本もと達が迅じん速そくに動き、陣地の高台から遠方を臨のぞむ。

　拓ひらけた平野は、荒れ野に夏草が散乱する赤茶けた土つち色いろ。

　向かい合う二宮スズマ、破は軍ぐん王おうの陣に動きは無かった。

　だが、代わりに見える一軍がある。

　七なな宮みやの陣と二宮の陣の中間地点、黒い戦列が見えた。

　黒を基き調ちようとした軍装と甲かつ冑ちゆう。掲かかげる旗印は、一いち宮みやの文字が染め抜かれていた。

　地を振動させる怒ど濤とうの走りで、こちらへ向かう騎き兵へいの数は二千に及ぶ。

　蠢うごめく騎兵、その圧倒的な兵数は黒い濁だく流りゆうのようにも見える。

　一宮シンセン黒こつ騎き団だん。

　この地に東とう和わ最強の騎士達が参戦したと、その威容が伝えていた。

「囲い込みの布陣で迎えろ！　懐ふところを空あけて左右から潰つぶす！」

　弓ゆみ兵へいにも指示を出し、陣全体で兵達が忙せわしなく動く。

　突とつ撃げきする構えの黒騎団が、下層の陣へと近づく光景を見下ろし、テンは指揮官としての姿を周囲に見せつける。

　奇き襲しゆうと呼ぶには、あまりに距きよ離りがある進軍だった。

　充分に守備が備えられる間合いと時間がある。

「この動き、挨あい拶さつか」

　テンの言葉通り、あまりにもあけすけな進軍は闘とう争そうの匂においが薄うすかった。

　これだけの距離、走り続ければ馬の足も敵陣に接触する頃ころには疲ひ弊へいし始め、突進力が落ちるはずだ。ましてや、この戦場に到着したばかりの一宮軍ならば、ここまでに相応の体力を失っているはずと予想できた。

「割れるぞ、一宮」

　左右、将軍に付き従う者達に告げてから、ほんの少し先、七宮の弓兵がつがえた矢を構える距離で、真まっ直すぐ向かってきた一群が、綺き麗れいに左右へ進路を割った。

　陣地のある高台から見れば、生き地じに鋏はさみを入れるような滑なめらかさで、黒くろ騎き士し達が右と左に別れて走り行く様がよく見えた。

　軍事演習さながらの鮮あざやかな分裂は、七宮勢の驚きよう嘆たんを呼ぶ。

　騎き兵へいを知る者こそ、その一糸乱れぬ連動に息を吞のむ。

　どこの国よりも力強い馬体に、統一された装備の騎士達。その馬群は互いの間かん隔かくも短く、流れによどみが見えない。並はずれた調ちよう練れんの痕こん跡せきが窺うかがえた。

　壮そう観かんと言える光景は、ほとんどの者に初はつ体たい験けんの驚おどろきを与えていた。

　割れた馬群は、それぞれ長い距離を取って大きく弧こを描き、二にの宮みやスズマの破は軍ぐん王おう本陣の左右に引き上げていく。

　砂さ塵じんを上げた行軍の鮮やかさに、テンは舌打ちした。

「顔見せ一つで、うちの兵をびびらせやがった」

　テンの眼がん下か、遠のいていく騎兵の背と馬の尻しりを見つめる兵達。その動きが止まっていた。

　周囲の旗はた本もと達の若者も騒そう然ぜんとしている。

　無理も無かった。

　今の二千騎こそ、東とう和わを代表する騎士達だ。

　これだけの数の騎兵を見ることさえ、まず機き会かいが無いと言っていい。そして、そのどれもが鮮やかな馬術と連れん携けいの高さを保持していた。

　こちらでは旗本の精せい鋭えい五十騎だけが持つ力量を、彼らは二千の規模で有している。

　そして、一いち宮みや黒こく曜ようの騎士は五千を数えると、兵達の誰だれもが知っていた。

「まずいな。戦わないで負けてる」

　七なな宮みやの兵も、さらに後方の山城から見ていただろう五いつ宮みやの兵も、相手の力量と規模の大きさに圧倒されていた。

　このままでは、五都同どう盟めい側の統率が乱れる。場合によっては、戦せん線せんを離り脱だつする逃亡兵も出かねない。

　現に今も、不安そうに指揮官を見上げる若い兵の視線が、上からの力強い言葉を待っていた。

　だから、東とう征せい将軍テン・フオウは堂々と胸を張る。

「五宮も開拓しがいのある土地を持っている。これだけの土地に街を作ればクラセも栄さかえるだろう。その未来、あいつらに渡すわけには行かんよな」

　世間話のように語り始め、周囲に、足元がどこの土地かを思い起こさせる。

　実際は、サイ家の主しゆ導どうで放牧地になる予定の荒れ地も、遠い未来には住宅が建ち並ぶかも知れない。夢を見させるのも人心掌しよう握あくの手だった。

「今の一いち宮みや勢は捨てておけ。奴やつらは二宮とは相あい性しようが悪い。我われらが二宮を撃げき破はすれば、奴らにも心変わりが生まれるだろう」

　続けて誰だれもが知る事実を語り、なるほどと納得させてから、次の目標を与える。

「次に、はぐれ者の王子が出てきた時こそが、その好こう機きだ。俺おれ自らが前線に立ち、今度こそ、叩たたき伏せる。武ぶ勲くんを願ねがう者は俺に付いてこい！」

　明めい確かくな宣言に、一度は落ち込んだ士気が回復する。

　あの黒くろ騎き士し達に比べれば、鳳ほう翼よく旗き団だんと戦う方がましだと気を取り直す兵達。

　前線でただ一人ひとり、テン・フオウは兵達を鼓こ舞ぶし続けた。







「流石さすがに黒騎士。我わが北の国や中ちゆう原げんでも通じるぞ」

　まずは見事だと、破は軍ぐん王おうヴィイは音を立てぬ拍手で称しよう賛さんを送った。

　彼と彼の指揮する鳳翼旗団とスズマ本軍からも、ことの顚てん末まつは逆の視点から見えていた。

　応援に到着した一いち宮みや黒こつ騎き団だんは、挨あい拶さつに止まることなく戦地を疾しつ走そうした。

　その威風堂々とした走りに、敵陣が、そして、二にの宮みやスズマ軍が等しく感かん嘆たんした。敵も味方も称賛する統率力は、鳳翼旗団の古こ参さん兵へいさえ唸うならせたほどだ。

「それで、黒騎士共よ、何がしたい？」

　額ひたいの包帯を自ら引きはがしながら、床しよう几ぎに深く腰掛けるヴィイ。

　その前の地面に直接広げられた地図には、この辺あたりの地形と、両軍の布陣が描かれている。

　野営の本陣、彼と数人の古参兵、それに監かん査さ役やくが集まる軍ぐん議ぎの席だ。

　日の高い時間、照りつける太陽の下で、ヴィイの傷ついた額が外気に晒さらされる。

　出血は止まっていた。

　軽く傷口が塞ふさがるだけで、もう治ち療りようは終わったと、血ち糊のりまみれの包帯が投げ捨てられる。

　並はずれた快復力は生せい来らいの物と言うよりは、慣なれの結果だ。傷つくのが当たり前の月日は、大方の傷を小事にする。

　ヴィイの視し線せんの先、先ほどの戦地縦じゆう断だんの指揮官が陣じん幕まくを手差しで潜くぐり現れた。

　一宮黒騎団、遊ゆう撃げき部隊の長。

「足場の下見をしただけだ」

　素っ気なく返す遊撃長は、黒ずくめの軍装の胸元を右手ではだけさせた。

　先ほどまでは兜かぶとと騎兵用の軽けい鎧がいを身に着けていたのだろう。その胸元を、髪と顔を濡ぬらしているのは、まだ引かぬ汗だ。

「どうだった？」

「何頭か足を痛めた。石ころがごろごろ転がってやがる」

　ここは未開拓の土地だ。

　整せい備びされた街道を走るようにはいかない。野戦の戦場には、見た目だけでは判別できない部分がある。

「一度、走れば次は有利だな」

「まあな」

　戦える準備はしたと、遊撃長が自信を見せる。

　敵が様よう子すを見ている間に、まずは大軍での接近による威圧行動を行う。大国一宮シンセンが得意とする戦術だ。相手の戦意を削そぎながら、戦地と敵陣の有り様を知ることが出来る。

　手の内を晒さらすことになるが、戦力で明らかに勝まさる時には問題も少ない。

「戦うのか？」

「困ってるなら助けてやる。うちの輜し重ちよう隊たいが追いついたらな」

　ここへ先行したのは実戦を任された騎き兵へい部隊だけだった。黒くろ騎き士し団も全すべてが騎馬軍団ではない。歩兵の兵へい站たん部隊もあれば、医い療りよう部隊もある。

　今のままで戦えば、戦せん闘とう後に負傷者の治療一つ満足に出来ない。それどころか、食料の用意さえ覚おぼ束つかない。

　それでも、戦う時は戦うのが軍人だが、黒騎士団は一いち宮みやシンセンの正規軍ではなかった。

　一宮議ぎ会かいの要よう請せいを受けた黒こく曜よう姫ひめの親しん衛えい隊たい。元来、王室付きの私兵団である。

「その輜重隊はお前の上役が率いてるのか？」

「俺おれは上の意向は聞かされていない。知りたくも無い」

「うちもな、ここへ俺の雇やとい主ぬしが向かっているそうだ」

「お互い、宮仕えは辛つらいな」

　その会話で、お互いの顔に皮肉な笑えみが浮かぶ。

　王子と騎士、彼らの上には姫がいる。その姫達は名目上は姉妹となっているらしい。そして、その二人ふたりの関係は、七人の姫達の中でももっとも冷めていると言われている。

「お前らの手は借りんよ。ここは俺達でやる」

「お前こそ、ウズミ奪だつ還かんに行けよ。うちにやらせるな」

「俺に与えられた命令はウズミ奪還ではない。ウズミで捕ほ虜りよになった部下を解放させることだ」

　ここで勝って、双ふた子ご都市に降伏を迫る。あるいは、ここで大規模な虜りよ囚しゆうを獲かく得とくすれば、捕虜交換の札になると王子は笑う。

「あんた、この戦いの責任を一人ひとりで取らされるぜ」

「お前達は戦いの責任を取らないで国を創つくる気か？」

「国はある。俺達の東とう和わがある。国を創りたいのは、あんたを雇やとう真しん都とだろう」

「安心しろ。スズマを追われたら、次の雇い主にお前の姫を選んでやってもいいぞ」

　監かん査さ役やくが血相を変える言葉にも、遊ゆう撃げき長ちようは顔色を変えなかった。

「あんた、双子都市から傭よう兵へい仕事を依頼されても行くんだな？」

「当たり前だ。俺は雇われているだけだ。お前達は、何も特別ではない」

　一宮シンセンも真都スズマも、大連合も真都同どう盟めいも五都同盟も、東和その物も、異国の王子から見れば些さ末まつなことだった。

　彼は遥はるかに大きな国に生まれ、遥かに大きな動乱と戦い、流れ流れてきた過か客きやくだ。その目に映る全すべては、その場限りの一席でしか無い。一いち期ご一いち会えを愛めでることはあっても、安住する気は無い。

　何か言わなければと焦あせる監査役に、ヴィイは妙に優やさしい目を向ける。

「安心しろ。俺おれは翡ひ翠すいを気に入っている。雇われる限り働いてみせる」

　それから、遊ゆう撃げき長ちように視し線せんを返しながら言葉を続ける。

「だが、知っておくがいい。世界はお前達だけでも俺だけでもない。今後、外から流れる者は多くなっていく。お前達は、お前達を鍛きたえ上げねば、多くを奪うばわれて自国の有り様を見失うだろう。こんな身内同士の争いにかまけていれば、ただ国力を失うだけだ」

「経けい験けん豊かな自分を高く売る気か？」

　やれやれと顔を引きつらせる遊撃長。

「顔なじみに親切な忠告を与えてやっただけだ」

　薄うす笑わらいの主は、額ひたいのかさぶたを撫なでながら、頭上を仰あおぐ。

　高たか夏なつと呼ばれる東とう和わの夏空、その陽ひ射ざしが傷口に熱あつい痛みを走らせて、彼の口元に歪ゆがみを与えた。

「もっとも、貴様らのお姫ひめ様さまは、俺のような戦争屋とは違う戦いをするのだろうな」

　東和統一のため、東和再さい編へんのために大戦争をするとは、どの姫も一言も口にしていない。この期ごに及んでも、誰だれも何も宣戦布告の演説を行っていなかった。

「明日あしたは俺が出る」

　口元に浮かぶ歪ゆがみは、攻撃的な笑えみだった。







　夏の夜は訪れが遅い。

　夕まぐれの長さが心地ここち良いから、過ごした昼間の暑さを忘れられる。

　茜あかね色いろの空が淡あわくなれば、雲の青白さを薄うす墨ずみ色いろに変えていく。

「七なな宮みや様さまも常磐ときわ姫のところへ？」

　六むつ宮みや萌もえ葱ぎ姫との夕食では、柔らかな物腰で問われた。

「はい、ほんの一日でも二日でも、私共七宮があちらの方々に姿を見せることが大切と考えました」

　私達の間には、クラセとマキセを支える黎れい湖こ特産のお魚と夏野菜の料理。

　慎つつましく小さな器うつわに色鮮あざやかな料理が盛りつけられた席は、二人ふたりだけの食卓だった。

　萌葱姫のお側そば付きも、私の衣い装しよう役やくさんも食堂の外に控えて貰もらった晩ばん餐さん会かい。

　私から六宮姫のお屋や敷しきに出向いたのは、明日あしたの朝にも出しゆつ立たつすると願ねがい出るためだ。

　同どう盟めい国こく内で勝手な真似まねはしてはならないから、私は私で、トエ様はトエ様で動いていた。

「お二人ふたりが出るならば、私共も御ご一いつ緒しよするべきでしょう」

「いえ、五いつ宮みや様と六宮様には一いち宮みやを抑おさえていて欲しいと、私共は願ねがっております」

　シドウ将軍がウズミを抑えているのも大変なことだった。

　外交による時間稼かせぎで支援して貰もらうしか無いとトエ様は言っていた。

「時間を稼ぐだけでよろしいのですか？」

「四都、いいえ、五都同どう盟めいが一番心配しなければならないのは、一いち宮みやと二にの宮みやが強い関係を結ぶことだと、七なな宮みやでは考えております。本当に恐こわいのは、一宮本軍がウズミを離はなれることです」

　トエ様に言われた通りの言葉を伝えれば、すぐに萌もえ葱ぎ姫ひめは納得してくれた。

「つまり、二宮のクラセ攻めに加わるため、一宮本軍が移動を開始することですね」

　萌葱姫は優やさしい顔立ちに難むずかしい表情を浮かべてから、私を見つめた。

「一宮様が二宮との関係を深めることを阻そ止ししなければなりません。私からも、あのお方に和平のための使者を送ります。力押しでの統一は東とう和わの歴史に禍か根こんを残すと説得します」

　一宮シンセンと黒こく曜よう姫ひ殿でん下かがどうするのか、それで歴史の流れが変わっていく。

　私は、あの人と戦いたくないけれど、あの人は必要ならば流血の選せん択たくをする人だ。選択しなくても、誰だれかの選択を受け入れる人だ。

「東和の姫は東和の未来にどう関かかわっていくべきなのでしょうか」

　呟つぶやいてみたら、六むつ宮みやのお姫様は穏おだやかな眼まな差ざしで私を見た。

「皆様方にも目的や夢があるのでしょう。私共は、私共の理想を体現していくだけです」

「六宮様の理想は。どのような理想ですか？」

「笑いませんか？」

「はい」

　こほんと小さく咳せきをして、それから、萌葱姫は微笑ほほえまれる。

「私共、双ふた子ご宮みやの姉妹だけではなく、東和七なな姫ひめが、このように席を同じくすることです」

　それは、とても当たり前のことのようで、とても遠く感じられる光景。

　想像しようとして、少し困った。

　私達が、四都同どう盟めいに琥こ珀はく姫を招いた五都同盟の集まる絵図は、想像することが出来た。でも、一いち宮みや黒こく曜よう姫や二宮翡ひ翠すい姫が揃そろう光景は、なかなか思いつかない。

「ひとつの理想です。私共の夢。そのために、どことも争わない姿勢を長くとり続けて参りました」

　その夢は、今は遠い。それでも、この方と、その姉姫は微笑ほほえまれる。

「大変、素す敵てきな夢だと思います。私も、その中の一人ひとりでありたいと思います」

　どうすればいいのか分からないけれど、それは素す晴ばらしいと思えたから、そう答えた。

「七宮様の理想は、私共と近しいのでしょうか？」

　そう問われたから、言葉に詰まる。

「私の理想ですか？」

　テン様とトエ様と三人で見た夢は、きっと、果てしない夢だ。多た分ぶん、その夢は、他ほかの人達には遠い夢だった。

　それに、私は黒こく曜よう姫ひ殿でん下かの背中を追っている。良いことも悪いことも、全すべてを相手にするお姫ひめ様さまの姿。私には、それも、ひとつの理想だった。

「永年ずつと、高い場所に憧あこがれていました」

　私は何とか言葉を探す。

「私は永年、永年、上を見ていたいと思っています。高くて遠くに憧れます。理想が遠くにあるから、そのために頑がん張ばってきました。多た分ぶん、近くにあっても、理想は遠いんです」

　テン様とトエ様は、あんなに近くにいるのに、私には届かない高さにある。きっと、黒曜姫殿下の側そばに行っても、あの人は高いところにいる気がする。

　思い描く夢も理想も、何時いつだって、遥はるかに遠い。

「まだ背伸びをして手を伸ばしているだけです。確たしかな言葉になるほど、私は学んでいないのだと思います」

「遠く高くを見るのが、七なな宮みや様の夢なのですね。望む未来や理想のために大きな目標を求めているのならば、私共は良き友人になれます」

　萌もえ葱ぎ姫は微笑んだまま、私から視し線せんを外した。

　何も無い空間を探す視線。

「ですが、お気をつけください。理想は、人それぞれです。手近な未来だけを求める人も多いのです」

　二つの都市を繫つなぐ姫役だからだろうか、この方はこの方で、様々な人々の考えに触れてきたのだと想像してしまう言葉。

「私共の理想をどうでもいいと思う方々は大勢います。当然、七宮様の思い描く先を踏みにじる流れもあるのです」

　それが、一いち宮みやと二にの宮みやの大連合軍なのだろうか。

　大国の力に吞のまれないためにどうすればいいのか、私達は、それから、色々なことを話し合った。







「マキセの次はクラセですか。十万の大軍勢を想像すれば気が遠くなりそうです」

　屋や敷しきに来訪したトエルとの会見で、ハルセは嘆なげく。

　三万に及ぶ二宮スズマの軍勢に、七万もの一宮シンセン本軍が合流したら、どうにもならない大軍勢となる。

　サイ家が持つ屋敷の一つで、ハルセとトエルの会かい談だんは余人を交えなかった。

「ウズミの領有権はこちらにあります。一宮には使者を送り続けてます」

　ハルセも、六むつ宮みやの府ふ中ちゆうも動いていたが、動き出した流れを止めるのは難むずかしい。

「一いち宮みやの将軍は無血でのウズミ取りを狙ねらっています。こちらがウズミを引き渡す用意があるかのように見せるのも手です」

　トエルの提案にハルセは唇を嚙かむ。

「一宮への使者は私がやります」

　自信は無かったが、自分しかいないと告げれば、トエルに首を振られた。

「貴方あなたが出ることではありません。貴方は双ふた子ご宮の連れん携けいに力を尽くさねばなりません。貴方が遠地に赴おもむけば、誰だれが双子姫を支えるのですか」

　そう告げる声は、年長者の物言いだ。

「しかし、任せられる人材は多くありません」

　そう答えて、これは噓うそだとハルセ自身が理解していた。

　この屋敷の奥には、サイ家の有力者が滞在していた。トエル・タウはそれを知っていて、ここまで出向いていた。

　だから、自分の言葉に頭を振る。

「私がやる……では駄だ目めですか……」

　自じ嘲ちようする若者は、商家サイ家の筆ひつ頭とう。豪ごう商しようだった父の跡を継いだ男だった。

　自分で成果を出すだけでは、サイ家の当主として不足だった。

「人を使うのは、私も大変です。自分一人ひとりで全すべてをこなせたらと思います」

　トエルの言葉に労いたわりがあった。近い道を経けい験けんしたことがある者の気き遣づかいだ。

「叔父おじ上うえと叔母おば上は、一宮とも深い繫つながりがあります。私から要よう請せいします」

　こうなることを見越して、叔父夫婦は動いていたのだろうか。だとしたら、ハルセを信頼していないと言うことだろうか、それとも、若過ぎるハルセを鍛きたえようとしているのだろうか。ハルセには判別できない。

　おそらく、叔父達に問いかけても軽くあしらわれるだろう。

　また、あの名前も知らない女性に笑われるだろうか。

　いつか、ツヅミの街で自分を見ていたあの子供の視し線せんを思い出す。

　あの時のような無ぶ様ざまな真似まねは避けたいと表情を引ひき締しめ、それから、ハルセは向かい合うトエルに頷うなずいて見せる。

「双子姫ひめと我わがサイ家は、五都同どう盟めいを、我われ々われの新しい時代を護まもることを約束します」

「そのために、空から澄すみ姫と、その臣下もここまで参りました」

　互いに姫の名の下もとで、二人ふたりの男達は盟めい約やくを誓う。

　その夜、トエル・タウを送り出したハルセ・サイは、供も連れずに一人ひとりで叔父達の滞在する離はなれへと向かった。

　翌朝まで、離れの灯あかりは消えることなく、何度か、激はげしいやりとりが屋や敷しき中じゆうに響ひびいた。

　日の出から少しして引き上げるハルセは、疲れた顔とやり遂げた顔の両方を部下達に見せた。

　叔父おじ夫婦は養女一人ひとりを残して、その日の昼にはウズミ方面へ出しゆつ立たつした。

　一いち宮みやシンセン側に対し、停戦を呼びかけるためだった。







　補給路を狙ねらう鳳ほう翼よく旗き団だんを、テンの騎き兵へいが牽けん制せいし、歩兵部隊が弓ゆみ矢やを交わす。

　戦せん闘とうが激はげしいのは、破は軍ぐん王おうヴィイ率いる部隊と、迎むかえ撃うつ東とう征せい将軍テン・フオウの部隊だ。

「ここは抜かせるな！」

　テンの号令で敵陣の側面を削けずる旗はた本もとの騎兵達。

「甘いな！　田舎いなかの大将！」

　跳はね返す鳳翼旗団と破軍王。

　互いに譲ゆずらない戦いは一進一退で、消しよう耗もう戦せんとなっていた。

　互いに指揮官二人ふたりが自ら先陣を切る異様な戦いに、その周りも熱あつくなる。

　戦場で交差した騎馬の二人は、直接、槍やりまで交えた。

　馬上からの鋭するどい突きは、力強くえぐり込む一撃の応酬で、問答無用で互いの生死を懸かけている。

　掛け声さえ発せず、槍を捨てて太刀たちに持ち替えての激はげしい鍔つば迫ぜり合いの接近戦まで行って、互いは離れた。

　騎き兵へいでの戦いは一度離はなれれば、まず終わりだ。

　再度、互いが駆かけ寄る時間は、互いが軍勢を引き連れている限りあり得ない。兵の流れを止めれば乱戦となり、馬と兵を無む駄だにするだけだからだ。

　離れ際ぎわ、テンの背中を襲おそった手て斧おのの一投が近くの立木に食い込んだ。

　テンは回かい避ひできなかった。外れただけだ。

　当たれば背骨を折られていただろう。

　勿もち論ろん、追つい撃げきしにくい体勢は取っていたから、当たらぬよう用意して外させたとの考えも出来たが、それでも、危険な一投だった。

　思わず、もう一度、ぶつかり合おうと馬首を返そうとして、テンは止めて距きよ離りを取った。

　離脱する部下達の群れに合流していく。

　一撃離脱を部下に徹てつ底ていさせたのは、彼自身なのだ。その場限りの逆上は捨てていた。

「ふん、逃げたか」

　その背を見送って、ヴィイも戦せん闘とうを止やめた。

「随ずい分ぶん、やられたな」

　周囲には血と汗の臭においが充満していた。

　人間の物と馬の物が混じり合う、熱ねつを感じさせて息苦しい臭いだった。

　敵も味方も死傷者が転がっていた。

　動けなくなった者の呻うめき声ごえがする。

「退ひくぞ、痛み分けで今はいい」

　同じような損害なら、数が多い大国側の方が優ゆう位いだった。

　正攻法で戦い続けているだけで、勝利は近づいてくる。

「追いませんか、奴やつの首を狙ねらう絶好の機き会かいです」

　副将の声に、指揮官は首を振る。

「誘さそい込みが奴の狙いだ。奴は奇策で挽ばん回かいを図ろうとしている。俺おれは一つたりとも相手の思おも惑わくに乗らんぞ」

「しかしながら、我われ々われも脱落者が増えてきました」

「ああ、補充は無理だな」

　鳳ほう翼よく旗き団だん、その中でも破は軍ぐん王おう子飼いの兵達にも戦せん線せん離脱者が増えていた。真しん姫ひめ親しん衛えい隊たいと違い、彼直属の部下には代わりがいない。

「弱れば異国での立場を失います」

「勇ゆう猛もう果か敢かんの触れ込みは充分だ。この国の誰だれも、俺達以上には戦えないと証明した」

　自陣へ戻る進路を取りながら、はぐれ者の王子は遠方へ目を凝こらす。

　野営するスズマ軍と、その横に隣りん接せつする黒こつ騎き団だんの大兵力。

　彼はスズマ軍も黒こつ騎き団だんも使おうとしなかった。

　鳳翼旗団だけで、主な戦いを続けていた。

「俺達は充分戦った。だが、奴やつらは積せつ極きよく的てきに戦おうとしていない。お前達は、どうしてか知っているか？」

　周囲に集まり始めた側近達に問う王子は、薄うすく笑った。

「奴らはお姫様の到着を待っている。それが、この国の戦いらしい」

　それから、騎き乗じようのまま近くの立木へ進むと、幹の半ばに食い込んだ手て斧おのを力ずくで引き抜く。

「そうさせないために、まだ俺達は働くぞ」







「働かせて堪たまるか。まだ俺達の方が不利だ」

　兵達の点呼の声を耳にしながら、テン・フオウは唾つばを吐き捨てた。

　乱戦の中、口元を切ったようで赤い色が見えたが、治ち療りようするほどではなかった。

「あの野郎、指揮官自ら何度も出てくるとはふざけやがって」

　自分のことは棚に上げて、テンは熱あつくなった身体からだが冷めるのを待つ。

　夏場の戦いは人間も馬も苦しい。

　見通しの利く峠とうげで、テンも部下も全員が下馬していた。

　馬を少しでも休ませておくことが、次の戦いのための準備になる。

　熱い馬体を木陰に誘ゆう導どうする兵もいた。

「やはり、正攻法以外で戦おうとはしません」

　追いかけてくるのを期待していた副官から失望の声が上がった。

　逃げながら隘あい路ろに誘さそい込み、伏せていた歩兵で挟きよう撃げきする策は空から振ぶりだった。

　罠わなの準備をした戦いは何度もしたが、どれも乗ってこなかった。

「だが、こちらの方が勝っている」

　痛み分けが多かったが、どちらかと言えば七なな宮みや勢の方が勝ったと言える戦いが多かった。

　それでも、消しよう耗もうは大きい。

　すり減れば、結局は負けだ。

　この戦い全体が終わっても、兵力が激減すれば国力も下がる。

　元々、大国とは地力が違うのだ。弱れば、次の流れに飲み込まれる。

　汗だくの兜かぶとを脱ぎ捨て、テンは部下とも愛馬とも離はなれ、木陰に涼みに入る。

「真しん姫ひめが来るまでに、あの馬ば鹿か王子を倒せればいいが、難むずかしいな」

　口に出して、今の戦いを分析する。

　正直、テン自身も驚おどろく程ほど、はぐれ王子は単たん騎きで強かった。

　勝てると踏んで戦っても、跳はね返されていた。

　戦いに慣なれていた。場数を踏んだ人間の粘ねばり強さと、躊躇ためらわない果か敢かんさが同居している。

「笑えるよな、トエ」

　ここにいない相あい方かたの名前を呼んで、テンは空を仰あおぐ。

　澄すんだ青空に、遠く彼方かなたで白い夏雲が流れている。

　頭上には筋雲が薄うすく伸びて、その端を散らしている。

「あの野郎、化け物だぞ。十代半ばの身体からだを維持してやがる」

　どのように鍛きたえればそうなるのか、戦えば戦う程ほど、相手の動きに若さを感じた。

　老ろう獪かいな大人おとなの対応力と、鋭するどい少年の反応力。相あい反はんする力を自在に操あやつるのが、北の王子ヴィイという男だった。

　テン・フオウも並はずれた若さを維持していたが、それでも、あれほどに特異ではなかった。

「負けてやる気は無いが、潰つぶすには惜しいか」

　仲間に欲しいと考えて、テンは笑った。

「無理だな。あれは東とう和わに合わない」

　点てん呼こが終わり、少なくない犠ぎ牲せいが報告されるのを耳にしながら、木陰を出る。真昼の空の明るさに手差しで目を護まもる。

「あいつ、自分の身が危ないと知っているから戦っているな」

　そこに勝しよう機きがあると、闘とう争そう心しんが沸き上がる。

「うちのお姫様が出てくる前に片づけるぞ」

　空そらの名前を持つ姫ひめの顔を思い出しながら、次の戦いくさの準備を、その頭が考え始めた。







「大変な戦いが広がっています。止めなければなりません」

　戦地まで近づいた翡ひ翠すい姫は、負傷兵の運び込まれた寺院を訪れていた。

　前ぜん線せんは先へ先へと進み、この辺あたりは初期の戦地に近い。

　その辺りの大きな施設は、全すべてが負傷者の収容所となっていた。

　前線からは、次々に負傷者が後方へと送られている。そして、満足な治ち療りようも出来ないで、もがき苦しんでいる。

「医療班の増員をお願ねがいします。ここにいるのは真しん都との未来を背負った若者達なのです」

　その声に、負傷者達が、真しん姫到着を知り、傷を押して身を起こそうとする。

「そのままでいてください。皆様方の苦しみ、私はこの目でしかと見ました。これ以上、皆様方が痛みを覚える必要はありません。早急に、この戦を終わらせることを、東和翡翠の名において、ここに宣言します」

　おおっと、板いた床ゆかにそのまま寝かされていた負傷者達から声が上がる。

「我われら、真都は東和再統一のために戦い、未来のために皆様方が血を流されました。この痛みを真都の同胞は永遠に忘れません。正当なる明日あしたは、我ら真都の切り開く真実と共にあります。その血、一滴一滴が、皆様の流した汗と涙が、その証拠なのです」

　失礼しますと頭を下げ退室した姫を、エヅが出迎えた。

「この光景も絵にしてください。忘れないでください」

　そう命じられて、エヅも頷うなずく。

　ただ、素直には頷かなかった。

「どこも戦争の時はこうですよ。俺おれもツヅミ戦で同じ光景見ましたから」

　真都だけが血を流しているわけではなかった。

　七なな宮みや勢にも、双ふた子ご宮みやにも、同じ光景があるだろう。

「貴方あなたは負傷したのですか？」

「逃げ回っていて、背中を斬きられました。そのまま、一晩、ひっくり返ってました」

「助かって良かったですね」

「皮肉なんですけどね、死体みたいに転がっているのを拾ってくれたのはテン・フオウでした。だから、俺、あいつに逆さからえないんですよ」

　無む意い識しきに俺と口にしたエヅを、翡ひ翠すい姫は不ふ思し議ぎそうに見つめた。

「貴方には貴方なりの事情があるのですね」

　この負傷者達の中には、テン・フオウに直接斬られた者も多いのかも知れない。

　翡翠姫は言葉を選ぼうと思案してから、改めてエヅに話しかける。

「常磐ときわが、三さん宮みや姫ひめが戦場の後方に出向いているそうです。あちらもこのような光景を見ているかも知れません。私は、彼女に何度も特使を送っておりますが、一度たりとも返答はありません」

「はあ、常磐の姫さんにですか」

　このお姫様とは反対にも見える武家姫の顔を思い出して、エヅは懐なつかしく思う。思えば、遠くに来たものだと、それと、あの春は楽しかったと。

「あの者に停戦の合意を取り付けます。これ以上の戦いは無意味です。私共は、もう戦いを止やめるつもりです」

　地方同どう盟めいには充分に圧力を掛けていた。

　ここで終わらせても、それなりの成果はあった。エヅに、誰だれかに説明する気は無かったが、真しん都との目的はある程度達成していた。

「ああ、平和って大事ですよね」

　何も考えないで、エヅは頷いた。

　彼は、難むずかしい考えを即座に積つみ重ねるのに向いていない。とっさに出る反応が、良くも悪くも彼の個性そのものだ。

「その通りですが、残念ながら、彼女は私を嫌っております」

「どうしてですか？」

「昔、真都にお誘さそいして、激はげしく抵抗されました」

「うわぁ、泣かせたんじゃないですか？」

「その質問は彼女の沽こ券けんに関かかわります。問うべきでも答えるべきでもありません」

　怒られたと肩を落とす絵え描かきに、姫ひめは真剣な顔で向き合う。

「書状は用意してあります。早馬の用意は出来ています。貴方あなたに、この大役をお任せします」

　特使になれと、そう言われたのに気がつくのに時間が掛かった。

「あっ、あっ、ああああ」

　意味不明な声を上げて後退するエヅの背後に、何人もの男達が控えていた。

　逃げ出そうにも、真しん姫親しん衛えい隊たいから選び抜かれた護ご衛えい役やく達は屈強そうだった。別の逃げ道を探そうとして、老人達の一団を見つける。

　真都スズマの役人達だ。とてもじゃないが近寄りたくない重々しい雰囲気がにじみ出ていた。

「お、おいら、馬乗れないし」

　慌あわてて、人生初の一人称が出てしまうエヅ。

「馬車でも早はや駕籠かごでも用意します。常磐ときわ姫が心を開くのは貴方だけです」

「違う。あの人殴るんですよ。蹴けるんですよ!?」

　今度は斬きられるんじゃないかとエヅは怯おびえる。

　真剣はともかく、木刀でならあり得る気がした。

「直ちよく線せんで戦地を縦じゆう断だんしてください。貴方あなたは、破は軍ぐん王おうからも東とう征せい将軍からも愛されています。貴方だけが、彼らを説得し、特使の役割を果たせるのです」

　嫌いやだ、嫌だと首を振るが、何をどう言えばいいのか分からない。

　親しん衛えい隊たいからも役人からも、有う無むを言わせぬ空気が発せられている。

「あ、あ、あの、えっと、そのう」

　何か言おうとして、エヅの声が周囲の声にかき消される。

　寺院の中で、外で、歌声が響ひびき始めていた。

　故郷を思う歌で、負傷者達の擦かすれた声が重なる歌謡だった。

　平和な未来、輝かがやく未来、真実の明日あしたを皆で過ごそうと、家族の許もとへ帰ろうと、唱しよう和わが広がっていく。

　真しん姫ひめを送り出そうと、真しん都とスズマの若者達が精一杯の思いで謳うたっているのだ。

　その場の空気が全すべて、エヅに勇気ある決断を迫っていた。

　だから、絵描きのエヅは途方に暮れて、

「はい」

　と、了承の一言を言うしか無くなってしまった。













　　　八節　終局の構造







　私達が前に出ると言えば、萌もえ葱ぎ姫も浅あさ黄ぎ姫も百人ずつの兵を護ご衛えいに付けてくれた。

　百人規模だった私の周りも三百となり、それに、七なな宮みやと三さん宮みやからの増援に遅れた百人ほども追従する段取りとなっていた。

「どうなっているんですか、この戦いは？」

「テンが真ま面じ目めに戦っているから大変そうだよ。三宮戦のシドウ将軍の時より苦しそうだ」

　朱馬車の中で向き合えば、トエ様は目元を押さえて欠伸あくびを堪こらえていた。

　あっちこっちに出向いて根回ししていたから、この人はあまり寝ていない。

　トエ様がしていることは、ほとんどが戦後の利益配分の約束だった。

　五都同どう盟めいがいかに地方の発展に繫つながるか、中央に集まっていた国益が地方に広がるかを説いて回っていた。

　シンセンとスズマの中央集権体勢が、地方からの搾さく取しゆになると予想し、東とう和わ全体の衰すい退たいを危き惧ぐする考えを提示しているそうだ。

「東とう征せい将軍が負けたらどうするんですか？」

　私と並んで同席する衣い装しよう役やくさんは、いつも、トエ様には厳きびしい質問をする。

「逃げよう。あいつのことは諦あきらめて、僕らだけで逃げるんだ」

　身も蓋ふたも無い回答が、トエ様らしいと言えば、トエ様らしい。

「姫ひめ様さま、これが、この人達です。この人達は、昔から危ない橋を渡って勝ち進んだだけです。一度でも負ければ、転がり落ちる方々です」

　衣装役さんは、トエ様やテン様と昔なじみらしく、以前、大失敗をして逃げ出すお二人ふたりを見たことがあるらしい。だから、いつも、私に気をつけなさいと忠告してくれる。

「だからね、あまり前には出ないよ。後ろの方で応援だよ。すぐに逃げだせるようにね。僕は剣も槍やりもまともに持ったこと無いんだから、応援が全すべてだよ」

　先日披ひ露ろうした組み合いでの護ご身しん術じゆつは、一度しか使えない隠し芸扱いらしい。

　トエ様の隣となりのヒカゲさんは、そんなトエ様を無表情で見上げている。

　その光景を見ていて、ふと気がつく。

「ヒカゲさん、ちょっと背伸びた？」

「ヒカゲ」

「うん、ヒカゲ」

「ちょっと」

　何となく、ほんの少しだけど、トエ様と並んだ姿が、少し大きくなった気がした。

「いいな、私、背が伸びないんだよね」

　今、着ている姫ひめ装しよう束ぞくも、去年と同じ物だ。

　丈たけ直しの必要が無いから、衣装役さんが複雑そうな顔をされる。

「来年は伸びます」

「うん、そのうち、僕ぐらいは大きくなるよ」

　衣装役さんとトエ様がそう言ってくれるけれど、実感が湧わかない。

　トエ様と同じ背丈の自分なんて考えられない。

　私にとっては、トエ様はいつも見上げる相手であって欲しい。

「来年のためには、この夏を乗り切らないとね」

　トエ様は目を閉じて、いつも通りに考え事を始める。

　この人は考えているのがお好きな人で、考えていないのは寝ている時だけの気がする。

「一いち宮みやにウズミ明け渡し交渉を持ちかけている。サイ家の重じゆう鎮ちんがね。代わりに、この戦いから手を退ひけとね」

　独り言のような言葉に、衣装役さんが目を細める。

「退きますか？」

「退かないよ。でも、攻めては来ないよ」

　六むつ宮みやマキセ都市を、双ふた子ご都市を直接攻めることはしないと、トエ様は語り始める。

「一いち宮みやはね、本当は双子都市に健在でいて欲しいんだ。彼らの言うことをある程度聞いてくれれば、彼らはそれでいいんだよ」

　何でそうなるか、私は目を見開く。

　薄うす目めを開けて、トエ様は私の反応を楽しむ顔をした。

「本当は、彼らだって二にの宮みや頼みの連立政府なんてやりたくないんだ。でも、一宮単体では東とう和わ全土への支配力回復は見込めない。だから、彼らは、僕らを適度に弱体化させるのに、この戦いをしているんだ。用が済んだら、連立解消で二宮だって切り捨てる気だ」

　そうなのかと思えば、いつもの一宮シンセンだとも思えてくる。

　それでも、そんなに上手うまくいく気がしない。

「二宮スズマ側は、そうならないようにしているのですか？」

　私が質問すると、トエ様は頷うなずく。

「何で、はぐれ王子に好きにさせていると思う？　双子都市や僕らを彼らだけで弱らせて、手て柄がらと利権を独占しようとしているんだ。一宮が切り捨てたくても無視できない実力者になる気だ。僕らが弱った分、一宮ではなく、真しん都とスズマが強くなるようにしたいんだ。出来れば、仮に双子都市が一宮に隷れい属ぞくを申し出たとしても、大した相手にならないようにね」

「連立相手は自分達だけでいい。それが、スズマの本ほん音ねですか」

　衣い装しよう役やくさんの言葉にトエ様は肩を竦すくめる。

「そうだよ、だからね、僕は一宮にだって声を掛けているんだ。五都同どう盟めいが安定したら、一宮シンセン中央政府と連れん携けいした新しい国造りの話し合いをしたいってね」

　うわっ、やっぱり、噂うわさ通りに一宮とも繫つながっているよ、この人。

　常磐ときわ姫や双ふた子ご姫が心配するように、うちの方々は平気で噓うそを吐つく。

　何時いつだって、裏も表も沢たく山さんある。

「ほら、一宮を潰つぶしたら大変だよ。この国はがたがたで、はぐれ王子のような外国勢がどんどん流れ込むかも知れないよ。それより懐かい柔じゆうして、みんなで操あやつる方が楽だよ」

「今、スズマが連立でシンセンと癒ゆ着ちやくしようとしているようにですか？」

　衣装役さんの声は厳きびしい。

「あれは駄だ目めだよ。あれはスズマを、いや、真都を発展させるための計画だ。この国全体のためじゃない。彼らにとって、民衆とは、我わが国とは、真都同盟を意味するんだ。東とう和わじゃない」

　それが、スズマの、真都の天下取り。そこには、真都同盟の一員ではない人達は含まれないらしい。そして、きっと、真都の勢力はすごいけれど、真都以外の人達は、もっと大勢いると思う。

　私達も、真都以外の人なのだから。

「それでは、どうするんですか？」

　私が訊たずねると、トエ様は前髪を搔かき上げて、おでこを手で押さえる仕し草ぐさをした。

「二にの宮みやスズマをやっつけて、一いち宮みやとの連立関係を崩すんだ。そのためには、このまま終わらせないで、もう一仕事しないとね」







「あのう、戦争終わらせに来ました」

　頭を搔いて、えへらえへらと笑うエヅを、破は軍ぐん王おうヴィイは珍ちん獣じゆうを見る目で見つめた。

　東とう和わでの特使の正装、白しろ無む垢くの装しよう束ぞくに藍あい染ぞめの羽は織おり姿が、全く似合っていない。

　仮装行列に参加する予定だとしか見えないが、胸に下げた金糸飾りの袋には東和二宮翡ひ翠すい姫の書状が入っている。

「終わったな」

　周囲を見渡し、この戦いの前ぜん線せん指揮官として、破軍王は呟つぶやいた。

　この絵え描かきが到着した時、陣内での空気が緩ゆるむのをヴィイは感じ取った。

　丈たけ一つ合わない特使の不格好さにではなかった。

　真しん姫ひめからの特使が現れた。そのことにだった。

「これは和わ睦ぼくのための交渉ですな」

　監かん査さ役やくの将校が嬉き々きとした顔で、軍ぐん議ぎの上座に座る指揮官に声を掛ける。

「そのようだな。お前達は、もう満足しているのか？」

「我わが国の力は見せました。ここからは、外交の戦いです」

　監査役はこれ以上の戦いは損害が大きくなるだけと判断していた。

　ここまでの戦果で、五いつ宮みやクラセの貿易路を幾つも奪うばっていた。

　これだけで、今後は有利になる。

「我が国は、ここからは、強い中央政府として他都市を従えるのです。従わなければ、これ以上の攻勢を仕掛けるぞと恫どう喝かつすれば良いのです」

　監査役の判断が、真しん都とスズマ側の将校の総意と言えた。

　誰だれもが、手打ちの時を待っていた。身内を失った幾人かが、激はげしい闘とう志しを燃もやしてはいるが、それは少数派だ。

「お前達は万の軍を揃そろえながら、本気で殺し合う気は無いのだな」

　陣の全体に、和わ睦ぼくの噂うわさが流れてしまった。前日までの気迫が、士気が抜けていくのを、戦い慣なれた指揮官は感じ取っていた。

　一度、国に帰れると、戦いは終わると思ってしまった兵は役に立たなかった。士気を取り返すには、よほどのことが無ければ駄だ目めだろう。

「俺おれは、まだ戦いたい。あの男の首を取るまでな」

　誰も返事をしなかったから、はぐれ者の王子は苦笑する。

「仕方あるまい。こうなる前に、あの男を始末できなかった俺おれの負けだな」

　エヅに視し線せんを向けて、ヴィイは言葉を続ける。

「途中まで俺が送ってやる。お前を、テン・フオウに会わせてやろう」







「和わ睦ぼくの特使が来ただと？」

　テン・フオウは荒い手つきで頭を搔かいた。

　密使ではなく、正式な特使は、監視付きで通過させてやるのが筋だった。

　それが、異様な光景となってしまったのは、特使だけが、特使一行だけが陣と陣を通過する当たり前の行動を取らなかったからだ。

　睨にらみ合い対陣する陣と陣の中間地点に、一人ひとりの騎き兵へいと、一人の特使だけが現れていた。

　中間地点に、彼らだけが居座り、地面に突き立てる大おお傘がさを開いて、手近な岩に腰掛けている。

　まるで野の点だての茶会のように、彼らは戦地の真ん中に座り込んでいるのだった。

　破は軍ぐん王おうヴィイは、特使エヅを迎えに来いと、こちらへ挑ちよう発はつの姿を見せていた。

「どうするのかね？」

　テンの横に立つのは、合流したばかりの傭よう兵へい将軍キリハ・ラサだった。

　慌あわただしく、新生四しの宮みやの旗はた指さし物ものを立てたばかりの陣に、彼と彼の一門、それに四宮ツヅミの兵が参じたばかりだ。

　これだけの兵力を揃そろえながら、目に見える距きよ離りに敵陣と構えながら、和睦のための使者を受け入れるのは、テンにしても腹立たしい。

「あいつも、上の指示をそのまま受け入れる気は無いか」

　大おお傘がさの下、特使と愛馬に挟まれた敵将の姿を見つめて、テンは目を細めた。

　表情が見える距離ではなかった。

　弓ゆみが届く距離でもなかったし、こちらが全軍で突とつ撃げきしても、馬に乗られたら追いつくことは不可能な距離だ。

　見通しの利いた拓ひらけた土地故ゆえに、兵を忍ばせることも出来ない。

「敵将は君と話し合いたいと見えるな」

　特使を引き渡す迎えの者と、両陣営からの衆しゆう人じん環かん視しの中で語り合いたいとの意志が見えていた。

　無言で求められているのは、一対一の話し合い。

「ふざけやがって」

　遠目に見える姿は軽装で、どうやら、刀一つ持っていない。着崩した軍服一つに見えた。

「私が出ても構わない。あの特使には見覚えがある」

　泰たい然ぜんと座る敵将の横で、落ち着きが無い動きをしている特使は、キリハと奇妙な縁えにしがある絵え描かきだ。

「俺おれもあるよ。可愛かわいい弟分だ」

　仕方ないと、テン・フオウは甲かつ冑ちゆうの帯を解ほどき始めた。

「俺が出る。敵将直じき々じきとなれば、ここの指揮官であった俺が出向くのが礼れい儀ぎだろうよ」

　出なければ、こちらの士気が下がると知れた。寄せ集めの軍は士気が落ちれば、ほころびが目に見えて広がり始めると相場が決まっていた。

　この戦いが終わった後にも、寸すん鉄てつ帯びぬ破は軍ぐん王おうに恐れをなした東とう征せい将軍と悪評が広がれば、将来、武将としての求心力を失いかねない。

「何があっても手を出すな。乱戦が奴やつの狙ねらいかも知れない」

　和平の流れを潰つぶして、泥沼の戦争に持ち込む。破軍王ならば考えかねない策略だった。

「君が討うたれてもかね？」

　キリハの問いに、テンは不敵な顔を見せる。

「俺の方がでかい。殴り合いなら必ず俺が勝つ」

　揺るぎない自信を見せつけて、腰から太刀たちを外す。

　本当は剣よりも弓よりも、素手での近接戦せん闘とうこそが、この大男の得手なのかも知れない。

　それから、周りを見渡すと、将兵を呼びつける。

「おいっ、飯めし炊たき組ぐみから湯を調ちよう達たつしろ。薄うす汚よごれたままでは特使の迎えには相応ふさわしくない」

　夏場、現場の指揮官として奔ほん走そうした分、この男も平時のような装よそおいはしていなかった。

　軽く身み支じ度たくだけはすると、新しい軍服も用意させ始める。

「もしもの時は、ここの指揮官は傭よう兵へい将軍に任せる。黒こつ騎き団だんの側面への回り込みに気をつけろ。狙ねらうのは、中央からの鳳ほう翼よく旗き団だんだけでいい」

「一いち宮みやとは戦うなと言うのか？」

「ああ、奴らは主君のために戦うのが本来の役目だ。一宮姫ひめは、二にの宮みやスズマのためには戦いたくないはずだ。本気で動くなと命じているはずだ」

「一宮姫が、我われ々われの共倒れを狙っていると私は考えている」

　先の四しの宮みやツヅミと七なな宮みやカセンの戦いは、強くなり過ぎた商都ツヅミと新しん興こう勢力カセンの潰し合いになるように、一宮黒こく曜ようが画策した部分があった。

　ツヅミに籍せきを置いていたキリハ・ラサとしては、一宮こそが仇きゆう敵てきとも言える。

「それもあるだろうが、そうならないようにトエも根回ししたよ。破軍王も一宮を信じちゃいないさ」

　上半身裸になったテン・フオウが湯を被かぶろうと歩き出せば、その前に小こ柄がらな兵が立った。

　鞘さやに入ったままの刀の柄つかに手を伸ばそうとする少年兵の姿だった。

「シドウ将軍の養子か」

　戦死したツヅミ敗残兵を父に持ち、七宮に、テン・フオウに怒りを覚える少年だった。

「お、俺おれの名は」

「名乗るな」

　重い一いつ喝かつが、少年の動きを止めた。

　戦いに慣なれた人間特有の威圧感に、少年兵が言葉を失い、キリハも、他ほかの将校もその場から動かないで、ことの顚てん末まつを見つめる。

「名乗りたければ強くなってから来い。槍やりでも剣でも構わん。俺と対等に戦える力を身につけてから名乗れ。名乗れるだけの技量を持つ者ならば、俺は誰だれの挑ちよう戦せんも受ける」

「ほ、本当だな？　何時いつでもだな!?」

　震ふるえた少年の声に、テン・フオウは力強く頷うなずく。

「その目と顔は覚えた。五年後でも十年後でも、必ず果たし合いに付き合おう」

　キリハが、そこで動いて、テン・フオウの前に出た。

「ここは退ひきたまえ。この戦いが終わった時、私が君に剣を指南しよう」

　それで、少年は引き下がる決意をした。

　俯うつむいて顔を真まっ赤かにして、足早に去って行く。

「済まない。彼を預かる者として詫わびる」

「いいさ、焦あせったんだろう。俺が死ぬかも知れないと思ってな」

　相手は破は軍ぐん王おう。行き先は戦場の中心、そこへ一人ひとりで行こうとする親の仇かたきを前にして、黙だまっていられなかった少年の気持ちは理解できた。

　敵かなわないまでも、その眼中に自分のような人間がいることを知らしめたかった。そうしなければ、生しよう涯がい、相手にこの怒りは伝わらないままになるかも知れない。それが、今まで、感情を抑おさえてきた少年の心中だった。

「十年後、彼と立ち合う気かね？」

　キリハの問いに、歴戦の戦傷が残る背を見せて、テン。フオウは笑った。

「俺の本当の特技は口車なんだよ」

　次も口先でどうにかすると、その笑えみが語っていた。







「あのう、何をどうするおつもりですか？」

「古い知人に挨あい拶さつしたいだけだ」

　仔こ牛うしほどもある乾いた岩に腰掛けて、破軍王ヴィイは天を見上げていた。

　真昼の空は青く澄すみ渡り、遠くの山で鳥の群れが飛び立っていた。

「あれは地方同どう盟めいの伏ふく兵へい部隊だな」

　鳥が飛び立った動きは、山の中を兵が移動したためだと彼は見抜いていた。

　何日も前から動いている別働隊だろう。

　敵も味方も、相手の隙すきを突くために見えない場所で動いていた。

　中には、山の中で鉢はち合あわせて遭そう遇ぐう戦せんを行う者達もいるかも知れない。その生死も、この流れの中で消えて行くかも知れなかった。

「なあ、絵え描かき。ここで和平をして誰だれが一番得をすると思う？」

「は、はい、はい、えっと、やっぱり、双ふた子ご都市じゃないですか。あそこ、戦争嫌いですし」

　何をしていいか分からず、とりあえず、軍馬の精せい悍かんな筋肉を観かん察さつしようかとうろついていたエヅが、当たり障りの少なそうな返答をする。

「真しん都と同どう盟めいスズマだ。この戦いは全すべて、こいつらのための戦いだ」

「あっ、やっぱりですか。平和都市なのに戦争やるから変だと思っていたんですよ」

「あいつらは一いち宮みやと地方を対立させたいんだ。一宮とスズマが仲なか睦むつまじくなるために、適当な敵が欲しいから、地方同盟を許さないと一宮を誘ゆう導どうした」

　世界を二つに分ける。

　東とう和わ統一、東和再さい編へんと語りながら、事実上は、中央と地方で東和の分断を図る。

　それが、真都スズマの戦略だった。

「中央と地方は戦争をするような関係にあると証明し、世界の線せん引びきをした。それが、この戦いの成果だ。領土も主導権争いも、全てついでだ」

　戦争関係を作っておいて、戦いが激げき化かの兆ちよう候こうを見せれば、とりあえずの和わ睦ぼくを提案する。

　全て、真都スズマが中央政府の一大勢力になるための作戦だった。

　一宮シンセンと他都市が良好な関係では困るのだ。

　仮に双ふた子ご都市と一宮シンセンが和解し、そこに強力な関係が生まれれば、連立政府の中で真都スズマの力が弱くなる。

　真都同盟の勢力拡大のためには、一宮シンセン都市には、真都スズマとだけ組んで貰もらわなければならない。

「それって、ただのわがままじゃないですか？」

「戦争の本質はわがままが全てだ」

　そう告げてから、一呼吸置いて、

「そこに幾千幾万の死があろうとな」

　冷れい徹てつな一言。

　断言されて、エヅは納得するが、やはり、色々と抵抗しようとした。

「あのお姫ひめ様さまが、全部たくらんだんですか？　割と、俺おれ、あの人好きなんですよ」

「世界の線せん引びきは真都の悲ひ願がんなのだろうな。元々、そうした団体だ。百年の大計かも知れないぞ」

　その線引きは、本来は別だったのかも知れない。

　統一した東和と、中ちゆう原げんを筆ひつ頭とうにする他国の間に線を引くことだったのかも知れない。あるいは、真しん都とが主しゆ宰さいした地方同盟と、旧勢力の代表たる一いち宮みやシンセン都市の間に線を引くことだったのかも知れない。

　前者には遠く、後者には断られた。

　結局、本来は敵対していた一宮シンセンと真都スズマが癒ゆ着ちやくするのが、彼らが選んだ現実路線だった。お互い、内政にも内情にも問題を抱えていた。

「ここで和平したらどうなるんですか？」

「しばらくは休戦して、来年、再来年と一宮との融ゆう合ごうを進める気だろう。十年もあれば、一心同体となるかも知れないな」

　他ほかの地方都市に、つかの間の自由を与えている間に、強固な中央体勢を築きずき上げる。それから、改めて、統一戦争でも何でもした方が確かく実じつだった。

「そんなの付き合いたくないっすよ」

「俺おれもだ。だから、あいつと話し合うために出てきた」

　言葉に促うながされてみれば、五都同盟の陣から、単たん騎きで駆かけてくる者がいた。

　供は一人ひとりも連れず、武装の様よう子すも無く、軽く羽は織おった軍服姿だけが馬上に見えた。

「だ、旦だん那な！」

　絵え描かきが大声で手を振ると、近づいてきたテン・フオウは馬から飛び降りた。

　そのまま、馬には周囲を走らせる。その愛馬は、主から遠く離はなれようとはしない。

「よう」

　気安い声を掛けて、テン・フオウは歩み寄ってきた。

「ふん」

　ヴィイも立ち上がり、向かってくる者へ歩み寄る。

　和平の特使を脇わきに置いて、両陣営の指揮官同士が、武器も持たず、具ぐ足そく一つ身に纏まとわず、まるで平時の街中で出会ったように向き合う。

　互いに、一歩か二歩踏み込めば相手の間合いになる。そんな距きよ離りだ。

　ふふんと、二人ふたりは見つめ合い笑い合う。

　何かいい雰囲気かなと、エヅが一いつ緒しよに笑った。

　次の瞬しゆん間かん、二人は同時に言葉を発する。

「俺の手下になれ」

　全く同じ言葉だった。

　示し合わせたような同じ言葉を交わして、一瞬の沈ちん黙もくの後、両陣営が固かた唾ずを吞のんで見守る会見は、崩ほう壊かいした。

　声一つ発せず、双方の指揮官は殴り合いを始めた。

「ひいぃぃ!!」

　とんでもない展開に、エヅは逃げ出そうとして、どちらの陣営へ逃げるのか迷う。

　両方を必死に見回して、五都同どう盟めいの中に懐なつかしい四しの宮みやの文字を見つけて、そこにキリハ・ラサがいると思い出して、その向こうに懐かしいお姫ひめ様さまがいると思い出して、とにかく、その方向に駆かけ出した。

「さいなら!!　今度会う時は平和な時に!!」

　自分でも誰だれに何を言っているのか理解できないまま、とにかく、暴あばれる武人達から転がるように離はなれた。







「あほか」

　黒こつ騎き団だんで遊ゆう撃げき長ちようは呆あきれた。

　遠とお眼鏡めがねを部下に渡して、自分は軍馬に跨またがる。

　動くなと黒騎団二千騎には命じていた。

　仮にあの王子が殴り殺されても動く気は無かった。

　彼自身が望んだ方針だ。

　負けたら負けた者が悪いと彼なりの覚悟がある。

　しかし、一言交わしただけで殴り合いになる指揮官があっていいはずがなかった。大人おとなのすることではなかった。

「だが、敵が動いたら出るぞ」

　敵陣が攻め込む姿勢を見せたら、こちらも動くしかすべがない。

　指揮官を見捨てるわけにはいかないし、逃げ出す理由も無かった。

「これか、乱戦に持ち込んで、和平の可能性を潰つぶす気か」

　そのために、自らの危険も顧かえりみず、衆しゆう人じん環かん視しの真まっ只ただ中なかに一人ひとり赴おもむいたのだとすれば、破は軍ぐん王おうの覚悟に苦にが笑わらいを浮かべてしまう。

「あの野郎、戦争だけを選せん択たくしてやがる」







「敵が動くまでこちらも動くな」

　キリハが指揮官となった五都同盟側も、いきり立つ兵に制止を命じていた。

　どちらが先に動いたのか、ここからでは誰だれも判別できなかった。誰もが、同時に殴りかかったようにしか見えない対決だった。

　ただの喧けん嘩かのように見えて、そうでないと誰もが知っていた。

　テン・フオウは大男で、本気で殴れば人の首を折るのも造ぞう作さない膂りよ力りよくの持ち主だと、誰もが知っているのだ。猛もう牛ぎゆうの頭も粉ふん砕さいするとの本人談だんまであった。

　そして、破軍王も恐るべき身体能力と異国の格かく闘とう術じゆつを持つと、陣中に噂うわさが広まっていた。

　その二人ふたりが殴り合っているのだ。

　お互い、一いち撃げきが必殺になる拳こぶしと拳だ。

　止めに走る前に決着がつくはずだった。

「キリハ様！」

　どうしていいか分からないと、少年がキリハの名前を呼ぶ。

　応援するのも応援しないのも、どちらも選べず、仇きゆう敵てきが激はげしく争う背を凝ぎよう視ししている。

「あれがテン・フオウだ。次に戦う時は覚悟して挑いどめ」

「あいつが勝つと？」

　すがるように問えば、キリハは頷うなずく。

「この戦いは我われ々われが勝つ。そのために、あれは戦っていると思え」







　長い手から繰くり出された拳を腕で受けて、王子の身体からだが宙に浮く。

　踏みとどまりながら、低い体勢から肘ひじを繰り出す。

　テンの脇わき腹ばらに食い込んだ肘をかち上げて、空あいたみぞおちに二撃目を放とうとして、頭部に冴さえた空気を感じた。

　後方へ飛とび退のくと同時に、今まで、頭部のあった場所へ落とされる相手の右肘。

　食らわせれば内ない臓ぞうを破裂させる一撃も、頭を割られる一撃と引き替えには出来なかった。

　距きよ離りを取ったと安心するより速く、大男とは思えぬ動きで、回まわし蹴げりが走る。

　まともに受け止めれば骨を砕くだかれると、打撃の力を逃がす方向へ飛ぶ。

　力点を外れて、威力が弱まった蹴りに耐えて、今度は王子が攻め込む。

　敵の目を狙ねらう拳は頰ほおを直撃したが、耐えた相手の拳の反撃に遭あう。

　これも耐えるが、体重差から体勢を崩される。

　好こう機きと迫る新たな拳を、低い姿勢でくぐり抜け、伸びきった腕の筋を捕らえようとする。

　意図を悟った相手の引き手が鋭するどく、関節は取れなかった。

　そのまま、また顔がん面めんを殴り合う。

　お互い、並はずれた肉体と、桁けた外はずれの反射で打撃の力を耐え抜く。

　それでも、互いに脳が揺れた。

　このままではまずいと、互いの追撃を恐れて離はなれる二人。

　荒い息で睨にらみ合い、肩を、全身を上下させる二人は汗だくで満まん身しん創そう痍いだった。

　流血自体は少ないが、全身のあちこちが赤く腫はれていた。

　激はげしい打撃戦の痕こん跡せきだった。

　お互い、肋ろつ骨こつを主に何カ所か骨折していた。筋も幾つか断裂していた。

　手脚のような大きな骨を折られる致命傷を避けただけで、後は肉を斬きらせて骨を断つ戦いだった。

「楽しいな」

　無言で戦い続けた二人ふたりだった。

　それが、ようやく、言葉を交えた。

「ああ、楽しいな」

　最初の声も応じた声も荒い息で擦かすれていた。

「何で、お前の軍が動かない？」

「俺おれが勝つと信じているのだろう」

「ふん、笑わせる」

　しばらく、呼吸を整ととのえるためにお互いに動かず、言葉も止まる。

「この戦いはこれで終わりだ」

　やがて、片方がそう言った。

「あの特使が休戦に導みちびいて、双方は退ひくことになるか」

「馬ば鹿か馬ば鹿かしい。ここで決着をつけようと思わないか」

「思わんな。俺は案外、ここのやり方が面おも白しろい」

「この国のやり方はこの国でしか通じない」

「俺は他人に合わせる戦争が嫌いなんだよ」

「どんな戦争が好きだ？」

「他人に合わせない戦争だな」

「子供の抵抗に見えるぞ」

「抵抗しない人間は面おも白しろくない」

「ああ、全くだ」

　互いは、隙すきを見せないよう半身だけ向き合う構えで、熱あつく上気する身を起こした。

　夏の陽ひ射ざしが照りつける中、二人の男は相手の状態を確かく認にんして、それぞれの戦いを考えた。

　それから、どちらともなく、手を挙げた。

「ここまでだな」

「次はどちらかが死ぬな」

「死なせるには惜しいが、手加減は無理だな」

「ああ、無理だな」

　互いに、放し飼いにしている愛馬の下へ歩き出す。

　どうしようも無い主人達を待っていた馬達は、小さく嘶いなないて迎えた。

　そのまま、愛馬の背に乗った男達は振り向くこと無く、言葉を交わすこと無く、それぞれの陣へ帰投した。

　最初はどう反応していいか分からなかった兵達も、ぼろぼろになった指揮官が、それでも拳こぶしを上げて勝利を示す姿を見て、歓かん声せいを上げ始める。

　双方の陣営で、そんな光景が湧わき起こった。







「うちのテン様が相手の将軍と殴り合った？」

　何をどうしたらそうなるのか、気が遠くなる報告だった。

　トエ様も衣い装しよう役やくさんも揃そろって頭を抱えている。

　常磐ときわ姫ひめの駐ちゆう留りゆうする小さな砦とりでに入ると、そんな一報が早馬でもたらされたから、私達は頭が痛くなる。

「こんな馬ば鹿かな戦い、聞いたことありますか？」

「僕だって考えたことも無いよ」

　衣装役さんに問いつめられて、トエ様も首を振って項うな垂だれる。

「あの、私、これから常磐姫にお会いしなければならないんですけど？」

　常磐姫の慰い問もんに来たのだから、これからお会いする約束になっている私は、どうすればいいかトエ様に訊たずねてみる。

「ああ、好きにしていいよ」

　ものすごくだるそうに答えるトエ様に、それは困ると詰め寄ると、やっと、いつものトエ様に戻ってくれた。

「和平の使者も来てるのだろう？　要するに、戦争が大きくなり過ぎるのを避けるため、ここで一時休戦の提案だと思う。詳細を聞いてきて欲しい。それから決めよう」

「和平の受け入れですか？」

「違う、拒否だよ。ここは絶対にね」

　真ま面じ目めな顔でトエ様は、平和のための宮みや姫ひめに和平を拒否しろと仰おつしやった。

「え、え、何ですか、それ？」

「だって、ほら、僕達がまだ活かつ躍やくしていないよ」

　衣い装しよう役やくさんの冷たい視し線せんに耐えながら、トエ様はいつも通り笑う。

「和平の提案は、真しん都と主しゆ導どうでやらせちゃ駄だ目めだよ。彼らに都つ合ごうの良い線せん引びきをされてしまうからね」

「線引きですか？」

「世界を敵と味方に分ける線引きだ。それが、真都の本当の狙ねらいだよ。世の中はね、明めい確かくに敵と味方に分けた方が楽なんだよ。どこからどこまでが自分達に有益か、どこからどこまでが要いらないか区別できる世界は単純で効率的なんだ。真都はそうやって勢力を伸ばしてきた団体だ。彼らの曖あい昧まいを許さない議ぎ論ろんは線引きのための議論だ」

　恐こわくて嫌いやな気がした。

　それは、私にとって困る世界だった。

　私は、そんな世界に生きていたいと思ったことが無かった。私の知っている世界は、何時いつだって、色々な物が混じり合っていた。その中で、生きてる人が好きだった。

　私は他ほかの人達を、他のお姫ひめ様さまを、他の国を、簡かん単たんな線で切り取りたくなかったし、そんな線がどこにあるのか思いつきもしなかった。

「せっかく、ここまで出向いたんだ。こうなったら、あちらの台本通りにならないよう、君と僕で一働きしないとね」

　悪わる巧だくみをしているような、何だか楽しそうな声。

「ねえ、カラスミ」

　トエ様はこの人らしい顔で笑う。

「世の中をひっくり返してから、みんなで七なな宮みやのお城に帰ろう。気楽に楽しくね」







「あのう、これ、翡ひ翠すい姫からの書状です」

　恐る恐る預かっていた封書を手渡せば、受け取った次の瞬しゆん間かんに殴られた。

「うがぁ、殴った！　姫様殴った!!」

　大げさに転がって痛がる背に、踏みつける蹴けりまで加わった。

「いつから二にの宮みやの手先になった！」

　三さん宮みや常磐ときわ姫は怒いかり心しん頭とうで真まっ赤かになって暴あばれ続けようとして、側近達に押しとどめられた。

「成り行きです！　一度くらい真しん姫の絵も描かきたいなって思っていたら、気がついたらスズマに連れてかれて」

「お前の人生そればっかじゃないか！」

　とにかく、蹴けりはまずいと周りに言われて、三宮常磐姫は椅い子すに座り、ふて腐れた顔で書状の封を解いた。

　嫌いや々いやながら一読して、表情が変わる。

　好条件が書き綴つづられていた。

　今回の戦いで地方の決意が固いと知り、暫ざん定てい的てきに五都同どう盟めいを認める協きよう議ぎを一いち宮みやと行う用意があるとという言葉で始まり、ウズミの帰属問題も保留し、クラセからも手を引き、ひとまずの緩かん衝しよう地帯を設けるという提案まであった。

　これは、五都同盟の声明全すべてを認めるのにも等しいし、常磐姫が和平のために率先したならば、財ざい政せい難なんに喘あえぐ三宮ナツメ都市に相応の経済協力の用意もあるとまであった。

「爺じい！　これは私達の勝ちではないのか！」

　慌あわてて、周りに声を掛ける。

「ぬうっ、これは申し分ありませんな。さては、二宮め、無理に一宮と組んだことで内情は苦しいのかも知れませんな」

　子供の頃ころからの側近に書状の内容を確かく認にんさせると、やはり、同じような感想が返ってくる。

「そうだな。はぐれ王子も手に負えないようだし、ここらで手打ちとしたいのだろう」

　上じよう機き嫌げんで、常磐ときわ姫ひめはエヅに視し線せんを向ける。

「これでシドウも無理をしなくていい。お前、たまには役に立つな」

　お前が使者でなければ、特使でも会わなかったと告げれば、エヅも立ち直りが早い。

「それはもう、僕は常磐姫には一番お世話になりましたから、姫様のお役に立つことこそ何よりも喜びですよ」

　営業笑え顔がお全開ですり寄ってくる。

「そうかそうか、で、ツヅミの街を見て私に伝える約束はどうした？」

「へっ？　あっ、忘れてた」

　がこっと、また蹴けられたが、今度は軽かった。

「あうあう、ごめんなさい」

「仕方ない奴やつだな。まあ、今後は私の側そばにいろよ」

「えっ、でも、返事を持って帰らないと」

「うちの者を送る。お前はここに戻ってこい」

　そう言われても、エヅも困る。

　その反応が意外で、常磐姫は不ふ思し議ぎそうな顔をした。

「何だ？　翡ひ翠すいに気に入られたのか？　はぐれ王子と戦場に出てきたと聞き及んでいるが、あれに世話になったのか？」

「いや、なんか、あいつら、気になる人達だったんですよ。翡翠姫は真ま面じ目めだし、王子の兄にいちゃんは変なところで筋が通っていたし、ちゃんと、お別れしないとまずいかなって」

「帰ってこいと言われているのか？」

「あっ、言われなかったな」

　まるで一いち期ご一いち会えの出会いだった。翡翠姫はいつも忙しそうで、ヴィイは、いつ戦場に消えても不思議じゃない生き方をしていた。

　関係したようで、関係しなかった。

　生きている場所が違った。

　それでも、思い返せば、エヅはあの二人ふたりが好きだった。

　あの二人がこの先どうなっていくのか、知りたかった。見ていたかった。

「ああ、あいつらのこと好きだったんだな、俺おれ」

「そうなのか」

　意味不明な呟つぶやきに、常磐姫は考える顔をした。

「生きていると自分では説明しきれない繫つながりもある。それも人生なのかな」

「あっ、格好いいっすね。常磐ときわの姫ひめさんとは思えませんよ」

　余計なことを言うから、また蹴けられそうになって逃げ出す羽は目めになる。

「まあ、何だ。私も七なな宮みやの空から澄すみや四しの宮みやの琥こ珀はくと、変な関係だからな。そうした関係が自分の一部になることは分かる気がする」

　気を取り直した常磐姫の言葉に、エヅが反応する。

「あっ、この砦とりでに七宮のお姫様来てるんですよね。会わせてくださいよ。あと、見たこと無いの空澄姫と黒こく曜よう姫だけなんですよ」

「駄だ目めだ。お前は二にの宮みやの内情を、私達に詳しく説明しろ」

「えっ、それ間かん者じやみたいで嫌いやですよ」

「お前、あっちには私達のことをぺらぺら喋しやべっているだろう？」

「あっ、そう言えば」

　今度は、流石さすがに本当に蹴られた。







　その夜、テン・フオウは寝込んでいた。

　激はげしい殴り合いで、全身のあちこちを痛めていた。

　馬で帰陣した時は良かったが、一休みして落ち着けば、歩くのも馬に乗って揺れるのも痛みで苦しい状態だ。

　無理をすれば動けるが、兵達に健在を示す時以外は回復に努めていた。

　その間に、総指揮官はキリハ・ラサに替わっていた。

　テンよりも年長で人望が厚いキリハは、兵達からも尊敬されていた。

　何よりも、殴り合いに出ていく指揮官は愛されても、信頼感を損そこなう。

「まっ、いいか」

　切った口の中が痛むが、消毒がてらに酒さか瓶びんを呷あおる。

「君は、この戦いをどう見る？」

　陣じん中ちゆう見み舞まいに訪れたキリハに、そう訊たずねられる。

「あの和平は蹴けった方がいい」

「ここから先も戦うつもりかね」

「大物が釣れるまで待つ」

　その言葉で、キリハはテンの思おも惑わくを知り、混乱する陣中を支える役を引き受けた。

　その後、味方も敵も動かず、対陣は続いていた。

「そろそろだな」

　まだ完全ではなかったが、戦える程度の回復はしたと、拳こぶしを握る練習をする。

　まだ、少し指先が痺しびれていた。







　一万の増援と共に翡ひ翠すい姫ひめが到着すれば、陣全体が沸き立った。

　これだけの兵力が揃そろえば勝てると思えたし、和平も有利な条件で進むと誰だれもが思えた。

「この様は何ですか？」

「名誉の負傷だ」

　やはり、こちらも治ち療りようの跡が生々しいヴィイは、出迎えるのも辛つらいと寝しん所じよで姫と対面した。寝所と言っても、奥まった場所に張られた天てん幕まくの下で、簡かん素そな床とこが用意してあるだけだった。

「このような暮らしでは治る傷も治りません」

「痛みが心地ここち良く感じられる戦いもある」

「殴り合いでしょう？」

「互いに殺す気でやった。一度でもいいのが入れば動けなくなる」

　街中の喧けん嘩かではなかった。戦場で動けなくなれば止とどめを刺すのが当たり前だ。

「貴方あなたが死ねば鳳ほう翼よく旗き団だんは総崩れでしょう」

「その時は黒くろ騎き士しが働いた」

「私は、あの女に借りを作るわけには参りません」

「お前達の損そん得とくに付き合って死んだ将兵のことを考えろ」

　横になったまま上半身を起こすヴィイに、正座で向き合う翡翠は目を細めた。

「ここで和平とします」

「なぜ、この時期にだ？」

「私共の予想以上に地方都市は頑がん迷めいでした。これ以上の戦いは双方の未来に大きな傷となります。一度、彼らと話し合いの席を作ろうと考えています」

「それが、表向きか」

　隠しても仕方ないと、翡翠姫は肩の力を抜いた。

「この夏の陣、一度で大局を決めようとは考えていません。冬の陣も、来年の陣も行えば小都市の財政は干上がります」

　ただ戦いに勝つだけが全すべてではなかった。

　財ざい政せい難なんに喘あえぐ三さん宮みやナツメ都市は最初に脱落するだろうし、四しの宮みやツヅミも無理をしようとしないだろう。

　双ふた子ご都市と七なな宮みやカセンだけになれば、無理をしなくても倒せるはずだった。

「そして、一いち宮みやシンセンも、さらに弱体化するか」

　そこまで見抜かれたかと、翡翠姫は頷うなずく。

「敵と味方に線せん引びきされた東とう和わ、一宮シンセンは他都市との対立で孤こ立りつします。孤立した彼らが手を組む相手は私共だけです。それで、中央の体制は確かく実じつとなるでしょう」

「お前が考えたことか？」

「百年大計の一つです。真しん都と同どう盟めいが天下を取るため、私共は百の我が慢まんと百の策を積つみ重ねて参りました」

「一いち宮みやが黙だまっているとは思えないな」

「黙らせるために、向こうの議ぎ会かいにも府ふ中ちゆうにも隠れ真都の皆様を配置しております。毎年、莫ばく大だいな額がくの根回しを行っております」

　ゆっくりと、翡ひ翠すい姫ひめは正座を崩して立ち上がる。

「戦いくさ好ずきな貴方あなたが乱戦を狙ねらっても、私が来たからにはそうはさせません。まずは一番苦しい立場の三さん宮みやナツメを懐かい柔じゆうし、私共の手で戦いの幕まくを引きます」

　そう宣言した時だった。

　天幕の外が明るくなった。

　どどんっと、鈍にぶい響ひびきが遠くでした。

　天幕の外で、赤い色が広がる。しばらくして、また大きな音がして、今度は白はく熱ねつの輝かがやき。

「花火？」

　嫌いやな予感がして、翡翠姫は外へ駆かけ出す。

　そして、彼女は夏の夜空に見た。

　断続的に続く轟とどろきと閃せん光こうが夜の空を彩いろどり、その輝きに地表から見上げる者の頰ほおも染まった。

　ざわめくスズマ勢は、これと同じ光景を見たことがあった。

　だから、翡翠姫は眦まなじりを上げる。

「やはり、こちらに来ましたか、一宮の黒こく曜よう」

　方角は西寄りで、まだ少し距きよ離りがある。

　視界の端では、黒こつ騎き団だんがその姫を迎えに慌あわただしく動き出していた。

「黒くろ姫を止めるために隠れ真都は役に立たなかったか」

　あざ笑う声に振り向かず、翡翠姫は夜空を見上げ続ける。

　花火の煙が薄うすく広がり、その向こうに星々が瞬またたいていた。

「あの者を抑おさえるのは、私の役目となるようです」

　告げた声に躊躇ためらいは無かった。







　夜空に花火を打ち上げて、その来訪を示す。

　派は手で好きな黒姫は三千の黒くろ騎き士しを引き連れ、クラセ攻めの陣に向かっていた。

　農村部の夜道、夜の闇やみに浮かぶ黒騎士達の群れは、松明たいまつの群れでもあった。

　その異様な光景を、周辺村落の人々が息を殺して見守っていた。

「さて、誰だれがどう動くでしょうね」

　打ち上げ花火を行う将兵達を見守りながら、小休止で馬車を降りた黒こく曜ようは呟つぶやく。

「この進路変更は、姫ひ殿でん下かの立場を失わせます。ウズミで姫ひめを待っていた者達を裏切る行為ですぞ」

　背後から、老学者の叱しつ責せきの声が響ひびく。

「ウズミのために一いち宮みやが総力を結集して何としますか。この地で連立相手の二にの宮みやを助けてあげることこそが何よりも大事でしょう」

　振り返らない返答。

「連立相手を信頼するのも政治です。これは、相手を信頼しない行為としてスズマ側から糾きゆう弾だんされます。これ以上の進軍は御ご自じ重ちようください」

「翡ひ翠すいと鳳ほう翼よく旗き団だんがこの戦いの主役では、一宮の尊そん厳げんが失われます。ここから先は鳳翼旗団に代わり、黒こつ騎き団だんと黒曜が仕切ります」

「これでは、二宮との融ゆう和わを進めていた議ぎ会かいも荒れます。姫殿下の退位に繫つながりましょう」

　そう言われて、ようやく、黒曜は老政治学者に振り返る。

「私は宮姫としての地位を賭かけて、この戦いに馳はせ参じているのですよ。この戦いを続けるのも終わらせるのも、翡翠ではなく、この黒曜が決めます」

　宣言した背後で、また華はな々ばなしく花火が打ち上げられ、黒帽子の姫の姿を鮮あざやかなものにした。







「はい？」

「黒曜が来た？」

　私と常磐ときわ姫の揃そろった翌朝の会かい議ぎは荒れていた。

　一宮姫が黒くろ騎き士し団だん全軍を集結させて、クラセ側に陣を張ったと報告が入ったからだった。

　一歩、二宮側とも、五都同どう盟めい側とも距きよ離りを取った布陣で、双方に睨にらみを利かせるかのような位置取りだと布陣図を見せられる。

「二宮姫の和平案には賛さん成せいしないのが、私の提案です」

　私の補佐役らしく振ふる舞まうトエ様は、三さん宮みや勢と常磐姫に訴える。

「我われ々われが平和を望むならば、それは旧王都たる一宮シンセンとの間に話し合いが持たれるべきなのです。五都同盟を認めるのは、副都を自称する真しん都と同盟ではなく、一宮シンセンでなければなりません」

　元より、正統政府である一宮シンセンだけが、その権限を持つはずだった。

「二宮スズマは、まるで仲介業者のように振る舞うことで、自国の発展を狙ねらっているのです。どれほど有利な条件をちらつかせようと、彼らを、この東とう和わの顔役にさせてはならないのです」

　トエ様は感情を込めないように理を説いていた。

　好き嫌いで語っているのではなく、当たり前の提案だと示そうとしているようだった。

「しかし、気き位ぐらいの高い一いち宮みやが地方の独立を認めるのか？」

　正統政府としての面子メンツがある一宮シンセンは、地方の独立や五都同どう盟めいを認めるわけにはいかない。そうすれば、その地位を失い弱体化が加速すると、トエ様自身が言っていた。

「彼らには、地方税を今より多く納めて、中央への帰属を意思表示すると約束します。無む論ろん、長い交渉の末にする約束です」

「奴やつらが肥こえ太り、私達が苦しむだけではないのか？」

「五都同盟が一宮を支えると伝えれば、スズマとの関係は揺らぎます。我々にとって一番厄やつ介かいなのは、一宮と二にの宮みやが一体となることです」

　もうサイ家の重じゆう鎮ちんが一宮シンセンと話し合いを始めている。双ふた子ご姫ひめもそうした動きをしてくれている。

　あとは、私達だった。

「黒こく曜よう姫は戦うために布陣したのではないと思います。私達と話し合うためにやってきたのだと思います」

　私の発言に、腕組みする常磐ときわ姫は渋しぶい顔をする。

「あれも二宮が嫌いだからな」

　それでも、一宮にだけは頭を下げたくないと唸うなる常磐姫。

　三さん宮みやナツメ都市が不況に苦しみ没落した時、中央政府だった一宮シンセンは何もしなかった。むしろ、目先の利益を追いかけて商都ツヅミとの関係を深めたそうな。それが、東とう和わ西部地帯の不ふ均きん衡こうを悪化させた元げん凶きようだとナツメでは言われているようだった。

「七なな宮みやは一宮姫に和わ睦ぼくの使者を送ります。それが、この戦いの幕まく引ひきに相応ふさわしい結果となるでしょう」

　トエ様の言葉に、三宮勢から異い議ぎが上がる。

「一宮との癒ゆ着ちやくは東和各都市の独立精神に反するのではないか？」

　常磐姫が代表として意見を纏まとめると、トエ様は首を振る。

「まずは東和の地方分権体勢を認めさせるのが、結局は近道です。本当は、東和各都市はそれだけが望みのはずです」

　独立は大げさな夢だと、東和各都市の内部でも異い論ろんがあった。

　実際、東和各都市は自分達の繁はん栄えいのためだけに、独立を語っていたのだ。深刻な対立背景は薄うすかった。

　ただ、中央の腐敗に叛はん旗きを翻ひるがえしただけだった。

「地方からの協力が無ければ成り立たない中央政府になれば、我われ々われの思うような国造りにも近づくでしょう」

　トエ様にそう言われた常磐姫は、降参だと両手を上げた。

「政治のことはよく分からん。ここは七なな宮みやの左さ大だい臣じんに任せよう」

「三さん宮みや姫ひめのご同意に感かん謝しやします」

　トエ様が頭を下げると、常磐ときわ姫は私の方を見た。

「それで、その使者には誰だれを送る気だ。このトエル・タウ大臣なのか？」

「あっ、いいえ、私が行こうと思ってます」

　つい、そう言ってしまったら、常磐姫にも、その他ほかの同席者にも目を丸くされた。

「だって、宮姫は平和のための巫女みこ姫なんですよ。一度くらい、それらしいことをしないとまずいと思います」

　慌あわてて言葉を付け足せば、常磐姫は私に呆あきれた顔をして、それから、思い直したと居住まいを正す。

「お前と黒こく曜ようが話し合う光景か。見てみたい気もするが、危あやうい気もする」

　本当に心配そうな顔をしてくれる。

「姫を支えるのが臣下の役目です」

　トエ様はいつも通りの態度で、私を支えると表明してくれた。







「本当に行かれるのですか？」

　急ごしらえの控えの間でお化粧直しをして貰もらう私に、衣い装しよう役やくさんが声を掛けてくれる。

　鏡かがみの中で、この人の表情はいつも通りで、それが何だか安心する。

「黒曜姫ひ殿でん下かとお会いしたいと思います。そのお考えを訊ききたいと思います。今までのこと、これからのこと、話したいこと知りたいことが沢たく山さんあります」

「そうですか」

　やはり変わらぬ様よう子すで、慣なれた手つきで私の髪と付け髪の古こ式しき結ゆいを整ととのえていく。

　以前より私の髪が伸びたから、付け髪の部分は減っている。

　黙だまって、そのお仕事に身を任せている時間は、すごく安心する時間。

「姫様が働くのは少しでいいのですよ」

「でも、働かないと悪い気もします」

「ヒカゲが暇ひまで働かないのは良いことだと思います」

　それはそうだと思った。

　ヒカゲさんは平気で人を斬きる。もしかしたら、あのテン様より戦い慣れているのかも知れない。そんな人がお暇なのは、平和でいいことに思える。

「姫様が働かなければならないのは、周りが働いていない証拠なのですよ」

　そう言われて、他ほかのお姫様のことを考えてみる。

　それで、一人ひとりで動いていたクロハさんのこと、いつも働いていると噂うわさされる二にの宮みや姫のことが思い浮かんだ。

「一いち宮みや様も働いています。二にの宮みや様は寝る間も惜しんで働いていると話に聞きます」

「一宮は内部がばらばらですから色々あるのでしょう。そして、二宮姫ひめは周りに恵まれていないのでしょう」

「真しん都とは働き者の集まりだと聞いていますが？」

　ため息一つ、少しだけ、髪に櫛くしを通す手が止まる。

「あそこは自分でものを考えない人が多いのです。誰だれかや何かに具体的に道を示して貰もらわなければ、どうしていいか分からない人を集めたのが、真都同どう盟めいです」

「翡ひ翠すい姫が考えてあげているのですか？」

　どうしてだろう。

　考えることは楽しいのに、どうして考えない人がいるのだろうか。

　朝から晩まで、テン様やトエ様、黒こく曜よう姫ひ殿でん下か、衣い装しよう役やくさんの言葉や考え方を理解しようとするのが、私の毎日だった。

　トエ様が本を読むように、私は人の言葉を読み解くのが好きだった。

　いつもそうして過ごしていた。

　たまに何かを見つけた時、小さな頃ころに気がつかなかったことに気がつけた時、それは、とても嬉うれしいことだった。

　考えない毎日なんて、想像も出来なかった。

「昔、タウ・トエが言っていました。本当に本が好きな人は少ないそうです」

　トエ様の蔑べつ称しようを口にして、衣い装しよう役やくさんは昔を思い出す口く調ちようをする。

「裏の裏まで中身を味わうほどの本好きは滅めつ多たにいないそうです。変わり者なんですよ。タウ・トエも、フオ・テンも、姫様も」

「私もですか？」

「自覚してください。あの二人ふたりは、ここ五年ほどで、ようやく自覚したようですが、それでは遅過ぎるんですよ。だから、彼らは若い頃ころに失敗を繰くり返して逃亡生活をしていたんです」

　それは私が知らないお二人の姿で、その時は、私じゃなくて、この方が一いつ緒しよだった。

「どうして、昔、テン様やトエ様と離はなれたのですか？」

　永年ずつと、訊きいてみたくて、いつも訊けなかったことを、ようやく言えた。

　少し考える沈ちん黙もくがあってから、また髪を梳すく手が動き始める。

「大人おとなになりたかったんですよ」

　鏡かがみ越ごしの言葉と、珍しい表情。

　昔を懐なつかしむ微笑ほほえみ。

　ひどく優やさしい顔に見えた。

「大人ですか？」

「はい、そうです。一人ひとりで何かを試したかったのでしょうね」

「それで、大人おとなになれたんですね」

「いいえ、今でも、まだ大人になれた気がしません。今の自分が大人だと思える時は、小さな頃ころの自分を振り返った時ぐらいです」

「はあ、大人って難むずかしいのですね」

　そんなことを言われたら、どうすれば大人になるのか見当が付かない気持ちになる。

「はい、そのようですね」

　それから、私と衣い装しよう役やくさんはとりとめなく話を続けた。

　この時間が、明日あしたも明後日あさつても繰り返されたらいいのにと思いながら、私は喋しやべり続けた。







　傭よう兵へい将軍キリハの指揮する陣と、破は軍ぐん王おうヴィイの指揮する陣が睨にらみ合う中で、一度大きな戦いが起きた。

　和平合意の報告は届かず、双方の兵の苛いら立だちと猜さい疑ぎ心しんが戦端を開く。

　あの前ぜん代だい未み聞もんの殴り合いが血気盛んな若者を焚たきつけたのかも知れない。

　それでも、テンとヴィイは戦場には出てこなかった。

　互いに、一歩退ひいた距きよ離りで動こうとしない一いち宮みや黒こつ騎き団だんを警けい戒かいして、その兵力を温存したからだ。

「いい陣立てだ」

　テンが感心すれは、

「敵なのか味方なのかはっきりしろ」

　ヴィイが皮肉に笑う。

　そんな中で、翡ひ翠すい姫ひめは一宮姫の動向に怒りを示していた。

「戦いもしないで高みの見物をする気ですか？」

　同どう盟めい関係にありながら、一宮と二にの宮みやの間には確かく執しつが深い。

　突然、二宮スズマに槍やりを向ける可能性もあるのだ。

「私が黒こく曜ように会ってきます」

　翡翠姫は周囲が引ひき留とめるのも構わず、僅わずかな護ご衛えい団だんを引き連れて黒曜の許もとへ辿たどり着いた。

　驚おどろくことに、黒曜姫は自ら総指揮官を務めていた。

「騎き団だん長ちようにあとはお任せします」

　指揮権を譲ゆずり、黒曜と翡翠の姉妹は、陣じん幕まくの奥、組み立て式の小さな東あずま屋やで話し合った。

「ここに何しに来ました？」

「こちらに戦いの本流があると知ったからです」

「ウズミをお任せしました」

「私共があの地を陥かん落らくしても、そこに入る貴女あなた方がいなければ何ともなりません」

　この時、既すでにシドウ将軍はウズミを引き渡す準備に入っていた。

　なのに、肝かん心じんのスズマ軍の姿がほとんど無かった。シンセンが求めた戦いではなかった。スズマが始めた戦いに、彼ら自身の姿が見えないとの叱しつ責せきも、もっともだった。

「残念ながら、ここの戦いは終わらせなければなりません。三さん宮みや姫ひめを介して、あちらにも和わ睦ぼくを迫っております」

「上手うまくいくとお思いですか？」

「双方、多くの死傷者を出しました。これ以上の犠ぎ牲せいは出せません。話し合いに臨のぞむのも、為い政せい者しやの務めです」

　黒こく衣いの姫は、法ほう衣いの姫に笑えみを見せる。

「この戦いはスズマ側の性急な働きかけで起きた戦いです。なのに、どうして性急に止めようとしますか？」

「無理に地方を従えようとしたのは、当方の失策もあったかも知れません。急ぎ過ぎた過あやまちを素直に認めて次に備えます」

「本当は勝つのが恐こわくなったからではありませんか？」

　笑いながらの問いに、鋭するどい棘とげがあった。

「翡ひ翠すい、貴女方は悪役になる覚悟がありません。勝利を叫びながらも、本当は敗者でありたいのです。貴女あなた方は加害者の役を一いち宮みやに与え、自分達は被害者の顔で正当性を主張してきた団体です。加害者である勝者としての生き方が見えていない」

　向けられた冷たい言葉に、翡翠姫は首を振る。

「覚悟はあります。そのために自身を鍛きたえました」

「貴女一人ひとりがですね」

　その言葉に、翡翠姫は沈ちん黙もくする。

「真しん都との大師にさえ、そうした覚悟はありません。真都は悪者役を常に他者に与える組そ織しき。だから、一宮シンセンも地方同どう盟めいも滅ぼすわけにはいかない。強い敵がいないと、悪者がいないと組織を保てないのですから」

　自主独立の誇りを支えたのは、大国一宮シンセンへの民衆の怒りだ。その一宮と繫つながる未来には、一宮に代わる敵が必要だった。

　勝手な独立意い識しきで国家に混乱を招く地方同盟が、それに相応ふさわしかった。

　まずは敵対関係を作り、そして、曖あい昧まいな平和の中で、適当な争いを繰くり返す。

「その臆おく測そくに何の証拠があります？」

　翡翠姫が問う。

「証拠はありません。だから、お訊たずねしたい」

「臆測には答えられませんが、世の中は、それほど簡かん単たんではないとだけお伝えします」

「そうですね、複数の都つ合ごうが混じり合う。それが、この世の中のあり方です」

　大師の健康状態のために急いだのかも知れなかった。外国の圧力を恐れて急いだのかも知れなかった。入り組んだ内部のことは身内にしか見えない。

　そして、真しん都とスズマに都合があるように、一いち宮みやシンセンにも都合がある。

「何もしないでいては、大国の名が泣きます。この戦いの最後は、貴女あなた達に差し上げません」

　お互いに退ひけない立場があった。

　それぞれに背負う国がある。

　国民の多くが、それぞれが何をしたか見ている。さらに見える者は、何をしなかったかまで見ている。

「地方同どう盟めいと繫つながるおつもりですか？」

　長い沈黙の後、翡ひ翠すい姫ひめが問う。

「こちらに和わ睦ぼくの打診がありました。トエル・タウから」

　三さん宮みや姫との和睦より先に、トエル・タウが動くだろうと予想できた。

「私達との連立政府は解消する気ですか？」

「私にそんな力はありませんよ。議ぎ会かいにも、真都にも、地方にも、笑えみを向けます」

「その微笑ほほえみは冷たいと知っていますか？」

「気がついてくれるのは貴女ぐらいです。ですから、私は貴女を尊敬しています」

　それで、一宮姫と二にの宮みや姫の会見は終わった。

　余人を交えぬ話し合いが終わり、席を立った翡翠姫は背を向けた。

「黒こく曜よう、貴女あなたを退位させるために一宮議ぎ会かいは動きますよ」

「宮姫の地位よりも、母国の未来を選びます」

「母国とは、シンセンですか、東とう和わですか」

　問いと呼ぶには淡あわい響ひびきの言葉。

「貴女と同じだとよろしいですね」

　答えと呼ぶには、柔らか過ぎる言葉。

「多た分ぶん、違います」

　背を向けたまま振り返ることなく歩き出して、それから、翡翠姫は一度だけ、足を止めた。

「また会いましょう。お互い、今の地位のままで、もう一度」

　一宮黒曜は、愛用の黒帽子を外すと胸元に寄せて、それから、深々とお辞じ儀ぎをした。

「四し季き世よ豊かに、その約束が互いのためになることを願ねがっております」







　戦場を横切る私達一行は三百人ほどで、その動きを見つけた敵軍が動き出す。

　それをテン様とキリハさんの指揮する部隊が迎むかえ撃うつ。

　後詰めには手勢を連れた常磐ときわ姫ひめまで来て、何だか大混戦が起きるのを尻しり目めに、一いち宮みや黒こつ騎き団だんの陣に辿たどり着いた。

　私とトエ様を迎えたのは、煌きらびやかな軍装の黒くろ騎き士し達だった。

　ほとんど無傷の立派な騎士達が、剣を捧ささげて私達を賓ひん客きやくとして扱ってくれた。

「二にの宮みやも来ているな」

　離はなれた場所で待たい機きするスズマ兵の視し線せんを意い識しきして、トエ様は護ご衛えいの兵達に待機の指示を出した。

　トエ様と衣い装しよう役やくさん、それに、似合わない文官正装のヒカゲさん、それだけが、私の側そばに残った方々だ。

「よおっ、嬢じようちゃん、来ちゃったか」

　立派な騎士達の中から、一人ひとりだけ気安い方が歩み寄ってきた。

　覚えがあるような、無いようなと考えていたら、ヒカゲさんに小突かれた。

「ツヅミで会った。黒くろ姫の護衛」

　言われて思い出す。どうしてか、ヒカゲさんと仲が悪かった人だ。どうやら、私達がカセンで逃げ回っていた時、私とヒカゲさんを引ひき離はなす役をこの人がしていたかららしい。

「本当に俺おれのこと眼中に入ってないんだな。いいけどさ」

　案内をすると先立つ背に、四人で続く。背後には、二人ふたりほど、一宮側の文官姿。

「うちと手を組むのか？」

　私にではなく、トエ様に向けられた問い。

「お互いのためになると考えている」

「まあ、俺は無む駄だな戦いは嫌いだから」

　そんなことを口にしながら陣地を進めば、幾重にも張り巡らされた陣じん幕まくに惑まどわされる。陣地の奥は迷路のようになっていた。

　天てん井じようが無い廊下のようで、一定の間かん隔かくで立てられた竹の柱が辻つじを作り出している。

「折おり鶴づるって様式だよ。一宮だけの王室仕様」

　すごく面めん倒どうそうな様式に戸惑っていると、不意に先を行く人の足が止まる。

「まずい、鉢はち合あわせだ」

　困った声に見れば、進路に人ひと影かげが二つあった。

　学者さんらしい老人と、その背後で道案内を受ける緑の人影。

　緑の色は澄すんだ色で、鉱物の色。いや、美しい鳥の羽根色だろうか。

　服装の意匠は、法ほう衣いだと判別できたから、緑の色が翡ひ翠すいの色だと感じた。







　黒騎士に連れられた七なな宮みやの一行と出会い、法衣の姫は表情を硬くした。

　七なな宮みやのトエル・タウが、その先頭だった。

　会うのは初めてだったが、噂うわさ通りの容姿だと一目で分かった。

　何よりも、相手の目を見てそう思えた。

　目つきが違った。何か、他ほかの人間とは別のことを考えている目だと感じられた。

　だから、そのまま歩み合い、間近で向き合った。

「初めまして、真しん都と同どう盟めいスズマの翡ひ翠すいです」

「お会いできて光栄です。七宮の左さ役やく、トエル・タウです」

　挨あい拶さつをしてから、二人ふたりはお互いの目を見て向き合う。

「この国のために、お互いが歩み寄る必要を感じております」

「矛ほこを収めるために、まずは一いち宮みやに筋を通すためにやって参りました」

　お互いに隙すきは見せまいと、厳きびしい空気が流れた。

「貴方あなた方は何をしようとしていますか？」

「世の中の流れに逆さからって生きているだけです。流されていたら、何もしないで死にますから」

「流れに逆らえば死にます。それが見えませんか？」

「その貴女も逆らっているのでしょう？」

　翡翠姫ひめは表情を変えなかった。

「私が何に逆さからっているとお考えですか？」

　少し間を置いてから、トエル・タウは口を開く。

「真都同盟瓦が解かいの流れに逆らっているでしょう」

「何のことでしょうか？」

「大師不在の真都は人心を失います。大師に従う人々だけで作られた組そ織しきなのだから、大師の代わりはいません」

「大師は床とこに臥ふせておりますが不在ではありません。仮に不在でも、私達が支え合う限り未来は揺るぎません」

「貴女だけが大師の代わりに働いている。宮姫なのに、貴女は大師の役割も背負っている」

「働くことは貴とうといことです。何が問題ですか」

「無理をしなければならない人が出てくるでしょう」

「無理をするのも時には必要です」

　ここで話し合っても、これ以上の成果は無いだろうと、法ほう衣いの姫は頭を振る。

「トエル・タウ、貴方方が野心で東とう和わを乱すならば、私達は戦います。我わが民衆が、この国の明日あしたを担になう中心である限り、貴方方とは対立するでしょう」

「真都の利害の外に生きる。それが、真都以外の人のあり方です」

「さようなら、ここで会えて幸運でした」

　二度と会うことは無いかも知れないと、頭を下げて別れの挨あい拶さつをした。

「お元気で、次があれば、より前向きな対話をしましょう」

　物別れに終わるだけの二人ふたりだった。出会う前から決まっていた関係だ。

　生きる道が違う限り、和解の可能性は無かった。

　だから、そのまますれ違いで終わろうとして、法ほう衣いに包まれた足が止まった。

　トエル・タウの後ろに、小さな人ひと影かげがあった。

　じっと自分を見上げている子供の眼まな差ざし。

　他ほかにも二人、お付きの姿があったが、その子供だけは明らかに服装が違った。

　空そら色いろと白の姫ひめ装しよう束ぞく。

　東和の巫女みこ姫が古来に結んできた古こ式しき結ゆいの髪には、祭さい霊れいを祝う鈴すずが提げられている。

　それで、七なな宮みや側からの使者がトエル・タウでないと知った。

　完全に、その存在を失念していた。

　東和の姫、最後の一人ひとりが目の前で自分を見上げていた。

「初めまして、七宮の空から澄すみです」

　そう挨拶されて、この姫にしては珍しく慌あわてた。

「こちらこそ初めまして、通り過ぎようとした非礼をお詫わびします。スズマの翡ひ翠すいです」







　全く、私のことは考えていなかった。そんな表情だった。

　多た分ぶん、私が琥こ珀はく姫に興きよう味みを持っていなかったように、この方は私に興味が無かったのだろう。

　それもそうだと思う。

　テン様が戦って、トエ様が裏で動いて、私は何もしていなかった。

　だから、忘れられても仕方なかった。

　覚えて貰もらうのは、これからでいいと思った。

「空澄姫は黒こく曜ように会いに来たのですか？」

　探るように問われて、素直に頷うなずく。

「私は東とう和わ七姫が何であるか、何をするべきか知りたくて、ここまで来ました」

　一いち宮みやの黒曜姫ひ殿でん下かと並べれば、空澄姫もお姫様らしいお姫様になる。そんな気がして、ここまで歩いてきた。

「それで、何を知りました？」

「まだ黒曜姫殿下と七宮の空澄はお会いしていません。それに、翡翠姫殿下とお会いしたのも、今が初めてです。私が知らないことは沢たく山さんあります。これからです」

　この方がトエ様達の言う通りの人なのか、違う一面を持つ方なのか、それさえも見えていなかった。

「貴女あなたは、この方達に養育されて宮姫となったのですか？」

「はい、私の大切な方々です」

「そうですか、それは大事になさるといいでしょう」

　翡ひ翠すい姫ひめは私に向けた言葉を続ける。

「貴女には私の知らない貴女の人生があるのでしょう。私にも、貴女の知らない人生があります。私は私の道を行きます。願ねがわくは、幼い貴女と戦わないで済むことを祈ります」

　それは、真しん都との道なのだろうか、大師や破は軍ぐん王おう、この方の世界では、その人達はどんな存在なのだろうか。

　私にとってのトエ様やテン様が、この人にとっての大師や破軍王なのだろうか。それとも、全然、違うのだろうか。

　そこまで話すには、あまりにも時間が少なかった。

「お元気で、知りたがり屋のお嬢じようさん」

　すうっと離はなれる翡翠姫。

　だから、私は慌あわてて言葉を探す。

「あ、あのう、翡翠姫にとって、黒こく曜よう姫ひ殿でん下かはどのような方でしたか？」

　結局、私はそんな質問をしてしまう。翡翠姫のことをお訊ききしようとしたのに、言葉になったら黒曜姫殿下のことだった。

　気を悪くされたのか、翡翠姫は沈ちん黙もくして、それから、私達とすれ違う。

「好敵手でした。最後まで、友人にはなりたくない方です」

　すれ違い様の声は、どこか寂さびしそうだった。

　そのまま、もう振り返ることなく、翡翠姫は案内人と一いつ緒しよに歩み去っていた。

　呆ぼう然ぜんと見送ると、衣い装しよう役やくさんが先を急ぎましょうと促うながしてくれる。

「どう思った？　二にの宮みやの翡翠姫」

　トエ様への返事は、まだ思いつかない。

「もっと大人おとなにならないと、何も言えない気がします」

「そうか、そうだね。それまで考えているといい。いつか、君の答えを聞かせてくれる日を楽しみにしているよ」

　迂う闊かつに返事をしなかったのが、トエ様に喜んでもらえたのだと気がついたのは、少し考えながら歩いてからだった。

「ここから先は、お使者一人ひとりでの謁えつ見けんとなりますが準備はよろしいですか？」

　奥の奥まで進んで、黒くろ騎き士しさんにそう言われた。

　まるで王室の王の間のように、高価な布が張り巡らされ、個別の部へ屋やを用意する陣地作りは、今、目の前の黒布の向こうも包み隠している。

「気け配はいは一人ひとり。あの女だ」

　他ほかには誰だれもいないとヒカゲさんが教えてくれて、黒くろ騎き士しさんが呆あきれる。

「俺おれ、お前にだけは勝てる気しねえよ」

　そんな会話を耳にしながら、私はトエ様と衣装役さんを見た。

「行ってきます」

　お二人ふたりは、珍しく揃そろって臣下の礼で私を送り出してくれた。







　何十にも重なる黒布の向こうに出れば、組み立て式の小さな東あずま屋やが見えた。茶席に使うような簡かん素そな建物は黒くろ漆うるし塗ぬりで、その中に朱しゆ色いろの座ざ敷しきがある。

　黒こく曜よう姫ひ殿でん下かと翡ひ翠すい姫ひめが向かい合った席はここなのだろう。

　でも、人ひと影かげが見えなかった。

　ヒカゲさんの話では、黒曜姫殿下が待っていたはずなのに。

　探してみると、東屋の向こうに幕まくの切れ間が見えた。

　裏口のように見えて、その先に何かありそうだった。

　とてとてと歩いて、東屋の周りを迂う回かいし、その切れ間の先へ進んでみた。

　幾重もの布の向こうに、明るい空間が見えた。

　完全に外に出ると、そこは断だん崖がいになった高台だった。

　断崖の先、見渡す拓ひらけた荒れ地、その左右の端にスズマの陣と、五都同どう盟めいの陣が見えた。

　そして、その光景を見下ろす人ひと影かげが、私の目の前にあった。

　黒帽子に黒くろ装しよう束ぞく。

　クロハさんの時の軽かろやかな装よそおいではなく、東とう和わの宮姫らしい厳おごそかな着物姿。

　長い黒髪を風に揺らすのは、東和一いち宮みや黒曜姫殿下の姿。

「お使者の方、お名前をお聞かせくださいませ」

　久しぶりに聞く声は、どこか遊び心がある響ひびき。

　戦場から私へと、黒い瞳ひとみの視し線せんが移動していく。その胸元では、黒曜石が陽光を反射していた。

「一宮様には初めまして、七なな宮みやの空から澄すみです」

　挨あい拶さつの礼をすれば、黒帽子を取る黒くろ姫ひめの微笑ほほえみが返ってくる。

「一宮の黒曜です。七宮姫とは初顔合わせですね」

「はい、やっと、この姿でお会い出来ました」

　クロハさんとカラさんではなくて、一宮姫と七宮姫として、私達は初めてお会いした。

「よくここまで来ました。褒ほめて差し上げます」

「あ、ありがとうございます」

　何だか知らないけれど褒ほめられたのでお礼を口にしたら、黒こく曜よう姫ひ殿でん下かは帽子で口元を隠して笑い出した。

「何かおかしかったでしょうか？」

「いいえ、翡ひ翠すいに同じことを口にしましたら、やり返された想おもい出でがありまして」

「どう返されたのですか？」

　先ほどの翡翠姫ひめのお顔を思い出しながら訊たずねてみると、笑い収めた黒曜姫殿下は小さく頭を振った。

「それは、あの方との想い出です。大事に取っておきたいと思っております」

「そうですか、そうですね。それでいいと思います」

　翡翠姫には翡翠姫の考えがあって、私とは違う気持ちでこの人とお会いしたのだろう。

「それで、和わ睦ぼくをするために、和平のために、私に会いに来たのですね？」

「はい、五都同どう盟めいは地方の安定を図る協定です。一宮打倒を目的にしているわけではありません。一宮との協力関係も将来の視野に入っています」

「いいですよ、では、まずはあの戦いを終わらせましょうか」

　軽い返事に拍子抜けを感じると、黒曜姫殿下は笑った。

「この戦いは本来の一宮のための戦いではありません。二にの宮みやに財政を支えて貰もらいたい一部の者達が、一宮を売った行為です。我わが国のために好ましくありません」

「その話ですと一いち宮みやの府ふ中ちゆうや議ぎ会かいの総意に反します。黒曜姫殿下のお立場が危あやうい気がします」

　頼んでおきながらも不安になってしまう。

「正直に言いますと、私から責任を取って退位を願ねがう予定です。止められるとは思いますが、引退も悪くありません」

「それは困ります！　黒曜姫殿下があっての一宮シンセンです。私は七なな姫ひめが揃そろっていることが今の東とう和わのために大切だと思います」

　そうじゃないと、私はどうしていいか分からない。黒曜姫殿下がいない東和がどうなるか考えるのは難むずかしい。

　七姫が揃っていて欲しかった。

「いっそね、亡命するのもいいかも知れませんね」

「どこへですか？」

「七なな宮みやカセンはどうでしょうか、カラさんと二人ふたり宮姫も楽しそうです」

　想像したら、ものすごく楽しくなった。

　でも、流石さすがに遠い夢のように思えた。

「それは、最後の方策ですよね？」

「そうですね、一宮がどうにもならなくなった時、私が全すべてを失った時でしょうね」

　この方は東とう和わのために、一いち宮みやシンセンのために働くのがお好きな方だった。

　だから、そんな日は来ないだろうと思った。

「五いつ宮みや様や六むつ宮みや様は、いつか、東和七なな姫ひめが揃そろうお茶会の席を設けるのが夢だそうです」

「それも、ひとつの理想ですね。七人の姫が揃う光景は、東和の健すこやかな未来の一つかも知れません」

「この戦いが終わったら、黒こく曜よう姫ひ殿でん下かが主しゆ催さいされてはいかがでしょうか。私は必ず参加します」

　東和七姫の長女が主催する祭典は、東和をどれほど豊かにするだろうか。

「でも、それは、多た分ぶん、貴女あなたの将軍と軍師の目的にはそぐいませんよ」

「あっ、そう言えば」

　テン様とトエ様は、一宮シンセンにだって勝ちたいのだ。

　あのお二方は、この方にだって勝ちたいのだ。

「私が一宮姫であり続ければ、いつか、彼らと私が戦う日も来るかも知れません。その時は、カラさんはどうするおつもりですか？」

「どちらかを止めると思います」

　どっちも大事だから、私はそうすると思う。

「貴女お一人ひとりで？」

「多分、それが宮姫としての私の一番大きなお仕事になると思います」

　自信は無かったけれど、そうしなかったら私は、平和のための巫女みこ姫ではないと思う。

　黒曜姫殿下と二人ふたり、いつかツヅミの街を歩いたように高台を歩く。

「実は私、トエル・タウから何度も書状を受け取っているんですよ。裏で協力しないかと提案されてます」

　ああ、トエ様ならそうするだろうと思えた。

「一度も相手にしないで燃もやしてしまいましたが、カラさんとなら裏で協力し合うのもよろしいかと考えております」

「私とですか？」

「はい、お互いが危あやうくなったら、手を差し伸べる約束です。カラさんが私のところへ来る未来も、私が貴女のところに行く未来も、選せん択たく肢しとして残しておきませんか」

　多た分ぶん、違う未来が待っていると思った。

　それでも、その約束がこの人との絆きずなになる気がして、それがくすぐったくなるほど気持ちよくて、私は小指を差し出した。

　一いつ瞬しゆん、何なのか分からない顔をしてから、黒曜姫殿下はクロハさんの時のように笑った。

　それから、私の指と黒曜姫殿下の指が絡んで、小さな子供のように指切りをした。

　思っていたより、黒曜姫殿下の指は細い感触だった







　一いち宮みやシンセン黒こつ騎き団だんが戦場の真ん中に現れたのは、その日の夕刻だった。

　夏の長い夕暮れが始まる時間。

　突然、両陣営の真まっ只ただ中なかに押し入ると、まるで黒い壁かべのように整せい列れつした。

　奇くしくも、テン様と破は軍ぐん王おうが対決した位置に、黒こく曜よう姫ひ殿でん下かと私が乗り込む御み輿こしが担かつぎ出された。

「そちらは任せます」

「お任せください」

　互いの立ち位置を取りながら、一宮黒曜姫殿下と七なな宮みや空から澄すみ姫ひめが背中合わせで言葉を交わす。

　茜あかね色いろと薄うす青あお色いろの交じる空。空気の色が変わりゆく暮れ時。

　夕空の色は複雑で、その向こうに星も瞬またたき始めていた。

　空そら姫の時と、星ほし姫の時が交差する時間だった。

　一日が終わり行く中で、長い影かげを連れて何もかもが夕色に染まっている。

　そして、私達は、ことの顚てん末まつを見守る二つの陣営に、それぞれ深々と頭を下げた。







「あれがお前の敵か？」

　破は軍ぐん王おうの嘲ちよう笑しように、翡ひ翠すい姫は我が慢まんの顔をした。

　明日あしたの朝にも陣払いする予定だった。

　一宮側から和わ睦ぼくの使者が来ていた。

　東とう和わ正統政府として、これ以上の戦いは亡国の危き機き故ゆえ見過ごせないとの書状、一宮黒曜姫の署名と花か押おうが入っていた。

「この戦いは我わが国の国力を徒いたずらに疲ひ弊へいさせただけです。このままで終わらせません」

　彼女は集まる幹部達に演説を始める。

「この戦いの真の勝利者は、私達、真しん都と同どう盟めいです。五つもの地方都市軍を相手に、我がスズマの勇士達が互角以上に戦い抜いた事実、東和全土に広まるでしょう。一宮シンセンはウズミでもろくに戦おうとせず、この地でも戦いを途中放棄しました。このふがいなさ故に、彼らの体制崩ほう壊かいはより早まるでしょう。私達は堂々と真都スズマに帰き還かんし、この戦いの真実を人々に伝えるのです」

　用意してあった演説に、真都の幹部達が頷うなずきあい、それから勝利の凱がい歌かを歌い始める。その歌声は、やがて、陣全体へと広がって行く。

「物は言い様だな。お前を見ていると退屈しないで済む」

　付きまとう王子に、姫が厳きびしい視し線せんを向ける。

「確かく認にんが取れていないので黙だまっていましたが、貴女あなたに訃ふ報ほうがあります」

「ほう」

「貴方あなたの兄、北ほく帝ていが夏の初めに亡くなられたと情報筋が伝えています。それが本当ならば、もう貴方に後うしろ盾だてはありませんよ」

　血を分けた兄、仕えていた主君の訃ふ報ほうにさえ、はぐれ者の王子は顔色を変えなかった。

　知っていたのかと、翡ひ翠すいが訝いぶかしむほど平然としていたかと思うと、あの挑ちよう発はつ的てきな笑えみを作り始めた。

「翡翠、王位継承権一位は誰だれだと思っている？　お前は皇帝の誕たん生じようと向き合っているのだぞ」

　国を追われた身でありながら、戦いに生きた王子は変わらぬ態度のままで、お気に入りの姫の顔を覗のぞき込む。

「皇帝と真しん姫ひめで、この国も、俺おれの国も新しく生まれ変わらせてやるか？」

「貴女には未来への興きよう味みなどありません。今を激はげしく生きているだけです」

「お前らもだろう。真しん都との精神は人生暇ひまつぶしの精神だ」

　平手の底で王子の左ひだり頰ほおを打ち抜く。

「真剣に生きれば、それも覆くつがえせます」

「考えて生きてから口にしろ」

「考えてます」

「お前だけな」

　舌戦の異様な空気に周囲が退ひき始める中、翡翠姫は背を向けて歩き始めた。

「おい、翡翠」

　呼び止められても、振り返らない。

「あの二人ふたりの姫、お前の敵はどっちだ。小さい方なら笑ってやるぞ」

　その言葉で足が止まった。

　考えるまでも無いと振り返る。

「無む論ろん、両方です」







「君のところの姫は、時代の流れに吞のまれるかも知れないな」

　キリハ・ラサに言われて、テン・フオウは肩を竦すくめる。

　五都同どう盟めい側の陣中でも凱がい歌かが広まっていた。

　東とう和わ七姫で一番小さな末姫が、最大勢力一いち宮みやシンセンの姫を動かしたのだ。

　これが、地方側の勝利と言えなくて何とするのか。そうテン・フオウが囃はやし立てた。

　おかげで、東和七姫で一番影かげの薄うすかった空から澄すみ姫が、将兵達の中で一番人気になっていた。

　やがて、この人気は各都市にも広がり、七なな宮みや姫に対する世間の目も変わっていくだろう。

「大物釣ったからな。あいつが最後に美味おいしいとこ取っていきやがった」

　キリハに顔だけ向けて、土ど囊のうの壁かべに身体からだを預けるテンは愉ゆ快かいそうだった。

「本当はトエル・タウにやらせる使者だったのだろう？」

「姫ひめ様さまが自分で行きたいと言い出したら仕方ないさ」

「君達の空から澄すみ姫は、どうして、一いち宮みや姫に拘こだわるのかね？」

「あいつ、どっちかと言えば俺おれよりトエルに近いんだよ」

「それはそうだろう」

　テン・フオウのような宮姫は考えただけで恐ろしい。トエル・タウも問題だったが、それでも、まだましだと思えた。

「一宮の黒こく曜ようは、きっと、俺の妹みたいな女だよ。だから、好きなんだろうな」

　冗じよう談だんにしか聞こえない言葉に、キリハはどんな顔をしていいか分からなかった。







「放せ、私はシドウを迎えに行く」

　後方の砦とりででは、三さん宮みや常磐ときわ姫が、双ふた子ご姫の来訪に困こん惑わくしていた。

　どうやら、クラセの戦いは一宮姫への懐かい柔じゆうで落ち着く。そう知ったからには、ウズミを護まもり続けたシドウ将軍が心配で堪たまらなくなる。

「もうシドウ将軍は撤てつ退たいに入ったそうです。一宮は形だけの占拠をして二宮に義理立てしたら引き上げると密約が出来ているようです」

「シドウ将軍のお働きと、一宮への根回しに走ったサイ家の合わせ技わざとお考えください」

　五いつ宮みや浅あさ黄ぎ姫、六むつ宮みや萌もえ葱ぎ姫の連れん携けいに、一人ひとりだけの常磐ときわ姫は援軍を探す。

「絵え描かき！　ちょっと私の味方をしろ」

　砦とりでの端では、絵描きのエヅがサイ家のハルセと話し込んでいた。

　ハルセの深刻な人生相そう談だんを、エヅが笑い飛ばして景気づけているようだった。

　助けに行けなくてごめんなさいと、手を合わせて謝あやまる絵描きを呼ぶのを諦あきらめて、常磐姫は一人で戦おうと決めた。

「いいか、この戦いの真の功労者は、三宮ナツメのシドウだ。最大の一宮シンセン本軍に隙すきを見せずに対決し続けた我わが国の要かなめ石いし。つまり、この戦いの真の勝利者と呼ばれるのに相応ふさわしいのは、武門の誉ほまれ高い我が三宮ナツメなのだ」

　いささか、自分でも強引と思ったが、それぐらい言い切らないと二人ふたり相手は辛つらかった。

「そうですね。三宮様には感かん謝しやしております」

「そして、一宮様を動かした七なな宮みや様にも感謝しています」

「私共だけでは、この夏は乗り切れなかったでしょう」

「ですから、七宮様のご帰き還かんを待って、四人揃そろって祝いたいのです」

　駄だ目めだと、夕暮れの空を見上げてため息をつく。

　口でこの二人ふたりに勝つには、常磐ときわ姫ひめは不ぶ器き用よう過ぎた。

　何せ、東とう和わ七なな姫ひめで一番の不器用者だった。

「七なな宮みやか、一いち宮みやと組むのかな、あれは」

　この双ふた子ご姫のように、二人組の宮姫は強い。

　一宮姫と二にの宮みや姫の関係が破は綻たんしてくれた反面、一宮姫と七宮姫が組む未来もあるかも知れなかった。

　常磐姫は、琥こ珀はく姫ひめと友人になれなかったから、結局、独り身だ。

　いずれ、絵描きを連れてツヅミに行ってみようとは思っているが、琥珀姫と何を喋しやべればいいのか分からない。

「七宮を妹分にしておけば楽だったか」

　下手へたに距きよ離りを取ったのが失敗だったかと悔くやめば、双ふた子ご姫達が微笑ほほえむ。

「妹が欲しかったのですか？」

「んっ、うちは弟ばかりでな」

「ここにおります」

　いきなり、左右から抱きつかれる。

「おいおい」

「可愛かわいい妹です」

「三さん宮みや姫は五都同どう盟めいの長女なんですよ」

　それぞれに腕を取られ、柔らかな胸を押しつけられて、常磐姫は困ったと周囲を見渡す。

　気がついたら、周囲の兵達が、話し込んでいたはずのエヅとハルセが、羨うらやましそうに自分を見ていた。

「助けろよ、お前ら」

　ぼやいてから、それから、これもいいかと常磐姫は苦笑した。

「しかし、お前ら、どっちがどっちだか未いまだに区別できないな」

「ええ、私達が入れ替わっても誰だれも気がつかないんですよ」

「七宮様も気がつきませんでした」

「ははは……？」

　笑い飛ばそうとして、七宮も、という言葉が引っかかった。

「ちょっと待て、お前ら！」

　怒ろうとしても、左右からの笑え顔がおには勝てなかったから、常磐姫は結局苦笑して、それから夕空を見上げた。一日の終わりが近づいていた。







　夕暮れの空の下、長く話し込んだ。

　夏の夕暮れは、どんな季節よりも長く、二人ふたりの姫ひめが語る時間はそれだけ多かった。

　やがて、それも終わりを迎える。

「お元気で」

「貴女あなたもお身体からだを大切に」

　七なな宮みやの空から澄すみ姫と一行を送り出した一いち宮みや黒こく曜ようは、遊ゆう撃げき長ちようを引き連れて折おり鶴づるへと帰陣した。

「国に戻れば大変ですな」

「そうでもありませんよ」

　軽い返事に遊撃長が顔を歪ゆがめる。

「あんた、何か裏あるの？」

　騎き士しらしい態度を捨てて、ぞんざいな顔を見せる遊撃長。

「真しん都と寄りの議ぎ員いんのあぶり出しが始まっています。随ずい分ぶんと、力関係が変わっているようです」

　今の一宮シンセン内部は、常に政変を続けている。状況は日々変わっていく。

「あんたの仕し業わざか？」

「大師が亡くなったと風ふう聞ぶんが広まって止まらないようです。翡ひ翠すいも必至で頑がん張ばっていますが、外がい郭かく組そ織しきとの間で裏切りも多いようです」

「死んでるの？」

「さあ、何度も復活される方のようですから生きているのかも知れませんね」

　今回の戦いは大師の死を隠すために真都同どう盟めいが無理をした。その風ふう聞ぶんが効果的だった。翡翠姫を後継者にするために、その実じつ績せき作りだったとの声もある。

　どれも証拠は無かったが、政界は大きく揺らいでいた。

「議ぎ長ちようか、それとも、あのタウ・トエか？」

「さて、知りたがりは長生きできませんよ」

「あんたが一番、知りたがりじゃねえのか」

「私は、逞たくましい騎き士しに護まもってもらえますからいいんですよ」

　一宮黒曜の歩く道、その左右は黒い騎士達が守り抜いていた。







「いやあ、俺おれも話し合いしたんだけどさ、やっぱ、駄だ目めだった」

「ふざけるな！　最初から殴り合うつもりだったろう!?」

　五都同どう盟めい側、七なな宮みやの陣に戻れば、いつもの光景が待っていた。

「いつの間にか、総指揮官をキリハ殿どのに取られているじゃないか！」

「いや、俺なりに四しの宮みやにも活かつ躍やくして貰もらおうと気を利かせたんだよ」

「噓うそつけ！」

　テン様に詰め寄るトエ様が怒ど鳴なっていて、私とヒカゲさんがそれを見ていて、衣い装しよう役やくさんが一歩下がった場所でため息を吐ついている。

　侍じ従じゆう長ちようさんや他ほかの方々は何も見ない振りをして遠ざかっていく。

　いつもの光景だった。

　七なな宮みやのお城に入った頃ころから変わらない、私の好きな人達の光景はそのままだった。

　だから、それが嬉うれしくて、隣となりに立ってくれるヒカゲさんに笑ってみる。

「ただいま、ヒカゲさん」

「ヒカゲ」

「うん、そうだね」

　しばらくしてから、ヒカゲさんが首を傾かしげた。

「俺おれも一いつ緒しよに出ていたから、俺にただいまはおかしい」

「うん、でも、何だかね、ただいまって気持ちなんだよ」

「そうか？」

「そうだよ」

　それから、かなり長いこと、テン様とトエ様が言い争うのを眺めた後で、ヒカゲさんが私の方を見た。

「お帰り」

　だから、もう一度、笑え顔がおで向き合う。

「うん、ただいま」

　その一言が、とても幸せに言えた。







　空から澄すみから高たか夏なつの季節に起きた動乱は、一応の終息を迎えた。

　一いち宮みやと二にの宮みやは不安定な関係のまま、連立政府作りを続けていた。

　双ふた子ご都市は平和都市宣言をして、他都市との友好を訴え続けた。

　それぞれの国に帰った三さん宮みやナツメ、四しの宮みやツヅミ、七宮カセンは国力を蓄たくわえるために静かに時を過ごした。

　どこも多くの問題を抱え、水面下では様々な駆かけ引ひきが続いていた。

　そして、高夏も終わり、季節は早はや風かぜと名な無なしの秋へ移り、やがて、長い冬が来た。













　　　終節　歩くように過ぎる日々







「だからさ、俺おれはびしっと言ってやったのよ」

　明るい声は懐なつかしい。

　昔、カセンやツヅミの街で聞いた声そのままだ。

　久しぶりに戻ったツヅミ都市で、私は絵え描かきさんと街で会った。

「お姫ひめ様さまなんだから、きっと、大丈夫だって、話せば分かり合えるって」

　色々な国を渡り歩いて見聞を広めた絵描きのエヅ・ヨウトさんは、面おも白しろい話を沢たく山さんしながら壁へき画がを描いていた。

　平和のための特使としても活かつ躍やくした絵描きさんは、東とう和わでも名の知れた絵え空そら師しになっていた。

　それが、逆に問題になってしまい、大都市では困ったらしい。

　一宮シンセンや二宮スズマでは有名だからこそ、政治がらみのお仕事ばかり依頼されるから、こうして古巣のツヅミに戻ってきたそうな。

「まあ、琥こ珀はく姫は結局、南に帰っちゃったんだけどね」

「そうですね。残念です」

　常磐ときわ姫も空から澄すみ姫も、琥こ珀はく姫にお会いすることは出来なかった。それぞれの気持ちは、まだお会いするのに早すぎたのかも知れない。

　逆に、今度、南の地を二人ふたりで訪ねてみたいと常磐姫とは話し合った。

　来年の春には、一いち宮みや様さまが東和七なな姫ひめ全員にお茶会を呼びかける話も持ち上がっているから、その時、迎えに行けたらいいと。

　実現するかどうかは分からないけれど、そう考えるのは楽しかった。

　色々なことを考える。

　テン様やトエ様のこと、衣い装しよう役やくさんのこと。

　黒こく曜よう姫ひ殿でん下かや翡ひ翠すい姫殿下のこと、双ふた子ご宮のお二方の笑え顔がお。

　世の中のことは難むずかしくて、何がどうなっているのか分からないことは多かった。

　それでも、色々なことを考えるのが楽しくて、毎日を過ごしていた。

　冬の朝は寒くて、夕暮れは早くて、風は冷たい。毎日が、そんな中にあった。

　新生四しの宮みやツヅミに新しく建てられた工こう芸げい館かんで、以前のように私は絵え描かきさんの絵を眺めている。

　いつも無口なヒカゲさんと二人で、一日中、絵描きさんのお仕事を眺めて、おかしな話を聞いた。少しだけ、私も絵を教えてもらう。

　絵え描かきさんの話は、所々で辻つじ褄つまが合わなかったし、私達の知っていることと違ったけれど、たまに小さく突っこんで、あとは全部笑って聞いていた。

　酸すっぱい蜜み柑かんを食べて三人揃そろって苦しんだり、温かい鍋なべを囲んだ。

　そんな風に過ごしていると、一度、キリハさんが訪れた。

　私と昔話をして、それから大きくなったと言ってくれた。

　深いことは何も語らなかった。

　私はカラカラさんで、キリハさんは絵描きさんのご友人だった。

　それから、サイ家のハルセさんも一度、お仕事のついでだとお姿を見せた。

　私とは一言か二言ほど言葉を交わしただけだった。

　どうしてか、私のことを気に掛けてくれて、冬物の手袋を一組くれた。

　絵描きのエヅさんは本当に有名になったようで、他ほかにも色々な人が来た。

　どこかの国の偉い人や、昔の工房仲間の方、それに、顔に傷のある異国の軍人さんまで来た。

　エヅさんが大おお慌あわてでお相手している姿は見ていて楽しかった。

　そして、雪が降ふり積つもる時までそうしていたら、お休みの期間が終わった。

「今日きようでカセンに帰ります」

　工芸館の玄関まで見送ってくれた絵描きさんは、すごく寂さびしそうな顔をしてくれた。

「カラの嬢じようちゃんも雪道に気をつけてね」

　ツヅミの街のあちこちに雪が積もり、街が白くなる。きっと、カセンもナツメも雪が深くなる。クラセとマキセも、まだ歩いたことの無いシンセンもスズマも雪ゆき景げ色しきとなって行くだろう。

「兄にいちゃんもな、また来いよ」

「ん」

　どうしたことか、絵描きさんはヒカゲさんが大好きだった。

　ほとんど返事しないヒカゲさんに毎日話しかけて、いつも楽しそうにしていた。

　分かるような分からないような、変な気持ち。

「タウ・トエとフオ・テンがカセンで何かしてるって噂うわさあるし、お城勤めは大変だけど気をつけてね」

「あの人達はいつもそうですから」

　いつも何かをたくらんでいるから、だから、私はあの人達を見ているのが好きだった。

　いつだって私は、楽しそうに生きている人が大好きだった。

　だから、そうした人に出会えたことが幸せだと思っている。

　細こまやかな羽毛のような雪が降る中、ヒカゲさんと私は去年と同じ外がい套とうを羽は織おって、新しい手袋をして、装備万端で雪ゆき靴ぐつの足を進める。

　くしゃっとした、この冬初めての感触が何だか懐なつかしくて嬉うれしい。

　立ち止まり見渡せば、冬の景色をした街。行き交う人も冬衣の装い。

　冴さえた空気に私達の吐息が白い。

「俺おれも、今度、カセンに行くんだよ。今度は七なな宮みやのお姫ひめ様さまが冬祭りの祭典に出るらしいんだ。その時には暇ひま貰もらってさ、一いつ緒しよに見に行こう」

　嬉しいけど困るお誘さそい。

「お仕事あるから」

　カラカラさんのお仕事は無いけれど、空から澄すみ姫のお仕事は待っていると思う。

　カラカラさんはお休みで、空澄姫のお仕事が始まる。

　毎日は止まることなく続いて、巡る季節の中で過ぎていく。

「絵え描かきさんもお元気でいてください」

「達たつ者しやで」

　手を振って、お別れをして、雪降る街に二人ふたりで歩き出す。

「元気でな、嬢じようちゃん！」

　最後に絵描きさんが大声で手を振ってくれた。

　だから、私はヒカゲさんの手も取って、大きく両手を振り返した。

「はい、私は元気です。また会いましょう」

　精一杯の元気で、もう一度、お別れの挨あい拶さつをした。


終
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　　　　　あとがき




　もう運命とか宿命とか大げさなことは止めよう。

　このお話を思いついた時、周囲の人達に、こんなことを言いました。

　劇げき的てきな人生や過か酷こくな現実より、面めん倒どうなことや格好悪いことを反映した方が自分達のリアルに正直ではないか。そこから、面おも白しろおかしい物語を作れないのか。物語の理想を目め指ざしたい。

　そんなことを何度も言いました。

　当時の流行とは対極の考えでしたから、結局、一人ひとりで始めた物語です。

　電でん撃げき文庫さんに拾われて、担当さんやイラストの尾お谷たにおさむさんに助けられて、読者の皆様に読んで貰もらえて、そこで、やっと、自分だけの物語ではなくなりました。

　自分一人だけが好きで始めた物語が、こうして六冊も続けられたのは、このお話を好きだと言ってくれた皆様のおかげです。

　ここまでお付き合いしてくださった全すべての皆様に、心から感かん謝しやします。




　この六巻、とんでもなく時間が掛かり、読者の皆様、関係者の皆様にはご迷惑を掛けました。

　終わらせたくなくて、終わらせる力が無くて、作者が逃げ回り続けたことをお詫わびします。

　そんな、七なな姫ひめ物語も、どうにか一応の完結です。

　この後、どうなるんでしょうか。

　実は作者にもよく分かりません。

　今も、カラ達のその後を毎日考えていますが、断片的なイメージが浮かぶだけで、具体的にどうなるのか見当がつきません。個人的には自費出版でも続きを書きたいくらいですが、今の実力では、この先を書き続けるのは難しいと痛感する毎日です。

　一巻や二巻で終わらせても、綺き麗れいに終わる物語だったと思っています。この巻でも、七姫らしい最後になったんじゃないかと思います。

　それでも、続きを考えてしまいます。

　そして、この先があったとしたら、やっぱり、このお話の最後は、この巻のラストと同じようなシーンで終わるのだろうと思うのです。

　最後にカラが笑っている。

　この物語が目指した理想は、結局、これなのだろうと思うのです。

　カラが最後に笑っていないと、七姫物語の最後じゃない気がするのです。

　皆様が、この物語に求める最後は、どのような光景でしょうか。

　もしも、カラが最後に笑っている光景を想像して頂けるならば、この物語がやり続けたことと、読者の皆様方が求める理想が、ひとつに重なる部分があるのではないでしょうか。

　それが、七姫物語を始めた時に、僕が夢見た、ひとつの理想なのです。

　さて、この巻で七なな姫ひめも終わりですから、最後に少しだけネタばらしをさせてください。

テンとトエル

　懲こりない兄ちゃんを書きたかったんです。欲深い人達でして、今回、カットしたテンの台詞せりふに「喜べ、カラ。俺は欲深い人間が大好きだ」があります。テンらしい言葉です。

衣い装しよう役やくさんとヒカゲ

　衣装役さんは一番素す敵てきなお姉さんで名前はヒナタです。ヒカゲは登場人物中最強の設定です。

エヅとキリハ

　カラの代わりにカラのいない場所で何かを見ている人物として同時に作りました。エヅがカラさんの自由な面を、キリハが空から澄すみ姫の責任ある部分を膨ふくらませています。この本がなかなか書けなかった最大の原因は、ほとんどの登場人物が作者より頭がいいため、作者の頭が追いつかなくなったためです。そんな中でエヅだけが、作者にとって心安らぐ仲間でした。　一方のキリハは大人の理想像で、子供の理想像的なカラと向き合う構図は、特別好きな構図です。

常磐ときわ姫と琥こ珀はく姫

　常磐はすごく気にしていますが、実は琥珀は南の地では、毎日温泉三ざん昧まいだったり、趣味のガーデニングに勤いそしんだり、海の幸満喫だったりするかも知れません。

浅あさ黄ぎ姫と萌もえ葱ぎ姫

　計画通りと二人ふたりが笑い合うオチも考えましたが、ハルセが倒れちゃいそうなので止めました。

　いつも空回りしているハルセにとって、この二人は大切な宝物なのかも知れません。

翡ひ翠すい姫とはぐれ王子

　この本一冊、全てを翡翠のために使えば彼女は笑ってくれたでしょうか。ヴィイがこの子を好きなように、僕もこの子が好きなのです。七姫の中で、彼女だけは実在のモデルがいました。

　彼女が心から安らぐ笑顔を見てみたかったと、今更ながらに思うのです。

空澄姫と黒こく曜よう姫

　二人が並んで協力する光景は、最初に考えた光景でした。やっと、それが実現しました。もう一冊あれば、多分、この二人のための物語になったでしょう。一番、難しい物語のはずです。

　それでも、背中合わせの二人を夢見ていたいと願ねがうのです。




　色々と名残なごり惜しいのですが、この長い物語も、そろそろ終幕です。

　今回も、大変に多くの方々をお待たせして申もうし訳わけありませんでした。

　あっちもこっちも大変な世の中です。先のことは見えません。それでも、この本をここまで読んでくれた読者の皆様、お付き合いくださった関係者の皆様に、改めて感かん謝しやします。

　皆様のおかげで、カラは元気です。これまでも、この先も、永年、元気です。

　七姫物語全六巻、読了ありがとうございました。


高たか野の　和わたる












※この後は【電子特別版】として過去「電撃ｈｐ　SPECIAL　2004 SPRING」に掲載された『七姫物語　挿話　向日葵の光景』と「電撃ｈｐ　SPECIAL　2004 AUTUMN」に掲載された『七姫物語　東和紀行　晩夏、そして早風』を再録しております。引き続き七姫物語をお楽しみ下さいませ。
」












【電子書籍版特典】

　七姫物語　挿話　向日葵の光景

　七姫物語　東和紀行　晩夏、そして早風




　この作品は、『月刊コミック電撃大王４月号増刊　電撃ｈｐ　SPECIAL　2004 SPRING』と『月刊コミック電撃大王10月号増刊　電撃ｈｐ　SPECIAL　2004 AUTUMN』に掲載されたものの再収録です。

　文庫版『七姫物語 第六章』には収録されておりませんので、ご了承ください。
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「いいか、俺が将軍、コイツが軍師。お前がお姫様な。三人で天下を取りに行くぞ」

「いやです」




　向日葵ひまわりが夏の陽ざしに影を作る。

　重たげな黄色い花弁はまだ上向きで、しばらくは色鮮やかなままなのだろう。

　初夏の陽光が降り注ぐ庭園。

　目を細め、中庭の縁側でくつろぐのが私。

　最近は、昼食や洗濯が終わると何時間もこうしている。

　以前、住んでいた所に比べれば、小さな小さな庭園。それでも、私一人では手入れが難しいくらいの花木に囲まれた裏庭。

　私が背を向ける平屋の屋敷は、もともと分家筋が避暑のために立てた別荘を貰い受けた物で、それなりの大部屋と何室かの小部屋が割と贅沢な間取りで組まれている。

　そんな背後の空間は、あまり生活感がない影色。

　もう二年ほどここに住んでいるけれど、私と彼女だけでは大きすぎる屋敷だから、自然、生活の匂いが薄い。

　あるいは、二年も住んでいるくせに、私がこの屋敷に愛着を持っていないせいなのかも知れない。どこかで、ここを終ついの棲家と思えてないのだろう。

　悪い屋敷ではなく、二年掛けた庭園も見栄えする形が出来てきたのに、どうも私には何か物足りなく、そのくせ、庭の手入れ以上のことに力を注ぐ気になれなかった。正直、自室や居間より、この裏庭に面した縁側が、一番、落ち着く場所だった。

　自家製のお茶が入った湯飲みを傍かたわらに、ぼんやりと、明るい色の花弁と、その中で眠る種の配列を眺める。

　この時期の庭園では、縁側の正面近くに、十本ほど規則正しく並べた向日葵の群が一番目を引く。そよぐ風に揺れる群は、花弁の大きさ故にちょっと頼りない。

　小さめの品種だから、その光景は夏の風によく影揺らす。

　何となく、それがお気に入りの光景だった。

　昼の青空にも、夕の風にも、その花の立ち姿は奇妙なくらい佇たたずみ具合が良く思えた。強くもなく弱くもない真っ直ぐな背筋の花。

　そうやって、どれほど一人でいただろう。陽の射し方からすればそれほど長い時間は経っていない気がするけれど、もしかしたら結構な時間が過ぎたのかも知れない。

　向日葵の影がいくらか伸びてきた。

　そんな気がし始めた頃、屋敷の奥で人の動く気配がした。

　共に暮らす、この屋敷のもう一人の住人。振り返らなくても、足音で判る。

「姫様、お客様です」

　女二人だけの屋敷に、その声はよく通る。

　屋敷の管理を任せている彼女の痩身に、私はゆっくりと首を回す。

　屋内への視線の先、廊下の先で慎ましく立つ彼女は私より幾らか年上だ。

　幼い頃から、私は彼女を見上げて育った。ずっと、私の使用人をしてくれた人。

　昔は、ひどく長身に見えた彼女にも、十七、八歳で背丈が追いついて、今では私の方が少しだけ高い。

「お客ですか？」

　告げられた珍しい言葉に、私は問い返す。

　出入りの商人や、ご近所の方々とはそれなりのお付き合いはしてはいたけれど、「お客様」と間接的に呼ぶような方はほとんどいない。

　新しい隣人が出来たのか、それとも遠縁の方でも来たのか。

「先日のお手紙の方です」

　続けられた言葉に、私は頷く。

　なるほど、懐かしいようなくすぐったいような、昔なじみ達。

　いいでしょう。お会いしましょう。

「着流しではまずいですね。着替えます。客間にお通ししてお茶をお願いします」

「かしこまりました」

「あと」

「はい、何でしょうか？」

「何度も言いますが、私はもう姫様と呼ばれる立場ではありません。そろそろ、その呼び方はよしてください」

「お言葉ですが、ご幼少の頃より、こうお呼びして参りました。私にとっては、姫様とお呼びしないとお仕え難くあります」

「そうかも知れませんが」

　ご主人様等と呼ばれるのも変な気がするし、彼女が私を名前で呼ぶ様子も想像できない。結局、いつも、なし崩しに続けられる呼ばれ方。

　永年、お世話になった方にはなかなか逆らえないか。

　強く言えるような代案も見つからず、私は私室へ戻り、軽い身支度。

　鏡台で後ろ髪が乱れているのに気がつき、一度束ね直すと少し時間が掛かった。

　背中の半ばまである髪は伸ばしすぎたかも知れない。一度、切ろうと思う。

　待たせている客人、彼らと一緒だった頃のように肩先までくらいに。

　もっとも、あの頃は大げさな鬘かつらで着飾ったりもしていたけれど。

　思い出して、自然に口元が綻ほころぶ。

　子供の頃の想い出には勝てないか。平静な顔のままでいられるには、ちょっと笑い話が強すぎる記憶。懐かしくて、随分以前のことなのに、先日のようにも思えてしまう日々。

　吐息一つ、静かに意識して、それで落ち着く。

　鏡の前で澄まし顔がいつも通りに出来たから、少し離れた客間へと向かう。

　よく手入れされた板張りの廊下を抜け、水墨画の衝立が入り口に広がる客間へと入室する。　板張りの座敷、ミズナラの机に向かって座椅子に座る背。

　小柄な背が懐かしい丸みで、ゆったりと私に向かって顔を上げ振り返る。

　地味な着物に包んだその姿は、たいして変わっていなかった。

　初めて出会った頃から、この人はどこか童顔で、年齢が判りづらい。

　それなりの大人の顔も、背伸びした若者の顔もどちらの顔も出来る人。

「五年ぶりですね」

　席を立とうとする動きを手で制して、私は客人の真向かいに用意された座布団の上に、両膝を揃えて座る。

「君が元気そうで何よりだ」

　昔より、少しは年相応になった顔つきが、気安い笑顔で語りかけてくる。

　良くも悪くも、この男の表情は気安い。反面、いつもどこかで何か別のことを考えている男だから、単純な表情自体にはあまり意味がない気がする。

　含みのある言葉や表情が久しぶりに見たくなる。あの頃のように。

「貴方もお元気そうで何よりです。トエル・タウ」

　そう、私が姫と呼ばれていたあの頃のように。







「先物取引で失敗したそうですね」

「うん、ツヅミでね。それで、こっちに流れてきたら、君が居を構えていると聞いてね」

　三度、あれから、三度、居を移している。

「姫様、姫様と、会ったこともない親族に追いかけられるのはこりごりでして」

　大概の人々はこれで私の消息を探るのを諦めてくれた。それでも、少し本気で探せば、こうして辿り着ける程度のこと。

　目の前にいるこの男なら、割と簡単にここを見つけられただろう。いや、そもそも、一度たりとも、私の居場所を見失うことはないだろう。

　このトエル・タウという人物と、その相方は今でも有名だ。こんな無名の寒村に暮らしていても、商人筋や、ご近所の方々からそれなりの噂話は届いてくる。

　懲りもせず、厭あきもせず、大きな夢を並べて、自由気ままに暮らしている彼らは、ちょっとしたことで人々の噂話に上る。出来るだけ世間から忘れ去られようとしている私とは大違いなお二方。

「まだ君を求める人々は多いのかい？」

「姫でしたから。財産は出来るだけ平等に分配して、ここと、あと一つか二つ隠れ家を残すだけなのですがね。今の私が所持しているのは」

　もっとも、私が財産を処分する前に、かなりの額がどこかへ消えている。

　この人達と一緒に。

　もともと、私が自分で稼いだお金ではなくて、まともに管理できる額ではなかったから、どうでもいいと言えばどうでもいいお金のこと。

　大きすぎる財産は、理解できない人間には疲れる代物でしかなかった。

　私には今の暮らしがのんびりと続けられる持ち合わせがある。それだけで、かなり裕福で幸せだった。

「それで、ご用件は？」

　昔話のためだけに、人を訪ねてくるお人好しではないのがトエル・タウという人物だ。

　この男はいつも何か大きな目標を立ててやりくりしている。だから、目標から外れた方向にはほとんど動かない。

　動く時は、何らかの形で目標と重なるようやりくりして帳尻を合わせる。私が知るトエル・タウはそんな男だ。

　軽く目を伏せてから、トエル・タウは笑った。

「また君が欲しい」

「姫ですか」

　昔、そんな役をやった。

　同じ血を引くという、別の姫達と張り合った日々。

　子供だった。振り返ってみれば、何も知らない子供だった頃のお話。

　そんな日々の中で、二人組の野心家達と出会って、最後は丁重にお別れした。その後、彼ら二人組は資金や人脈を求めて東とう和わ各地を転々としていたと噂に聞いている。

「うん、傍系とはいえ、君は王室の古い血を引いている。それは確かだよ。直系ではないにしろ、君には巫み女こ姫ひめの資格がある」

「確かに、今でも巫女の仕事はしています。年末年始の祝いの時だけ、ご近所に頼まれまして」　おかげで、ご近所の方々には良くしてもらっている。女二人、世捨て人のような暮らしをしているのに、過分な詮索や噂話もあまり無い。

　遺産の相続争いに疲れた都会からの落ち人。それぐらいで落ち着いてくれている。

「あいつも君なら歓迎してくれる」

　もう一人、目の前に座る男の相方を思い出す。

　長身で、無闇に騒がしく、愉快でいようと計算高い男。

　私の背丈も伸びたけれど、とても追いつけない背高な後ろ姿を思い出す。

　笑いたくなって、堪えた。

　三人での想い出は楽しすぎて、答えを誤りそうになるから、真面目な顔を続けようと努力する。

「巫女姫は婚期の終わりには引退するのが慣習。すぐに私は引退の時期です。今更」

「君は聡明で、昔よりずっと綺麗になったよ。婚期なんてあと十年は余裕があるよ」

「今の姫は、中心となっておられる巫女姫の年齢はお幾つですか」

　この問いの答えくらい、田舎暮らしの私でも知っている。

　だから、トエル。タウは困ったような顔をして肩を竦めた。

「幼子さ。十四、五歳」

　私が以前、姫を止めたのは、もっと、ずっと年上の頃だった。

「東和は、もっと若い姫を求めています。他を当たってください」

　丁重に私はお断りした。五年前のように。







「また来るよ」

　午後の陽ざしが緩くなる頃、正門前で彼はそう告げた。

　夏の陽ざしに目を細めて、私と彼女は彼を見送る。

　舗装されていない田舎道。左右から無闇に伸びる葦あしや夏ススキに埋もれそうな路上に小さくなって行く背中。こうしてみると、随分小柄な気がするその後ろ姿。

　不思議な物で、私の記憶の中では、ちょっとだけ背丈が大きい想い出になっていた。あちらが縮んだわけではないはずだから、私の中で彼が大きく思えていたのかも知れない。

「よろしいのですか？」

　草原と呼ぶには無精な夏草の群生。その上を、夏虫が行き交う。

　夜間にはうるさい虫の音も、今の時間では比較的静かだった。

「今の暮らしに私は満足しています。貴方は不満なのですか？」

　私の言葉に、傍らに寄り添う彼女は小さく首を振った。

「私は使用人です。こうして雇っていただけているだけで満足です」

「ですが、退屈でしょう」

「穏やかな日々とはそうした物です。ようやく手に入れた生活です。どうかご自愛して、末永く日々を平穏にお過ごされますよう」

　私は返事をせず、なだらかな丘陵の影に消えて行った背中を追うのを止め、僅かに陰りが見えてきた夏空を見上げる。

　目ま映ばゆい青色。

「空から澄すみ。七月ですね。この空は」

　独り言じみた呟きが、午後の緩やかな風に触れる。

　明るさに目が痛くて、額に手を翳かざす。

　遠い積雲が白く広がる青空。

　しばらく、見上げるのを忘れていた光景。

　ちょっと、想い出がある季節。記憶の中で妙な男達が二人で喚き合う光景が巡る。

　それは、空澄と呼ばれる季節の想い出。

「洗濯物が良く乾いてくれました」

　私の呟きに、生真面目な声が柔らかく続いた。







「よっ、久しぶり」

　垣根の向こうで、トウキビ片手に明るい声。

　向日葵が枯れ始め、花弁が全て下を向いてしまった頃に、もう一人の来客があった。

　季節の詠よみ名は、もう高たか夏なつ。

「来ると思ってました」

　二人一緒ではなくて、一人ずつ別に来るとは思わなかったけれど。

　裏庭に面した縁側。椿の垣根はちょっと遠いから、素足に草履、着流しの夏服というずぼらな格好で私は裏庭を横断する羽目になった。

　焼いたトウキビが香ばしい匂いを立てていて、相変わらずの長身が、不作法にかぶりついていた。相方と違って派手な上着が目に付く姿。

　垣根の日陰で露草が健気なのが、妙に落差のある光景だったりする。

「ほいよ、おみやげ」

　とうきびが二本入った油紙の包みを手渡される。熱いくらいで焼きたてのようだ。

「村長さんと仲良くなってな。そこの奥さんがくれた」

「はあ」

　何で、世の中、皆さんは無闇にこの方々を信頼するのか。たまにため息をつきたくなる。

「いやあ、ヒナちゃんに逃げられた時は大変だったよ」

　五年も前の話を、つい先月のことのように口にするこの人も、あの頃と少しも変わっていない気がした。もしかして、この人達は成長という言葉と無縁なのだろうか。

「止めてください」

「ん？」

「その名は忘れました。今は別の名前でのんびり暮らしています」

「ふーん、そう言えば村の連中、変な名前で呼んでたな。お前のこと」

「元の名や、あなた方が思いつきで付ける名前よりはまともです。それで、ご用件は？」

「おう、ちょいとな、お姫様やんない？　昔みたいに」

「いやです」

「かあっ、五年前と同じ返事。ああ、初めて出会った時は素直で可愛い女の子だったのに、何がこの人をこんな風に変えてしまったんだか」

　あんたのせいだ。あんたの。

「うわあ、そんな目で俺を見るな。俺が悪い奴みたいじゃないか」

　いや、悪いでしょう。実際。

「俺はただ、トエルのいいなりになって馬車馬のように働かされているだけなのに」

「本気ですか？」

　つい問い返してしまったのが運の尽き。テン・フオウという人の手口。

　遅夏の高い空の下、長々と話し込む羽目になってしまう。







「また来るわ」

「何度来られても、この件はお断りします」

　夕色が空気に浮かぶ頃、テン・フオウは、ようやく、私を解放してくれた。

「そう？　しゃあねえな」

　ちょっと考えるような仕草をしてから、彼は頭を掻く。それから、隣家の庭先に繋いできた馬の元へ向かおうとして、ちょっとだけ立ち止まる。

「じゃあさ、次は別の用事で来るから」

「お金なら貸しませんよ」

「いいよ、それは別にあてがあるから」

　ああ、どうして、この人はいつまで経ってもこんな風なのやら。

　垣根越しの長話、庭木の木陰が無かったらどうなったことやら。

「お帰りになったのですか、背高な方」

　屋敷から出てきて、お盆を差し出す彼女に、無言の私が空になった湯飲みを二つ返却する。

　地下からくみ上げたばかりの冷水を彼女が用意してくれたから、どうにかなった夏の午後。　子供のように騒がしい会話が、懐かしくもくすぐったかったから、どうも向こうの調子に振り回されてしまった。

「また来られるのでしょうか」

　問われて私は肩を竦めた。彼女の声が変化を期待していたから。

　遠くで馬のいななきがする。

　もう彼の姿は見えないから、私は屋敷の中へと足を進める。

「来ますよ。どちらが先に来るか賭けますか？」

　視界の端、夕風に揺れる向日葵の影が長く伸びていた。







　夏はいつの間にか過ぎ、秋空もいつか遠く。、底冷えの季節が巡り来る。

　向日葵も露草も姿を消し、庭木も色を失い枝葉を散らす。

　東和は混乱の兆しを見せていた。

　東和中央たる旧王都シンセンの腐敗政治は失策と失態を繰り返し、副都の立場を主張する二にの宮みやスズマは声高にそれを責めつつも、最大都市シンセンを支える政策を打ち出している。

「要するに貸しを作って権利を得る。それがスズマの処世術か」

　何ヶ月か、ツテを頼って集めた情報は、ちょっと都会ならば簡単に手に入る程度の物だった。

　情報に関する見解は、誰でも簡単に下せるわけではないけれど。

　何年か都会から離れているうちに、大きく変わったこともあれば、変わらぬこともある。

　一いち宮みやシンセンは十年、二十年前とは比べ物にならないほど力を失っていた。世の中の変革について行くには旧体制過ぎるのだろうと思う。

　何年か、まともな世相から離れていたら、その落ち込みの度合いが明確に見えやすくなっていた。変わりに、二宮スズマ都市が急速に目立つようになっていた。

　スズマが強くなったというより、シンセンが老いた。そんな印象。

　幾つかの地方都市がシンセンの弱体化につけ込み、領地の拡大を画策するのも、ここ何年かで目に見えやすくなってきていた。

「それで、宮姫の登場ですか」

　居室で一人、両手を胸の上に置いて目を閉じる。

　王を立てれば、はっきりとした戦争の構図が生まれやすい。

　血気盛んな武門の輩やから以外は戦争を避けたがるのが世の常。故に巫女姫を擁立し、都合のいい自治権や独立性を主張する各都市。

「利権を争いながら、その手駒に、何よりも利権に縁遠いはずの姫ひめ皇み女こを利用する」

　愚かな話だと思う。

　だが、効果的だったのだろう。少なくとも、東和という社会では有効な作為。

　群雄割拠する中ちゆう原げんに比べ、長く平和であった東和においては、英雄も変革期も生まれにくい。

　故に偶像が求められ、ごく短く、ごく他愛ない正当性が各勢力に行き渡った。三さん宮みやや四しの宮みやがこれに当たる。

「テン・フオウとトエル・タウ。今度こそ、彼らもこれを望むか」

　ふうっと、私は吐息を一つ。

　しばらく、目を閉じたまま居室に籠もっていると

「姫様、お客様です」

　部屋の戸口で彼女の声。声色が微妙に普段と違うから、お客人に察しがついた。

　ゆっくりと、私は瞼を開く。

「すぐに行きます」

　肩に一枚羽織り、私は暖房の利いた居室から、冷気の漂う廊下へと向かう。

　外では深々と雪が降る。冴えた空気に満ちた季節。

　以前、最後の客人がやってきたのは空澄と高夏。今はもう歳が変わり、一月、命みこと月づきも終わり。

　あれから、もう半年ほどの月日は経っていた。







　玄関先へ迎えに出ると、トエル・タウは雪靴を脱ぐのに手こずっていた。

「かぁ、足短いのに、でかいの履くからだ」

「やかましい。君が道に迷ったから苦労したんだ」

　やっぱり、二人揃ってきた。

　そして、この二人が揃うと無闇に騒がしい。

　初めて出会った時から、少しも変わらない。

「よっ、元気そうだな」

「お邪魔してもいいかな」

　私に気がつき、気軽な挨拶をする二人組。

　雪降る中、遠路やってこられた方々を追い返すわけにも行かないでしょうが。

「ご用件は？」

　件の話ならばお断りしますと澄まし顔で、並んで立つ男達を見つめる。

「あのさ、ちょいと、うちらの仲間にならない？」

「人手が足りなくてね、高給、好待遇を約束するよ」

　何の話です？

　何やら微妙に、以前とは話が違ってきているので目を細めて思案してみる。

　それで、気がつく。

　冬羽織で着ぶくれした男達の背後に、灰色の人影があることに。

　頭から膝下まで全身を包む子供用の冬羽織。

　トエル・タウが来ている物と同じ男物の造りで、そのまま子供向けに小さくしただけの冬外套。ちょっとした街でなら簡単に手に入る出来合いの品。

「そちらのお子さんは？」

　何か嫌な予感がして、雪が溶けて前髪を額に貼り付けさせた二人組を交互に見る。

「よくぞ、聞いてくれた」

「ここに居わすはどなたと心得る」

　あっ、もういい。だいたい、判った。

　お馬鹿な二人組が子供みたいに何やら口上を並べたけれど、私はもう聞いていなかった。

　そちらは私の背後に控えてくれていた彼女に任せ、灰色の冬羽織に小首を傾げて見せた。

「初めまして、私は当屋敷の主で、この二人とは旧知の仲にある者です。貴方は？」

　それなりに上背のある私を見上げて、その子供は、雪が溶け始めた灰色の頭巾を脱ぐと、大きく頭を下げた。

　歳頃は十歳くらいだろうか。小柄で、肩までの黒髪が柔らかい。そんな印象を抱きながら、それを見下ろす私。

「か、空澄と申します。は、初めましてです」

　顔を上げると、素直な眼差しの笑顔が、ちょっとだけ緊張気味。

　だいたい、事の顛末が理解できてきた。
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　ため息一つ。

　それから、昔なじみの二人組に視線を向けた。

　にこにこ笑ってやがる。

　本当に、懲りない連中だった。







　私が旧家で姫と祭り上げられていた頃、ふらりと彼らはやってきて、何だかよく分からないうちに我が家に取り入る商売人として地位を確立していた。

　一族の利権や相続争いに嫌気がさしていた跡目候補の私は、つい積極的に彼ら新興勢力と手を組んだ。一族や他の候補としのぎを削ることになったのが当時の情勢。

　七年ほど前に、彼らと初めて出会った頃を思い出せば、そんなお話。

　それから、二年ほど、売り出し中の山師だった彼らと、地位や財産を持て余していた私が、一族を相手に奇妙な共闘を繰り広げた日々。一族の争いに整理が付き、彼らの話が大きくなった頃、私はかねてからの願い通り舞台から降りた。

　それが五年前。

　天下取りに誘われて、丁重にお断りした日のこと。

　あの後も、懲りていなかったらしい。この二人組は。

　いや、あの頃より、情勢が彼らや宮姫を必要としているのかも知れない。都会からの情報に、そんな気配は少し感じていた。今度は都市同志の争いという大きな話で。

「よっし、ついてこい、カラ。雪合戦だ」

「か、から？　何ですか、それ」

「お前、名前長いじゃん。面倒だから、普段、これで行くからな」

「いや、まずいだろ。それ」

　私と客人三人でお茶の時間を過ごすと、予想通りの展開に苦笑したくなる。

　雪の積もる屋外へと、背高な後ろ姿を追いかけてゆくお子様の後ろ頭を眺めつつ、私は湯飲みを傾ける。

　ここは奥座敷。彼女も下がっているので、二人だけの締め切られた空間。

「宿の手配は？」

「村長さんと仲良くなってね」

　残され組の私とトエル・タウは小さな円卓を挟んで向かい合う。

「それで、私の代わりに子供をダシにするのですか？」

　炭になった爪木がはぜる暖炉に目を向けて、トエル・タウは口元を引く。

「華族の姫であった君なら、他の姫に負けない。そう思ったけれど、また振られてしまったからね」

「戯れを」

　昔の話だ。それなりの血筋のお金持ち。実家がそれだっただけ。今時の都市が掲げる宮姫ほど大きな存在だったわけではない。

　今はもう関係ない。たとえ、我が家の血筋に先王ゆかりの者が居ようと。

「一宮姫も、二宮姫も、そして、三宮、四宮も、先王の実子と名乗っているが、正直、ゆかりの血筋から選ばれたのが大方のところさ。血の濃さなら君と大差ない」

　トエル・タウの言うことは少し事情通なら誰でも知る話だ。もっとも、うちの家はすでに解散してしまって、そろそろ世の中に忘れ去られ始めているが。そして、その家の後継者でありながら、出しゆつ奔ぽんした一人娘のことも。

　もっとも、七年前に始まり五年前まで続いたあの騒ぎは、まだ覚えている人々も多いかも知れない。何せ、この男達があんな馬鹿騒ぎをしたのだから。

「東和の五人目の姫になるのですか、彼女が」

　想い出話に浸るのが嫌で、庭先から聞こえてくる笑い声と、追いかけっこの足音に耳を澄ます。結構な雪の深さだから、難儀している気配が伝わってくる。

「クラセとマキセが、分家筋の姉妹を擁立しようとしている。多分、あの子は七なな宮みやと呼ばれるだろうね」

　どこも同じようなことを考える。

　一宮シンセンに対抗して、二宮スズマが翡ひ翠すい姫ひめを擁立したことが、そもそもの始まり。

　調べてみたら、私が世事から離れているうちに、様々なことが起きていた。

　その一角に、懲りない二人組の名前もあった。

「以前、私を利用して一儲けしたように彼女を？」

「あの時のことはお互いに楽しかった。そうだと思っているよ。今でもね」

　湯飲みを両手で握りしめ、彼は目を細る。何となく、私も同じように振る舞う。

　かつて、私達は手を組んでいた。私はそれなりの自由を手に入れ、二人組はそれなりの資金を手に入れた。そんな記憶に浸る時間。

　契約だった。お互いが求める物を手にするために。まるで、子供同士の約束のような契約。

　お互いに、湯気の立つ湯飲みに口を付ける。

　二人して、ほんの少し啜る。

「変わらないんですね、トエル・タウ。貴方は」

　湯飲みを置きながら、見つめ合うこともなく、私が呟く。

「変わったよ。それなりにね。ただ子供の時に決めた筋道は今でも守っているけれどね」

　思わず笑ってしまう。

「猫舌なの、昔のままだと言っているんです」

「君もね」

　しばらく、二人して沈黙して、また湯飲みを傾ける。自家製のお茶は、少し苦くて、それが、こんな席では目が覚めて心地よい感触。

「どこで拾ったんですか？」

　何気なく問う。

「今年の初めに、施設でね」

　それ以上は聞かなかった。明確な血筋を引いているのか、それとも、ただのお子様なのか。　どちらでもいい気がしたし、この男がどう答えるのかも、何となく予想できる気がした。

「私に何を望んでいます？」

「どうも女の子を育てる自信が無くてね。君に頼みたい」

「親になったことなどありません」

　子供は苦手だった。嫌いではないが、好きではない。

「姫のたしなみを教えてあげて欲しいんだ。日ひ向なた姫ひめ」

「その名は止めました。それに宮姫ほど大事を背負う姫ではありませんでした」

　それなりの家のご息女を、取り巻きの親族が姫と祭り上げていた。それだけのことだった。

　もめ事を避けるため、今はよくある名前を名乗っている。

「君があの子の側にいてくれたら助かる。僕やテンに似たら困るのでね」

「ずるいですね」

　ため息一つ。私に似ても困るでしょうに。

　子供を盾にされては断れる物も断れなくなる。

「いい子だよ、あの子」

「見れば判ります」

　放っておけないほど、多分、素直な子だろう。

「まずは何からすればいいのですか？」

　そう応じてしまったのは断るのに疲れてしまったのだろうか、それとも、いい加減、今の自由に厭きてしまったのだろうか。

　トエル・タウは満足げに頷く。

「まずは服だね。女の子、特にお姫様の服がよく判らない」

　なるほど、あの子が男の子物の服を着ているのは人目を欺あざむいているだけではないのか。

「では、当面、その役職で呼んでください」

「衣装役かい？　もっと、それらしい役職名を用意しようか」

「いえ、慎ましくありたい。ずっと、そう思っていました。その呼び方でお願いします」

　頷いてから、目の前の男は、何だか懐かしい、彼らしい顔をした。

「君とまた手を組むことが出来て、僕もテンも嬉しいよ」

　それは心からの一言。そうだと判るのが何か悔しい。そんな言葉。

　そして、始まりはここから。







　それから数日して、屋敷を出る時、彼女は淋しそうに私を見つめていた。

「私もお供させていただきたいのです。姫様」

「私が、今度は私が姫と呼ばれる方に仕えるのです」

　自分で口にして、思わず苦笑しそうになった。

　どうやら私は、一度、彼女の役をやってみたかったらしい。

「貴女は、この村でこの屋敷を管理していてください。私がいつでも帰ってこられるように」

　もしかしたら、あの子供を連れて、さっさと引き上げてくることになるかも知れなかった。

　何せ、あの二人組がやることなのだ。私だけは、経験上、彼らの危なっかしさを知っている。

　それを知らない彼女の方は、色々と不安な思いで私を見送る。

　彼女には、この村で身を固めてくれてもいい。そうも思っていた。

　彼女を好ましく思う若者は、この村にもそれなりにいた。困ったことに、私にも。

　本当は、私はそれが疎ましくて、遠くへ仕事に出るのかも知れない。

　俯く彼女から、それなりに住み慣れた我が家に目を向ける。

　使い慣れた台所、色褪せた家具、小さな傷が付いている床板。いくらか手間暇掛けた庭木と、そして花壇。

　今は根本だけが僅かに残る向日葵の群なした痕跡。それも白い雪の下。

　雪に埋もれた寒村の外れで、穏やかな佇まいの家で過ごした、平穏な日々。

　悪くなかった。それでも、ただ静かに暮らすには、私は偏屈すぎたのかも知れない。

　多分、あの二人はそれを見越して、私を訪れた。そんな気がした。

　だから、誘いに乗ってみよう。そんなことを考える。

　あの子はどうなのだろうか。

　ふと、思う。

　あの二人組の後ろを、てくてくついて行った子供の顔を思い出す。

　何も知らない顔をして、不思議そうに大人達を見上げる子供の顔。

　何となく、小さな向日葵を思い出す女の子。

　七年前、まだ少ししか物事を知らなかった私は、やっぱりあんな風にしていたのだろうか。

　あれほど小さくはなかったけれど、今思えば、まだ子供だったと思える二年間の月日。

　私は途中で舞台から降りてしまった。

　気ままな二人組は、今でも懲りずに舞台に立ち続けている。

　あの小さなお姫様は、どこまで舞台に立ち続けられるのだろうか。

　そして、あの三人の共演が始まるのを、私は一番近くで見ることになった。







　それから、また日々が過ぎて行った。あっという間の数年。

　お城で、宮殿ではなくて、本当にお城と言った粗野で大きな建物で私達は暮らしていた。

　朝も早くからいつも騒いでる二人組、そして、楽しそうに彼らを追いかける小さな姫。それを取り巻く人々。

　淡々と、ただ淡々と、私は彼らを見つめた。

　繰り返す四季の中、また向日葵が揺れる空澄の季節。

　眩しくて目を細める光景が、心地よく感じる日々。

　それは恐くなるくらい豊かな光景。

　私が手に入れ損なった何かがそこにあって、だから、見つめていた毎日。

　気がつけば、それはお祭りのように。

　私の目の前を、まるでお祭りのような日々が過ぎて行った。





終
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高たか野の 和わたる

読者様のおかげでなんとかこの本を出せた遅筆作家です。今は次回作のために試行錯誤しています。あっちもこっちも大変な世の中ですから、少しでも明るく楽しい物語を目指しています。どこかで見かけたらよろしくお願いします。
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イラスト／尾お谷たにおさむ

兵庫県出身。小さい頃から宮崎駿氏の映画が大好きで、絵にもいろいろと影響を受けている。好きな俳優はナタリー・ポートマンとリバー・フェニックス。好きな飲み物は紅茶。イラスト以外に風景画なども描いたりする。
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七なな姫ひめ物もの語がたり 第だい六ろく章しょう
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